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はじめに


「はじめに」の内容は次のとおりです。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則








対象読者


このドキュメントでは、データベースに対する変更の整合性を保証したり、Oracle Real Application Testing、Oracle Data Masking、データのセブセット化を使用してテスト・データの管理方法について説明します。このマニュアルは、Oracle Databaseを現実的な環境でテストするデータベース管理者、アプリケーション設計者、およびプログラマを対象としています。






ドキュメントのアクセシビリティについて


Oracleのアクセシビリティへの取り組みについては、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)にアクセスしてください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。









関連ドキュメント


このマニュアルで説明する一部の項目の詳細は、Oracle Databaseリリース12.1ドキュメント・セットの次のマニュアルを参照してください。

	
『Oracle Database 2日でデータベース管理者』


	
『Oracle Database 2日でパフォーマンス・チューニング・ガイド』


	
Oracle Database管理者ガイド


	
『Oracle Database概要』


	
『Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイド』


	
『Oracle Database SQLチューニング・ガイド』










表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	表記規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















本リリースでのOracle Database Testingガイドの変更点


この序文では、『Oracle Database Testingガイド』の変更点をあげます。





Oracle Database 12cリリース1 (12.1)での変更点


次に、Oracle Database 12cリリース1(12.1)の『Oracle Database Testingガイド』の変更点をあげます。





新機能


このリリースの新機能は次のとおりです。

	
SQLパフォーマンス・アナライザ・クイック・チェック(SPAクイック・チェック)

一部のOracle Enterprise Manager Cloud Controlデータベース管理ページで、SPAクイック・チェックは、変更を加える前にデータベース・ワークロードへのシステム変更の影響を検証できます。

「SPAクイック・チェックの使用」を参照してください。


	
SQLパフォーマンス・アナライザによるマルチテナント・アーキテクチャのサポート

非CDBからマルチテナント・コンテナ・データベース(CDB)に転送されたSQLチューニング・セットを、CDB識別子を再マッピングすることによりSQLパフォーマンス・アナライザへの入力ソースとして使用することができます。

「APIを使用した分析タスクでのマルチテナント・コンテナ・データベース識別子の再マッピング」を参照してください。


	
ワークロード・インテリジェンス

ワークロード・インテリジェンスとは、取得したワークロードに格納されているデータを分析するJavaプログラムのスイートです。

「ワークロード・インテリジェンスの使用」を参照してください。


	
データベース統合リプレイ

データベース統合リプレイでは、1つ以上のシステムから取得した複数のワークロードを統合して、Oracle Exadata Machineなど1つのテスト・システムで同時にリプレイできます。

「データベース統合リプレイの使用」を参照してください。


	
ワークロード・スケールアップ

データベース・リプレイでは、様々な使用事例やシナリオで、スケールアップ・テストやストレス・テストを実行できます。

「ワークロード・スケールアップの使用」を参照してください。


	
テスト・データ管理

テスト・データ管理機能では、Oracle Data Maskingおよびデータ・サブセット化を使用して、テスト・データを管理できます。

「テスト・データ管理」を参照してください。










その他の変更


このリリースでの追加変更は次のとおりです。

	
新しいマニュアル

『Oracle Database Testingガイド』に、『Oracle Database Real Application Testingユーザーズ・ガイド』が含まれました。


	
新しい章

Oracle Databaseのテスト・データ管理機能を説明する「テスト・データ管理」が『Oracle Database Testingガイド』に追加されました。
















1 Oracle Database Testingの概要


Oracle DatabaseのOracle Real Application Testingオプションおよびテスト・データ管理機能では、データベースに対する変更の整合性を保証したり、テスト・データを管理できます。

Oracle Real Application Testingオプションを使用すると、Oracle Databaseを現実的な環境でテストできます。Oracle Real Application Testingでは、本番環境にデプロイメントを行う前に、本番環境のワークロードを取得し、こららのワークロードに対するシステムの変更の影響を評価することで、システム変更が原因で不安定になるリスクを最小限にします。Oracle Real Application Testingの主要コンポーネントは、SQLパフォーマンス・アナライザおよびデータベース・リプレイです。テストするシステム変更の性質とその影響、およびテストするシステムの種類に応じて、テストの実行にいずれかまたは両方のコンポーネントを使用できます。

現実的な環境でテストを行う場合、テスト環境の本番ではないユーザーに機密データが公開されてしまうリスクがあります。Oracle Databaseのテスト・データの管理機能では、テスト・データに対してデータ・マスキングおよびデータ・サブセット化を実行し、このリスクを最小限にできます。

この章の構成は、次のとおりです。

	
SQLパフォーマンス・アナライザ


	
データベース・リプレイ


	
テスト・データ管理





注意:

SQLパフォーマンス・アナライザおよびデータベース・リプレイの使用には、Oracle Real Application Testingのライセンス・オプションが必要です。詳細は、『Oracle Databaseライセンス情報』を参照してください。











1.1 SQLパフォーマンス・アナライザ


システム変更(データベースのアップグレードや索引の追加など)を行うと、SQL文の実行計画が変更され、SQLパフォーマンスに大きな影響を与える場合があります。システム変更によってSQL文が低下し、パフォーマンスの低下につながる場合もあります。システム変更によってSQLパフォーマンスが改善される場合もあります。システム変更がSQLパフォーマンスに与える可能性がある影響を正確に予測できると、SQL文の低下に備えてシステムを事前にチューニングしたり、SQL文のパフォーマンスが改善された場合のパフォーマンスの向上を検証し、評価することができます。

SQLパフォーマンス・アナライザは、SQL文ごとのパフォーマンスの相違を識別することで、すべてのSQLワークロードに対する変更の全体的影響を評価するプロセスを自動化します。レポートには、変更によるワークロード・パフォーマンスへの最終的な影響が示されます。SQLパフォーマンス・アナライザでは、パフォーマンスが低下しているSQL文に適した詳細な実行計画や推奨の調整方法を提供します。これによって、エンド・ユーザーに影響が及ぶ前に、望ましくない結果を修正することができます。また、時間とコストを大幅に節約しながら、本番環境のシステム変更が最終的なパフォーマンス向上につながることを検証できます。

SQLパフォーマンス・アナライザを使用すると、次に示す変更を含むあらゆるタイプのシステム変更のSQLパフォーマンスに対する影響を分析できます。

	
データベースのアップグレード


	
プラガブル・データベース(PDB)および手動で統合したスキーマのデータベース統合テスト


	
オペレーティング・システムまたはハードウェアの構成変更


	
スキーマの変更


	
データベース初期化パラメータの変更


	
オプティマイザ統計のリフレッシュ


	
SQLチューニング・アクションの検証





関連項目:

	
SQLパフォーマンス・アナライザの使用については、「SQLパフォーマンス・アナライザの概要」を参照してください。














1.2 データベース・リプレイ


ハードウェアやソフトウェアのアップグレードなどのシステム変更を行う前に、通常は変更内容を検証するためにテスト環境で広範囲なテストが実行されます。ただし、テストを実行しても、テストには実際のワークロードを使用していないため、新規システムの本番運用が開始されると、しばしば予期しない動作が発生します。テスト中に実際のワークロードをシミュレートできないことは、システム変更を検証する際の最大の問題点の1つです。

データベース・リプレイでは、テスト・システムで本番環境のワークロードを実質的に再現し、システム変更の現実的なテストを可能にします。データベース・リプレイを使用すると、本番システムのワークロードを取得して、それを元のワークロードとまったく同じタイミング、同時実行性およびトランザクション特性に従ってテスト・システムでリプレイできます。これにより、変更の影響(望ましくない結果、新しい競合ポイント、計画の品質低下など)を詳細に評価できます。広範な分析およびレポートを利用して、新しく発生したエラーやパフォーマンスの相違など、起こりうる問題の特定に役立てることができます。

データベース・リプレイでは、外部データベース・クライアントのワークロードをデータベース・レベルで取得するもので、パフォーマンス・オーバーヘッドはごくわずかです。本番ワークロードを取得することで、シミュレーション・ワークロードやスクリプトを開発する必要がなくなり、コストと時間を大幅に節約できます。データベース・リプレイを使用すると、以前であれば負荷シミュレーション・ツールを使用して何か月もかかっていた複雑なアプリケーションの現実的なテストが、数日で完了します。これにより、より高度な信頼性をより少ないリスクで確保しながら、変更を迅速にテストして新しいテクノロジを導入できます。

データベース・リプレイを使用すると、次のような重要なシステム変更をテストできます。

	
データベースおよびオペレーティング・システムのアップグレード


	
PDBおよび手動で統合したスキーマのデータベース統合テスト


	
ワークロードのスケールアップの様々なシナリオのオーサリングおよび実験


	
構成の変更(シングル・インスタンスからOracle Real Application Clusters(Oracle RAC)環境へのデータベースの変換など)


	
ストレージ、ネットワークおよびインターコネクトの変更


	
オペレーティング・システムおよびハードウェアの移行





関連項目:

	
データベース・リプレイの使用の詳細は、「データベース・リプレイの概要」を参照してください。














1.3 テスト・データ管理


本番データをテスト環境にコピーした場合、機密情報がアプリケーション開発者や外部コンサルタントなどの非本番ユーザーに漏えいしてしまうというリスクがあります。現実的な環境のテストを行うには、このような非本番ユーザーが元のデータの一部にアクセスする(ただし、すべてのデータにはアクセスしない)ようにする必要があります(特に情報が機密情報とみなされる場合)。

Oracle Databaseには、このリスクを低減する次を実行するテスト・データ管理機能があります。

	
アプリケーション・データ・モデリングを使用して、アプリケーション、表および表列間の関係のリストを格納します。


	
データ・サブセット化を使用して、特定のサイトのみに関係する情報をレプリケートできます。


	
Oracleデータ・マスキングを使用して、本番システムの機密データを架空のデータに置き換え、テスト時に使用することができます。





関連項目:

	
テストデータの管理の詳細は、「アプリケーション・データ・モデル」を参照してください


	
データのサブセット化の詳細は、「データ・サブセット化」を参照してください


	
機密データのマスキングの詳細は、「機密データのマスキング」を参照してください














第I部 SQLパフォーマンス・アナライザ


SQLパフォーマンス・アナライザでは、SQL文のSQLレスポンス時間に対するシステムの変更の影響を評価できます。

第I部は、SQLパフォーマンス・アナライザについて説明し、次の章で構成されています。

	
SQLパフォーマンス・アナライザの概要


	
分析タスクの作成


	
変更前のSQL試行の作成


	
変更後のSQL試行の作成


	
SQL試行の比較


	
SPAクイック・チェックの使用


	
データベースのアップグレードのテスト












2 SQLパフォーマンス・アナライザの概要


SQLパフォーマンス・アナライザは、本番システムまたは本番システムによく似たテスト・システムで実行できます。SQLパフォーマンス・アナライザではテストするSQL文を実行する必要があるため、本番システムでシステム変更をテストすると、システムのスループットに影響します。パフォーマンスへの影響をテストするためにシステムで行うグローバル変更によって、システムのその他のユーザーが影響を受ける可能性もあります。システム変更が多数のセッションまたはSQL文に影響しない場合は、本番システムでSQLパフォーマンス・アナライザを実行できます。ただし、データベースのアップグレードなどのシステム全体の変更では本番システムを使用しないことをお薦めします。かわりに、本番システムに影響を与えずにシステム変更の影響をテストできるように、別のテスト・システムでSQLパフォーマンス・アナライザを実行することを検討してください。テスト・システムを使用すると、本番システムで実行されているその他のワークロードがSQLパフォーマンス・アナライザによって実行される分析に影響することもなくなります。推奨される方法はテスト・システムでSQLパフォーマンス・アナライザを実行する方法であり、その方法をここで説明します。本番システムでSQLパフォーマンス・アナライザを実行する場合は、適宜テスト・システムを本番システムに置き換えてください。

SQLパフォーマンス・アナライザを使用してシステム変更によるSQLパフォーマンスへの影響を分析する場合は、図2-1に示す手順を実行します。


図2-1 SQLパフォーマンス・アナライザのワークフロー

[image: 図2-1の説明が続きます]



	
分析対象のSQLワークロードを取得して、SQLチューニング・セットに格納します。詳細は、「SQLワークロードの取得」を参照してください。


	
本番システムとは切り離されたテスト・システムを使用する場合は、次の手順を実行します。

	
可能なかぎり本番環境と一致するようにテスト・システムを設定します。


	
SQLチューニング・セットをテスト・システムに転送します。




詳細は、「テスト・システムの設定」を参照してください。


	
テスト・システムで、SQLパフォーマンス・アナライザのタスクを作成します。詳細は、「SQLパフォーマンス・アナライザのタスクの作成」を参照してください。


	
SQLチューニング・セットに格納されているSQL文のテスト実行または実行計画の生成を行って、変更前のSQL試行を作成します。詳細は、「変更前のSQLパフォーマンスの測定」を参照してください


	
システム変更を実行します。詳細は、「システム変更の実行」を参照してください


	
変更後のテスト・システムでSQLチューニング・セット内のSQL文を再実行して、変更後のSQL試行を作成します。詳細は、「変更後のSQLパフォーマンスの測定」を参照してください


	
変更前バージョンと変更後バージョンのパフォーマンス・データを比較および分析し、レポートを作成して、システム変更後にパフォーマンスが改善されたSQL文、パフォーマンスの変更がなかったSQL文またはパフォーマンスが低下したSQL文を特定します。詳細は、「パフォーマンス測定値の比較」を参照してください


	
特定されたパフォーマンスが低下したSQL文をチューニングします。詳細は、「パフォーマンスが低下したSQL文の修正」を参照してください。


	
パフォーマンスの目標を達成するまで、手順6から8を繰り返し、チューニングしたSQL文のパフォーマンスが許容範囲内であることを確認します。

それぞれの比較において、以前のSQL試行を変更前のSQL試行として使用し、現在のSQL試行を変更後のSQL試行として使用できます。たとえば、最初のSQL試行を現在のSQL試行と比較して、すべての変更を評価したり、最新のSQL試行を現在のSQL試行と比較して、最新の変更のみを評価する場合があります。





注意:

Oracle Enterprise Managerでは、このプロセスを簡単にするため、手順3から9が自動化されたワークフローが提供されています。




注意:

SQLパフォーマンス・アナライザでプラガブル・データベース(PDB)を使用する場合、データの可視性および必要な権限が異なる場合があります。マルチテナント・コンテナ・データベース(CDB)で、SQLパフォーマンス・アナライザなどの管理性機能がどのように動作するかの詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。











2.1 SQLワークロードの取得


SQLパフォーマンス・アナライザを実行する前に、分析対象のSQLワークロードを表すSQL文のセットを本番システムで取得します。

取得したSQL文には、次の情報が含まれています。

	
SQLテキスト


	
実行環境

	
SQL文を実行し、正確な実行統計を生成するために必要なバインド値であるSQLバインド


	
SQL文をコンパイルできる解析スキーマ


	
SQL文が実行される、初期化パラメータが含まれているコンパイル環境





	
SQL文の実行回数




SQLワークロードの取得は、本番システムのパフォーマンスにごくわずかな影響を与えますが、スループットには影響を与えません。より多くのSQL文が含まれているSQLワークロードでは、アプリケーションまたはデータベースの状態がよりよく表示されます。これによって、システム変更がSQLワークロードに与える可能性がある影響をSQLパフォーマンス・アナライザでより正確に予測できるようになります。そのため、可能なかぎり多くのSQL文を取得する必要があります。アプリケーションでコールされているすべてのSQL文またはデータベースで実行されているすべてのSQL文のいずれかを取得することをお薦めします。

取得したSQL文をSQLチューニング・セットに格納し、SQLパフォーマンス・アナライザの入力ソースとして使用できます。SQLチューニング・セットは、1つ以上のSQL文がその実行統計および実行コンテキストとともに含まれているデータベース・オブジェクトです。SQL文は、カーソル・キャッシュ、自動ワークロード・リポジトリ(AWR)、SQLトレース・ファイル、既存のSQLチューニング・セットなどの様々なソースからSQLチューニング・セットにロードできます。SQLチューニング・セットを使用してSQLワークロードを取得すると、次のことができます。

	
単一の永続データベース・オブジェクトへのSQLテキストおよび必要な補助情報の格納


	
SQLチューニング・セット内の取得済SQL文の移入、更新、削除および選択


	
自動ワークロード・リポジトリ(AWR)やカーソル・キャッシュなどの様々なデータ・ソースからのコンテンツのロードおよびマージ


	
SQLワークロードを取得したシステムからのSQLチューニング・セットのエクスポート、および別のシステムへのSQLチューニング・セットのインポート


	
SQLチューニング・アドバイザやSQLアクセス・ アドバイザなどの他のアドバイザへの入力ソースとしてのSQLワークロードの再使用





関連項目:

	
Oracle Enterprise Managerを使用したSQLチューニング・セットの作成については、『Oracle Database 2日でパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。


	
APIを使用したSQLチューニング・セットの作成の詳細は、『Oracle Database SQLチューニング・ガイド』を参照してください。














2.2 テスト・システムの設定


本番システムでSQLチューニング・セットにSQLワークロードを取得したら、ワークロードを取得したデータベースと同じデータベースまたは異なるデータベースでSQLパフォーマンス・アナライザの分析を実行できます。分析ではリソースが多く消費されるため、本番データベースでワークロードを取得して、分析を実行できる別のテスト・データベースに転送することをお薦めします。これを行うには、SQLチューニング・セットを本番システムからエクスポートし、システム変更をテストする別のシステムにインポートします。

テスト・データベースを作成する方法はいくつもあります。たとえば、Recovery Manager(RMAN)のDUPLICATEコマンド、Oracle Data Pumpまたはトランスポータブル表領域を使用できます。RMANではテスト・データベースを既存のバックアップまたはアクティブな本番データ・ファイルから作成できるため、RMANを使用することをお薦めします。本番データベースとテスト・データベースは、同じホストまたは異なるホストのいずれにも存在できます。

可能なかぎり本番システムのデータベース環境と一致するようにテスト・データベース環境を構成する必要があります。これによって、システム変更がSQLパフォーマンスに与える影響をSQLパフォーマンス・アナライザでより正確に予測できるようになります。

テスト・システムを適切に構成したら、SQLチューニング・セットを本番システムからステージング表にエクスポートし、次にステージング表からテスト・システムにインポートします。


関連項目:

	
RMANを使用したデータベースの複製については、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。


	
Oracle Enterprise Managerを使用したSQLチューニング・セットの転送については、『Oracle Database 2日でパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。


	
APIを使用したSQLチューニング・セットの転送の詳細は、『Oracle Database SQLチューニング・ガイド』を参照してください。














2.3 SQLパフォーマンス・アナライザ・タスクの作成


SQLワークロードを取得してテスト・システムに転送し、初期化データベース環境を適切に構成したら、SQLパフォーマンス・アナライザを実行して、システム変更がSQLパフォーマンスに与える影響を分析できます。

SQLパフォーマンス・アナライザを実行するには、まずSQLパフォーマンス・アナライザのタスクを作成する必要があります。タスクは、SQLパフォーマンス・アナライザの完全な分析に関するすべてのデータがカプセル化されているコンテナです。SQLパフォーマンス・アナライザの分析は、2つ以上のSQL試行と1つの比較で構成されています。SQL試行で、特定の環境条件下でのSQLチューニング・セットの実行パフォーマンスがカプセル化されます。SQLパフォーマンス・アナライザのタスクを作成する場合は、入力ソースとしてSQLチューニング・セットを選択する必要があります。テスト実行または実行計画の方法でSQL試行を構築する場合、SQL文のソースとしてSQLチューニング・セットが使用されます。SQLパフォーマンス・アナライザは、2つの試行間での環境の相違による影響を表示します。


関連項目:

	
SQLパフォーマンス・アナライザ・タスクの作成方法は、「分析タスクの作成」を参照してください














2.4 変更前のSQLパフォーマンスの測定


システム変更を行う前に、変更前のSQL試行を作成します。SQLパフォーマンス・アナライザでのSQL試行に必要なパフォーマンス・データは、次に示す方法で生成できます。

	
テスト実行

この方法では、SQLパフォーマンス・アナライザを介してSQL文をテスト実行します。SPAパフォーマンス・アナライザを実行しているデータベースまたはリモート・データベースで実行できます。


	
実行計画

この方法では、SQLパフォーマンス・アナライザを介してSQL文に対してのみ実行計画を生成します。SPAパフォーマンス・アナライザを実行しているデータベースまたはリモート・データベースで実行できます。EXPLAIN PLAN文と異なり、実行計画の方法を使用するSQL試行ではバインド値が考慮され、実際の実行計画が生成されます。


	
SQLチューニング・セットの変換

この方法では、SQLチューニング・セットに格納されている実行統計と計画を変換します。この方法はAPIでのみサポートされています。




テスト実行の方法では、ワークロードに含まれている各SQL文が完了するまで実行されます。実行中、SQLパフォーマンス・アナライザによってワークロードのSQL文ごとに実行計画が生成され、実行統計が計算されます。SQLチューニング・セット内の各SQL文は、SQL文の初期の実行順序または同時実行性を維持せずに、その他のSQL文とは別に実行されます。これは、実行タイムアウトが発生するまで可能なかぎり多く(最大10回)、SQL文ごとに2回以上実行されます。最初の実行は、バッファ・キャッシュの準備のために使用されます。以降のすべての実行は、平均に基づいてSQL文の実行時の実行統計を計算するために使用されます。SQL文が実行される実際の回数は、SQL文の実行時間の長さによって異なります。実行時間が長いSQL文は2回だけ実行され、この実行から得られた実行統計が使用されます。その他の(比較的時間の短い)SQL文は複数回実行され、これらの実行から実行統計の平均が計算されます(最初の実行で得られた統計は計算に使用されません)。複数の実行の統計の平均を求めることで、SQLパフォーマンス・アナライザは各SQL文の実行統計をより正確に計算できます。データベースが受ける可能性がある影響を回避するために、DDLはサポートされていません。デフォルトでは、DMLの問合せ部分のみが実行されます。APIを使用する場合は、EXECUTE_FULLDMLタスク・パラメータを使用することでDML全体を実行できます。パラレルDMLはサポートされておらず、パラレル・ヒントが削除されないかぎり、その問合せ部分は実行されません。

サイズによっては、SQLワークロードの実行に時間およびリソースが大量に消費される可能性があります。実行計画の方法では、実行統計を収集せずに、実行計画のみの生成を選択することができます。この方法によって、試行を実行する時間が短縮され、システム・リソースへの影響が減少しますが、分析時に使用できるのは実行計画のみのため、包括的なパフォーマンスの分析は実行できません。ただし、EXPLAIN PLANコマンドで計画を生成した場合とは異なり、SQLパフォーマンス・アナライザから、実行計画の生成時にオプティマイザにバインド値が提供されるため、SQL文の実行時に計画の結果に関してより信頼性の高い予測が得られます。

どちらの場合も、データベース・リンクを使用して、別のデータベースでSQLワークロードをリモートで実行することができます。SQLパフォーマンス・アナライザによって、データベース・リンクを介してリモート・データベースへの接続が確立され、そのデータベースでSQL文が実行され、SQL文ごとの実行計画およびランタイム統計が収集されて、ローカル・データベースのSQL試行に以降の分析で使用可能な結果が格納されます。この方法は、次の操作を行う場合に有効です。

	
データベースのアップグレードのテスト


	
別のバージョンのOracle Databaseが実行されているシステムでのSQLワークロードの実行


	
別のテスト・システムへのSQLパフォーマンス・アナライザの分析結果の格納


	
ハードウェア構成が異なる複数のシステムでのテストの実行


	
本番システムで古いバージョンのOracle Databaseを使用している場合のSQLパフォーマンス・アナライザの最新機能の使用




SQLワークロードを実行すると、生成された実行計画およびランタイム統計がSQL試行に格納されます。

SQLチューニング・セットに格納されている実行統計および計画を使用して、SQL試行を作成することもできます。この方法は、APIでのみサポートされていますが、ワークロードを実行する別の方法(データベース・リプレイまたは別のアプリケーション・テスト・ツール)があり、テスト・システムでワークロードを実行するためにSQLパフォーマンス・アナライザが必要ない場合に有効なことがあります。このような場合でも、テストの実行中にSQLチューニング・セットを取得すると、SQLパフォーマンス・アナライザを使用してこれらのSQLチューニング・セットからSQL試行を作成し、より包括的な分析レポートを表示することができます。標準のSQLパフォーマンス・アナライザ・レポート(各試行内の実行計画は1つのみで、1セットのバインドでSQL文を実行して生成される実行統計は1セット)とは異なり、SQLチューニング・セットから作成したSQL試行を比較するレポートを生成して、複数の実行にわたって潜在的に多数の異なるバインド・セットが存在する2つの試行からすべての実行計画を表示することができます。


関連項目:

	
変更前のパフォーマンスを測定する方法については、「変更前のSQL試行の作成」を参照してください


	
リモート・システムでSQLワークロードを実行してデータベースのアップグレードをテストする方法については、「データベースのアップグレードのテスト」を参照してください














2.5 システム変更の実行


測定対象のSQLパフォーマンスにかかわる変更を行います。SQLパフォーマンス・アナライザでは、様々なタイプのシステム変更による影響を分析できます。たとえば、データベースのアップグレード、新しい索引の作成、初期化パラメータの変更、オプティマイザ統計のリフレッシュなどをテストできます。本番システムでSQLパフォーマンス・アナライザを実行する場合は、残りのシステムへの影響を回避するためにプライベート・セッションを使用して変更を行うことを検討してください。









2.6 変更後のSQLパフォーマンスの測定


システム変更の実行後、変更後のSQL試行を作成します。変更後のSQL試行は、変更前のSQL試行と同じ方法を使用して作成することを強くお薦めします。作成すると、変更後のSQL試行に新しいパフォーマンス・データセットが生成され、変更前のバージョンと比較可能になります。この結果は、新しいSQL試行または変更後のSQL試行に保存されます。


関連項目:

	
変更後のパフォーマンスを測定する方法は、「変更後のSQL試行の作成」を参照してください














2.7 パフォーマンス測定値の比較


SQLパフォーマンス・アナライザでは、変更前と変更後のSQL文のパフォーマンスが比較され、SQL文の実行計画またはパフォーマンスでの変更を特定するレポートが生成されます。

SQLパフォーマンス・アナライザは、SQLワークロード全体の実行時間とワークロード内の個々のSQL文のレスポンス時間について、システム変更による影響を測定します。デフォルトでは、SQLパフォーマンス・アナライザは、比較のメトリックに経過時間を使用します。また、次のSQL実行統計の中から比較のメトリックを選択できます。

	
CPU時間


	
ユーザーI/O時間


	
バッファ読取り


	
物理I/O


	
オプティマイザ・コスト


	
I/Oインターコネクト・バイト


	
式形式でのこれらメトリックの組合せ




SQL試行で実行計画のみを生成する場合、SQLパフォーマンス・アナライザではSQL実行計画に格納されているオプティマイザ・コストが使用されます。

比較が完了すると、変更前と変更後のSQLパフォーマンスを比較するSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートに結果のデータが生成されます。SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートは、HTML、テキストまたはアクティブ・レポートとして表示できます。アクティブ・レポートには、インタラクティブなユーザー・インタフェースを使用するきめ細かなレポート機能が用意されており、データベースやOracle Enterprise Managerに接続されていないときでも詳細な分析を実行できます。


関連項目:

	
パフォーマンス測定値の比較とレポートについては、「SQL試行の比較」を参照してください














2.8 低下したSQL文の修正


SQLパフォーマンス・アナライザが実行したパフォーマンス分析でSQL文の低下が見つかった場合は、変更を行って問題を解決します。たとえば、SQLチューニング・アドバイザを実行するか、またはSQL計画ベースラインを使用して、パフォーマンスが低下したSQLを修正できます。その後、SQL文の実行プロセスを繰り返し、そのパフォーマンスを最初の実行と比較できます。満足できる分析結果になるまで、これらの手順を繰り返します。


関連項目:

	
低下したSQL文の修正方法は、「SQL試行の比較」を参照してください














3 分析タスクの作成


分析するSQLワークロードをSQLチューニング・セット(STS)に取得したら、SQLパフォーマンス・アナライザを実行して、システム変更がSQLパフォーマンスに与える影響を分析できます。SQLパフォーマンス・アナライザを実行するには、まずSQLパフォーマンス・アナライザのタスクを作成する必要があります。タスクは、SQLパフォーマンス・アナライザの完全な分析に関するすべてのデータがカプセル化されているコンテナです。SQLパフォーマンス・アナライザの分析は、2つ以上のSQL試行と1つの比較で構成されています。SQL試行は特定の環境条件下でSQLチューニング・セットの実行パフォーマンスを取得するもので、次のいずれかの方法でSQLパフォーマンス・アナライザを使用して自動的に生成できます。

	
SQL文のテスト実行


	
SQL文の実行計画の生成


	
SQLチューニング・セットで取得した実行統計および計画の参照




SQLパフォーマンス・アナライザのタスクを作成する場合は、入力ソースとしてSQLチューニング・セットを選択する必要があります。このSQLチューニング・セットがSQL試行のテスト実行または実行計画生成のソースとして使用されます。このため、試行間のパフォーマンスの相違は、環境の相違が原因となります。詳細は、「SQLパフォーマンス・アナライザ・タスクの作成」を参照してください。

この章では、SQLパフォーマンス・アナライザのタスクの作成方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
Enterprise Managerを使用した分析タスクの作成


	
APIを使用した分析タスクの作成


	
APIを使用した分析タスクの構成





注意:

SQLパフォーマンス・アナライザを実行するための主要なインタフェースは、Oracle Enterprise Managerです。なんらかの理由でOracle Enterprise Managerを使用できない場合は、DBMS_SQLPA PL/SQLパッケージを使用してSQLパフォーマンス・アナライザを実行できます。




ヒント:

SQLパフォーマンス・アナライザを実行する前に、パフォーマンスの分析に使用するSQLワークロードを本番システムのSQLチューニング・セットに取得して、パフォーマンスの分析を実行するテスト・システムに転送します。詳細は、「SQLワークロードの取得」を参照してください。











3.1 Enterprise Managerによる分析タスクの作成



Oracle Enterprise Managerでは、いくつかのワークフローでSQLパフォーマンス・アナライザ・タスクを作成できます。





Enterprise Managerを使用して分析タスクを作成するには、次の手順を実行します。




	「パフォーマンス」メニューから、「SQL」、「SQLパフォーマンス・アナライザ」の順に選択します。

「データベース・ログイン」ページが表示されたら、管理者権限のあるユーザーとしてログインします。

「SQLパフォーマンス・アナライザ」ページが表示されます。

[image: GUID-EB1ED7D6-9D1A-4660-9029-5B57C9DDD4A0-default.gifの説明が続きます]





	「SQLパフォーマンス・アナライザ・ワークフロー」で、目的のタイプの分析タスクを作成するワークフローを選択します。

	
9iまたは10.1からのアップグレード

9iまたは10.1のワークフローからのアップグレードは、Oracle9i DatabaseまたはOracle Database 10gリリース1から、Oracle Database 10gリリース2以上のリリースへのデータベース・アップグレードをテストする場合に使用します。詳細は、「Oracle9i DatabaseおよびOracle Database 10gリリース1からのアップグレード」を参照してください。


	
10.2または11gからのアップグレード

10.2または11gのワークフローからのアップグレードは、Oracle Database 10gリリース2またはOracle Database 11gから、それ以上のリリースへのデータベース・アップグレードをテストする場合に使用します。詳細は、「Oracle Database 10gリリース2以上のリリースからのアップグレード」を参照してください。


	
パラメータの変更

パラメータ変更ワークフローは、データベース初期化パラメータの変更によるSQLパフォーマンスへの影響を確認する場合に使用します。詳細は、「パラメータ変更ワークフローの使用」を参照してください。


	
オプティマイザ統計

オプティマイザ統計ワークフローは、オプティマイザ統計への変更がSQLのパフォーマンスに与える影響を分析する場合に使用します。詳細は、「オプティマイザ統計ワークフローの使用」を参照してください。


	
Exadataシミュレーション

Exadataシミュレーション・ワークフローは、Oracle Exadataを使用した場合にSQLのパフォーマンスに与える影響をシミュレートする場合に使用します。詳細は、「Exadataシミュレーション・ワークフローの使用」を参照してください。


	
ガイド付きワークフロー

ガイド付きワークフローは、その他のすべてのタイプのシステム変更でのSQLパフォーマンスを比較する場合に使用します。詳細は、「ガイド付きワークフローの使用」を参照してください。

















3.1.1 パラメータ変更ワークフローの使用



パラメータ変更ワークフローでは、1つの環境初期化パラメータの値を変更した場合のSQLワークロードへのパフォーマンスの影響をテストできます。たとえば、OPTIMIZER_FEATURES_ENABLE初期化パラメータ・セットを10.2.0.4と12.1.0.1に設定することによって、SQLパフォーマンスを比較できます。

SQLチューニング・セットおよび比較メトリックを選択すると、SQLパフォーマンス・アナライザによってタスクが作成され、初期化パラメータが元の値に設定された試行が実行されます。その後、ALTER SESSION文を発行することによって、SQLパフォーマンス・アナライザで、パラメータが変更された値に設定された2番目の試行が実行されます。したがって、変更の影響はテスト・セッションにローカルに限定されます。パフォーマンスの低下または変更は、システムによって生成されたSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートに報告されます。


注意:

他のタイプのシステム変更の分析タスクを作成する場合は、ガイド付きワークフローをかわりに使用してください。詳細は、「ガイド付きワークフローの使用」を参照してください。







SQLパフォーマンス・アナライザのパラメータの変更ワークフローを使用する方法





	
「SQLパフォーマンス・アナライザ」ページの「SQLパフォーマンス・アナライザ・ワークフロー」で、「パラメータの変更」をクリックします。

「パラメータの変更」ページが表示されます。

[image: GUID-9C718892-655D-4856-9AFE-7F42679C35D7-default.gifの説明が続きます]



	
「タスク名」フィールドに、タスクの名前を入力します。


	
「SQLチューニング・セット」フィールドに、分析するSQLワークロードが含まれているSQLチューニング・セットの名前を入力します。

または、検索アイコンをクリックして、「検索と選択: SQLチューニング・セット」ウィンドウでSQLチューニング・セットを検索します。

選択したSQLチューニング・セットが「SQLチューニング・セット」フィールドに表示されます。


	
「説明」フィールドに、オプションでタスクの説明を入力します。


	
「作成方法」リストで、次のいずれかのアクションを実行して、SQL試行の作成方法および生成されるコンテンツを確認します。

	
「SQLの実行」を選択します。

このSQL試行では、実際にSQL文を実行することによって、SQLチューニング・セット内の各SQL文に対して実行計画と実行統計の両方が生成されます。


	
「計画の生成」を選択します。

このSQL試行では、オプティマイザが起動され、実際にSQL文が実行されない場合にのみ実行計画が作成されます。





	
「SQL当たりの時間制限」リストで、次のいずれかのアクションを実行して、試行時のSQL実行の時間制限を決定します。

	
「5分」を選択します。

この実行では、SQLチューニング・セット内の各SQL文が最大5分間実行され、パフォーマンス・データが収集されます。


	
「無制限」を選択します。

この実行では、SQLチューニング・セット内の各SQL文が完了するまで実行され、パフォーマンス・データが収集されます。実行統計を収集することによってパフォーマンス分析の精度は大幅に向上しますが、分析にかかる時間は長くなります。1つのSQL文によってタスクが長時間停止状態になる場合があるため、この設定は使用しないことをお薦めします。


	
「カスタマイズ」を選択して、指定する秒数、分数、時間数を入力します。





	
「パラメータの変更」セクションで、次の手順を実行します。

	
「パラメータ名」フィールドに、変更する初期化パラメータの名前を入力するか、または検索アイコンをクリックして、「検索と選択: 初期化パラメータ」ウィンドウを使用して初期化パラメータを選択します。


	
「ベース値」フィールドに、初期化パラメータの現在の値を入力します。


	
「変更された値」フィールドに、初期化パラメータの新しい値を入力します。





	
「比較メトリック」リストで、分析に使用する比較メトリックを選択します。

	
手順5で「計画の生成」を選択した場合は、「オプティマイザ・コスト」を選択します。


	
手順5で「SQLの実行」を選択した場合は、次のいずれかのオプションを選択します。

	
経過時間


	
CPU時間


	
ユーザーI/O時間


	
バッファ読取り


	
物理I/O


	
オプティマイザ・コスト


	
I/Oインターコネクト・バイト







複数の比較メトリックを使用して比較分析を実行するには、異なるメトリックを使用してこの手順を繰り返すことによって比較分析を別々に実行します。


	
「スケジュール」セクションで、次の手順を実行します。

	
「タイムゾーン」リストで、タイムゾーン・コードを選択します。


	
「即時」(即時にタスクを開始する場合)または、「後で」(「日付」および「時間」フィールドで指定した時間にタスクを開始するようスケジュールする場合)を選択します。





	
「発行」をクリックします。

「SQLパフォーマンス・アナライザ」ページが表示されます。

「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク」セクションに、このタスクのステータスが表示されます。ステータス・アイコンをリフレッシュするには、「リフレッシュ」をクリックします。タスクが完了すると、「ステータス」フィールドが「完了」に変更されます。

[image: GUID-CEE11225-31C6-4503-BB92-10C6B5BB56FB-default.gifの説明が続きます]



	
「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク」セクションで、タスクを選択して「名前」列のリンクをクリックします。

「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク」ページが表示されます。

[image: GUID-14690365-91A8-43BC-BC81-C1BD83E6AED0-default.gifの説明が続きます]



このページには、次のセクションが含まれています。

	
SQLチューニング・セット

このセクションには、SQLチューニング・セットに関する情報(名前、所有者、説明、SQLチューニング・セットに含まれているSQL文の数など)の概要が表示されます。


	
SQL試行

このセクションには、SQLパフォーマンス・アナライザのタスクで使用されるSQL試行を示す表が含まれています。


	
SQL試行比較

このセクションには、SQL試行比較の結果を示す表が含まれています。





	
「比較レポート」列のアイコンをクリックします。

「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク結果」ページが表示されます。


	
パフォーマンス分析の結果を確認します。詳細は、「Oracle Enterprise Managerを使用したSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認」を参照してください。


	
パフォーマンスの低下が特定された場合は、「SQLチューニング・レポート」列のアイコンをクリックしてSQLチューニング・レポートを表示します。














3.1.2 オプティマイザ統計ワークフローの使用



オプティマイザ統計ワークフローを使用すると、オプティマイザ統計の変更によるSQLワークロードのパフォーマンスに対する影響を分析できます。

SQLパフォーマンス・アナライザは、テスト・セッションで保留中のオプティマイザ統計を使用可能にすることで、新しいオプティマイザ統計の影響をテストします。最初のSQL試行では、SQLチューニング・セットのベースラインのパフォーマンスが測定され、2番目のSQL試行では、保留中のオプティマイザ統計が使用されます。続いて、この2つのSQL試行に対して比較レポートを実行できます。





オプティマイザ統計ワークフローを使用するには、次の手順を実行します。





	
「SQLパフォーマンス・アナライザ」ページの「SQLパフォーマンス・アナライザ・ワークフロー」で、「オプティマイザ統計」をクリックします。

「オプティマイザ統計」ページが表示されます。

[image: GUID-34A433BD-1F94-4B91-A460-D11660A2E561-default.gifの説明が続きます]



	
「タスク名」フィールドに、タスクの名前を入力します。


	
「SQLチューニング・セット」フィールドに、分析するSQLワークロードが含まれているSQLチューニング・セットの名前を入力します。

または、検索アイコンをクリックして、「検索と選択: SQLチューニング・セット」ウィンドウでSQLチューニング・セットを検索します。

選択したSQLチューニング・セットが「SQLチューニング・セット」フィールドに表示されます。


	
「説明」フィールドに、オプションでタスクの説明を入力します。


	
「作成方法」リストで、次のいずれかのアクションを実行して、SQL試行の作成方法および生成されるコンテンツを確認します。

	
「SQLの実行」を選択します。

このSQL試行では、実際にSQL文を実行することによって、SQLチューニング・セット内の各SQL文に対して実行計画と実行統計の両方が生成されます。


	
「計画の生成」を選択します。

このSQL試行では、オプティマイザが起動され、実際にSQL文が実行されない場合にのみ実行計画が作成されます。





	
「SQL当たりの時間制限」リストで、次のいずれかのアクションを実行して、試行時のSQL実行の時間制限を決定します。

	
「5分」を選択します。

この実行では、SQLチューニング・セット内の各SQL文が最大5分間実行され、パフォーマンス・データが収集されます。


	
「無制限」を選択します。

この実行では、SQLチューニング・セット内の各SQL文が完了するまで実行され、パフォーマンス・データが収集されます。実行統計を収集することによってパフォーマンス分析の精度は大幅に向上しますが、分析にかかる時間は長くなります。1つのSQL文によってタスクが長時間停止状態になる場合があるため、この設定は使用しないことをお薦めします。


	
「カスタマイズ」を選択して、指定する秒数、分数、時間数を入力します。





	
「比較メトリック」リストで、比較分析に使用する比較メトリックを選択します。

	
経過時間


	
CPU時間


	
ユーザーI/O時間


	
バッファ読取り


	
物理I/O


	
オプティマイザ・コスト


	
I/Oインターコネクト・バイト




SQL試行で実行計画のみを生成するように選択した場合、選択可能な比較メトリックは「オプティマイザ・コスト」のみです。

複数の比較メトリックを使用して比較分析を実行するには、異なるメトリックを使用してこの手順を繰り返すことによって比較分析を別々に実行します。


	
保留中のオプティマイザ統計が収集されていることを確認し、「収集された保留中のオプティマイザ統計」を選択します。


	
「スケジュール」セクションで、次の手順を実行します。

	
「タイムゾーン」リストで、タイムゾーン・コードを選択します。


	
「即時」(即時にタスクを開始する場合)または、「後で」(「日付」および「時間」フィールドで指定した時間にタスクを開始するようスケジュールする場合)を選択します。





	
「発行」をクリックします。

「SQLパフォーマンス・アナライザ」ページが表示されます。

「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク」セクションに、このタスクのステータスが表示されます。ステータス・アイコンをリフレッシュするには、「リフレッシュ」をクリックします。タスクが完了すると、「ステータス」フィールドが「完了」に変更されます。

[image: GUID-BCDE7062-6F1C-42B4-BD80-D8086430F23C-default.gifの説明が続きます]



	
「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク」セクションで、タスクを選択して「名前」列のリンクをクリックします。

「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク」ページが表示されます。

[image: GUID-9626C512-9D7D-48B2-BF13-E5E28AFA9862-default.gifの説明が続きます]



このページには、次のセクションが含まれています。

	
SQLチューニング・セット

このセクションには、SQLチューニング・セットに関する情報(名前、所有者、説明、SQLチューニング・セットに含まれているSQL文の数など)の概要が表示されます。


	
SQL試行

このセクションには、SQLパフォーマンス・アナライザのタスクで使用されるSQL試行を示す表が含まれています。


	
SQL試行比較

このセクションには、SQL試行比較の結果を示す表が含まれています。





	
「比較レポート」列のアイコンをクリックします。

「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク結果」ページが表示されます。


	
パフォーマンス分析の結果を確認します。詳細は、「Oracle Enterprise Managerを使用したSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認」を参照してください。

パフォーマンスの低下が見つかった場合は、SQL計画ベースラインとSQLチューニング・アドバイザを使用して修正できます。保留中のオプティマイザ統計で得られるパフォーマンスが満足できるものであれば、公開して使用することができます。














3.1.3 Exadataシミュレーション・ワークフローの使用



Exadataシミュレーション・ワークフローを使用すると、SQLワークフローのパフォーマンスに対するExadata Storage Serverインストールの影響をシミュレートできます。

Oracle Exadataは、非常に大きなI/O帯域幅を備えているうえ、データベースからストレージへのSQL処理のオフロード機能があります。これによって、Oracle Databaseでは、I/Oインターコネクトを介して送信されるデータ量を大幅に削減可能になると同時に、Exadataストレージ・セルへのCPUリソースのオフロードが可能になります。

SQLパフォーマンス・アナライザは、Exadata Storage Serverインストールをシミュレートし、SQLワークロードに対するI/Oインターコネクトの使用率の減少を測定することで、Exadata SQLオフロード処理の効果を分析することができます。

Exadataシミュレーションを実行するためにシステムのハードウェアや構成を変更する必要はありません。SQLチューニング・セットを選択した後、SQLパフォーマンス・アナライザによりタスクが作成され、Exadata Storage Serverシミュレーションが無効の状態で最初の試行が実行されます。SQLパフォーマンス・アナライザでは次に、Exadata Storage Serverシミュレーションが有効な状態で2回目の試行が実行されます。その後、「I/Oインターコネクト・バイト」比較メトリックを使用して2つの試行が比較され、Oracle Exadataを使用している場合は、Exadataストレージ・セルからデータベースに送信する必要のないデータの量を見積るSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートが生成されます。両方のSQL試行で、SQL文が完了するまで実行され、I/Oインターコネクト・バイトの測定値が取得されます(最初の試行が実際のExadataの値で、2番目の試行がシミュレートされたExadataの値です)。I/Oインターコネクト・バイトで測定された変化を確認することによって、Exadataストレージ・セルで実行可能なフィルタリングの量、および通常このデータの処理に使用されるCPUの量のうちデータベースからオフロード可能な量を的確に見積もることができます。


注意:

Exadataシミュレーションを使用しても計画の変更は発生しません。シミュレーションがI/Oインターコネクトの使用状況の向上に関する測定に重点を置いているため、Exadata Storage Serverインストール内で実行計画が変更されることはありません。また、Oracle Exadataはデータベースに送信されるデータ量のみを削減するため、データ圧縮が使用されている場合(次の注意を参照)を除いて、I/Oインターコネクト・バイトが増加することはありません。




注意:

I/Oインターコネクト・バイトは、Exadata Storage Serverインストールを使用した場合のパフォーマンス変化の影響を測定するための唯一のメトリックであるため、Oracle Exadataをデータ圧縮とともに使用した場合は適切に機能しません。Exadataストレージ・セルはデータの圧縮解除も行うため、データが圧縮されている場合、Oracle Exadataを使用した状態でのSQL文(2番目のSQL試行)のI/Oインターコネクト・バイトが、Oracle Exadataを使用しない状態のI/Oインターコネクト・バイトよりも増加することがあります。実際にはそうでないにもかかわらず、SQL文のパフォーマンスが低下したと報告されるため、この比較は誤解を与えます。




注意:

Exadataシミュレーションのワークフローは、Exadata以外のハードウェアでExadata Storage Serverインストールをシミュレートするために使用されます。Exadataハードウェアで変化をテストするには、標準のSQLパフォーマンス・アナライザのワークフローを使用します。




注意:

Exadataシミュレーションがサポートされているのは、DSSおよびデータ・ウェアハウスのワークロードに対してのみです。







SQLパフォーマンス・アナライザのExadataシミュレーション・ワークフローを使用する方法





	
「SQLパフォーマンス・アナライザ」ページの「SQLパフォーマンス・アナライザ・ワークフロー」で、「Exadataシミュレーション」をクリックします。

「Exadataシミュレーション」ページが表示されます。

[image: GUID-278983F3-0389-4754-B6C7-8FEEADE46BB2-default.gifの説明が続きます]



	
「タスク名」フィールドに、タスクの名前を入力します。


	
「SQLチューニング・セット」フィールドに、分析するSQLワークロードが含まれているSQLチューニング・セットの名前を入力します。

または、検索アイコンをクリックして、「検索と選択: SQLチューニング・セット」ウィンドウでSQLチューニング・セットを検索します。

選択したSQLチューニング・セットが「SQLチューニング・セット」フィールドに表示されます。


	
「説明」フィールドに、オプションでタスクの説明を入力します。


	
「SQL当たりの時間制限」リストで、次のいずれかのアクションを実行して、試行時のSQL実行の時間制限を決定します。

	
「5分」を選択します。

この実行では、SQLチューニング・セット内の各SQL文が最大5分間実行され、パフォーマンス・データが収集されます。


	
「無制限」を選択します。

この実行では、SQLチューニング・セット内の各SQL文が完了するまで実行され、パフォーマンス・データが収集されます。実行統計を収集することによってパフォーマンス分析の精度は大幅に向上しますが、分析にかかる時間は長くなります。1つのSQL文によってタスクが長時間停止状態になる場合があるため、この設定は使用しないことをお薦めします。


	
「カスタマイズ」を選択して、指定する秒数、分数、時間数を入力します。





	
「スケジュール」セクションで、次の手順を実行します。

	
「タイムゾーン」リストで、タイムゾーン・コードを選択します。


	
「即時」(即時にタスクを開始する場合)または、「後で」(「日付」および「時間」フィールドで指定した時間にタスクを開始するようスケジュールする場合)を選択します。





	
「発行」をクリックします。

「SQLパフォーマンス・アナライザ」ページが表示されます。

「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク」セクションに、このタスクのステータスが表示されます。ステータス・アイコンをリフレッシュするには、「リフレッシュ」をクリックします。タスクが完了すると、「ステータス」フィールドが「完了」に変更されます。

[image: GUID-FB1AB1A2-0233-4BDF-B619-C9B135B94DE4-default.gifの説明が続きます]



	
「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク」セクションで、タスクを選択して「名前」列のリンクをクリックします。

「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク」ページが表示されます。

[image: GUID-1F772532-33D6-42D1-9AAC-CB2D8D93DB76-default.gifの説明が続きます]



このページには、次のセクションが含まれています。

	
SQLチューニング・セット

このセクションには、SQLチューニング・セットに関する情報(名前、所有者、説明、SQLチューニング・セットに含まれているSQL文の数など)の概要が表示されます。


	
SQL試行

このセクションには、SQLパフォーマンス・アナライザのタスクで使用されるSQL試行を示す表が含まれています。


	
SQL試行比較

このセクションには、SQL試行比較の結果を示す表が含まれています。





	
「比較レポート」列のアイコンをクリックします。

「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク結果」ページが表示されます。


	
パフォーマンス分析の結果を確認します。詳細は、「Oracle Enterprise Managerを使用したSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認」を参照してください。

最初と2番目の試行間のExadataシミュレーションでのSQLパフォーマンスの向上は、このレポートに取得されます。一般に、SQLワークロードに多数の行をスキャンする問合せ、または表の列の小さなサブセットをスキャンする問合せが含まれている場合、より大きな効果を期待できます。逆に、索引付き表または行数が少ない表を問合せるSQLワークロードは、Exadataシミュレーションからの効果は少なくなります。














3.1.4 ガイド付きワークフローの使用



ガイド付きワークフローを使用すると、任意のタイプのシステム変更によるSQLワークロードへのパフォーマンスの影響をテストできます。詳細は、「SQLパフォーマンス・アナライザ」を参照してください。


注意:

分析タスクを作成してデータベース初期化パラメータの変更をテストする場合は、簡略化されたパラメータ変更ワークフローをかわりに使用してください。詳細は、「パラメータ変更ワークフローの使用」を参照してください。







SQLパフォーマンス・アナライザ・タスクのガイド付きワークフローを使用する方法




	「SQLパフォーマンス・アナライザ」ページの「SQLパフォーマンス・アナライザ・ワークフロー」で、「ガイド付きワークフロー」をクリックします。

「ガイド付きワークフロー」ページが表示されます。

ガイド付きワークフローを使用すると、任意のタイプのシステム変更を実行した場合のSQLワークロードへのパフォーマンスの影響をテストできます。詳細は、「SQLパフォーマンス・アナライザ」を参照してください。

このページには、SQLパフォーマンス・アナライザのタスクで必要な手順が順に表示されます。各手順を順に完了してから、次の手順を開始する必要があります。

[image: GUID-953C6D98-D89F-44A2-A7DB-7C5EC0BA7ED2-default.gifの説明が続きます]





	「ガイド付きワークフロー」ページで、手順1の「SQLチューニング・セットに基づくSQLパフォーマンス・アナライザのタスクの作成」の「実行」アイコンをクリックします。

「SQLパフォーマンス・アナライザのタスクの作成」ページが表示されます。

[image: GUID-E1BCE992-B61D-4688-9924-B120E601BC79-default.gifの説明が続きます]





	「名前」フィールドに、タスクの名前を入力します。
	「説明」フィールドに、オプションでタスクの説明を入力します。
	「SQLチューニング・セット」の下の「名前」フィールドに、分析するSQLワークロードが含まれているSQLチューニング・セットの名前を入力します。

または、検索アイコンをクリックして、「検索と選択: SQLチューニング・セット」ウィンドウでSQLチューニング・セットを選択します。




	「作成」をクリックします。

「ガイド付きワークフロー」ページが表示されます。

この手順の「ステータス」アイコンがチェック・マークに変わり、次の手順の「実行」アイコンが有効になります。




	分析タスクが作成されると、「変更前のSQL試行の作成」の説明に従って、SQLチューニング・セットに格納されているSQL文を実行して変更前のパフォーマンス・データを作成できます。










3.2 APIを使用した分析タスクの作成



この項では、DBMS_SQLPA.CREATE_ANALYSIS_TASKファンクションを使用してSQLパフォーマンス・アナライザのタスクを作成する方法について説明します。タスクは、SQLパフォーマンス・アナライザの実行時の入力および結果が格納されるデータベース・コンテナです。


ヒント:

操作を進める前に、パフォーマンスの分析に使用するSQLワークロードを本番システムのSQLチューニング・セットに取得して、パフォーマンスの分析を実行するテスト・システムに転送します。詳細は、「SQLワークロードの取得」を参照してください。







分析タスクを作成するには、次の手順に従います。

	
次のパラメータを使用してCREATE_ANALYSIS_TASKファンクションをコールします。

	
task_nameを設定して、SQLパフォーマンス・アナライザのタスクの任意の名前を指定します。


	
sqlset_nameをSQLチューニング・セットの名前に設定します。


	
sqlset_ownerをSQLチューニング・セットの所有者に設定します。デフォルトは現在のスキーマ所有者です。


	
basic_filterを、SQLチューニング・セットからSQLを除外するために使用するSQL述語に設定します。


	
order_byを設定して、SQL文が実行される順番を指定します。

このパラメータを使用すると、時間制限に達しても、より重要なSQL文が処理され、スキップされないようにすることができます。


	
top_sqlを設定して、除外およびランク付け後にSQL文の上位の番号のみが考慮されるようにします。




次の例は、ファンクション・コールを示しています。


VARIABLE t_name VARCHAR2(100);
EXEC :t_name := DBMS_SQLPA.CREATE_ANALYSIS_TASK(sqlset_name => 'my_sts', -
       task_name => 'my_spa_task');








分析タスクが作成されると、「変更前のSQL試行の作成」の説明に従って、SQLチューニング・セットに格納されているSQL文を実行して変更前のパフォーマンス・データを作成できます。


関連項目:

	
DBMS_SQLPA.CREATE_ANALYSIS_TASKファンクションの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください
















3.3 APIを使用した分析タスクの構成


この項では、作成されたSQLパフォーマンス・アナライザのタスクを構成する方法について説明します。DBMS_SQLPA.SET_ANALYSIS_TASK_PARAMETERプロシージャを使用してパラメータを指定することによって、分析タスクを構成できます。

この項の内容は次のとおりです。

	
APIを使用した分析タスクの実行計画の比較方法の構成


	
APIを使用したExadataシミュレーションの分析タスクの構成


	
APIを使用した分析タスクでのマルチテナント・コンテナ・データベース識別子の再マッピング












3.3.1 APIを使用した分析タスクの実行計画の比較方法の構成



SQLパフォーマンス・アナライザ・タスクが実行計画の行ごとの比較をいつ行うかを決定する比較方法を構成できます。デフォルトでは、SQLパフォーマンス・アナライザ・タスクは、計画のハッシュ値が不明の場合にのみ、実行計画の行ごとの比較を実行します。





分析タスクの実行計画の比較方法を構成するには、次の手順を実行します。

	
SET_ANALYSIS_TASK_PARAMETERプロシージャを使用して、PLAN_LINES_COMPARISONパラメータの値を設定します。

表3-1は、PLAN_LINES_COMPARISONパラメータの有効な値を示しています。









表3-1 SQLパフォーマンス・アナライザ・タスクの実行計画方法

	方法	説明
	
ALWAYS

	
分析タスクで常に実行計画の行ごとの比較が実行されます。


	
AUTO

	
最初のSQL試行の計画のハッシュ値の計算が変更された場合、または2番目のSQL試行が使用できない場合にのみ、分析タスクで実行計画の行ごとの比較が実行されます。


	
NONE

	
計画のハッシュ値が不明の場合にのみ、分析タスクで実行計画の行ごとの比較が実行されます。これはデフォルト値です。







次の例に、分析タスクの実行計画方法をAUTOに設定する方法を示します。


EXEC DBMS_SQLPA.SET_ANALYSIS_TASK_PARAMETER(task_name => 'my_spa_task', -
       parameter => 'PLAN_LINES_COMPARISON', -
       value => 'AUTO');



関連項目:

	
DBMS_SQLPA.SET_ANALYSIS_TASK_PARAMETERプロシージャの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。
















3.3.2 APIを使用したExadataシミュレーションの分析タスクの構成



SQLパフォーマンス・アナライザがOracle Exadataシミュレーションを実行するように構成できます。SQLパフォーマンス・アナライザが、SQLワークロードのパフォーマンスに関するExadata Storage Serverインストールの影響をどのようにシミュレートするかについては、「Exadataシミュレーション・ワークフローの使用」を参照してください。





分析タスクでExadataシミュレーションを有効にするには、次の手順を実行します。

	
次に例を示すとおり、変更後のSQL試行を作成する前に、SET_ANALYSIS_TASK_PARAMETERプロシージャをコールします。


EXEC DBMS_SQLPA.SET_ANALYSIS_TASK_PARAMETER(task_name => 'my_spa_task', -
       parameter => 'CELL_SIMULATION_ENABLED', -
       value => 'TRUE');


この操作によって、変更後のSQL試行を作成する際に、Exadataシミュレーションが有効になります。作成した変更後のSQL試行は、Exadataシミュレーションを無効にして作成した変更前のSQL試行と比較することができます。








または、tcellsim.sqlスクリプトを使用してExadataシミュレーションを実行することもできます。





tcellsim.sqlを使用してExadataのシミュレーションを実行するには、次の手順に従います。

	
SQLプロンプトで次のように入力します。


@$ORACLE_HOME/rdbms/admin/tcellsim.sql


	
使用するSQLチューニング・セットの名前および所有者を入力します。


Enter value for sts_name: MY_STS
Enter value for sts_owner: IMMCHAN


スクリプトによって次の4つの手順が自動的に実行されます。

	
SQLパフォーマンス・アナライザのタスクの作成


	
Exadataシミュレーションを無効にした状態でのSQL文のテスト実行


	
Exadataシミュレーションを有効にした状態でのSQL文のテスト実行


	
パフォーマンスの比較と分析レポートの生成












関連項目:

	
DBMS_SQLPA.SET_ANALYSIS_TASK_PARAMETERプロシージャの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。
















3.3.3 APIを使用した分析タスクでのマルチテナント・コンテナ・データベース識別子の再マッピング



取得したSQL文をSQLチューニング・セットに格納し、SQLパフォーマンス・アナライザ・タスクの作成時に入力ソースとして使用できます。その後、SQLパフォーマンス・アナライザはこのSQLチューニング・セットをSQL試行のテスト実行または実行計画生成のソースとして使用します。

非CDBからマルチテナント・コンテナ・データベース(CDB)に転送されたSQLチューニング・セットを入力ソースとして使用する場合、SQLチューニング・セット内のSQL文のCDB識別子を再マッピングして、STSをCDB内で使用できるようにする必要があります。CDB識別子を再マッピングすると、SQLチューニング・セット内の各SQL文はCDB内の対応するプラガブル・データベース(PDB)に再マッピング可能なCDB識別子に関連付けられます。

通常CDB識別子は、SQLチューニング・セットを非CDBからCDBに転送する際に再マッピングする必要があります。この場合、単純にSQLチューニング・セットをSQLパフォーマンス・アナライザの入力ソースとして使用します。ただし、CDB識別子がまだ再マッピングされていないSQLチューニング・セットを使用している場合、SQLパフォーマンス・アナライザのタスク・プロパティとして再マッピングを指定できます。





分析タスク用にCDB識別子を再マッピングするには、次の手順を実行します。

	
次の例のように、SET_ANALYSIS_TASK_PARAMETERプロシージャを使用します。


EXEC DBMS_SQLPA.SET_ANALYSIS_TASK_PARAMETER(task_name => 'non_cdb_spa1', -
       parameter => 'CON_DBID_MAPPING', -
       value => '1234:5678,1357:2468');


この例では、CDB識別子の1234と1357は、それぞれ5678と2468に再マッピングされます。








CDB識別子が再マッピングされると、古いCDB識別子と一致する新しいCDB識別子をSQLパフォーマンス・アナライザは使用して、CDB内の適切なPDBでSQL文を実行します。


関連項目:

	
SQLチューニング・セットの転送の詳細は、『Oracle Database SQLチューニング・ガイド』を参照してください。


	
DBMS_SQLPA.SET_ANALYSIS_TASK_PARAMETERプロシージャの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。
















4 変更前のSQL試行の作成


SQLパフォーマンス・アナライザのタスクを作成し、入力ソースとしてSQLチューニング・セットを選択したら、テスト・システムの初期環境を設定する必要があります。テスト・システムのデータベース環境を設定するには、SQLの最適化およびパフォーマンスに影響する必要な環境変更を手動で行う必要があります。これらの変更には、初期化パラメータの変更、オプティマイザ統計の収集または設定、索引の作成などがあります。可能なかぎり本番システムと同様にテスト・システムを構築することをお薦めします。Enterprise Managerの専用ワークフローでは、両方のSQL試行が自動作成され、テスト・セッションに限定された変更が行われるため、このプロセスが簡単になっています。データベース環境の設定の詳細は、「テスト・システムの設定」を参照してください。


注意:

SQL試行は、パブリック・データベース・リンクにアクセスすることで、リモート・システム上で実行することもできます。リモートのSQL試行を実行する場合は、SQL文が実行されるリモート・データベースのデータベース・バージョンが、その接続先のデータベースのデータベース・バージョン以下であることが必要です。Oracle Databaseリリース11.2.0.2以上では、Oracle Active Data Guardインスタンスなどの読取り専用データベースをリモート・データベースとして指定できます。



テスト・システムの環境が適切に構成されたら、変更前のバージョンのパフォーマンス・データを構築した後で、システム変更を実行できます。次のいずれかの方法で、SQLパフォーマンス・アナライザを使用してSQL試行を作成できます。

	
ワークロード内のSQL文の実行


	
ワークロード内のSQL文に対する実行計画の生成


	
SQLチューニング・セットからのパフォーマンス・データおよび実行計画のロード(APIのみ)




詳細は、「変更前のSQLパフォーマンスの測定」を参照してください

この章では、変更前のSQL試行の作成方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
Enterprise Managerを使用した変更前のSQL試行の作成


	
APIを使用した変更前のSQL試行の作成





注意:

変更前のSQL試行を作成するための主要なインタフェースは、Oracle Enterprise Managerです。なんらかの理由でOracle Enterprise Managerを使用できない場合は、DBMS_SQLPA PL/SQLパッケージを使用して変更前のSQL試行を作成できます。




ヒント:

変更前のSQL試行を作成する前に、SQLパフォーマンス・アナライザのタスクを作成する必要があります。詳細は、「分析タスクの作成」を参照してください。











4.1 Enterprise Managerを使用した変更前のSQL試行の作成



この項では、Oracle Enterprise Managerを使用して変更前のSQLパフォーマンス・データを収集する方法について説明します。





Enterprise Managerを使用して変更前のSQL試行を作成するには、次の手順を実行します。





	
「ガイド付きワークフロー」ページで、「初期環境へのSQL試行の作成」手順の「実行」アイコンをクリックします。

「SQL試行の作成」ページが表示されます。選択したSQLチューニング・セットのサマリー(SQLワークロードを含む)が表示されます。

[image: GUID-17319B71-5614-48D4-8A0C-C67DB45C5143-default.gifの説明が続きます]



	
「SQL試行名」フィールドに、SQL試行の名前を入力します。


	
「SQL試行の説明」フィールドに、SQL試行の説明を入力します。


	
「作成方法」リストで、次のいずれかのアクションを実行して、SQL試行の作成方法および生成されるコンテンツを確認します。

	
「SQLをローカルで実行」を選択します。

このSQL試行では、実際にテスト・システムでSQL文をローカルに実行することによって、SQLチューニング・セット内の各SQL文に対して実行計画と実行統計の両方が生成されます。


	
「SQLをリモートで実行」を選択します。

このSQL試行では、実際にパブリック・データベース・リンクを介して別のテスト・システムでSQL文をリモートに実行することによって、SQLチューニング・セット内の各SQL文に対して実行計画と実行統計の両方が生成されます。


	
「計画をローカルで実行」を選択します。

このSQL試行では、バインド値およびオプティマイザの構成が考慮された後に、オプティマイザが起動されて、テスト・システムにローカルに実行計画が作成されます。実際にSQL文が実行されることはありません。


	
「計画をリモートで実行」を選択します。

このSQL試行では、バインド値およびオプティマイザの構成が考慮された後に、オプティマイザが起動されて、パブリック・データベース・リンクを介してリモートで別のテスト・システムに実行計画が作成されます。実際にSQL文が実行されることはありません。


	
「SQLチューニング・セットから作成」を選択します。

このSQL試行では、直接SQLチューニング・セットから試行に実行計画および実行統計がコピーされます。




これらの各種の方法の詳細は、「変更前のSQLパフォーマンスの測定」を参照してください。


	
「SQL当たりの時間制限」リストで、次のいずれかのアクションを実行して、試行時のSQL実行の時間制限を決定します。

	
「5分」を選択します。

この実行では、SQLチューニング・セット内の各SQL文が最大5分間実行され、パフォーマンス・データが収集されます。


	
「無制限」を選択します。

この実行では、SQLチューニング・セット内の各SQL文が完了するまで実行され、パフォーマンス・データが収集されます。実行統計を収集することによってパフォーマンス分析の精度は大幅に向上しますが、分析にかかる時間は長くなります。1つのSQL文によってタスクが長時間停止状態になる場合があるため、この設定は使用しないことをお薦めします。


	
「カスタマイズ」を選択して、指定する秒数、分数、時間数を入力します。





	
テスト・システムのデータベース環境が可能なかぎり本番環境と一致していることを確認して、「試行環境設定済み」を選択します。


	
「スケジュール」セクションで、次の手順を実行します。

	
「タイムゾーン」リストで、タイムゾーン・コードを選択します。


	
「即時」(即時にタスクを開始する場合)または、「後で」(「日付」および「時間」フィールドで指定した時間にタスクを開始するようスケジュールする場合)を選択します。





	
「発行」をクリックします。

実行が開始されると、「ガイド付きワークフロー」ページが表示されます。

実行中、この手順のステータス・アイコンは時計に変わります。ステータス・アイコンをリフレッシュするには、「リフレッシュ」をクリックします。選択したオプションおよびSQLワークロードのサイズによっては、実行が完了するまで時間がかかる場合があります。実行が完了したら、ステータス・アイコンがチェック・マークに変わり、次の手順の「実行」アイコンが有効になります。


	
変更前のパフォーマンス・データが作成されたら、システムに変更を行い、「変更後のSQL試行の作成」の説明に従って、変更後のテスト・システム上でSQLチューニング・セットのSQL文を再度実行し、変更後のパフォーマンス・データを作成します。














4.2 APIを使用した変更前のSQL試行の作成



この項では、DBMS_SQLPAパッケージを使用して変更前のパフォーマンス・データを構築する方法について説明します。





変更前のSQL試行を作成するには、次の手順に従います。

	
次のパラメータを使用して、EXECUTE_ANALYSIS_TASKプロシージャをコールします。

	
task_nameパラメータを、実行するSQLパフォーマンス・アナライザのタスクの名前に設定します。


	
次のいずれかの方法でexecution_typeパラメータを設定します。

	
EXPLAIN PLANに設定して、SQL文を実行せずに、SQLチューニング・セット内のすべてのSQL文の実行計画を生成します。


	
TEST EXECUTE(推奨)に設定し、SQLチューニング・セット内のすべての文を実行し、それらの実行計画および実行統計を生成します。TEST EXECUTEを指定すると、プロシージャによって実行計画および実行統計が生成されます。実行統計によって、パフォーマンスが改善されたSQL文またはパフォーマンスが低下したSQL文をSQLパフォーマンス・アナライザで特定できるようになります。実行計画を生成するのみでなく、実行統計を収集することによってパフォーマンス分析の精度は大幅に向上しますが、分析にかかる時間は長くなります。


	
SQL試行の実行統計および計画に関してSQLチューニング・セットを参照するように、CONVERT SQLSETを設定します。実行パラメータSQLSET_NAMEおよびSQLSET_OWNERの値も指定する必要があります。





	
execution_nameパラメータを使用して、実行を識別するための名前を指定します。指定しなかった場合、SQLパフォーマンス・アナライザによってタスク実行の名前が自動的に生成されます。


	
execution_paramsパラメータを使用して、実行パラメータを指定します。execution_paramsパラメータは、指定した実行の名前/値ペアとして指定されます。たとえば、次の実行パラメータを設定できます。

	
time_limitパラメータは、グローバルな時間制限を指定して、タイムアウト前にSQLチューニング・セット内のすべてのSQL文を処理します。


	
local_time_limitパラメータは、時間制限を指定して、タイムアウト前にSQLチューニング・セット内の各SQL文を処理します。


	
リモートでテストを実行する場合は、DATABASE_LINKタスク・パラメータをDBMS_SQLPAパッケージのEXECUTE権限およびテスト・システムのADVISOR権限を持つユーザーに接続しているパブリック・データベース・リンクのグローバル名に設定します。


	
行ロックの取得と行の変更を含め、DML文を完全に実行するには、EXECUTE_FULLDMLパラメータをTRUEに設定します。SQLパフォーマンス・アナライザは、DML実行の後でロールバックを発行して、永続的な変更が行われないようにします。このパラメータのデフォルト値はFALSEで、データを変更せずにDML文の問合せ部分のみが実行されます。


	
関連する取得済のinit.ora設定をテスト実行時にリストアするには、APPLY_CAPTURED_COMPILENVパラメータをTRUEに設定します。一般に、SQL試行を実行するのは、環境を変更するときの変更内容のテストが目的であるため、これはデフォルトの動作ではありません。ただし、この方法は、init.ora設定が変更されていない場合(索引作成などの場合)に使用できます。この方法は、リモートSQL試行ではサポートされていません。







次の例は、システム変更前に行われたファンクション・コールを示しています。


EXEC DBMS_SQLPA.EXECUTE_ANALYSIS_TASK(task_name => 'my_spa_task', -
       execution_type => 'TEST EXECUTE', - 
       execution_name => 'my_exec_BEFORE_change');








変更前のパフォーマンス・データが作成されたら、システムに変更を行い、「変更後のSQL試行の作成」の説明に従って、変更後のテスト・システム上でSQLチューニング・セットのSQL文を再度実行し、変更後のパフォーマンス・データを作成します。


関連項目:

	
DBMS_SQLPA.EXECUTE_ANALYSIS_TASKファンクションについては、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。
















5 変更後のSQL試行の作成


変更前のSQLのパフォーマンス・データを計算したら、テスト・システムでシステム変更を実行できます。システム変更を実行する前に、変更前のパフォーマンス・データを生成するために初期環境でSQLワークロードを実行してあることを確認します。たとえば、データベース初期化パラメータを変更することによってSQLパフォーマンスが受ける影響をテストする場合は、データベース初期化パラメータを新しい値に変更する前にSQLワークロードを1回実行します。実行する変更の種類に応じて、SQLのパフォーマンス分析を実行する新しい環境と一致するように、環境をテスト・システムに再構成する必要がある場合があります。詳細は、「システム変更の実行」を参照してください。


注意:

SQL試行は、パブリック・データベース・リンクにアクセスすることで、リモート・システム上で実行することもできます。リモートのSQL試行を実行する場合は、SQL文が実行されるリモート・データベースのデータベース・バージョンが、その接続先のデータベースのデータベース・バージョン以下であることが必要です。Oracle Databaseリリース11.2.0.2以上では、Oracle Active Data Guardインスタンスなどの読取り専用データベースをリモート・データベースとして指定できます。



SQLパフォーマンス・アナライザを使用して分析できるシステム変更の例は、「SQLパフォーマンス・アナライザ」に示されています。たとえば、データベース初期化パラメータの変更またはデータベースのアップグレードによってSQLパフォーマンスが受ける影響を確認する場合があります。また、自動データベース診断モニター(ADDM)、SQLチューニング・アドバイザ、SQLアクセス・アドバイザなどのアドバイザから提示された推奨事項に基づいてシステム変更を決定する場合もあります。

システム変更を実行したら、SQLワークロードを再度実行して、変更後のバージョンのパフォーマンス・データを構築できます。SQLパフォーマンス・アナライザでは、SQL文の実行結果が変更後のSQL試行に格納されます。詳細は、「変更後のSQLパフォーマンスの測定」を参照してください。

この項では、変更後のSQL試行の作成方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
Oracle Enterprise Managerを使用した変更後のSQL試行の作成


	
APIを使用した変更後のSQL試行の作成





注意:

変更後のSQL試行を作成するための主要なインタフェースは、Oracle Enterprise Managerです。なんらかの理由でOracle Enterprise Managerを使用できない場合は、DBMS_SQLPA PL/SQLパッケージを使用して変更後のSQL試行を作成できます。




ヒント:

変更後のSQL試行を作成するシステム変更を実行する前に、変更前のSQL試行を作成する必要があります。詳細は、「変更前のSQL試行の作成」を参照してください。











5.1 Oracle Enterprise Managerを使用した変更後のSQL試行の作成



この項では、Oracle Enterprise Managerを使用して変更後のSQLパフォーマンス・データを収集する方法について説明します。





Enterprise Managerを使用して変更後のSQL試行を作成するには、次の手順を実行します。





	
「ガイド付きワークフロー」ページで、「変更された環境へのSQL試行の作成」手順の「実行」アイコンをクリックします。

「SQL試行の作成」ページが表示されます。


	
「SQL試行名」フィールドに、SQL試行の名前を入力します。


	
「SQL試行の説明」フィールドに、SQL試行の説明を入力します。


	
「作成方法」リストで、次のいずれかのアクションを実行して、SQL試行の作成方法および生成されるコンテンツを確認します。

	
「SQLをローカルで実行」を選択します。

このSQL試行では、実際にテスト・システムでSQL文をローカルに実行することによって、SQLチューニング・セット内の各SQL文に対して実行計画と実行統計の両方が生成されます。


	
「SQLをリモートで実行」を選択します。

このSQL試行では、実際にパブリック・データベース・リンクを介して別のテスト・システムでSQL文をリモートに実行することによって、SQLチューニング・セット内の各SQL文に対して実行計画と実行統計の両方が生成されます。


	
「計画をローカルで実行」を選択します。

このSQL試行では、オプティマイザが起動され、実際にSQL文が実行されることなく、テスト・システムで実行計画がローカルに作成されます。


	
「計画をリモートで実行」を選択します。

SQL試行では、オプティマイザが起動され、実際にSQL文が実行されることなく、パブリック・データベース・リンクを介して別のテスト・システムで実行計画がリモートに作成されます。




これらの各作成方法に対して、アプリケーション・スキーマおよびデータがローカルまたはリモートのテスト・システムにすでに存在している必要があります。


	
「SQL当たりの時間制限」リストで、次のいずれかのアクションを実行して、試行時のSQL実行の時間制限を決定します。

	
「5分」を選択します。

この実行では、SQLチューニング・セット内の各SQL文が最大5分間実行され、パフォーマンス・データが収集されます。


	
「無制限」を選択します。

この実行では、SQLチューニング・セット内の各SQL文が完了するまで実行され、パフォーマンス・データが収集されます。実行統計を収集することによってパフォーマンス分析の精度は大幅に向上しますが、分析にかかる時間は長くなります。1つのSQL文によってタスクが長時間停止状態になる場合があるため、この設定は使用しないことをお薦めします。


	
「カスタマイズ」を選択して、指定する秒数、分数、時間数を入力します。





	
テストしているシステム変更がテスト・システムで実行されたことを確認して、「試行環境設定済み」を選択します。


	
「スケジュール」セクションで、次の手順を実行します。

	
「タイムゾーン」リストで、タイムゾーン・コードを選択します。


	
「即時」(即時にタスクを開始する場合)または、「後で」(「日付」および「時間」フィールドで指定した時間にタスクを開始するようスケジュールする場合)を選択します。





	
「発行」をクリックします。

実行が開始されると、「ガイド付きワークフロー」ページが表示されます。

実行中、この手順のステータス・アイコンは時計に変わります。ステータス・アイコンをリフレッシュするには、「リフレッシュ」をクリックします。選択したオプションおよびSQLワークロードのサイズによっては、実行が完了するまで時間がかかる場合があります。実行が完了したら、ステータス・アイコンがチェック・マークに変わり、次の手順の「実行」アイコンが有効になります。


	
変更後のパフォーマンス・データを構築したら、「SQL試行の比較」で説明する比較分析を実行して、変更前のSQL試行と変更後のSQL試行を比較します。














5.2 APIを使用した変更後のSQL試行の作成



この項では、DBMS_SQLPAパッケージを使用して変更後のSQLパフォーマンス・データを収集する方法について説明します。


注意:

データベース・リンクを介して別のテスト・システム上でSQL文をリモート実行する場合、このプロシージャをコールするリモート・ユーザーは、DBMS_SQLPAパッケージに対するEXECUTE権限を持っている必要があります。







変更後のSQL試行を作成するには、次の手順に従います。

	
「APIを使用した変更前のSQL試行の作成」で説明されているパラメータを使用して、EXECUTE_ANALYSIS_TASKプロシージャをコールします。

execution_nameパラメータには必ず別の値を指定してください。また、execution_typeパラメータに同じ値を使用することで、変更前のSQL試行と同じ方法を使用して変更後のSQL試行を作成することを強くお薦めします。


注意:

Oracle Exadataシミュレーションを実行する場合、最初にCELL_SIMULATION_ENABLEDタスク・パラメータをTRUEに設定してください。詳細は、「APIを使用したExadataシミュレーションの分析タスクの構成」を参照してください。



次の例は、システム変更後に行われたファンクション・コールを示しています。


EXEC DBMS_SQLPA.EXECUTE_ANALYSIS_TASK(task_name => 'my_spa_task', -
       execution_type => 'TEST EXECUTE', - 
       execution_name => 'my_exec_AFTER_change');









変更後のパフォーマンス・データを構築したら、「SQL試行の比較」で説明する比較分析を実行して、変更前のSQL試行と変更後のSQL試行を比較します。


関連項目:

	
DBMS_SQLPA.EXECUTE_ANALYSIS_TASKファンクションについては、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。
















6 SQL試行の比較


変更後のSQLのパフォーマンス・データが構築されたら、SQLパフォーマンス・アナライザを使用した比較分析を実行して、変更前と変更後のSQL試行で収集されたパフォーマンス・データを比較できます。比較分析が完了したら、レポートを生成して、システム変更によりパフォーマンスが改善されたSQL文、パフォーマンスの変化がなかったSQL文またはパフォーマンスが低下したSQL文を特定できます。SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートでは、各SQL文のパフォーマンスの変化に関して、2つの主要な影響の大きさを計算します。

	
ワークロードに対する影響

これは、SQL文に対するこの変更が、ワークロードの累積実行時間に与える影響の割合を、実行頻度を考慮して示しています。たとえば、SQL文の累積実行時間を101秒から1秒に改善する変更(変更前の残りのワークロードの実行時間の合計は99秒)の場合、この測定値は50パーセント(2x)になります。


	
SQLに対する影響

これは、SQL文に対するこの変更が、SQL文の応答時間に与える影響の割合を示しています。たとえば、SQL文の応答時間を10秒から1秒に改善する変更の場合、この測定値は90パーセント(10x)になります。




詳細は、「パフォーマンス測定値の比較」を参照してください。

この章では、変更前と変更後のSQL試行のパフォーマンス・データを比較して分析する方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
Oracle Enterprise Managerを使用したSQL試行の比較


	
APIを使用したSQL試行の比較





注意:

SQL試行を比較するための主要インタフェースは、Oracle Enterprise Managerです。なんらかの理由でOracle Enterprise Managerを使用できない場合は、DBMS_SQLPA PL/SQLパッケージを使用してSQL試行を比較できます。




ヒント:

SQL試行を比較する前に、変更後のSQL試行を作成する必要があります。詳細は、「変更後のSQL試行の作成」を参照してください。











6.1 Oracle Enterprise Managerを使用したSQL試行の比較


Oracle Enterprise Managerを使用してSQL試行を比較するには、次の手順を実行します。

	
Oracle Enterprise Managerを使用したSQLパフォーマンスの分析


	
Oracle Enterprise Managerを使用したSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認


	
Oracle Enterprise Managerを使用した、パフォーマンスが低下したSQL文のチューニング












6.1.1 Oracle Enterprise Managerを使用したSQLパフォーマンスの分析



この項では、Oracle Enterprise Managerを使用してシステム変更の前後にSQLパフォーマンスを分析する方法について説明します。





Enterprise Managerを使用してSQLパフォーマンスを分析するには、次の手順を実行します。





	
「ガイド付きワークフロー」ページで、「ステップ2とステップ3を比較」の「実行」アイコンをクリックします。

「SQL試行比較の実行」ページが表示されます。

[image: GUID-4B998BB4-ED28-4ECB-8D94-383E36DDB42A-default.gifの説明が続きます]



この例では、 SQL_TRIAL_1241213421833試行および SQL_TRIAL_1241213881923試行が比較用に選択されています。


	
デフォルトで示されている試行以外の試行を比較するには、「試行1の名前」リストおよび「試行2の名前」リストで目的の試行を選択します。

統計試行は実行計画のみをテストする試行とは比較できないことに注意してください。


	
「比較メトリック」リストで、比較分析に使用する比較メトリックを選択します。

	
経過時間


	
CPU時間


	
ユーザーI/O時間


	
バッファ読取り


	
物理I/O


	
オプティマイザ・コスト


	
I/Oインターコネクト・バイト




SQL試行で実行計画のみを生成した場合に選択可能な比較メトリックは「オプティマイザ・コスト」のみです。

複数の比較メトリックを使用して比較分析を実行するには、異なるメトリックを使用してこの手順を繰り返すことによって比較分析を別々に実行します。


	
「スケジュール」セクションで、次の手順を実行します。

	
「タイムゾーン」リストで、タイムゾーン・コードを選択します。


	
「即時」(即時にタスクを開始する場合)または、「後で」(「日付」および「時間」フィールドで指定した時間にタスクを開始するようスケジュールする場合)を選択します。





	
「発行」をクリックします。

比較分析が開始されると、「ガイド付きワークフロー」ページが表示されます。

比較分析中、この手順のステータス・アイコンは矢印アイコンに変わります。ステータス・アイコンをリフレッシュするには、「リフレッシュ」をクリックします。変更前および変更後の実行から収集したパフォーマンス・データの量によっては、比較分析が完了するまで時間がかかる場合があります。比較分析が完了したら、「ステータス」アイコンがチェック・マークに変わり、次の手順の「実行」アイコンが有効になります。


	
SQLパフォーマンス・アナライザが変更前と変更後のパフォーマンス・データを分析した後、詳細な分析に使用できるSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートを生成します。

「ガイド付きワークフロー」ページで、「試行比較レポートの表示」の「実行」アイコンをクリックします。

「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク・レポート」ページが表示されます。レポートを確認します。詳細は、「Oracle Enterprise Managerを使用したSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認」を参照してください。














6.1.2 Oracle Enterprise Managerを使用したSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認


SQLパフォーマンス・アナライザのタスクが完了すると、変更前と変更後のSQLパフォーマンスを比較するSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートに結果のデータが生成されます。

図6-1に、SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートのサンプルを示します。このサンプル・レポートでは、経過時間比較メトリックを使用して、変更前と変更後のSQLワークロードの実行を比較します。


図6-1 SQLパフォーマンス・アナライザ・レポート

[image: 図6-1の説明が続きます]




ヒント:

SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートを確認する前に、変更前と変更後のバージョンのパフォーマンス・データを比較します。詳細は、「Oracle Enterprise Managerを使用したSQL試行の比較」を参照してください




SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートを生成および確認するには、次の手順を実行します。





	
「パフォーマンス」メニューから「SQL」を選択し、「SQLパフォーマンス・アナライザ」を選択します。

「データベース・ログイン」ページが表示されたら、管理者権限のあるユーザーとしてログインします。

「SQLパフォーマンス・アナライザ」ページが表示されます。既存のSQLパフォーマンス・アナライザのリストが表示されます。


	
「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク」で、SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートを表示するタスクを選択し、「最新レポートの表示」をクリックします。

「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク・レポート」ページが表示されます。


	
パフォーマンス分析に関する一般情報を確認します。詳細は、「SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認: 一般情報」を参照してください。


	
一般的な統計を確認します。詳細は、「SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認: グローバル統計」を参照してください。


	
オプションで、詳細な統計を確認します。詳細は、「SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認: グローバル統計の詳細」を参照してください。


	
アクティブ・レポートを生成するには、「保存」をクリックしてレポートを生成し保存するか、「メール」をクリックしてレポートを生成しHTML添付ファイルとしてメールで送信します。

アクティブ・レポートには、各カテゴリ(改善された計画、低下した計画および変更された計画)の上位SQL文と、変更前と変更後の統計、実行計画およびタスク・サマリーに関する情報が含まれます。

詳細は、「SQLパフォーマンス・アナライザのアクティブ・レポートについて」を参照してください。














6.1.2.1 SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認: 一般情報



「一般情報」セクションには、SQLパフォーマンス・アナライザによって実行されたワークロードの比較に関する基本情報およびメタデータが含まれています。





一般情報を確認するには、次の手順を実行します。




	「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク・レポート: {0}」ページで、ページの上部にあるサマリーを確認します。

[image: GUID-22B69F1E-5CFC-4113-BB4E-4C228AAB387F-default.gifの説明が続きます]



このサマリーには次の情報が含まれています。

	
SQLチューニング・セットの名前および所有者


	
チューニング・セットのSQL文の合計と、エラーが発生したSQL文の数、サポートされていないSQL文の数、またはタイムアウトになったSQL文の数


	
SQL試行および使用される比較メトリックの名前







	オプションで、「SQLチューニング・セット名」の横にあるリンクをクリックします。

「SQLチューニング・セット」ページが表示されます。

このページには、SQLチューニング・セット内のすべてのSQL文に関する情報(SQL IDやSQLテキストなど)が含まれています。




	エラーが検出された場合、「エラーのあるSQL文」の横にあるリンクをクリックします。

エラー表には、特定のSQLワークロードの実行中に発生したすべてのエラーがレポートされます。エラーは、SQLチューニング・セット内のすべてのSQLの実行に共通する場合はSQLチューニング・セット・レベル、SQL文または実行計画に固有の場合は実行レベルでレポートされます。




	グローバル統計を確認します。詳細は、「SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認: グローバル統計」を参照してください。










6.1.2.2 SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認: グローバル統計



「グローバル統計」セクションにより、SQLワークロードの全体的なパフォーマンスについての統計がレポートされます。このセクションによりSQLワークロードの全体的なパフォーマンスに対するシステム変更の影響をレポートされるため、SQLパフォーマンス・アナライザ分析の非常に重要な部分を占めます。このセクションの情報を使用して、ワークロード・パフォーマンスの傾向を理解し、システム変更によりワークロード・パフォーマンスがどのように影響を受けるかを判断します。





グローバル統計を確認するには、次の手順を実行します。




	「予測されるワークロードの経過時間」サブセクション内のグラフを確認します。


注意:

サブセクションの名前は、選択された比較メトリックによって異なります。



グラフでは、X軸に2つの試行、Y軸に経過時間(秒)が示されます。

[image: GUID-1A358CE8-83E0-4B32-B47D-06DF00427F48-default.gifの説明が続きます]



最も重要な統計は全体的な影響で、パーセントで示されます。全体的な影響は、改善の影響と低下の影響とで異なります。「SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認: グローバル統計の詳細」の説明に従って、あらゆる影響統計のリンクをクリックして詳細を確認できます。

この例では、改善の影響が20%、低下の影響が-2%であるため、システム変更の全体的な影響は約18%の改善となります。つまり、この例のパフォーマンスの低下がすべて改善された場合、変更による全体の影響は、20%の改善ということになります。


注意:

全体的な影響の割合は、改善の影響と低下の影響の合計と比較して1%ほどずれることがあります。この相違は、数値の丸めによって起こるもの、あるいはSQLやワークロードの時間制限を推奨値である1%に設定した場合に起こるものと考えられます。したがって、影響の少ないSQL文を除外することにより、影響の大きいSQL分を重点的に分析することができます。






	「SQL文の数」サブセクション内のグラフを確認します。

グラフのX軸には、システム変更後にパフォーマンスが改善されたSQL文、パフォーマンスが低下したSQL文またはパフォーマンスの変更がなかったSQL文の数が示されます。Y軸には、SQL文の数が示されます。また、グラフには、SQL文に対して実行計画が変更されたかどうかも示されます。

[image: GUID-1E9FFA78-0DDB-46AB-B492-E0BD3ABB87AD-default.gifの説明が続きます]



このグラフにより、SQL文の相対的なパフォーマンスを迅速に比較できます。「SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認: グローバル統計の詳細」の説明に従って、グラフ内のいずれかのバーをクリックしてSQL文の詳細を確認できます。実際のSQL文の数が100を超えている場合でも、最大100個のSQL文のみ表示されます。

この例では、システム変更後にすべてのSQL文で変更がありません。














6.1.2.3 SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認: グローバル統計の詳細



SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートを使用して、SQLワークロードの比較の詳細な統計を取得できます。詳細なグラフによって、レポートに表示されるSQL文のパフォーマンスにドリルダウンできます。このセクションの情報を使用して、特定のSQL文のパフォーマンスが低下した原因を調査します。


注意:

SQL文の実際の数が100を超える場合でも、最大で上位100個のSQL文だけがレポートに表示されます。







グローバル統計の詳細を確認するには、次の手順を実行します。




	「予測されるワークロードの経過時間」サブセクションで、詳細を確認するSQL文の影響のパーセントをクリックします。SQL文の詳細を確認するには、パフォーマンスの状態に応じて次の操作を実行します。

	
改善された場合は、「改善の影響」のパーセントをクリックします。


	
低下した場合は、「低下の影響」のパーセントをクリックします。


	
改善されたか、または低下した場合は、「全体の影響」のパーセントをクリックします。




詳細な統計を含む表が表示されます。選択したSQL文のタイプに応じて、次の列が含まれます。

	
SQL ID

この列には、SQL文のIDが示されます。


	
「ワークロードに対する最終的な影響(%)」

この列には、SQLワークロードのパフォーマンスに対するシステム変更による影響が示されます。


	
経過時間

この列には、SQL文の実行にかかる合計時間(秒)が示されます。


	
SQLに対する最終的な影響(%)

この列には、特定のSQL文のパフォーマンスに対する変更による局所的な影響が示されます。


	
新規計画

この列には、SQLの実行計画が変更されたかどうかが示されます。







	特定のSQL文の詳細を表示するには、対象のSQL文の「SQL ID」リンクをクリックします。

「SQLの詳細」ページが表示されます。

このページを使用して、SQLテキストにアクセスし、SQL文に関する低レベルの詳細(実行統計、実行計画など)を取得できます。














6.1.2.4 SQLパフォーマンス・アナライザのアクティブ・レポートについて


SQLパフォーマンス・アナライザのアクティブ・レポートは、ウェブホスト型のインタラクティブ・ユーザー・インタフェースを使用してレポート対象のすべてのデータを表示するHTMLファイルです。アクティブ・レポートには、Oracle Enterprise Managerで利用可能なSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートと同様に、各カテゴリ(改善された計画、低下した計画および変更された計画)の上位SQL文と、変更前と変更後の統計、実行計画およびタスク・サマリーに関する情報が含まれます。

SQLパフォーマンス・アナライザのアクティブ・レポートは、従来のHTMLレポートやテキスト・レポートよりも便利で、Oracle Enterprise Managerと似たユーザー・インタフェースを備えながら、データベースを使用できないときやデータベースを削除した後でも参照できます。そのため、アクティブ・レポートは、従来のレポートと動的なOracle Enterprise Manager分析の利点を生かすと同時に、両者の短所を解消しています。また、アクティブ・レポートでは比較分析に関する詳しい情報が提供され、より多くのインタラクティブなユーザー・オプションを使用できます。HTMLレポートやテキスト・レポートのかわりにアクティブ・レポートを使用することを強くお薦めします。

アクティブ・レポートのユーザー・インタフェース・コンポーネントは、Oracle Enterprise Managerに表示されるコンポーネントとよく似ています。ユーザー・インタフェース・コンポーネントの説明は、「Oracle Enterprise Managerを使用したSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認」の関連する項を参照してください。









6.1.3 Oracle Enterprise Managerを使用した低下したSQL文のチューニング


SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートを確認したら、SQLパフォーマンスの比較後に特定されるパフォーマンスが低下したSQL文をチューニングする必要があります。パフォーマンスが低下したSQL文が多数表示される場合は、根本原因を特定し、システム・レベルの変更を行って問題を修正する必要があります。パフォーマンスが低下したSQL文が少数の場合は、次のいずれかのチューニング方法を使用して、部分的な解決を行うことを検討してください。

	
SQL計画ベースラインの作成


	
SQLチューニング・アドバイザの実行




パフォーマンスが低下したSQL文をチューニングしたら、SQLパフォーマンス・アナライザを使用して、それらの変更をテストする必要があります。新しいSQL試行をテスト・システムで実行すると、2番目の比較(新しいSQL試行と最初の試行の比較)が実行され、結果が検証されます。SQLパフォーマンス・アナライザにパフォーマンスが安定していることが示されたら、テストは完了します。この手順での修正を本番システムに実装してください。

Oracle Database 11g リリース1以上では、SQL文のチューニング時に、SQLチューニング・アドバイザによって代替計画が分析されます。SQLチューニング・アドバイザは、現在のシステムで以前の実行計画(最初のSQL試行の計画も含む)を検索します。最初のSQL試行の実行計画が2番目のSQL試行の実行計画と異なる場合、SQLチューニング・アドバイザは、最初のSQL試行の計画を推奨します。これらの実行計画のパフォーマンスがよい場合は、最初のSQL試行の計画を使用して計画ベースラインを作成できます。


注意:

SQLパフォーマンス・アナライザでは、リモートSQL試行の完了直後に、SQL計画ベースラインを作成したり、SQLチューニング・アドバイザを実行するオプションを提供しません。このような場合、APIを使用して、SQLチューニング・セットを手動で転送し、リモート・データベースで適切な手順を完了する必要があります。




関連項目:

	
代替計画の分析については、『Oracle Database SQLチューニング・ガイド』を参照してください。














6.1.3.1 SQL計画ベースラインの作成



SQL計画ベースラインを作成すれば、既知の性能特性に基づいて実行計画を使用することによって、オプティマイザのパフォーマンス低下を避けることができます。計画を変更したためにパフォーマンスの低下をきたした場合は、SQL計画ベースラインを作成してこれを使用し、新たにパフォーマンスが低下した実行計画をオプティマイザが選択するのを防ぐことができます。





SQL計画ベースラインを作成するには、次の手順を実行します。





	
「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク結果」ページの「推奨」で、「SQL計画ベースラインの作成」をクリックします。

「SQL計画ベースラインの作成」ページが表示されます。「低下したSQL文」セクションに、新しいSQL計画ベースラインに関連付けるパフォーマンスが低下したSQL文が示されます。


	
「ジョブ・パラメータ」で、次のようにジョブのパラメータを指定します。

	
「ジョブ名」フィールドに、ジョブの名前を入力します。


	
「説明」フィールドに、オプションでジョブの説明を入力します。





	
「スケジュール」で、次の項目を選択します。

	
即時: ジョブを即時開始します。


	
後で: 「タイムゾーン」、「日付」および「時間」フィールドを使用して指定した時間に開始するようにジョブをスケジュールします。





	
「OK」をクリックします。

「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク結果」ページが表示されます。ジョブが正常に実行されたことを示すメッセージが表示されます。





関連項目:

	
SQL計画ベースラインの作成および管理については、 『Oracle Database 2日でパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。
















6.1.3.2 SQLチューニング・アドバイザの実行



SQLチューニング・アドバイザは、パフォーマンスが低下したSQL文を詳細に分析し、問題の根本的な原因を解決しようとします。





SQLチューニング・アドバイザを実行するには、次の手順を実行します。




	「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク結果」ページの「推奨」で、「SQLチューニング・アドバイザの実行」をクリックします。

「SQLチューニング・タスクのスケジュール」ページが表示されます。




	「チューニング・タスク名」フィールドに、SQLチューニング・タスクの名前を入力します。
	「チューニング・タスクの説明」フィールドに、オプションでSQLチューニング・タスクの名前を入力します。
	「スケジュール」で次を選択します。

	
即時: ジョブを即時開始します。


	
後で: 「タイムゾーン」、「日付」および「時間」フィールドを使用して指定した時間に開始するようにジョブをスケジュールします。







	「OK」をクリックします。

「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク結果」ページが表示されます。SQLチューニング・レポートへのリンクが「推奨」の下に表示されます。




	SQLチューニング・レポートを表示するには、「SQLチューニング・レポート」リンクをクリックします。

「SQLチューニング結果」ページが表示されます。








関連項目:

	
SQLチューニング・アドバイザの実行については、『Oracle Database 2日でパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。
















6.2 APIを使用したSQL試行の比較



APIを使用してSQL試行を比較するには、次の手順を実行します。





	
APIを使用したSQLパフォーマンスの分析


	
コマンドラインを使用したSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認


	
APIを使用したSQLチューニング・セットの比較


	
APIを使用した、パフォーマンスが低下したSQL文のチューニング


	
APIを使用した、リモートSQL試行からのパフォーマンスが低下したSQL文のチューニング


	
APIを使用したSQL計画ベースラインの作成


	
SQLパフォーマンス・アナライザのビューの使用














6.2.1 APIを使用したSQLパフォーマンスの分析



変更後のSQLのパフォーマンス・データが構築されたら、変更前バージョンと変更後バージョンのパフォーマンス・データを比較できます。DBMS_SQLPA.EXECUTE_ANALYSIS_TASKプロシージャまたはファンクションを使用して、比較分析を実行します。





変更前と変更後のSQLパフォーマンス・データを比較するには、次の手順を実行します。

	
次のパラメータを使用してEXECUTE_ANALYSIS_TASKプロシージャまたはファンクションをコールします。

	
task_nameパラメータをSQLパフォーマンス・アナライザのタスクの名前に設定します。


	
execution_typeパラメータをCOMPARE PERFORMANCEに設定します。この設定によって、2つのバージョンのSQLパフォーマンス・データが分析および比較されます。


	
execution_nameパラメータを使用して、実行を識別するための名前を指定します。指定しない場合は、SQLパフォーマンス・アナライザによって名前が生成され、ファンクションによって戻されます。


	
execution_paramsパラメータを使用して、2つのバージョンのSQLパフォーマンス・データを指定します。execution_paramsパラメータは、指定した実行の名前/値ペアとして指定されます。SQLパフォーマンス・データの比較および分析に関連する実行パラメータを次のように設定します。

	
execution_name1パラメータを最初の実行(システム変更が実行される前)の名前に設定します。この値は、「APIを使用した変更前のSQL試行の作成」で指定されているexecution_nameパラメータの値に対応している必要があります。


	
execution_name2パラメータを2番目の実行(システム変更が実行された後)の名前に設定します。システム変更後にSQLワークロードを実行した場合、この値は、「APIを使用した変更後のSQL試行の作成」で指定されているexecution_nameパラメータの値に対応している必要があります。コール元が実行を指定しなかった場合、SQLパフォーマンス・アナライザではデフォルトで最後の2回のタスク実行が常に比較されます。


	
comparison_metricパラメータを設定して、パフォーマンスに対する影響の分析に使用する実行統計の式を指定します。指定可能な値は、elapsed_time(デフォルト)、cpu_time、buffer_gets、disk_reads、direct_writes、optimizer_costおよびio_interconnect_bytesの各メトリックまたはこれらの組合せです。




比較用に設定可能なその他のパラメータについては、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』のDBMS_SQLPAパッケージに関する項を参照してください。




次の例は、ファンクション・コールを示しています。


EXEC DBMS_SQLPA.EXECUTE_ANALYSIS_TASK(task_name => 'my_spa_task', - 
       execution_type => 'COMPARE PERFORMANCE', -
       execution_name => 'my_exec_compare', -
       execution_params => dbms_advisor.arglist(-
                             'comparison_metric', 'buffer_gets'));


	
次のパラメータを使用してREPORT_ANALYSIS_TASKファンクションをコールします。

	
task_nameパラメータをSQLパフォーマンス・アナライザのタスクの名前に設定します。


	
execution_nameパラメータを、使用する実行の名前に設定します。この値は、レポートの生成対象となる実行のexecution_nameパラメータと一致している必要があります。

レポートを生成して結果を表示するには、次の操作を実行します。

	
SQLワークロードに対して生成された実行計画の場合は、目的のEXPLAIN PLAN実行のexecution_nameパラメータと一致するようにこの値を設定します。


	
SQLワークロードに対して生成された実行計画および実行統計の場合は、目的のTEST EXECUTE実行で使用されたexecution_nameパラメータの値と一致するようにこのパラメータを設定します。


	
比較分析の場合は、目的のANALYZE PERFORMANCE実行のexecution_nameパラメータと一致するようにこの値を設定します。




指定しなかった場合、SQLパフォーマンス・アナライザによって最後の実行に関するレポートが生成されます。


	
typeパラメータを設定して、生成するレポートのタイプを指定します。指定可能な値は、TEXT(デフォルト)、HTML、XMLおよびACTIVEです。

アクティブ・レポートには、インタラクティブなユーザー・インタフェースを使用するきめ細かなレポート機能が用意されており、データベースやOracle Enterprise Managerに接続されていないときでも詳細な分析を実行できます。可能なかぎり、HTMLレポートやテキスト・レポートのかわりにアクティブ・レポートを使用することをお薦めします。

アクティブ・レポートの詳細は、「SQLパフォーマンス・アナライザのアクティブ・レポートについて」を参照してください。


	
levelパラメータを設定して、推奨事項の形式を指定します。指定可能な値は、TYPICAL(デフォルト)、ALL、BASIC、CHANGED、CHANGED_PLANS、ERRORS、IMPROVED、REGRESSED、TIMEOUT、UNCHANGED、UNCHANGED_PLANSおよびUNSUPPORTEDです。


	
sectionパラメータを設定して、レポートに生成する特定のセクションを指定します。指定可能な値は、SUMMARY(デフォルト)およびALLです。


	
top_sqlパラメータを設定して、レポートに生成するSQLチューニング・セット内のSQL文の数を指定します。デフォルトでは、システム変更によって影響を受ける上位100のSQL文がレポートに示されます。




アクティブ・レポートを生成するには、次のスクリプトを実行します。


set trimspool on
set trim on
set pages 0
set linesize 1000
set long 1000000
set longchunksize 1000000
spool spa_active.html
SELECT DBMS_SQLPA.REPORT_ANALYSIS_TASK(task_name => 'my_spa_task',
          type => 'active', section => 'all') FROM dual;
spool off


次に、比較サマリー・レポートをテキスト形式で作成し表示するためのSQLスクリプトの例の一部を示します。


VAR rep   CLOB;
EXEC :rep := DBMS_SQLPA.REPORT_ANALYSIS_TASK('my_spa_task', -
                'text', 'typical', 'summary');
SET LONG 100000 LONGCHUNKSIZE 100000 LINESIZE 130
PRINT :rep


	
「コマンドラインを使用したSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認」で説明されているSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートを確認してください。









関連項目:

	
DBMS_SQLPA.EXECUTE_ANALYSIS_TASKおよびDBMS_SQLPA.REPORT_ANALYSIS_TASKファンクションについては、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。
















6.2.2 コマンドラインを使用したSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認


SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートは、次のセクションに分類されます。

	
一般情報


	
結果サマリー


	
結果の詳細




この項では、サンプル・レポートを使用して、SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートを確認する方法について説明します。このサンプル・レポートでは、buffer_getsを比較メトリックとして使用して、変更前と変更後のSQLワークロードの実行を比較します。









6.2.2.1 一般情報


一般情報セクションには、SQLパフォーマンス・アナライザのタスク、使用されたSQLチューニング・セット、変更前と変更後の実行に関する基本情報およびメタデータが含まれています。例6-1に、サンプル・レポートの一般情報セクションを示します。

例6-1では、タスク名がmy_spa_taskであることがタスク情報セクションに示されています。ワークロード情報セクションには、101のSQL文を含むSQLチューニング・セットmy_stsの実行がタスクによって比較されたことが示されています。実行情報セクションには、比較実行名がmy_exec_compareであることが示されています。

分析情報セクションには、SQLパフォーマンス・アナライザによって、比較メトリックのbuffer_getsを使用してSQLチューニング・セットmy_stsの2つの実行(my_exec_BEFORE_changeとmy_exec_AFTER_change)が比較されたことが示されています。


例6-1 一般情報


---------------------------------------------------------------------------------------------
General Information
---------------------------------------------------------------------------------------------

 Task Information:                              Workload Information:
 ---------------------------------------------  ---------------------------------------------
  Task Name    : my_spa_task                     SQL Tuning Set Name        : my_sts
  Task Owner   : APPS                            SQL Tuning Set Owner       : APPS
  Description  :                                 Total SQL Statement Count  : 101

Execution Information:
---------------------------------------------------------------------------------------------
  Execution Name  : my_exec_compare        Started             : 05/21/2007 11:30:09
  Execution Type  : ANALYZE PERFORMANCE    Last Updated        : 05/21/2007 11:30:10
  Description     :                        Global Time Limit   : UNLIMITED
  Scope           : COMPREHENSIVE          Per-SQL Time Limit  : UNUSED
  Status          : COMPLETED              Number of Errors    : 0

Analysis Information:
---------------------------------------------------------------------------------------------
 Comparison Metric: BUFFER_GETS
 ------------------
 Workload Impact Threshold: 1%
 --------------------------
 SQL Impact Threshold: 1%
 ----------------------
 Before Change Execution:                       After Change Execution:
 ---------------------------------------------  ---------------------------------------------
  Execution Name      : my_exec_BEFORE_change    Execution Name      : my_exec_AFTER_change
  Execution Type      : TEST EXECUTE             Execution Type      : TEST EXECUTE
  Description         :                          Description         :
  Scope               : COMPREHENSIVE            Scope               : COMPREHENSIVE
  Status              : COMPLETED                Status              : COMPLETED
  Started             : 05/21/2007 11:22:06      Started             : 05/21/2007 11:25:56
  Last Updated        : 05/21/2007 11:24:01      Last Updated        : 05/21/2007 11:28:30
  Global Time Limit   : 1800                     Global Time Limit   : 1800
  Per-SQL Time Limit  : UNUSED                   Per-SQL Time Limit  : UNUSED
  Number of Errors    : 0                        Number of Errors    : 0

---------------------------------------------------------------------------------------------











6.2.2.2 結果のサマリー


結果のサマリー・セクションには、SQLパフォーマンス・アナライザのタスクの結果の概要が示されます。結果のサマリー・セクションは、次のサブセクションに分類されます。

	
全体的なパフォーマンス統計


	
SQL文のパフォーマンス統計


	
エラー








6.2.2.2.1 全体的なパフォーマンス統計


全体的なパフォーマンス統計のサブセクションには、SQLワークロードの全体的なパフォーマンスについての統計が表示されます。このセクションによりSQLワークロードの全体的なパフォーマンスに対するシステム変更の影響が示されるため、SQLパフォーマンス・アナライザ分析の非常に重要な部分を占めます。このセクションの情報を使用して、ワークロード・パフォーマンスの変化を理解し、システム変更後にワークロード・パフォーマンスが向上するか低下するかを判断します。

例6-2に、サンプル・レポートの全体的なパフォーマンス統計サブセクションを示します。

この例では、低下の影響が-10.08%であったにもかかわらず、SQLワークロードの全体的なパフォーマンスは47.94%改善されたことを示しています。つまり、この例のパフォーマンスの低下がすべて改善された場合、変更による全体の影響は、58.02%ということになります。システム変更後、101のSQL文のうち2つは実行速度が速くなりましたが、1つは遅くなりました。98の文のパフォーマンスには変化がありませんでした。


例6-2 全体的なパフォーマンス統計


Report Summary
---------------------------------------------------------------------------------------------
 
Projected Workload Change Impact:
-------------------------------------------
 Overall Impact      :   47.94%
 Improvement Impact  :   58.02%
 Regression Impact   :  -10.08%
 
SQL Statement Count
-------------------------------------------
 SQL Category  SQL Count  Plan Change Count
 Overall       101        6
 Improved      2          2
 Regressed     1          1
 Unchanged     98         3
.
.
.
---------------------------------------------------------------------------------------------









6.2.2.2.2 SQL文のパフォーマンス統計


パフォーマンス統計サブセクションでは、システム変更によって最も影響を受けるSQL文が強調表示されます。ワークロード内のSQL文ごとに、次の条件に基づいて変更前と変更後のパフォーマンス・データが比較されます。

	
各SQL文の実行頻度(重要性)


	
SQLワークロード全体に対する各SQL文へのシステム変更の影響


	
各SQL文へのシステム変更の影響


	
各SQL文の実行計画の構造が変更されたかどうか




例6-3に、サンプル・レポートのSQL文のパフォーマンス統計サブセクションを示します。レポートは、ページに収まるように少し変更してあります。

これらのSQL文は、SQLワークロードに対する最終的な影響の絶対値で降順にソートされています。つまり、ソート順序は、影響の良し悪しとは関係がありません。


例6-3 SQL文のパフォーマンス統計


SQL Statements Sorted by their Absolute Value of Change Impact on the Workload
---------------------------------------------------------------------------------------------
---------------------------------------------------------------------------------------------
|           |               | Impact on | Execution |  Metric  |  Metric  | Impact | Plan   |
| object_id | sql_id        | Workload  | Frequency |  Before  |  After   | on SQL | Change |
---------------------------------------------------------------------------------------------
|    205    | 73s2sgy2svfrw |   29.01%  |   100000  |  1681683 |  220590  | 86.88% |   y    |
|    206    | gq2a407mv2hsy |   29.01%  |   949141  |  1681683 |  220590  | 86.88% |   y    |
|    204    | 2wtgxbjz6u2by |  -10.08%  |   478254  |  1653012 |  2160529 | -30.7% |   y    |
---------------------------------------------------------------------------------------------









6.2.2.2.3 エラー


エラー・サブセクションには、実行中に発生したすべてのエラーがレポートされます。エラーは、SQLチューニング・セット内のすべての実行に共通する場合はSQLチューニング・セット・レベル、SQL文または実行計画に固有の場合は実行レベルでレポートされます。

例6-4に、SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートのエラー・サブセクションの例を示します。


例6-4 エラー


----------------------------------------------------------------------------------
                             SQL STATEMENTS WITH ERRORS
----------------------------------------------------------------------------------
SQL ID        Error
------------- --------------------------------------------------------------------
47bjmcdtw6htn ORA-00942: table or view does not exist
br61bjp4tnf7y ORA-00920: invalid relational operator
----------------------------------------------------------------------------------













6.2.2.3 結果の詳細


結果の詳細セクションでは、レポートの結果のサマリー・セクションに表示されるSQL文のパフォーマンスまでドリルダウンできます。このセクションの情報を使用して、特定のSQL文のパフォーマンスが低下した原因を調査します。

このセクションには、SQLパフォーマンスの影響分析で処理されたすべてのSQL文のエントリが示されます。各エントリは、次のサブセクションで構成されています。

	
SQLの詳細


	
実行統計


	
実行計画








6.2.2.3.1 SQLの詳細


レポートのこのセクションには、SQL文の概要(SQL文の情報および実行の詳細)が表示されます。

例6-5に、サンプル・レポートのSQLの詳細サブセクションを示します。

例6-5には、パフォーマンスが低下したSQL文(IDは2wtgxbjz6u2by、対応するオブジェクトIDは204)の概要が示されています。


例6-5 SQLの詳細


SQL Details:
-----------------------------
 Object ID            : 204
 Schema Name          : APPS
 SQL ID               : 2wtgxbjz6u2by
 Execution Frequency  : 1
 SQL Text             : SELECT /* my_query_14_scott */ /*+ ORDERED INDEX(t1)
                        USE_HASH(t1) */ 'B' || t2.pg_featurevalue_05_id
                        pg_featurevalue_05_id, 'r' || t4.elementrange_id
                        pg_featurevalue_15_id, 'G' || t5.elementgroup_id
                        pg_featurevalue_01_id, 'r' || t6.elementrange_id . . .
.
.
.
---------------------------------------------------------------------------------------------









6.2.2.3.2 実行統計


実行統計サブセクションでは、変更前と変更後の実行からのSQL文の実行統計が比較され、検出結果の概要が示されます。

例6-6に、サンプル・レポートの実行統計サブセクションを示します。


例6-6 実行統計


Execution Statistics:
-----------------------------
---------------------------------------------------------------------------------------
|              | Impact on | Value   | Value   | Impact     | % Workload | % Workload |
| Stat Name    | Workload  | Before  | After   | on SQL     | Before     | After      |
---------------------------------------------------------------------------------------
| elapsed_time |    -95.54%|  36.484 | 143.161 |   -292.39% |     32.68% |     94.73% |
| parse_time   |    -12.37%|    .004 |    .062 |     -1450% |       .85% |     11.79% |
| exec_elapsed |    -95.89%|   36.48 | 143.099 |   -292.27% |     32.81% |     95.02% |
| exec_cpu     |    -19.73%|  36.467 |  58.345 |    -59.99% |     32.89% |     88.58% |
| buffer_gets  |    -10.08%| 1653012 | 2160529 |     -30.7% |     32.82% |     82.48% |
| cost         |     12.17%|   11224 |    2771 |     75.31% |     16.16% |      4.66% |
| reads        |  -1825.72%|    4091 |  455280 | -11028.82% |     16.55% |     96.66% |
| writes       |     -1500%|       0 |      15 |     -1500% |         0% |       100% |
| rows         |           |     135 |     135 |            |            |            |
---------------------------------------------------------------------------------------

Notes:
-----------------------------
Before Change:
1. The statement was first executed to warm the buffer cache.
2. Statistics shown were averaged over next 9 executions.

After Change:
1. The statement was first executed to warm the buffer cache.
2. Statistics shown were averaged over next 9 executions.

Findings (2):
-----------------------------
1. The performance of this SQL has regressed.
2. The structure of the SQL execution plan has changed.
---------------------------------------------------------------------------------------------









6.2.2.3.3 実行計画


実行計画サブセクションには、SQL文の変更前および変更後の実行計画が表示されます。パフォーマンスが低下した場合、このセクションには、根本原因および兆候についての検出結果も表示されます。

例6-7に、サンプル・レポートの実行計画サブセクションを示します。


例6-7 実行計画


Execution Plan Before Change:
-----------------------------
 Plan Id          : 1
 Plan Hash Value  : 3412943215
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------
| Id   | Operation                           | Name                | Rows   | Bytes   | Cost  | Time     |
----------------------------------------------------------------------------------------------------------
|    0 | SELECT STATEMENT                    |                     |      1 |     126 | 11224 | 00:02:15 |
|    1 |   HASH GROUP BY                     |                     |      1 |     126 | 11224 | 00:02:15 |
|    2 |    NESTED LOOPS                     |                     |      1 |     126 | 11223 | 00:02:15 |
|  * 3 |     HASH JOIN                       |                     |      1 |     111 | 11175 | 00:02:15 |
|  * 4 |      TABLE ACCESS FULL              | LU_ELEMENTGROUP_REL |      1 |      11 |   162 | 00:00:02 |
|  * 5 |      HASH JOIN                      |                     |    487 |   48700 | 11012 | 00:02:13 |
|    6 |       MERGE JOIN                    |                     |     14 |     924 |  1068 | 00:00:13 |
|    7 |        SORT JOIN                    |                     |   5391 |  274941 |  1033 | 00:00:13 |
|  * 8 |         HASH JOIN                   |                     |   5391 |  274941 |   904 | 00:00:11 |
|  * 9 |          TABLE ACCESS FULL          | LU_ELEMENTGROUP_REL |    123 |    1353 |   175 | 00:00:03 |
| * 10 |          HASH JOIN                  |                     |   5352 |  214080 |   729 | 00:00:09 |
| * 11 |           TABLE ACCESS FULL         | LU_ITEM_293         |   5355 |  128520 |    56 | 00:00:01 |
| * 12 |           TABLE ACCESS FULL         | ADM_PG_FEATUREVALUE |   1629 |   26064 |   649 | 00:00:08 |
| * 13 |        FILTER                       |                     |        |         |       |          |
| * 14 |         SORT JOIN                   |                     |      1 |      15 |    36 | 00:00:01 |
| * 15 |          TABLE ACCESS FULL          | LU_ELEMENTRANGE_REL |      1 |      15 |    35 | 00:00:01 |
|   16 |       INLIST ITERATOR               |                     |        |         |       |          |
| * 17 |        TABLE ACCESS BY INDEX ROWID  | FACT_PD_OUT_ITM_293 | 191837 | 6522458 |  9927 | 00:02:00 |
|   18 |         BITMAP CONVERSION TO ROWIDS |                     |        |         |       |          |
| * 19 |          BITMAP INDEX SINGLE VALUE  | FACT_274_PER_IDX    |        |         |       |          |
| * 20 |     TABLE ACCESS FULL               | LU_ELEMENTRANGE_REL |      1 |      15 |    49 | 00:00:01 |
----------------------------------------------------------------------------------------------------------
.
.
.

Execution Plan After Change:
-----------------------------
 Plan Id          : 102
 Plan Hash Value  : 1923145679
 
------------------------------------------------------------------------------------------------------
| Id   | Operation                           | Name                | Rows | Bytes  | Cost | Time     |
------------------------------------------------------------------------------------------------------
|    0 | SELECT STATEMENT                    |                     |    1 |    126 | 2771 | 00:00:34 |
|    1 |   HASH GROUP BY                     |                     |    1 |    126 | 2771 | 00:00:34 |
|    2 |    NESTED LOOPS                     |                     |    1 |    126 | 2770 | 00:00:34 |
|  * 3 |     HASH JOIN                       |                     |    1 |    111 | 2722 | 00:00:33 |
|  * 4 |      HASH JOIN                      |                     |    1 |    100 | 2547 | 00:00:31 |
|  * 5 |       TABLE ACCESS FULL             | LU_ELEMENTGROUP_REL |    1 |     11 |  162 | 00:00:02 |
|    6 |       NESTED LOOPS                  |                     |      |        |      |          |
|    7 |        NESTED LOOPS                 |                     |  484 |  43076 | 2384 | 00:00:29 |
|  * 8 |         HASH JOIN                   |                     |   14 |    770 |  741 | 00:00:09 |
|    9 |          NESTED LOOPS               |                     |    4 |    124 |  683 | 00:00:09 |
| * 10 |           TABLE ACCESS FULL         | LU_ELEMENTRANGE_REL |    1 |     15 |   35 | 00:00:01 |
| * 11 |           TABLE ACCESS FULL         | ADM_PG_FEATUREVALUE |    4 |     64 |  649 | 00:00:08 |
| * 12 |          TABLE ACCESS FULL          | LU_ITEM_293         | 5355 | 128520 |   56 | 00:00:01 |
|   13 |         BITMAP CONVERSION TO ROWIDS |                     |      |        |      |          |
| * 14 |          BITMAP INDEX SINGLE VALUE  | FACT_274_ITEM_IDX   |      |        |      |          |
| * 15 |        TABLE ACCESS BY INDEX ROWID  | FACT_PD_OUT_ITM_293 |   36 |   1224 | 2384 | 00:00:29 |
| * 16 |      TABLE ACCESS FULL              | LU_ELEMENTGROUP_REL |  123 |   1353 |  175 | 00:00:03 |
| * 17 |     TABLE ACCESS FULL               | LU_ELEMENTRANGE_REL |    1 |     15 |   49 | 00:00:01 |
------------------------------------------------------------------------------------------------------













6.2.3 APIを使用したSQLチューニング・セットの比較


DBMS_SQLPAパッケージを使用すると、2つのSQLチューニング・セットを比較できます。たとえば、データベース・リプレイの使用時に、本番システムでワークロードの取得中に1つのSQLチューニング・セットを取得し、テスト・システムでワークロードのリプレイ中にもう1つ別のSQLチューニング・セットを取得することがあります。その後、SQL文を再実行しなくても、SQLパフォーマンス・アナライザを使用してそれらのSQLチューニング・セットを比較できます。これは、システム変更の前後にワークロードを実行する別のユーティリティ(カスタム・スクリプトなど)がすでに存在する場合に便利です。

SQLチューニング・セットを比較する場合、SQLパフォーマンス・アナライザはSQLチューニング・セットで取得した実行時統計を使用して比較分析を行い、一方のSQLチューニング・セットに存在し、もう一方のチューニング・セットには存在しない新しいSQL文や欠落しているSQL文をレポートします。2つのSQLチューニング・セット間の実行計画における変更もレポートされます。両方のSQLチューニング・セットのSQL文ごとに、検出されたパフォーマンスの改善と低下が、SQL文単位(実行ごとの平均統計値に基づいて計算)とワークロード全体(累積統計値に基づいて計算)でレポートされます。


APIを使用してSQLチューニング・セットを比較するには、次の手順に従います。

	
SQLパフォーマンス・アナライザ・タスクを作成するには、次の手順を実行します。


VAR aname varchar2(30);
EXEC :aname := 'compare_s2s';
EXEC :aname := DBMS_SQLPA.CREATE_ANALYSIS_TASK(task_name => :aname);


作成時にSQLチューニング・セットをタスクに関連付ける必要はありません。


	
最初のSQL試行を作成し、最初のSQLチューニング・セットを変換するには、次の手順を実行します。


EXEC DBMS_SQLPA.EXECUTE_ANALYSIS_TASK(task_name => :aname, -
          execution_type => 'convert sqlset', -
          execution_name => 'first trial', -
          execution_params => DBMS_ADVISOR.ARGLIST(
                               'sqlset_name', 'my_first_sts', -
                               'sqlset_owner', 'APPS'));


SQLSET_NAMEおよびSQLSET_OWNERタスク・パラメータを使用して、SQLチューニング・セットの名前と所有者を指定します。SQLパフォーマンス・アナライザ・タスクでSQLチューニング・セットの内容が複製されることはありません。かわりに、SQLチューニング・セットへの参照が、新しいSQL試行(この例では「first trial」)との関連付けに記録されます。


	
2番目のSQL試行を作成し、比較する2番目のSQLチューニング・セットと関連付けます。


EXEC DBMS_SQLPA.EXECUTE_ANALYSIS_TASK(task_name => :aname, -
          execution_type => 'convert sqlset', -
          execution_name => 'second trial', -
          execution_params => DBMS_ADVISOR.ARGLIST(
                               'sqlset_name', 'my_second_sts', -
                               'sqlset_owner', 'APPS'));


	
比較分析を実行して、2つのSQL試行(SQLチューニング・セット)のパフォーマンス・データを比較します。


EXEC DBMS_SQLPA.EXECUTE_ANALYSIS_TASK(task_name => :aname, -
          execution_type => 'compare', -
          execution_name => 'comparison', -
          execution_params => DBMS_ADVISOR.ARGLIST(
                               'workload_impact_threshold', 0, -
                               'sql_impact_threshold', 0));


この例では、ワークロードとSQLごとの影響しきい値は、比較のために0%に設定されています(デフォルト値は1%)。


	
比較分析が完了した後、DBMS_SQLPA.REPORT_ANALYSIS_TASKファンクションを使用して、SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートを生成します。

APIを使用したSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの生成については、「APIを使用したSQLパフォーマンスの分析」を参照してください。







レポートを作成した後、そのレポートを確認して、2つのSQLチューニング・セットの内容の違いを識別します。例6-8に、2つのSQLチューニング・セットを比較して生成されたサンプル・レポートの分析情報セクションとレポート・サマリー・セクションを示します。


例6-8 分析情報とレポート・サマリー


Analysis Information:
------------------------------------------------------------------------------------------------
 Before Change Execution:                          After Change Execution:
 ---------------------------------------------     ---------------------------------------------
  Execution Name      : first trial                 Execution Name      : second trial
  Execution Type      : CONVERT SQLSET              Execution Type      : CONVERT SQLSET
  Status              : COMPLETED                   Status              : COMPLETED
  Started             : …
  Last Updated        : …
 
 Before Change Workload:                           After Change Workload:
 ---------------------------------------------     ---------------------------------------------
  SQL Tuning Set Name        : my_first_sts         SQL Tuning Set Name        : my_second_sts
  SQL Tuning Set Owner       : APPS                 SQL Tuning Set Owner       : APPS
  Total SQL Statement Count  : 5                    Total SQL Statement Count  : 6
 
------------------------------------------------------------------------------------------------
Report Summary
------------------------------------------------------------------------------------------------
 
Projected Workload Change Impact:
-------------------------------------------
 Overall Impact      :  72.32%
 Improvement Impact  :  47.72%
 Regression Impact   :   -.02%
 Missing-SQL Impact  :   33.1%
 New-SQL Impact      :  -8.48%
 
SQL Statement Count
-------------------------------------------
 SQL Category   SQL Count  Plan Change Count
 Overall                7                  1
 Common                 4                  1
  Improved              3                  1
  Regressed             1                  0
 Different              3                  0
  Missing SQL           1                  0
  New SQL               2                  0




例6-8に示すように、このレポートには、標準のSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートにはない、2つの追加カテゴリがあります。この2つのカテゴリは「Different」という見出しの下にまとめられています。

	
欠落したSQL

このカテゴリは、最初のSQLチューニング・セットに存在し、2番目のSQLチューニング・セットに存在しすべてのSQL文を示します。この例では、SQL文が1つだけ欠落しています。例6-9に示すように、このSQL文は次のような内容になっています。

	
sql_id値: gv7xb8tyd1v91


	
変更ごとのワークロードのパフォーマンスへの影響: 33.1%


	
変更ごとのSQL文のパフォーマンスへの影響: なし(「Total Metric After」の変更値が欠落している)





	
新規SQL

このカテゴリは、2番目のSQLチューニング・セットに存在し、最初のSQLチューニング・セットに存在しないすべてのSQL文を示します。この例では、2番目のSQLチューニング・セットで新しく追加されたSQL文は2つだけです。例6-9に示すように、これらSQL文は次のような内容になっています。

	
sql_id値: 4c8nrqxhtb2sfおよび9utadgu5udmh4


	
ワークロードに対するパフォーマンス全体への影響: -8.48%


	
「Total Metric Before」の変更値: なし







例6-9に、欠落しているSQL文と新しいSQL文を示すサンプル・レポートの表を示します。ワークロードへの影響ごとに特定されたその他の上位SQL文も示されています。


例6-9 ワークロードに対する変更の影響の絶対値ごとに分類された上位7つのSQL


Top 7 SQL Sorted by Absolute Value of Change Impact on the Workload
------------------------------------------------------------------------------------------
------------------------------------------------------------------------------------------
|           |               | Impact on | Total Metric | Total Metric | Impact  | Plan   |
| object_id | sql_id        | Workload  |    Before    |    After     | on SQL  | Change |
------------------------------------------------------------------------------------------
|         4 | 7gj3w9ya4d9sj |    41.04% |       812791 |        36974 |     95% | y      |
|         7 | gv7xb8tyd1v91 |     33.1% |       625582 |              |         | n      |
|         2 | 4c8nrqxhtb2sf |    -8.35% |              |       157782 |         | n      |
|         1 | 22u3tvrt0yr6g |     4.58% |       302190 |       215681 |  28.63% | n      |
|         6 | fgdd0fd56qmt0 |      2.1% |       146128 |       106369 |  27.21% | n      |
|         5 | 9utadgu5udmh4 |     -.13% |              |         2452 |         | n      |
|         3 | 4dtv43awxnmv3 |     -.02% |         3520 |         3890 | -47.35% | n      |
------------------------------------------------------------------------------------------




対象のSQL文を識別した後、そのSQL文のレポートを作成して、さらに詳しく調べることができます。たとえば、ワークロードに対して最も大きな影響のあった、sql_idの値が7gj3w9ya4d9sjで、object_idの値が4のSQL文を調べることもできます。


SELECT DBMS_SQLPA.REPORT_ANALYSIS_TASK(task_name => :aname, object_id => 4) rep
FROM dual;


例6-10に、このSQL文に対して生成されたサンプル・レポートを示します。


例6-10 SQL文のサンプル・レポート


SQL Details:
-----------------------------
 Object ID  : 4
 SQL ID     : 7gj3w9ya4d9sj
 SQL Text   : /* my_csts_query1 */ select * FROM emp where empno=2
 
SQL Execution Statistics (average):
---------------------------------------
---------------------------------------------------------
|              | Impact on | Value   | Value   | Impact |
| Stat Name    | Workload  | Before  | After   | on SQL |
---------------------------------------------------------
| elapsed_time |    41.04% | .036945 | .001849 |    95% |
| cpu_time     |    13.74% | .004772 |  .00185 | 61.24% |
| buffer_gets  |     9.59% |       8 |       2 | 69.01% |
| cost         |    11.76% |       1 |       1 |    10% |
| reads        |     4.08% |       0 |       0 | 63.33% |
| writes       |        0% |       0 |       0 |     0% |
| rows         |           |       0 |       0 |        |
| executions   |           |      22 |      20 |        |
| plan_count   |           |       3 |       2 |        |
---------------------------------------------------------
Findings (2):
-----------------------------
 1. The performance of this SQL has improved.
 2. The structure of the SQL execution plan has changed.
 
Plan Execution Statistics (average):
---------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------
| Statistic Name  | Plans Before Change              | Plans After Change        |
----------------------------------------------------------------------------------
| plan hash value | 440231712  571903972  3634526668 | 571903972  3634526668     |
| --------------- | ---------  ---------  ---------- | ---------  ----------     |
|  schema name    | APPS1      APPS2      APPS2      | APPS2      APPS2          |
|  executions     | 7          5          10         | 10         10             |
|  cost           | 2          1          2          | 1          2              |
|  elapsed_time   | .108429    .000937    .00491     | .000503    .003195        |
|  cpu_time       | .00957     .0012      .0032      | .0005      .0032          |
|  buffer_gets    | 18         0          5          | 0          5              |
|  reads          | 0          0          0          | 0          0              |
|  writes         | 0          0          0          | 0          0              |
|  rows           | 0          0          0          | 0          0              |
----------------------------------------------------------------------------------
Execution Plans Before Change:
-----------------------------
Plan Hash Value  : 440231712
---------------------------------------------------------------------------
| Id | Operation              | Name     | Rows | Bytes | Cost | Time     |
---------------------------------------------------------------------------
|  0 | SELECT STATEMENT       |          |      |       |    2 |          |
|  1 |   PX COORDINATOR       |          |      |       |      |          |
|  2 |    PX SEND QC (RANDOM) | :TQ10000 |    1 |    87 |    2 | 00:00:01 |
|  3 |     PX BLOCK ITERATOR  |          |    1 |    87 |    2 | 00:00:01 |
|  4 |      TABLE ACCESS FULL | EMP      |    1 |    87 |    2 | 00:00:01 |
---------------------------------------------------------------------------
Note
-----
- dynamic sampling used for this statement
Plan Hash Value  : 571903972
----------------------------------------------------------------------------------
| Id | Operation                     | Name       | Rows | Bytes | Cost | Time   |
----------------------------------------------------------------------------------
|  0 | SELECT STATEMENT              |            |      |       |    1 |        |
|  1 |   TABLE ACCESS BY INDEX ROWID | EMP        |    1 |    87 |    1 |00:00:01|
|  2 |    INDEX UNIQUE SCAN          | MY_EMP_IDX |    1 |       |    0 |        |
----------------------------------------------------------------------------------
Plan Hash Value  : 3634526668
--------------------------------------------------------------------
| Id | Operation           | Name | Rows | Bytes | Cost | Time     |
--------------------------------------------------------------------
|  0 | SELECT STATEMENT    |      |      |       |    2 |          |
|  1 |   TABLE ACCESS FULL | EMP  |    1 |    87 |    2 | 00:00:01 |
--------------------------------------------------------------------
Note
-----
- dynamic sampling used for this statement
 
Executions Plan After Change:
-----------------------------
Plan Hash Value  : 571903972
----------------------------------------------------------------------------------
| Id | Operation                     | Name       | Rows | Bytes | Cost | Time   |
----------------------------------------------------------------------------------
|  0 | SELECT STATEMENT              |            |      |       |    1 |        |
|  1 |   TABLE ACCESS BY INDEX ROWID | EMP        |    1 |    87 |    1 |00:00:01|
|  2 |    INDEX UNIQUE SCAN          | MY_EMP_IDX |    1 |       |    0 |        |
----------------------------------------------------------------------------------
Plan Hash Value  : 3634526668
--------------------------------------------------------------------
| Id | Operation           | Name | Rows | Bytes | Cost | Time     |
--------------------------------------------------------------------
|  0 | SELECT STATEMENT    |      |      |       |    2 |          |
|  1 |   TABLE ACCESS FULL | EMP  |    1 |    87 |    2 | 00:00:01 |
--------------------------------------------------------------------
Note
-----
- dynamic sampling used for this statement
----------------------------------------------------------------------------------




「SQL Execution Statistics」セクションには、SQL文の(実行ごとの)平均実行時統計が表示されます。この表のデータから、このSQL文は両方のSQLチューニング・セットに存在していますが、最初のSQLチューニング・セットの実行計画は3つ、2番目のSQLチューニング・セットの実行計画は2だということがわかります。さらに、SQL文は最初のSQLチューニング・セットでは22回実行されたのに対し、2番目のSQLチューニング・セットでは20回しか実行されていません。

「Plan Execution Statistics」セクションには、実行計画(または計画ハッシュ値)ごとの実行時統計が表示されます。「Plans Before Change」列には、最初のSQLチューニング・セットについての計画とその計画に関連付けられた実行統計が表示され、「Plans After Change」列には、2番目のSQLチューニング・セットについてのそれらの値が表示されています。レポートの最後に、両方のSQLチューニング・セットの実行計画の構造が示されています。

レポートのこれらのセクションを使用して、2つのSQLチューニング・セット間の実行計画の違いを識別できます。これは、実行計画の違いによって、テスト結果が変わり、パフォーマンスに直接影響が出る可能性があるため重要です。2つのSQLチューニング・セットを比較した場合、SQL文が次のように設定されていると、SQLパフォーマンス・アナライザは実行計画の違いをレポートします。

	
両方のSQLチューニング・セットに計画が1つであるにもかかわらず、計画の構造が異なっている。


	
計画が複数で、両方のSQLチューニング・セットの計画の数が次のようになっている。

	
計画の数は同じでも、2番目のSQLチューニング・セットの1つ以上の計画が、最初のSQLチューニング・セットのすべての計画と異なっている。


	
計画数が異なっている







SQL文と計画の違いを評価した後、さらに処置が必要かどうかを決定します。SQL文のパフォーマンスが低下している場合は、次のいずれかの処置を実行します。

	
パフォーマンスが低下したSQL文をチューニングします。詳細は、「APIを使用した、パフォーマンスが低下したSQL文のチューニング」を参照してください


	
SQL計画ベースラインを作成します。詳細は、「APIを使用したSQL計画ベースラインの作成」を参照してください












6.2.4 APIを使用した、パフォーマンスが低下したSQL文のチューニング


SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートを確認したら、SQLパフォーマンスの比較後に特定されるパフォーマンスが低下したSQL文をチューニングする必要があります。パフォーマンスが低下したSQL文が多数表示される場合は、根本原因を特定し、システム・レベルの変更を行って問題を修正する必要があります。パフォーマンスが低下したSQL文が少数の場合は、SQLチューニング・アドバイザを使用して、部分的な解決を検討するか、SQL計画ベースラインを作成して、今後は変更前の実行計画を選択するようにオプティマイザに指示します。


APIを使用して、パフォーマンスが低下したSQL文をチューニングするには、次の手順に従います。

	
DBMS_SQLTUNEパッケージのCREATE_TUNING_TASKファンクションを使用して、SQLパフォーマンス・アナライザを実行するためのSQLチューニング・タスクを作成します。


BEGIN
  DBMS_SQLTUNE.CREATE_TUNING_TASK(
    spa_task_name => 'my_spa_task',
    spa_task_owner => 'immchan',
    spa_compare_exec => 'my_exec_compare');
  DBMS_SQLTUNE.EXECUTE_TUNING_TASK(spa_task_name => 'my_spa_task');
END;
/


この例では、my_spa_taskという名前のSQLパフォーマンス・アナライザ・タスクについて、my_exec_compareという名前でパフォーマンスの比較を実行したときにパフォーマンスが低下したSQL文をチューニングするSQLチューニング・タスクを作成し、実行します。この場合、このバージョンのCREATE_TUNING_TASKファンクション・コールを使用することが重要です。そうしないと、SQL文が取得された本番システムの環境でチューニングが行われる可能性があるため、システムの変更が反映されません。


注意:

別のデータベースでSQLワークロードをリモートで実行することを選択した場合は、パフォーマンスが低下したSQL文のチューニングに、このバージョンのCREATE_TUNING_TASKファンクション・コールを使用しないでください。かわりに、リモート・データベース上のSQL試行によって識別されたパフォーマンスの低下をチューニングしてください(これは、アプリケーション・スキーマがSQLパフォーマンス・アナライザを実行しているデータベース上に存在していないためです)。そのため、スキーマが存在し、変更が行われたデータベースで、SQLチューニング・アドバイザを実行する必要があります。詳細は、「APIを使用した、リモートSQL試行からのパフォーマンスが低下したSQL文のチューニング」を参照してください。









表6-1に、DBMS_SQLTUNE.CREATE_TUNING_TASKファンクションで使用できるSQLパフォーマンス・アナライザのパラメータを示します。


表6-1 CREATE_TUNING_TASKファンクションのSQLパフォーマンス・アナライザのパラメータ

	パラメータ	説明
	
SPA_TASK_NAME

	
SQLパフォーマンス・アナライザ・タスクの名前。


	
SPA_TASK_OWNER

	
指定したSQLパフォーマンス・アナライザ・タスクの所有者。指定しないと、デフォル値の現行ユーザーになります。


	
SPA_COMPARE_EXEC

	
指定したSQLパフォーマンス・アナライザ・タスクのパフォーマンスの比較試行の実行名。指定しないと、デフォルト値として、指定したSQLパフォーマンス・アナライザ・タスクで最後に実行したCOMPARE PERFORMANCEタイプの名前になります。







パフォーマンスが低下したSQL文をチューニングしたら、SQLパフォーマンス・アナライザを使用して、それらの変更をテストする必要があります。新しいSQL試行をテスト・システムで実行すると、2番目の比較(新しいSQL試行と最初の試行の比較)が実行され、結果が検証されます。SQLパフォーマンス・アナライザによってパフォーマンスが安定していることが表示されたら、この手順で行った修正を本番システムに対して実行します。

Oracle Database 11g リリース2以上では、SQL文のチューニング時に、SQLチューニング・アドバイザによって代替計画が分析されます。SQLチューニング・アドバイザは、自動ワークロード・リポジトリに保存されている履歴計画も含め、SQL文の実行履歴を確認します。SQLチューニング・アドバイザによって代替計画が検出された場合は、そのSQL文で適切な実行計画が使用されるように、特定の計画を選択して計画ベースラインを作成できます。


関連項目:

	
SQLチューニング・アドバイザの使用方法の詳細な、『Oracle Database SQLチューニング・ガイド』を参照してください。


	
代替計画の分析については、『Oracle Database SQLチューニング・ガイド』を参照してください。


	
DBMS_SQLTUNEパッケージについては、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。














6.2.5 APIを使用した、リモートSQL試行からのパフォーマンスが低下したSQL文のチューニング



別のデータベースでSQLワークロードをリモートで実行することを選択した場合は、SQLパフォーマンス・アナライザ・タスクが存在するシステムではなく、リモート・データベースでSQL試行によって識別されたパフォーマンスの低下をチューニングする必要があります。





APIを使用して、リモートSQL試行からのパフォーマンスが低下したSQL文をチューニングするには、次の手順に従います。

	
SQLパフォーマンス・アナライザが実行されているシステムで、パフォーマンスが低下しているSQL文のサブセットをSQLチューニング・セットとして作成します。


DECLARE
  sqlset_cur  DBMS_SQLTUNE.SQLSET_CURSOR;
BEGIN
  DBMS_SQLTUNE.CREATE_SQLSET('SUB_STS1', 'test purpose');
 
  OPEN sqlset_cur FOR
    SELECT value(p)
    FROM table(
      DBMS_SQLTUNE.SELECT_SQLPA_TASK(
        task_name  => 'SPA_TASK1',
        execution_name => 'COMP',
        level_filter => 'REGRESSED')) p;
   
  DBMS_SQLTUNE.LOAD_SQLSET('SUB_STS1', sqlset_cur);
 
  CLOSE sqlset_cur;
END;
/


'REGRESSED'以外にも、'CHANGED'、'ERRORS'、'CHANGED_PLANS'などのフィルタを使用して、SQLチューニング・セットのSQL文を選択できます。詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。


	
SQLチューニング・セットをエクスポートするステージング表を作成します。


BEGIN
  DBMS_SQLTUNE.CREATE_STGTAB_SQLSET(
    table_name  => 'STG_TAB1',
    schema_name => 'JOHNDOE',
    tablespace_name => 'TBS_1',
    db_version => DBMS_SQLTUNE.STS_STGTAB_11_1_VERSION);
END;
/


db_versionパラメータを使用して、SQLチューニング・セットのエクスポートとチューニングを行う適切なバージョンのデータベースを指定します。この例では、Oracle Database 11g リリース1を実行しているシステムにエクスポートできる形式でステージング表を作成し、後でSQLチューニング・アドバイザを使用してこの表をチューニングします。他のデータベース・バージョンの詳細は、そのリリースの『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。


	
SQLチューニング・セットをステージング表にエクスポートするには、次の手順を実行します。


BEGIN
  DBMS_SQLTUNE.PACK_STGTAB_SQLSET(
    sqlset_name => 'SUB_STS1', 
    sqlset_owner => 'JOHNDOE', 
    staging_table_name => 'STG_TAB1', 
    staging_schema_owner => 'JOHNDOE', 
    db_version => DBMS_SQLTUNE.STS_STGTAB_11_1_VERSION);
END;
/


	
任意の方法(Oracle Data Pumpやデータベース・リンクなど)でステージング表を(SQLワークロードが実行された)リモート・データベースに移動します。


	
リモート・データベースで、ステージング表からSQLチューニング・セットをインポートします。


BEGIN
  DBMS_SQLTUNE.UNPACK_STGTAB_SQLSET(
    sqlset_name => 'SUB_STS1', 
    staging_table_name => 'STG_TAB1', 
    replace => TRUE);
END;
/


	
SQLチューニング・アドバイザを実行し、SQLチューニング・セット内のパフォーマンスが低下したSQL文をチューニングします。


BEGIN
  sts_name  := 'SUB_STS1';
  sts_owner := 'JOHNDOE';
  tune_task_name := 'TUNE_TASK1';
  tname := DBMS_SQLTUNE.CREATE_TUNING_TASK(sqlset_name  => sts_name, 
                                           sqlset_owner => sts_owner, 
                                           task_name    => tune_task_name);
  EXEC DBMS_SQLTUNE.SET_TUNING_TASK_PARAMETER(:tname, 
                                              'APPLY_CAPTURED_COMPILENV', 
                                              'FALSE');
  exec_name := DBMS_SQLTUNE.EXECUTE_TUNING_TASK(tname);
END;
/



注意:

この例で使用するAPPLY_CAPTURED_COMPILENVパラメータは、Oracle Database 11gリリース1以上のリリースでのみサポートされています。これより前のバージョンのOracle Databaseからデータベース・アップグレードをテストする場合は、かわりにSQLチューニング・セットに保存されている環境変数が使用されます。










パフォーマンスが低下したSQL文をチューニングしたら、SQLパフォーマンス・アナライザを使用して、それらの変更をテストする必要があります。新しいSQL試行をテスト・システムで実行すると、2番目の比較(新しいSQL試行と最初の試行の比較)が実行され、結果が検証されます。SQLパフォーマンス・アナライザによってパフォーマンスが安定していることが表示されたら、この手順で行った修正を本番システムに対して実行します。


関連項目:

	
SQLチューニング・アドバイザの使用方法およびSQLチューニング・セットの転送の詳細については、『Oracle Database SQLチューニング・ガイド』を参照してください。


	
DBMS_SQLTUNEパッケージについては、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。
















6.2.6 APIを使用したSQL計画ベースラインの作成



SQLチューニング・アドバイザを実行するためのもう1つの方法として、計画の変更によってパフォーマンスが低下したSQL文のSQL計画ベースラインを作成することがあります。これにより、このようなSQL文に対しては、今後変更前の実行計画を使用するように、オプティマイザに指示されます。





元の計画用のSQL計画ベースラインを作成するには、次の手順に従います。

	
パフォーマンスが低下したSQL文のSQLチューニング・セットのサブセットのみを作成します。


	
DBMS_SPMパッケージのLOAD_PLANS_FROM_SQLSETファンクションを使用して、計画をロードして、このSQL文のサブセットのSQL計画ベースラインを作成します(次の例を参照してください)。


DECLARE
  my_plans PLS_INTEGER;
BEGIN
  my_plans := DBMS_SPM.LOAD_PLANS_FROM_SQLSET(
    sqlset_name => 'regressed_sql');
END;
/









関連項目:

	
SQL計画ベースラインの詳細については、『Oracle Database SQLチューニング・ガイド』を参照してください。


	
DBMS_SPMパッケージについては、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。
















6.2.7 SQLパフォーマンス・アナライザのビューの使用



次のビューを問い合せて、SQLパフォーマンス・アナライザを監視し、分析結果を表示することができます。


注意:

これらのビューで参照可能な情報は、SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートにも含まれています。かわりに、SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートを使用して分析結果を表示することをお薦めします。結果のより詳細な分析を実行する場合にのみ、これらのビューを使用することを検討してください。







	
DBA_ADVISOR_TASKSおよびUSER_ADVISOR_TASKSビューには、作成されたSQLパフォーマンス・アナライザのタスクに関する記述情報が表示されます。


	
DBA_ADVISOR_EXECUTIONSおよびUSER_ADVISOR_EXECUTIONSビューには、タスク実行に関する情報が表示されます。SQLパフォーマンス・アナライザでは、3つ以上の実行が作成され、SQLワークロードに対するデータベース変更によって発生するSQLパフォーマンスへの影響が分析されます。最初の実行では、変更前バージョンのパフォーマンス・データが収集されます。2番目の実行では、変更後バージョンのパフォーマンス・データが収集されます。3番目の実行では、比較分析が実行されます。


	
DBA_ADVISOR_FINDINGSおよびUSER_ADVISOR_FINDINGSビューには、SQLパフォーマンス・アナライザの結果が表示されます。SQLパフォーマンス・アナライザでは、次のタイプの結果が生成されます。

	
問題(パフォーマンスの低下など)


	
兆候(実行計画の構造が変化した場合など)


	
エラー(オブジェクトまたはビューが存在しない場合など)


	
情報メッセージ(変更前バージョンの実行計画の構造がSQLチューニング・セットに格納されているものと異なる場合など)





	
DBA_ADVISOR_SQLPLANSおよびUSER_ADVISOR_SQLPLANSビューには、すべての実行計画のリストが表示されます。


	
DBA_ADVISOR_SQLSTATSおよびUSER_ADVISOR_SQLSTATSビューには、すべてのSQLコンパイルおよび実行統計のリストが表示されます。


	
V$ADVISOR_PROGRESSビューには、SQLパフォーマンス・アナライザの操作の進行状況が表示されます。このビューを使用して、完了しているSQL文の数およびSQL試行で実行待機中のSQL文の数を監視します。SOFAR列は、これまでに処理されたSQL文の数を示し、TOTAL WORK列は、タスクの実行によって処理されるSQL文の合計を示します。




DBAビューにアクセスするには、SELECT_CATALOG_ROLEロールが必要です。


関連項目:

	
DBA_ADVISOR_TASKS、DBA_ADVISOR_EXECUTIONSおよびDBA_ADVISOR_SQLPLANSビューについては、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。















7 SPAクイック・チェックの使用


Oracle Enterprise Manager Cloud Control (Cloud Control)には、SQLパフォーマンス・アナライザ・クイック・チェック(SPAクイック・チェック)機能が含まれています。一部のCloud Controlデータベース管理ページで、SPAクイック・チェックは、変更を加える前にデータベース・ワークロードへのシステム変更の影響を検証できます。

SPAクイック・チェックを使用して、次の変更でのデータベース・ワークロードへの影響を検証できます。

	
初期化パラメータの値の変更


	
保留中のオプティマイザ統計の収集


	
キーSQLプロファイルの実装





注意:

SPAクイック・チェックは、Cloud Controlリリース12.1.0.4バンドル・パッチ8以降で使用可能です。

SPAクイック・チェックは、Oracle Database 10gリリース2 (10.2)以降を実行中のデータベースでサポートされています。ただし、すべてのSPAクイック・チェック機能がOracle Database 10gリリース2 (10.2)でサポートされているわけではありません。

たとえば、保留中のオプティマイザ統計および自動SQLチューニング・アドバイザの機能は、Oracle Database 11gリリース1 (11.1)以降で使用可能であるため、これらの機能のSPAクイック・チェック・ワークフローは、Oracle Database 11gリリース1 (11.1)以降を実行中のデータベースでのみサポートされています。




関連項目:

	
「SPAクイック・チェックの構成について」


	
「SPAクイック・チェックのデフォルト値の指定」


	
「初期化パラメータの変更の影響の検証」


	
「保留中のオプティマイザ統計の影響の検証」


	
「キーSQLプロファイルの実装の影響の検証」


	
「自動SQLチューニング・アドバイザの統計結果の検証」













7.1 SPAクイック・チェックの構成について


SPAクイック・チェックを使用して初期化パラメータの変更または保留中のオプティマイザ統計の収集の影響を検証する前に、SPAクイック・チェックのデフォルト設定を指定する必要があります。

設定の1つとして使用するSPAクイック・チェックのデフォルトのSQLチューニング・セットを指定します。このSQLチューニング・セットには、チューニングを試行するデータベース・アプリケーションで使用されるSQL文を含める必要があります。


注意:

SPAクイック・チェックを使用して1つ以上のキーSQLプロファイルの実装の影響を検証する前に、SPAクイック・チェックのデフォルト値を設定する必要はありません。




関連項目:

	
「SPAクイック・チェックの使用」


	
「SPAクイック・チェックのデフォルト値の指定」


	
「初期化パラメータの変更の影響の検証」


	
「保留中のオプティマイザ統計の影響の検証」


	
「キーSQLプロファイルの実装の影響の検証」


	
「自動SQLチューニング・アドバイザの統計結果の検証」













7.2 SPAクイック・チェックのデフォルト値の指定


Cloud Controlの「SQLパフォーマンス・アナライザの設定」ページで、SPAクイック・チェックのデフォルト設定を指定します。

SPAクイック・チェックのデフォルト設定を指定するには、次の手順に従います。


	Cloud Controlの「データベース・ホーム」ページで、「パフォーマンス」メニューから、「SQL」、「SQLパフォーマンス・アナライザの設定」の順に選択します。「データベース・ログイン」ページが表示されたら、データベースの管理者権限を入力し、「ログイン」をクリックします。
「SQLパフォーマンス・アナライザの設定」ページが表示されます。

[image: GUID-798BD9D6-AC75-4195-850C-0C1829CEFEC8-default.pngの説明が続きます]



	一部のCloud Controlデータベース管理ページで使用可能なSPAクイック・チェック機能の設定を構成します。指定するSQLチューニング・セットは、チューニングするアプリケーションのワークロードを代表するものである必要があります。
	「保存」をクリックして、指定したデフォルトのSPAクイック・チェック設定を保存します。









7.3 初期化パラメータの変更の影響の検証


セッションで変更可能な初期化パラメータの値を変更する前に、SPAクイック・チェックを使用してデータベース・ワークロードのその変更の影響を検証できます。セッションで変更可能なパラメータは、ALTER SESSION文を使用して値を変更できる初期化パラメータです。



注意:

SPAクイック・チェックを使用して、Oracle Database 10gリリース2 (10.2)以降を実行中のデータベースで、初期化パラメータの変更の影響を検証できます。






初期化パラメータの影響を検証するには、次の手順に従います。


	Cloud Controlの「データベース・ホーム」ページで、「管理」メニューから、「初期化パラメータ」を選択します。
「初期化パラメータ」ページが表示されます。


	「初期化パラメータ」ページのフィルタを使用して、値を変更する、セッションで変更可能な初期化パラメータを特定し、「実行」をクリックして、ページの下部にある表にそのパラメータを表示します。「オプティマイザ」カテゴリのほとんどのパラメータは、セッションで変更可能です。
	表で、現在のパラメータの値を、SPAクイック・チェックを使用して影響を検証する新しい値に変更します。
	「SPAを使用した検証」をクリックします。

[image: GUID-9E90AA56-5A96-4037-844D-88A2ECB46C69-default.gifの説明が続きます]

情報メッセージがページ上部に表示され、初期化パラメータの変化の影響を検証するSPAタスクが発行されたことが通知されます。


	情報メッセージ内のSPAタスクのリンクをクリックします。
「SQLパフォーマンス・アナライザ・ホーム」ページが表示されます。


	ページの下部にある「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク」セクションで、初期化パラメータ・ジョブのタスクを選択し、「最新レポートの表示」をクリックします。
「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク・レポート」ページが表示されます。


	ページの下部にある表を表示して、初期化パラメータの値の変更の結果がワークロードで最も影響力を持つSQL文にあることを確認します。









7.4 保留中のオプティマイザ統計の影響の検証


保留中のオプティマイザ統計を収集する前に、SPAクイック・チェックを使用してデータベース・ワークロードでのその統計の収集の影響を検証できます。



注意:

SPAクイック・チェックを使用して、Oracle Database 11gリリース1 (11.1)以降を実行中のデータベースで、保留中のオプティマイザ統計の収集の影響を検証できます。






保留中のオプティマイザ統計の収集の影響を検証するには、次の手順に従います。


	Cloud Controlの「データベース・ホーム」ページで、「パフォーマンス」メニューから、「SQL」、「オプティマイザ統計」の順に選択します。
「オプティマイザ統計コンソール」ページが表示されます。


	「操作」セクションで、「採取」をクリックします。
オプティマイザ統計の採取ウィザードが表示されます。


	「オプティマイザ統計の採取: 有効範囲」ページの下部にある「SQLパフォーマンス・アナライザで検証」セクションで、公開前にSQLパフォーマンスで統計の影響を検証します(推奨)オプションを有効にします。データベース・グローバル統計の採取オプションPUBLISHは、プロセス中に一時的にFALSEに設定されます。「次へ」をクリックします。

[image: GUID-011F70C9-9CEA-4594-9956-D2B007CC3F7C-default.gifの説明が続きます]

	ウィザードを進み、「オプティマイザ統計の採取: 有効範囲」ページで、「発行」をクリックします。
一時停止統計の収集に加え、これにより、データベースの最適化統計の収集の影響を検証するSQLパフォーマンス・アナライザ・タスクを作成するジョブが開始されます。


	ジョブが開始すると、オプティマイザ統計の収集ジョブが正常に発行されたことを示す確認メッセージが、「オプティマイザ統計の管理」ページに表示されます。メッセージ内のリンクをクリックします。
「SQLパフォーマンス・アナライザ・ホーム」ページが表示されます。


	ページの下部にある「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク」表で、統計収集ジョブが完了したことを確認します。ジョブが完了するまでに数分かかる場合があります。次に、オプティマイザ統計の採取ジョブの行を選択し、「最新レポートの表示」をクリックします。
「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク・レポート」ページが表示されます。


	ページの下部にある表を表示して、保留中のオプティマイザ統計の発行の結果がワークロードで最も影響力を持つSQL文にあることを確認します。









7.5 キーSQLプロファイルの実装の影響の検証


SQL文のキーSQLプロファイルを実装する前に、SPAクイック・チェックを使用してそのプロファイルの使用の影響を検証できます。「自動SQLチューニング結果のサマリー」ページで、キーSQLプロファイルの影響を検証できます。キーSQLプロファイルは、パフォーマンスが少なくとも3倍向上することが検証され、自動SQLチューニング・アドバイザで自動実装が有効になっていると自動的に実装されるプロファイルです。



注意:

SPAクイック・チェックを使用して、Oracle Database 11gリリース1 (11.1)以降を実行中のデータベースで、キーSQLプロファイルの実装の影響を検証できます。






キーSQLプロファイルの影響を検証するには、次の手順に従います。


	Cloud Controlの「データベース・ホーム」ページで、「パフォーマンス」メニューから、「アドバイザ・ホーム」を選択します。
「アドバイザ・セントラル」ページが表示されます。


	「アドバイザ」セクションで、「SQLアドバイザ」をクリックします。
「SQLアドバイザ」ページが表示されます。


	「SQLチューニング・アドバイザ」セクションで、「自動SQLチューニングの結果」をクリックします。
「自動SQLチューニング結果のサマリー」ページが表示されます。


	「タスク・ステータス」セクションの「キーSQLプロファイル」フィールドに、現在の自動SQLチューニング・タスクのキーSQLプロファイルの数がリストされます。フィールドに値0が表示される場合、使用(または検証)するキーSQLプロファイルはありません。「キーSQLプロファイル」フィールドに0より大きい値が表示された場合、値をクリックして、1つ以上のキーSQLプロファイルを使用する場合の影響を検証します。
「自動SQLチューニング結果の詳細: キーSQLプロファイルのあるSQL」ページが表示されます。


	キーSQLプロファイルが「推奨」セクションに表示されます。「すべてのプロファイルをSPAを使用して検証してください」をクリックします。

[image: GUID-47BCF3F8-BED4-439F-A998-CC26CF3D16BC-default.gifの説明が続きます]

確認文がページ上部に表示され、SQLプロファイルを検証するSPAタスクが発行されたことが通知されます。


	確認文内のSPAタスクのリンクをクリックします。
「SQLパフォーマンス・アナライザ・ホーム」ページが表示され、キーSQLプロファイルを検証するSPAタスクが、ページの下部にある「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク」表に表示されます。


	タスクをクリックし、「最新レポートの表示」をクリックします。
「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク・レポート」ページが表示されます。


	ページの下部にある表を表示して、結果がワークロードで最も影響力を持つSQL文の「自動SQLチューニング結果のサマリー」ページで推奨されているキーSQLプロファイルの実装であることを確認します。









7.6 自動SQLチューニング・アドバイザの統計結果の検証


SPAクイック・チェックを使用して、自動SQLチューニング・アドバイザの統計結果の影響を検証できます。



注意:

SPAクイック・チェックを使用して、Oracle Database 11gリリース1 (11.1)以降を実行中のデータベースで、自動SQLチューニング・アドバイザの統計結果の検証の影響を検証できます。






自動SQLチューニング・アドバイザの統計結果の影響を検証するには、次の手順に従います。


	Cloud Controlの「データベース・ホーム」ページで、「パフォーマンス」メニューから、「アドバイザ・ホーム」を選択します。
「アドバイザ・セントラル」ページが表示されます。


	「アドバイザ」セクションで、「SQLアドバイザ」をクリックします。
「SQLアドバイザ」ページが表示されます。


	「SQLチューニング・アドバイザ」セクションで、「自動SQLチューニングの結果」をクリックします。
「自動SQLチューニング結果のサマリー」ページが表示されます。


	統計結果は、使用可能な場合、ページの下部の近くにある「統計結果サマリー」セクションに表示されます。ユーザー・スキーマの統計結果の影響を検証するには、「SPAを使用した検証」をクリックします。
確認文がページ上部に表示され、統計結果を検証するSPAタスクが発行されたことが通知されます。


	確認文内のSPAタスクのリンクをクリックします。
「SQLパフォーマンス・アナライザ・ホーム」ページが表示され、統計結果を検証するSPAタスクが、ページの下部にある「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク」表に表示されます。


	タスクのすべてのステップが正常に完了し、表の「最終実行ステータス」列に「完了」と表示されたら、タスクを選択し、「最新レポートの表示」をクリックします。タスクの手順がすべて完了するまでに数分かかる場合があります。
「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク・レポート」ページが表示されます。


	ページの下部にある表を表示して、結果がワークロードで最も影響力を持つSQL文の「自動SQLチューニング結果のサマリー」ページの統計の実装であることを確認します。










8 データベースのアップグレードのテスト


SQLパフォーマンス・アラナイザは、Oracle9i以降のリリースからOracle Database 10gリリース2以降へのデータベース・アップグレードのテストをサポートしています。Oracle9i DatabaseおよびOracle Database 10gリリース1からのデータベース・アップグレードのテストに使用する方法は、Oracle Database 10gリリース2以降からのデータベース・アップグレードのテストに使用する方法とわずかに異なるので、ここでは両方の方法を説明します。

この章では、データベースのアップグレードにSQLパフォーマンス・アナライザを使用する方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
Oracle9i DatabaseおよびOracle Database 10gリリース1からのアップグレード


	
Oracle Database 10gリリース2以上のリリースからのアップグレード


	
データベースのアップグレードをテストした後のパフォーマンスが低下したSQL文のチューニング





関連項目:

	
その他の事例でのSQLパフォーマンス・アナライザの使用の詳細は、「SQLパフォーマンス・アナライザ」を参照してください














8.1 Oracle9i DatabaseおよびOracle Database 10gリリース1からのアップグレード


図8-1に示すように、SQLパフォーマンス・アナライザでは、次を行うことによって、Oracle9i DatabaseおよびOracle Database 10gリリース1のOracle Database 10gリリース2以上のリリースへのデータベース・アップグレードのテストをサポートしています。

	
本番システムで取得したSQLトレース・ファイルからのSQLチューニング・セットの構築


	
データベース・リンクを介したのアップグレードされたデータベースに対するリモートからSQLチューニング・セットの実行


	
本番システムで取得した結果との比較




SQLパフォーマンス・アナライザでは、入力ソースとしてSQLチューニング・セットに格納されているSQL文のセットしか受け取らないため、またSQLチューニング・セットはOracle9iデータベースではサポートされていないため、Oracle9iデータベースからアップグレードする場合は、SQLパフォーマンス・アナライザの入力ソースとして使用できるようSQLチューニング・セットを構築する必要があります。


図8-1 Oracle9iからOracle Database 10gリリース2にデータベースをアップグレードする場合のSQLパフォーマンス・アナライザのワークフロー

[image: 図8-1の説明が続きます]



データベースのアップグレードをテストする前に、次の条件が満たされていることを確認します。

	
アップグレード元となる本番システムでは、Oracle9iまたはOracle Database 10gリリース1を実行しています。


	
アップグレードするテスト・システムでは、Oracle Database 10gリリース2以上のリリースを実行しています。

データベースのバージョンは、リリース10.2.0.2以上にできます。Oracle Database 10gリリース10.2.0.2、10.2.0.3または10.2.0.4にアップグレードする場合は、手順を進める前に、個別パッチをインストールする必要もあります。


	
両システムのパフォーマンスが相互に比較されるため、テスト・システムは本番システムとできるかぎり同じにする必要があります。


	
両方のシステムのハードウェア構成は可能なかぎり同じにする必要があります。




また、Oracle Database 11gリリース2を実行する別のSQLパフォーマンス・アナライザ・システムを設定する必要があります。このシステムを使用して、SQLチューニング・セットを作成し、SQLパフォーマンス・アナライザを実行します。このシステムでは、本番システムのSQLトレース・ファイルに格納されている統計を使用してSQLチューニング・セットが作成されるため、本番データおよびスキーマを使用できる必要はありません。SQLパフォーマンス・アナライザのタスクがテスト・システム上でリモートに実行され、指定したデータベース・リンクを介してSQL試行に対する実行計画および実行統計が生成されます。データベース・リンクは、DBMS_SQLPAパッケージのEXECUTE権限およびテスト・システムのADVISOR権限を持つユーザーに接続するパブリック・データベース・リンクである必要があります。また、テスト・システム上のユーザーのスキーマから既存のPLAN_TABLEを削除する必要もあります。

前述のとおりアップグレード環境を構成したら、Oracle9iまたはOracle Database 10gリリース1からそれ以上のリリースへのデータベースのアップグレードでSQLパフォーマンス・アナライザを使用するために、次に説明する手順を実行します。

	
本番システムでSQLトレース機能を有効にします。詳細は、「本番システムでのSQLトレースの有効化」を参照してください。

本番システムへのパフォーマンスの影響を最小限に抑えながら、SQL文の典型的なセットを完全に取得する場合は、必要な期間セッションのサブセットに対してのみSQLトレースを有効にして、すべての重要なSQL文を1回以上取得することを検討してください。


	
本番システムでマッピング表を作成します。詳細は、「マッピング表の作成」を参照してください。

このマッピング表は、SQLトレース・ファイルのユーザーおよびオブジェクトの識別子番号を、同等の文字列に変換するために使用します。


	
SQLトレース・ファイルおよびマッピング表を本番システムからSQLパフォーマンス・アナライザのシステムに移動します。詳細は、「マッピング表の作成」を参照してください。


	
SQLパフォーマンス・アナライザのシステムで、SQLトレース・ファイルを使用してSQLチューニング・セットを作成します。詳細は、「SQLチューニング・セットの作成」を参照してください。

SQLチューニング・セットには、SQLトレース・ファイルで取得されたSQL文がそれらのSQL文に関連する実行コンテキストおよび実行統計とともに含まれます。


	
SQLパフォーマンス・アナライザ・システムでは、SQLパフォーマンス・アナライザを使用して、SQLパフォーマンス・アナライザのタスクを作成し、SQLチューニング・セットの内容を、比較のベースラインとして使用するアップグレード前のSQL試行に変換します。その後、データベース・リンクを介したテスト・システムでSQL文のテスト実行をリモートで行い、アップグレード後のSQL試行を作成します。詳細は、「Oracle9i DatabaseおよびOracle Database 10gリリース1からのデータベースのアップグレードのテスト」を参照してください。


	
SQLパフォーマンスを比較し、パフォーマンスが低下したSQLを修正します。

SQLパフォーマンス・アナライザでは、アップグレード前のSQL試行時にSQLチューニング・セットから読み取ったSQL文のパフォーマンスと、アップグレード後のSQL試行時にリモートのテスト実行によって取得したSQL文のパフォーマンスが比較されます。SQL文の実行計画またはパフォーマンスの変更内容を確認するためのレポートが生成されます。

パフォーマンスが低下したSQL文がレポートに示された場合は、パフォーマンスが低下したSQLを修正するためにさらに変更を行うことができます。詳細は、「データベースのアップグレードをテストした後のパフォーマンスが低下したSQL文のチューニング」を参照してください。

SQLチューニング・セットの実行およびそのパフォーマンスと以前の実行のパフォーマンスとの比較を繰り返して、分析結果に満足するまで、行った変更をテストします。












8.1.1 本番システムでのSQLトレースの有効化


Oracle9iでは、SQLトレース機能を使用して個々のSQL文のパフォーマンス・データが収集されます。SQLトレースによって生成された情報は、SQLトレース・ファイルに格納されます。SQLパフォーマンス・アナライザでは、これらのファイルに格納されている次の情報が使用されます。

	
解析が行われたSQLテキストおよびユーザー名


	
各実行のバインド値


	
CPU時間および経過時間


	
物理読取りおよび論理読取り


	
処理された行数


	
各SQL文の実行計画(SQL文のカーソルがクローズしている場合にのみ取得される)




インスタンスに対してSQLトレースを有効にすることは可能ですが、セッションのサブセットに対してSQLトレースを有効にすることをお薦めします。インスタンスに対してSQLトレース機能を有効にすると、そのインスタンスで実行されたすべてのSQL文のパフォーマンス統計がSQLトレース・ファイルに格納されます。このようにSQLトレースを使用すると、パフォーマンスに重大な影響を与えたり、システムのオーバーヘッドの増加、過度なCPU使用率、ディスク領域の不足などを引き起こす可能性があります。トレース・レベルを4に設定して、バインド値および実行計画を取得する必要があります。

Oracle Database 10gリリース1が実行されている本番システムで、DBMS_MONITOR.SESSION_TRACE_ENABLEプロシージャを使用して、SQLトレースを別のセッションで透過的に有効にします。bindsプロシージャ・パラメータをTRUEに設定して(デフォルト値はFALSE)、バインドを明示的に有効にする必要もあります。

SQLトレースを有効にしたら、SQLパフォーマンス・アナライザで使用するSQL文の典型的なセットの統計が含まれているSQLトレース・ファイルを特定します。その後、SQLトレース・ファイルをSQLパフォーマンス・アナライザのシステムにコピーします。SQLワークロードをSQLトレース・ファイルに取得したら、本番システムでSQL試行を無効にします。


関連項目:

	
SQLトレース・ファイルを管理するための初期化パラメータの設定など、SQLトレースの使用のその他の考慮事項については、『Oracle Database SQLチューニング・ガイド』を参照してください。


	
DBMS_MONITORパッケージについては、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。














8.1.2 マッピング表の作成



SQLトレース・ファイルに格納されているユーザーおよびオブジェクトの識別子番号を個別の名前に変換するには、それぞれのマッピングを指定する表を用意する必要があります。SQLパフォーマンス・アナライザのシステムでは、トレース・ファイルがSQLチューニング・セットに変換されるときにこのマッピング表が読み取られます。





マッピング表を作成するには、次の手順に従います。

	
本番データベースで次のSQL文を実行します。


CREATE TABLE mapping AS
    SELECT object_id id, owner, SUBSTR(object_name, 1, 30) name FROM dba_objects
    WHERE object_type NOT IN ('CONSUMER GROUP', 'EVALUATION CONTEXT', 'FUNCTION',
                              'INDEXTYPE', 'JAVA CLASS', 'JAVA DATA',
                              'JAVA RESOURCE', 'LIBRARY', 'LOB', 'OPERATOR',
                              'PACKAGE', 'PACKAGE BODY', 'PROCEDURE', 'QUEUE',
                              'RESOURCE PLAN', 'SYNONYM', 'TRIGGER', 'TYPE',
                              'TYPE BODY')
    UNION ALL
    SELECT user_id id, username owner, null name FROM dba_users;


マッピング表が作成されたら、データ・ポンプを使用してSQLパフォーマンス・アナライザのシステムに転送できます。









関連項目:

	
データ・ポンプの使用については、『Oracle Databaseユーティリティ』を参照してください。
















8.1.3 SQLチューニング・セットの作成



SQLパフォーマンス・アナライザのシステムにSQLトレース・ファイルおよびマッピング表が移動されたら、DBMS_SQLTUNEパッケージを使用してSQLチューニング・セットを作成できます。





SQLチューニング・セットを作成するには、次の手順を実行します。

	
SQLパフォーマンス・アナライザのシステム上のディレクトリにSQLトレース・ファイルをコピーします。


	
このディレクトリのディレクトリ・オブジェクトを作成します。


	
DBMS_SQLTUNE.SELECT_SQL_TRACEファンクションを使用して、SQLトレース・ファイルからSQL文を読み取ります。

各SQL文に対して、単一実行の情報のみが収集されます。各SQL文の実行頻度は取得されません。そのため、Oracle Database 10gリリース1以前のリリースが実行されている本番システムの比較分析を実行する場合は、SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートのワークロード・レベルの統計を無視して、実行レベルでのパフォーマンスの変更のみを評価する必要があります。

次の例では、sql_trace_prodディレクトリ・オブジェクトに格納されているSQLトレース・ファイルのコンテンツを読み取ってSQLチューニング・セットにロードします。


DECLARE
  cur sys_refcursor;
BEGIN
  DBMS_SQLTUNE.CREATE_SQLSET('my_sts_9i');
  OPEN cur FOR
    SELECT VALUE (P) 
    FROM table(DBMS_SQLTUNE.SELECT_SQL_TRACE('sql_trace_prod', '%ora%')) P;
  DBMS_SQLTUNE.LOAD_SQLSET('my_sts_9i', cur);
  CLOSE cur;
END;
/








SELECT_SQL_TRACEファンクションの構文は、次のようになります。


  DBMS_SQLTUNE.SELECT_SQL_TRACE ( 
    directory              IN VARCHAR2,
    file_name              IN VARCHAR2 := NULL,
    mapping_table_name     IN VARCHAR2 := NULL,
    mapping_table_owner    IN VARCHAR2 := NULL,
    select_mode            IN POSITIVE := SINGLE_EXECUTION,
    options                IN BINARY_INTEGER := LIMITED_COMMAND_TYPE,
    pattern_start          IN VARCHAR2 := NULL,
    parttern_end           IN VARCHAR2 := NULL,
    result_limit           IN POSITIVE := NULL)
  RETURN sys.sqlset PIPELINED;


表8-1に、SELECT_SQL_TRACEファンクションで使用できるパラメータを示します。


表8-1 DBMS_SQLTUNE.SELECT_SQL_TRACEファンクションのパラメータ

	パラメータ	説明
	
directory

	
SQLトレース・ファイルが格納されるディレクトリを指すディレクトリ・オブジェクトを指定します。


	
file_name

	
処理するSQLトレース・ファイルの名前の全体または一部を指定します。指定しなかった場合、特定のディレクトリにある現在または最近のトレース・ファイルが使用されます。トレース・ファイル名の照合には、%ワイルドカードを使用できます。


	
mapping_table_name

	
マッピング表の名前を指定します。デフォルト値のNULLに設定されている場合、現在のデータベースからのマッピングが使用されます。マッピング表の名前は、大/小文字が区別されないことに注意してください。


	
mapping_table_owner

	
マッピング表が存在するスキーマを指定します。NULLに設定すると、現在のスキーマが使用されます。


	
select_mode

	
トレース・ファイルからSQL文を選択するためのモードを指定します。デフォルト値はSINGLE_EXECUTIONです。このモードでは、SQL文ごとに1回の実行の統計のみがSQLチューニング・セットにロードされます。統計は、SQLチューニング・セットの他のデータソースのテーブル・ファンクションの場合と同様に累積されません。


	
options

	
操作のオプションを指定します。デフォルト値はLIMITED_COMMAND_TYPEで、SQLトレース・ファイルから戻されるのは、SQLパフォーマンス・アナライザにとって意味のあるSQLタイプ(SELECT、INSERT、UPDATE、DELETEなど)のみです。


	
pattern_start

	
対象とするトレース・ファイル・セクションの開始区切りパターンを指定します。このパラメータは、現在使用されていません。


	
pattern_end

	
処理するトレース・ファイル・セクションの終了区切りパターンを指定します。このパラメータは、現在使用されていません。


	
result_limit

	
(除外された)ソースの上位SQLを指定します。デフォルト値は231で、これは実質的に無制限であることを表します。








関連項目:

	
DBMS_SQLTUNEパッケージについては、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。
















8.1.4 Oracle9i DatabaseおよびOracle Database 10gリリース1からのデータベース・アップグレードのテスト


SQLチューニング・セットが作成されたら、SQLパフォーマンス・アナライザを使用して、SQLチューニング・セット内の実行計画および実行時の統計からアップグレード前のSQL試行を作成できます。変更前のSQL試行が作成されたら、テスト・システムでSQLチューニング・セット内のSQL文のテスト実行または計画の生成を行い、アップグレード後のSQL試行を作成する必要があります。SQLパフォーマンス・アナライザでは、テスト・システムにリモート接続し、SQL試行の実行計画と統計を生成することによって、指定したパブリック・データベース・リンクを使用してSQL文をテスト実行します。データベース・リンクは、SQLパフォーマンス・アナライザ・システムに存在し、テスト・システムでSQLチューニング・セットを実行する権限を持つリモート・ユーザーに接続されている必要があります。

SQLパフォーマンス・アナライザを実行し、Oracle Enterprise ManagerまたはAPIを使用して、Oracle9i DatabaseまたはOracle Database 10gリリース1からのデータベースのアップグレードをテストすることができます。詳細は、次の項を参照してください。

	
Cloud Controlを使用したリリース9.xおよび10.1からのデータベース・アップグレードのテスト


	
APIを使用したリリース9.xおよび10.1からのデータベースのアップグレードのテスト












8.1.4.1 Cloud Controlを使用したリリース9.xおよび10.1からのデータベース・アップグレードのテスト



SQLパフォーマンス・アナライザを使用して、Oracle9i DatabaseまたはOracle Database 10g リリース1からデータベースのアップグレードをテストするには、次の手順を実行します。

	
「パフォーマンス」メニューから「SQL」を選択し、「SQLパフォーマンス・アナライザ」を選択します。

「データベース・ログイン」ページが表示されたら、管理者権限のあるユーザーとしてログインします。

「SQLパフォーマンス・アナライザ」ページが表示されます。


	
SQLパフォーマンス・アナライザのワークフローで、「9iまたは10.1からのアップグレード」をクリックします。

「9iまたは10.1からのアップグレード」ページが表示されます。

[image: GUID-79FE52C5-7D94-4354-8314-02CE8D518E9F-default.gifの説明が続きます]



	
「タスク情報」で、次のように指定します。

	
「タスク名」フィールドに、タスクの名前を入力します。


	
「SQLチューニング・セット」フィールドに、作成されたSQLチューニング・セットの名前を入力します。

または、検索アイコンをクリックして、「検索と選択: SQLチューニング・セット」ウィンドウでSQLチューニング・セットを検索します。

選択したSQLチューニング・セットが「SQLチューニング・セット」フィールドに表示されます。


	
「説明」フィールドに、オプションでタスクの説明を入力します。





	
「作成方法」フォールドで、次のように選択します。

	
SQLの実行: 実際にパブリック・データベース・リンクを介してテスト・システムでSQL文をリモートに実行することによって、SQLチューニング・セット内の各SQL文に対して実行計画と統計の両方を生成します。


	
計画の生成: 実際にSQL文が実行されることなく、パブリック・データベース・リンクを介してテスト・システムで実行計画がリモートに作成されます。





	
「SQL当たりの時間制限」リストで、次のいずれかのアクションを実行して、試行時のSQL実行の時間制限を決定します。

	
「5分」を選択します。

この実行では、SQLチューニング・セット内の各SQL文が最大5分間実行され、パフォーマンス・データが収集されます。


	
「無制限」を選択します。

この実行では、SQLチューニング・セット内の各SQL文が完了するまで実行され、パフォーマンス・データが収集されます。実行統計を収集することによってパフォーマンス分析の精度は大幅に向上しますが、分析にかかる時間は長くなります。1つのSQL文によってタスクが長時間停止状態になる場合があるため、この設定は使用しないことをお薦めします。


	
「カスタマイズ」を選択して、指定する秒数、分数、時間数を入力します。





	
「データベース・リンク」フィールドに、DBMS_SQLPAパッケージのEXECUTE権限およびテスト・システムのADVISOR権限を持つユーザーに接続しているパブリック・データベース・リンクのグローバル名を入力します。

あるいは、検索アイコンをクリックしてデータベース・リンクを検索して選択するか、または「データベース・リンクの作成」ページで「データベース・リンクの作成」をクリックしてデータベース・リンクを作成します。


	
「比較メトリック」リストで、比較分析に使用する比較メトリックを選択します。

	
経過時間


	
CPU時間


	
ユーザーI/O時間


	
バッファ読取り


	
物理I/O


	
オプティマイザ・コスト


	
I/Oインターコネクト・バイト




SQL試行で実行計画のみを生成した場合に選択可能な比較メトリックは「オプティマイザ・コスト」のみです。

複数の比較メトリックを使用して比較分析を実行するには、異なるメトリックを使用してこの手順を繰り返すことによって比較分析を別々に実行します。


	
「スケジュール」で、次のように選択します。

	
「タイムゾーン」リストで、タイムゾーン・コードを選択します。


	
「即時」(即時にタスクを開始する場合)または、「後で」(「日付」および「時間」フィールドで指定した時間にタスクを開始するようスケジュールする場合)を選択します。





	
「発行」をクリックします。

「SQLパフォーマンス・アナライザ」ページが表示されます。

「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク」セクションに、このタスクのステータスが表示されます。ステータス・アイコンをリフレッシュするには、「リフレッシュ」をクリックします。タスクが完了すると、「ステータス」フィールドが「完了」に変更されます。


	
「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク」で、タスクを選択して「名前」列のリンクをクリックします。

「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク」ページが表示されます。

このページには、次のセクションが含まれています。

	
SQLチューニング・セット

このセクションには、SQLチューニング・セットに関する情報(名前、所有者、説明、SQLチューニング・セットに含まれているSQL文の数など)の概要が表示されます。


	
SQL試行

このセクションには、SQLパフォーマンス・アナライザのタスクで使用されるSQL試行を示す表が含まれています。


	
SQL試行比較

このセクションには、SQL試行比較の結果を示す表が含まれています。





	
「比較レポート」列のアイコンをクリックします。

「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク結果」ページが表示されます。


	
パフォーマンス分析の結果を確認します。詳細は、「Oracle Enterprise Managerを使用したSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認」を参照してください。

データベースのアップグレード後にパフォーマンスが低下したSQL文が検出された場合は、「データベースのアップグレードをテストした後のパフォーマンスが低下したSQL文のチューニング」に従って、それらのSQL文をチューニングします。














8.1.4.2 APIを使用したリリース9.xおよび10.1からのデータベースのアップグレードのテスト



この項では、APIを使用してOracle Databaseリリース9.xおよび10.1からのデータベースのアップグレードをテストする方法を説明します。





リリース9.xおよび10.1からのデータベースのアップグレードをテストするには、次の手順に従います。

	
SQLパフォーマンス・アナライザを実行しているシステムで、分析タスクを作成します。


	
次のパラメータを使用して、EXECUTE_ANALYSIS_TASKプロシージャを呼び出すことにより、SQLチューニング・セット内の実行計画および実行時の統計からアップグレード前のSQL試行を構築します。

	
task_nameパラメータを、実行するSQLパフォーマンス・アナライザのタスクの名前に設定します。


	
execution_typeパラメータをCONVERT SQLSETに設定し、SQLチューニング・セット内の統計を試行実行として処理するようにSQLパフォーマンス・アナライザに指示します。


	
execution_nameパラメータを使用して、実行を識別するための名前を指定します。指定しなかった場合、SQLパフォーマンス・アナライザによってタスク実行の名前が自動的に生成されます。




次の例では、my_spa_taskというSQLパフォーマンス・アナライザのタスクを試行実行として実行します。


EXEC DBMS_SQLPA.EXECUTE_ANALYSIS_TASK(task_name => 'my_spa_task', -
       execution_type => 'CONVERT SQLSET', - 
       execution_name => 'my_trial_9i');


	
EXECUTE_ANALYSIS_TASKプロシージャを使用して、実行計画またはテスト実行を行い、アップグレード後のSQL試行を構築します。

	
execution_typeパラメータをEXPLAIN PLANまたはTEST EXECUTEに設定します。

	
EXPLAIN PLANを使用することを選択した場合、実行計画のみが生成されます。その後の比較では、パフォーマンスの変更に関して結論を出さずに、変更済の計画のリストを生成することのみが可能になります。


	
TEST EXECUTEを使用することを選択した場合、SQLワークロードは完了するまで実行されます。これにより、テスト・システムから生成された統計と実行計画を使用して、アップグレード後のSQL試行が効果的に作成されます。ソースでSQL実行計画およびパフォーマンス・データを取得する場合は、より正確な分析を行えるように、TEST EXECUTEを使用することをお薦めします。





	
DATABASE_LINKタスク・パラメータをDBMS_SQLPAパッケージのEXECUTE権限およびテスト・システムのADVISOR権限を持つユーザーに接続しているパブリック・データベース・リンクのグローバル名に設定します。




次の例では、データベース・リンクを介してSQL文のテスト実行をリモートで行います。


EXEC DBMS_SQLPA.EXECUTE_ANALYSIS_TASK(task_name => 'my_spa_task', -
       execution_type => 'TEST EXECUTE', - 
       execution_name => 'my_remote_trial_10g', -
       execution_params => dbms_advisor.arglist('database_link',
                                                'LINK.A.B.C.BIZ.COM'));









関連項目:

	
「APIを使用した分析タスクの作成」


	
「APIを使用した変更前のSQL試行の作成」


	
「APIを使用した変更後のSQL試行の作成」


	
DBMS_SQLPA.EXECUTE_ANALYSIS_TASKファンクションについては、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。
















8.2 Oracle Database 10gリリース2以上のリリースからのアップグレード



SQLパフォーマンス・アナライザを使用すると、本番システムでSQLチューニング・セットを取得し、データベース・リンクを介してSQLチューニング・セットをリモートで2回実行する(まず変更前のSQL試行を作成し、次に変更後のSQL試行を再度作成する)ことによって、Oracle Database 10gリリース2以上のリリースからそれ以上のリリースへのデータベースのアップグレードのSQLレスポンス時間に対する影響をテストできます。

データベースのアップグレードをテストする前に、次の条件が満たされていることを確認します。





	
アップグレードする本番システムで、Oracle Database 10gリリース2以上のリリースを実行しています。


	
最初、テスト・システムも同じリリースのOracle Databaseを実行している必要があります。


	
テスト・システムには、本番システムに存在するものと完全に同一な本番データのコピーがある必要があります。


	
可能なかぎり本番システムと同じハードウェア構成にする必要があります。




また、Oracle Database 11gリリース2を実行する別のSQLパフォーマンス・アナライザ・システムを設定する必要があります。このシステムを使用して、SQLパフォーマンス・アナライザを実行します。このシステムでは、本番システムのSQLトレース・ファイルに格納されている統計を使用してSQLチューニング・セットが作成されるため、本番データおよびスキーマを使用できる必要はありません。SQLパフォーマンス・アナライザのタスクがテスト・システム上でリモートに実行され、指定したデータベース・リンクを介してSQL試行に対する実行計画および実行統計が生成されます。データベース・リンクは、DBMS_SQLPAパッケージのEXECUTE権限およびテスト・システムのADVISOR権限を持つユーザーに接続するパブリック・データベース・リンクである必要があります。また、テスト・システム上のユーザーのスキーマから既存のPLAN_TABLEを削除する必要もあります。

前述のとおりアップグレード環境を構成したら、Oracle Database 10g リリース2以上のリリースから以降のリリースへのデータベースのアップグレードでSQLパフォーマンス・アナライザを使用するために、次に説明する手順を実行します。




	本番システムで、分析対象のSQLワークロードを取得して、SQLチューニング・セットに格納します。詳細は、「SQLワークロードの取得」を参照してください。
	可能なかぎり本番環境と一致するようにテスト・システムを設定します。詳細は、「テスト・システムの設定」を参照してください。
	SQLチューニングセットをSQLパフォーマンス・アナライザのシステムに転送します。

SQLチューニング・セットの転送については、使用するツールに応じて次のマニュアルを参照してください。

	
Oracle Enterprise Managerを使用する場合は、『Oracle Database 2日でパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。


	
APIの詳細は、『Oracle Database SQLチューニング・ガイド』を参照してください。







	SQLパフォーマンス・アナライザで、SQLチューニング・セットを入力ソースとして使用してSQLパフォーマンス・アナライザのタスクを作成します。

テスト・システムで、データベース・リンクを介してSQLチューニング・セットのSQL文をリモートでテスト実行し、比較用のベースラインとして使用するアップグレード前のSQL試行を作成します。詳細は、「Oracle Database 10gリリース2以上のリリースからのデータベースのアップグレードのテスト」を参照してください。




	テスト・システムをアップグレードします。
	アップグレードしたテスト・システムで、データベース・リンクを介してSQL文をリモートで2回テスト実行し、アップグレード後のSQL試行を作成します。詳細は、「Oracle Database 10gリリース2以上のリリースからのデータベースのアップグレードのテスト」を参照してください。
	SQLパフォーマンスを比較し、パフォーマンスが低下したSQLを修正します。

SQLパフォーマンス・アナライザでは、アップグレード前のSQL試行時にSQLチューニング・セットから読み取ったSQL文のパフォーマンスと、アップグレード後のSQL試行時にリモートのテスト実行によって取得したSQL文のパフォーマンスが比較されます。SQL文の実行計画またはパフォーマンスの変更内容を確認するためのレポートが生成されます。

パフォーマンスが低下したSQL文がレポートに示された場合は、パフォーマンスが低下したSQLを修正するためにさらに変更を行うことができます。詳細は、「データベースのアップグレードをテストした後のパフォーマンスが低下したSQL文のチューニング」を参照してください。

SQLチューニング・セットの実行およびそのパフォーマンスと以前の実行のパフォーマンスとの比較を繰り返して、分析結果に満足するまで、行った変更をテストします。














8.2.1 Oracle Database 10gリリース2以上のリリースからのデータベース・アップグレードのテスト


SQLチューニング・セットをSQLパフォーマンス・アナライザ・システムに転送すると、SQLパフォーマンス・アナライザを使用して、テスト・システムでSQLチューニング・セット内のSQL文の計画を実行または生成し、アップグレード前の SQL試行を作成できます。SQLパフォーマンス・アナライザでは、テスト・システムにリモート接続し、SQL試行の実行計画と統計を生成することによって、指定したデータベース・リンクを使用してSQL文をテスト実行します。データベース・リンクは、SQLパフォーマンス・アナライザ・システムに存在し、テスト・システムでSQLチューニング・セットを実行する権限を持つリモート・ユーザーに接続されている必要があります。

SQL試行が作成されたら、テスト・システムをアップグレードする必要があります。データベースがアップグレードされたら、アップグレードしたテスト・システムで、SQLチューニング・セットに含まれるSQL文の2回目の実行または計画の生成を行い、アップグレード後の SQL試行を作成します。ハードウェア・リソースが使用可能な場合は、別の方法として、アップグレードした別のテスト・システムを使用して、2回目のリモートSQL試行を実行することもできます。この方法は、SQLパフォーマンス・アナライザによって特定された問題を調査する場合に役に立つことがあります。

SQLパフォーマンス・アナライザを実行し、Oracle Enterprise ManagerまたはAPIを使用し、Oracle Database 10g リリース2以上のリリースからのデータベースのアップグレードをテストすることができます。詳細は、次の項を参照してください。

	
Cloud Controlを使用したリリース10.2以上からのデータベース・アップグレードのテスト


	
「APIを使用したリリース10.2以上からのデータベースのアップグレードのテスト」












8.2.1.1 Cloud Controlを使用したリリース10.2以上からのデータベース・アップグレードのテスト



SQLパフォーマンス・アナライザを使用して、Oracle Database 10gリリース以上のリリースからのデータベースのアップグレードをテストするには、次の手順を実行します。

	
「パフォーマンス」メニューから「SQL」を選択し、「SQLパフォーマンス・アナライザ」を選択します。

「データベース・ログイン」ページが表示されたら、管理者権限のあるユーザーとしてログインします。

「SQLパフォーマンス・アナライザ」ページが表示されます。


	
SQLパフォーマンス・アナライザのワークフローで、「10.2または11gからのアップグレード」をクリックします。

「10.2または11gからのアップグレード」ページが表示されます。

[image: GUID-97C8C624-A6FB-475C-8E9B-8D6232BA0458-default.gifの説明が続きます]



	
「タスク情報」で、次のように指定します。

	
「タスク名」フィールドに、タスクの名前を入力します。


	
「SQLチューニング・セット」フィールドに、作成されたSQLチューニング・セットの名前を入力します。

または、検索アイコンをクリックして、「検索と選択: SQLチューニング・セット」ウィンドウでSQLチューニング・セットを検索します。

選択したSQLチューニング・セットが「SQLチューニング・セット」フィールドに表示されます。


	
「説明」フィールドに、オプションでタスクの説明を入力します。





	
「作成方法」フォールドで、次のように選択します。

	
SQLの実行: 実際にパブリック・データベース・リンクを介してテスト・システムでSQL文をリモートに実行することによって、SQLチューニング・セット内の各SQL文に対して実行計画と統計の両方を生成します。


	
計画の生成: 実際にSQL文が実行されることなく、パブリック・データベース・リンクを介してテスト・システムで実行計画がリモートに作成されます。





	
「SQL当たりの時間制限」リストで、次のいずれかのアクションを実行して、試行時のSQL実行の時間制限を決定します。

	
「5分」を選択します。

この実行では、SQLチューニング・セット内の各SQL文が最大5分間実行され、パフォーマンス・データが収集されます。


	
「無制限」を選択します。

この実行では、SQLチューニング・セット内の各SQL文が完了するまで実行され、パフォーマンス・データが収集されます。実行統計を収集することによってパフォーマンス分析の精度は大幅に向上しますが、分析にかかる時間は長くなります。1つのSQL文によってタスクが長時間停止状態になる場合があるため、この設定は使用しないことをお薦めします。


	
「カスタマイズ」を選択して、指定する秒数、分数、時間数を入力します。





	
「データベース・リンク」フィールドに、DBMS_SQLPAパッケージのEXECUTE権限およびアップグレード前のシステムのADVISOR権限を持つユーザーに接続しているパブリック・データベース・リンクのグローバル名を入力します。

あるいは、検索アイコンをクリックしてデータベース・リンクを検索して選択するか、または「データベース・リンクの作成」ページで「データベース・リンクの作成」をクリックしてデータベース・リンクを作成します。


	
「アップグレード後の試行」で、次のように指定します。

	
アップグレード前の試行とアップグレード後の試行の実行に同じシステムを使用するように、「アップグレード前の試行時と同じシステムを使用」を選択します。

システム構成が異なることによって発生する可能性のあるエラーを回避するため、このオプションを使用することをお薦めします。このオプションを使用する場合は、テスト・データベースを上位データベースにアップグレードしてから、アップグレード後の試行を実行する必要があります。


	
「データベース・リンク」フィールドに、DBMS_SQLPAパッケージのEXECUTE権限およびアップグレード後のシステムのADVISOR権限を持つユーザーに接続しているパブリック・データベース・リンクのグローバル名を入力します。





	
「比較メトリック」リストで、比較分析に使用する比較メトリックを選択します。

	
経過時間


	
CPU時間


	
ユーザーI/O時間


	
バッファ読取り


	
物理I/O


	
オプティマイザ・コスト


	
I/Oインターコネクト・バイト




SQL試行で実行計画のみを生成した場合に選択可能な比較メトリックは「オプティマイザ・コスト」のみです。

複数の比較メトリックを使用して比較分析を実行するには、異なるメトリックを使用してこの手順を繰り返すことによって比較分析を別々に実行します。


	
「スケジュール」で、次のように選択します。

	
「タイムゾーン」リストで、タイムゾーン・コードを選択します。


	
「即時」(即時にタスクを開始する場合)または、「後で」(「日付」および「時間」フィールドで指定した時間にタスクを開始するようスケジュールする場合)を選択します。





	
「発行」をクリックします。

「SQLパフォーマンス・アナライザ」ページが表示されます。

「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク」セクションに、このタスクのステータスが表示されます。ステータス・アイコンをリフレッシュするには、「リフレッシュ」をクリックします。

アップグレード前の試行とアップグレード後の試行の実行に同じシステムを使用している場合は、アップグレード前の試行の手順を完了した後で、データベースをアップグレードする必要があります。データベースをアップグレードした後、アップグレード後の試行を実行できます。タスクが完了すると、「ステータス」フィールドが「完了」に変更されます。


	
「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク」で、タスクを選択して「名前」列のリンクをクリックします。

「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク」ページが表示されます。

このページには、次のセクションが含まれています。

	
SQLチューニング・セット

このセクションには、SQLチューニング・セットに関する情報(名前、所有者、説明、SQLチューニング・セットに含まれているSQL文の数など)の概要が表示されます。


	
SQL試行

このセクションには、SQLパフォーマンス・アナライザのタスクで使用されるSQL試行を示す表が含まれています。


	
SQL試行比較

このセクションには、SQL試行比較の結果を示す表が含まれています。





	
「比較レポート」列のアイコンをクリックします。

「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク結果」ページが表示されます。


	
パフォーマンス分析の結果を確認します。詳細は、「Oracle Enterprise Managerを使用したSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認」を参照してください。

データベースのアップグレード後にパフォーマンスが低下したSQL文が検出された場合は、「データベースのアップグレードをテストした後のパフォーマンスが低下したSQL文のチューニング」に従って、それらのSQL文をチューニングします。














8.2.1.2 「APIを使用したリリース10.2以上からのデータベースのアップグレードのテスト」



この項では、APIを使用してOracle Databaseリリース10.2以上のデータベース・アップグレードをテストする方法について説明します。





リリース10.2以上のデータベースのアップグレードをテストするには、次の手順に従います。

	
SQLパフォーマンス・アナライザを実行しているシステムで、分析タスクを作成します。


	
SQLチューニング・セット内のSQL文の実行計画またはテスト実行を行い、アップグレード前のSQL試行を構築します。

次のパラメータを使用して、EXECUTE_ANALYSIS_TASKプロシージャをコールします。

	
task_nameパラメータを、実行するSQLパフォーマンス・アナライザのタスクの名前に設定します。


	
execution_typeパラメータをEXPLAIN PLANまたはTEST EXECUTEに設定します。

	
EXPLAIN PLANを使用することを選択した場合、実行計画のみが生成されます。その後の比較では、パフォーマンスの変更に関して結論を出さずに、変更済の計画のリストを生成することのみが可能になります。


	
TEST EXECUTEを使用することを選択した場合、SQLワークロードは完了するまで実行されます。これにより、テスト・システムから生成された統計と実行計画を使用して、アップグレード前のSQL試行が効果的に作成されます。ソースでSQL実行計画およびパフォーマンス・データを取得する場合は、より正確な分析を行えるように、TEST EXECUTEを使用することをお薦めします。





	
execution_nameパラメータを使用して、実行を識別するための名前を指定します。指定しなかった場合、SQLパフォーマンス・アナライザによってタスク実行の名前が自動的に生成されます。


	
DATABASE_LINKタスク・パラメータをDBMS_SQLPAパッケージのEXECUTE権限およびテスト・システムのADVISOR権限を持つユーザーに接続しているパブリック・データベース・リンクのグローバル名に設定します。




次の例では、my_spa_taskというSQLパフォーマンス・アナライザのタスクを実行し、データベース・リンクを介してSQL文のテスト実行をリモートで行います。


EXEC DBMS_SQLPA.EXECUTE_ANALYSIS_TASK(task_name => 'my_spa_task', -
       execution_type => 'TEST EXECUTE', - 
       execution_name => 'my_remote_trial_10g', -
       execution_params => dbms_advisor.arglist('database_link',
                                                'LINK.A.B.C.BIZ.COM'));


	
EXECUTE_ANALYSIS_TASKプロシージャを使用して、実行計画またはテスト実行を行い、アップグレード後のSQL試行を構築します。

	
execution_typeパラメータをEXPLAIN PLANまたはTEST EXECUTEに設定します。

	
EXPLAIN PLANを使用することを選択した場合、実行計画のみが生成されます。その後の比較では、パフォーマンスの変更に関して結論を出さずに、変更済の計画のリストを生成することのみが可能になります。


	
TEST EXECUTEを使用することを選択した場合、SQLワークロードは完了するまで実行されます。これにより、テスト・システムから生成された統計と実行計画を使用して、アップグレード後のSQL試行が効果的に作成されます。ソースでSQL実行計画およびパフォーマンス・データを取得する場合は、より正確な分析を行えるように、TEST EXECUTEを使用することをお薦めします。





	
DATABASE_LINKタスク・パラメータをDBMS_SQLPAパッケージのEXECUTE権限およびテスト・システムのADVISOR権限を持つユーザーに接続しているパブリック・データベース・リンクのグローバル名に設定します。




次の例では、データベース・リンクを介してSQL文のテスト実行をリモートで行います。


EXEC DBMS_SQLPA.EXECUTE_ANALYSIS_TASK(task_name => 'my_spa_task', -
       execution_type => 'TEST EXECUTE', - 
       execution_name => 'my_remote_trial_12c', -
       execution_params => dbms_advisor.arglist('database_link',
                                                'LINK.A.B.C.BIZ.COM'));









関連項目:

	
「APIを使用した分析タスクの作成」


	
「APIを使用した変更前のSQL試行の作成」


	
「APIを使用した変更後のSQL試行の作成」


	
DBMS_SQLPA.EXECUTE_ANALYSIS_TASKファンクションについては、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。


	
DBMS_SQLPA.EXECUTE_ANALYSIS_TASKファンクションについては、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。
















8.3 データベース・アップグレードのテスト後の低下したSQL文のチューニング


テスト・システムのデータベースをアップグレードした後に、パフォーマンスが低下したSQL文をSQLパフォーマンス・アナライザで特定する場合があります。

SQLチューニング・アドバイザまたはSQL計画ベースラインを使用して、パフォーマンスが低下したSQL文をチューニングできます。詳細は、「SQL試行の比較」を参照してください。これには、パフォーマンスが低下したSQL文だけを含むSQLチューニング・セットのサブセットを作成し、このパフォーマンスが低下したSQL文のサブセットをリモート・データベースに転送するためのAPIの使用、およびリモート・データベースでのSQLチューニング・アドバイザの実行が含まれます。

Oracle Enterprise Managerでは、1つ以上のSQL試行を含むSQLパフォーマンス・アナライザを実行した後、パフォーマンスの低下を修正することはできません。詳細は、「APIを使用した、リモートSQL試行からのパフォーマンスが低下したSQL文のチューニング」を参照してください。

Oracle Database 10gリリース2以上のリリースからアップグレードする場合は、将来、既存の実行計画を選択するようにオプティマイザに指示するためのSQL計画ベースラインを作成することもできます。詳細は、「APIを使用したSQL計画ベースラインの作成」を参照してください。









第II部 データベース・リプレイ


データベース・リプレイでは、本番環境と同じワークロードをテスト・システムでリプレイし、システムの変更による全体的な影響を評価できます。

第II部は、データベース・リプレイについて説明し、次の章で構成されています。

	
データベース・リプレイの概要


	
データベース・ワークロードの取得


	
データベース・ワークロードの事前処理


	
データベース・ワークロードのリプレイ


	
取得およびリプレイ済ワークロードの分析


	
ワークロード・インテリジェンスの使用


	
データベース統合リプレイの使用


	
ワークロード・スケールアップの使用












9 データベース・リプレイの概要


データベース・リプレイを使用すると、本番システムのワークロードを取得して、それを元のワークロードとまったく同じタイミング、同時実行性およびトランザクション特性に従ってテスト・システムでリプレイできます。これによって、本番システムに影響を与えずに、システム変更の影響をテストできます。

データベース・リプレイでは、Oracle Database 10gリリース2以上のリリースが実行されているシステムでのワークロードの取得がサポートされています。Oracle Database 10g リリース2が実行されているシステムでワークロードを取得するには、データベースのバージョンは10.2.0.4以上である必要があります。ワークロードのリプレイは、Oracle Database 11g リリース1以上のリリースが実行されているシステムでのみサポートされています。


注意:

Oracle9i データーベース、または旧バージョンのOracle Database 10g を実行しているシステムでワークロード取得機能を使用する場合は、My Oracle SupportのNote ID 560977.1で必要なパッチを確認するか、Oracleサポート・サービスに詳細をお問い合せください。



データベース・リプレイを使用してシステム変更の影響を分析する場合は、図9-1に示す手順を実行します。


図9-1 データベース・リプレイのワークフロー

[image: 図9-1の説明が続きます]



	
本番システムで、ワークロードを取得ファイルに取得します。詳細は、「ワークロードの取得」を参照してください。


	
取得ファイルをテスト・システムにコピーして事前処理します。詳細は、「ワークロードの事前処理」を参照してください。


	
テスト・システムで、事前処理済のファイルをリプレイします。詳細は、「ワークロードのリプレイ」を参照してください。


	
データベース・リプレイで生成されたレポートを使用して、ワークロードの取得およびワークロードのリプレイの両方を詳細に分析します。詳細は、「分析およびレポート」を参照してください。












9.1 ワークロードの取得


データベース・リプレイを使用するための最初の手順は、本番ワークロードの取得です。ワークロードの取得には、外部クライアントからOracle Databaseに対するすべてのリクエストの記録が含まれます。

ワークロードの取得を有効にすると、Oracle Databaseに対するすべての外部クライアントのリクエストが追跡され、ファイル・システム上のバイナリ・ファイル(取得ファイル)に格納されます。取得ファイルの格納場所は指定することができます。ワークロードの取得が開始されると、外部データベースのすべてのコールが取得ファイルに書き込まれます。取得ファイルには、クライアント・リクエストに関連するすべての情報(SQLテキスト、バインド値、トランザクション情報など)が含まれます。バックグラウンド・アクティビティおよびデータベース・スケジューラ・ジョブは取得されません。これらの取得ファイルは、プラットフォームに依存しないため、別のシステムに転送できます。


関連項目:

	
本番システムでのワークロードの取得方法の詳細は、「データベース・ワークロードの取得」を参照してください














9.2 ワークロードの事前処理


ワークロードを取得したら、取得ファイルの情報を前処理する必要があります。事前処理により、ワークロードのリプレイに必要なすべてのメタデータが作成されます。事前処理は、取得したワークロードをリプレイする前に、ワークロードごとに1回行う必要があります。事前処理された取得済のワークロードは、同じバージョンのOracle Databaseが稼動するリプレイ・システムで繰り返しリプレイできます。通常、取得ファイルは、前処理のためにテスト・システムにコピーする必要があります。ワークロードの事前処理は、時間がかかり、リソースを大量に消費するため、この手順はワークロードをリプレイするテスト・システムで実行することをお薦めします。


関連項目:

	
取得されたワークロードの事前処理の方法の詳細は、「データベース・ワークロードの事前処理」を参照してください














9.3 ワークロードのリプレイ


事前処理された取得済ワークロードは、テスト・システムでリプレイできます。ワークロードのリプレイ・フェーズにおいて、Oracle Databaseは、取得したすべての外部クライアント・リクエストを本番システムと同じタイミング、同時実行性およびトランザクション依存性に従って再現し、ワークロードの取得フェーズ中に記録されたアクションをテスト・システム上で実行します。

データベース・リプレイでは、リプレイ・クライアントというクライアント・プログラムを使用して、ワークロードの取得時に記録されたすべての外部クライアント・リクエストを再現します。取得したワークロードによっては、そのワークロードを適切にリプレイするために1つ以上のリプレイ・クライアントが必要です。特定のワークロードに必要なリプレイ・クライアントの数を判定するための測定ツールが提供されています。DMLやSQL問合せを含め、ワークロード全体がリプレイされるため、リプレイ・システムのデータは取得システムのデータとできるかぎり論理的に同じである必要があります。これによって、リプレイの相違が最小限に抑えられ、リプレイの分析の信頼性が向上します。


関連項目:

	
テスト・システムでの前処理されたワークロードのリプレイ方法の詳細は、「データベース・ワークロードのリプレイ」を参照してください














9.4 分析およびレポート


ワークロードのリプレイ後、ワークロードの取得とリプレイを詳しく分析するために、詳細なレポートが提供されます。

ワークロードの取得レポートとワークロードのリプレイ・レポートには、リプレイ中に発生したエラーや、DMLまたはSQL問合せによって戻された行におけるデータの相違など、ワークロードの取得およびリプレイに関する基本情報が含まれます。ワークロードの取得とワークロードのリプレイを対象とする複数の統計(データベース時間、平均アクティブ・セッション、ユーザー・コールなど)の比較データも提供されます。

リプレイの期間比較レポートは、あるワークロード・リプレイと、その取得、または同じ取得の別のリプレイとの高度な比較を実行するために使用できます。相違の概要として、データの相違が発生しているか、および大幅なパフォーマンスの変化があったかに関する分析も示されます。さらに、これらのレポートには自動データベース診断モニター(ADDM)の結果も取り込まれています。

高度な分析には、自動ワークロード・リポジトリ(AWR)・レポートを利用して、ワークロードの取得とワークロードのリプレイを対象とするパフォーマンス統計を詳細に比較することができます。これらのレポートで参照可能な情報は非常に詳細であり、ワークロードの取得とリプレイにおける相違点を検出できます。ワークロード・インテリジェンスで、ワークロードの取得時に記録されたデータを操作してワークロードを示すモデルを作成することもできます。このモデルを使用すると、ワークロードの一部として実行されるテンプレートの有意なパターンを特定できます。特定のパターンの実行回数やそのパターンの実行に消費されたデータベース時間など重要な統計を、パターンごとに確認できます。

SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートは、ワークロード取得のSQLチューニング・セットを、ワークロード・リプレイの別のSQLチューニング・セットと、または2つのワークロード・リプレイの2つのSQLチューニング・セットと比較する場合に使用できます。SQLパフォーマンス・アナライザのテスト実行では、各SQL試行のSQL文ごとに1つの実行計画のみを生成するのに対し、SQLチューニング・セットをデータベース・リプレイと比較すると、各SQL文のすべての実行計画が考慮されて示されるため、SQLパフォーマンス・アナライザのテスト実行よりも詳しい情報が得られます。また、データベース・リプレイではすべてのバインド値が取得され、PL/SQLパッケージの状態などの動的なセッション状態がより正確に再現されるため、SQL文がより信頼度の高い環境で実行されます。データベース・リプレイを使用してロード・テストおよび現行性テストを実行する前に、健全性テストとしてSQLパフォーマンス・アナライザのテスト実行を行い、SQL文が低下しておらず、テスト・システムが適切に設定されていることを確認しておくことをお薦めします。

リプレイの相違情報を使用して、与えられたシステム変更のリプレイ特性を分析することに加えて、アプリケーション・レベルの検証手順を使用して、システム変更を評価する必要もあります。リプレイの全体的な成功を評価するためのスクリプトの作成を検討してください。たとえば、ワークロードの取得時に10,000のオーダーが処理される場合、同じ数のオーダーがリプレイ時にも処理されることを検証する必要があります。

リプレイの分析が完了したら、データベースをワークロード取得時点の元の状態にリストアし、ワークロードのリプレイを繰り返して、システムに対する他の変更をテストすることができます。


関連項目:

	
データベース・リプレイ・レポートを使用したデータとパフォーマンスの相違の分析方法の詳細は、「取得およびリプレイ済ワークロードの分析」を参照してください














10 データベース・ワークロードの取得


この章では、本番システムでデータベース・ワークロードを取得する方法について説明します。データベース・リプレイを使用するための最初の手順は、本番ワークロードの取得です。データベース・リプレイのアーキテクチャに適したデータベース・ワークロードの取得方法の詳細は、「ワークロードの取得」を参照してください。

この章の構成は、次のとおりです。

	
データベース・ワークロードの取得の前提条件


	
取得ディレクトリの設定


	
ワークロードの取得のオプション


	
ワークロードの取得の制限事項


	
ワークロードの取得機能の有効化および無効化


	
Enterprise Managerの権限およびロール


	
Enterprise Managerを使用したデータベース・ワークロードの取得


	
複数のデータベースからのワークロードの同時取得


	
Enterprise Managerを使用したワークロードの取得の監視


	
Enterprise Manager外部のワークロードのインポート


	
既存のワークロードからのサブセットの作成


	
新しい場所からのワークロードのコピーまたは移動


	
APIを使用したデータベース・ワークロードの取得


	
ビューを使用したワークロードの取得の監視












10.1 データベース・ワークロードの取得の前提条件


ワークロードの取得を開始する前に、テスト・システムでデータベースをリストアするための方針を決定する必要があります。ワークロードをリプレイするには、リプレイ・システムのアプリケーション・データの論理状態を、リプレイの開始時における取得システムのデータの状態と同じにする必要があります。これを行うには、次のいずれかの方法を使用します。

	
Recovery Manager(RMAN)のDUPLICATEコマンド


	
スナップショット・スタンバイ


	
データ・ポンプのインポートおよびエクスポート




これにより、リプレイ・システムのデータベースを、ワークロードの取得の開始時と同じ運用の状態までリストアできます。


関連項目:

	
RMANを使用したデータベースの複製については、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。


	
スナップショット・スタンバイ・データベースの管理については、『Oracle Data Guard概要および管理』を参照してください。


	
データ・ポンプの使用については、『Oracle Databaseユーティリティ』を参照してください。














10.2 取得ディレクトリの設定


取得したワークロードを格納する場所を決定し、ディレクトリを設定します。ワークロードの取得を開始する前に、ディレクトリが空であり、ワークロードを格納するために十分なディスク領域があることを確認します。ワークロードの取得中にディレクトリのディスク領域が不足すると、取得が停止します。必要なディスク容量を見積もるため、短期間(数分間など)、ワークロードのテスト取得を実行し、完全取得に必要な容量がどれくらいかを推定することができます。潜在的なパフォーマンスの問題を回避するため、ターゲットのリプレイ・ディレクトリが別のファイル・システムにマウントされていることも確認する必要があります。

Oracle RACの場合、共有ファイル・システムの使用を検討してください。また、インスタンスごとに別々の物理ディレクトリを指定する1つの取得ディレクトリ・パスを設定することもできますが、これらの各ディレクトリに作成されたファイルは、単一のディレクトリに統合する必要があります。Enterprise Managerでは、Oracle RACデータベースに対する取得については、共有ファイル・システムで構成されたOracle RACのみをサポートしています。事前処理またはデータ・マスキングに使用できるようにするには、(取得ファイルのみでなく)各インスタンスのローカル取得ディレクトリのコンテンツ全体を共有ディレクトリにコピーする必要があります。たとえば、次のように想定します。

	
host1およびhost2という名前の2つのデータベース・インスタンスをLinuxのOracle RAC環境で実行します。


	
両方のインスタンスで、/$ORACLE_HOME/rdbms/captureに解決される、CAPDIRという取得ディレクトリ・オブジェクトを使用しています。


	
/nfs/rac_captureにある共有ディレクトリを使用しています。




各ホストにログインして次のコマンドを実行する必要があります。


cp -r /$ORACLE_HOME/rdbms/capture/* /nfs/rac_capture


両方のインスタンスでこの処理を実行すると、/nfs/rac_capture共有ディレクトリで前処理またはマスキングが可能になります。









10.3 ワークロードの取得オプション


正確な取得を行い、別の環境でのリプレイ時に役立つように、ワークロードを取得する前に適切な計画を行う必要があります。

データベース・ワークロードを取得する前に、次のオプションを慎重に検討してください。

	
データベースの再起動


	
ワークロードの取得時のフィルタの使用












10.3.1 データベースの再起動



この手順は必須ではありませんが、ワークロードの取得の開始前に進行中のトランザクションおよび依存トランザクションを確実に完了またはロールバックするために、その取得前にデータベースを再起動することをお薦めします。取得の開始前にデータベースを再起動しないと、進行中のトランザクションまたはコミット前のトランザクションは、ワークロードに完全に取得されません。進行中のトランザクションは、コールが取得された部分のトランザクションしかリプレイされないため、適切にリプレイされません。これにより、ワークロードのリプレイ時に望ましくないリプレイの相違が発生する可能性があります。不完全なトランザクションに依存する後続のトランザクションでも、リプレイ時にエラーが発生する場合があります。処理量が多いシステムでは、リプレイの相違がある程度あるのは一般的ですが、その場合でも、違いがあるコールがDB時間などの主要な属性でリプレイの大部分を占めていなければ、リプレイを使用して、システム変更に関して意味のある分析を実行できます。

そのため、データベースを再起動する前に、本番データベースを停止する適切なタイミング(システムへの影響が最も少ない時間)について検討するようにしましょう。たとえば、ワークロードの取得を午前8:00から開始しようと思った場合でも、営業時間中にサービスが停止することを避けるためには、その時間帯にデータベースが再起動されないようにする必要があります。そのような場合は、ワークロードの取得開始をもっと早い時間にずらすなどして、なるべく不都合のない時間にデータベースが再起動されるようにしましょう。

データベースを再起動したら、ユーザー・セッションが再接続してワークロードを発行し始める前に、ワークロードの取得を開始することが重要です。そうしないと、そのユーザー・セッションによって実行されたトランザクションは、その後のデータベース・リプレイで適切にリプレイされません(これは、トランザクションのうち、ワークロードの取得を開始した後に実行されたコールの部分しかリプレイされないためです)。この問題を避けるには、SYSユーザーのみにログインとワークロードの取得開始を許可するように、STARTUP RESTRICTを使用してRESTRICTEDモードでデータベースを再起動します。デフォルトでは、ワークロードの取得が開始されると、RESTRICTEDモードのデータベース・インスタンスは自動的にUNRESTRICTEDモードに切り替わり、ワークロードの取得中は通常の操作を続行できます。

ワークロードの取得は、常に1回しか実行できません。Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)構成の場合、ワークロードの取得はデータベース全体を対象に実行されます。いずれかのOracle RACノードで取得を有効にすると、すべてのデータベース・インスタンスのワークロードの取得が開始されます(ワークロードを取得するプロセスは、Oracle RACを認識します)。必須ではありませんが、ワークロードの取得が開始される前にOracle RAC構成のすべてのインスタンスを再起動し、進行中のトランザクションは取得されないようにすることをお薦めします。





ワークロードの取得前にOracle RAC構成のすべてのインスタンスを再起動するには、次の手順を実行します。




	すべてのインスタンスを停止します。
	すべてのインスタンスを再起動します。
	ワークロードの取得を開始します。
	アプリケーションを接続し、ユーザー・ワークロードを再起動します。




関連項目:

	
起動時にインスタンスへのアクセスを制限する方法については、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。
















10.3.2 ワークロード取得でのフィルタの使用


デフォルトでは、すべてのユーザー・セッションがワークロードの取得時に記録されます。ワークロード・フィルタを使用すると、ワークロードの取得時にワークロードに含めるユーザー・セッションと除外するユーザー・セッションを指定できます。包含フィルタおよび除外フィルタという2種類のワークロード・フィルタがあります。ワークロードの取得では、包含フィルタまたは除外フィルタのいずれか一方を使用でき、両方は使用できません。

包含フィルタでは、ワークロードに取得するユーザー・セッションを指定できます。これは、データベース・ワークロードの一部のみを取得する場合に便利です。

除外フィルタでは、ワークロードに取得しないユーザー・セッションを指定できます。これは、インフラストラクチャ(Oracle Enterprise Manager(EM)、Statspackなど)を監視するセッションやテスト・システムですでに実行中のプロセスなど、ワークロードで取得する必要がないセッション・タイプを除外する場合に便利です。たとえば、ワークロードをリプレイするシステムでEMを実行している場合、取得したEMセッションをそのシステムでリプレイすると、ワークロードが重複します。この場合、除外フィルタを使用してEMセッションを除外できます。









10.4 ワークロードの取得の制限事項


特定のタイプのユーザー・セッションおよびクライアント・リクエストは、ワークロードに取得されてもデータベース・リプレイによってサポートされない場合があります。これらのセッションおよびリクエストのタイプをワークロードで取得すると、ワークロード・リプレイ中にエラーが発生する場合があります。

次のタイプのユーザー・セッションおよびクライアント・リクエストはデータベース・リプレイによってサポートされません。

	
SQL*Loaderなどのユーティリティを使用する、外部ファイルからのデータのダイレクト・パス・ロード


	
PL/SQL以外のアドバンスト・キューイング(AQ)


	
フラッシュバック問合せ


	
Oracle Call Interface(OCI)ベースのオブジェクト・ナビゲーション


	
SQL以外のオブジェクト・アクセス


	
分散トランザクション

取得された分散トランザクションはすべてローカル・トランザクションとしてリプレイされます。


	
XAトランザクション

XAトランザクションは取得もリプレイもされません。すべてのローカル・トランザクションは取得されます。


	
JAVA_XAトランザクション

ワークロードでJAVA_XAパッケージが使用される場合、JAVA_XAファンクション・コールおよびプロシージャ・コールは通常のPL/SQLワークロードとして取得されます。ワークロード・リプレイ中の問題を回避するには、リプレイを正常に完了できるように、リプレイ・システム上のJAVA_XAパッケージの削除を検討してください。


	
データベース常駐接続プーリング(DRCP)


	
OUTバインドを使用したワークロード


	
同期モードをOBJECT_IDに設定したマルチスレッド・サーバー(MTS)および共有サーバーのセッション


	
移行されたセッション

移行されたセッションのワークロードは取得されます。ただし、ユーザーのログインやセッションの移行操作は取得されません。ユーザー・ログインやセッションの移行が有効でない場合、ワークロードが不正なユーザーによってリプレイされる可能性があるため、リプレイでエラーが発生する可能性があります。




通常、データベース・リプレイでは、これらのタイプのサポートされていないユーザー・セッションおよびクライアント・リクエストの取得は行われません。取得された場合でも、データベース・リプレイによってリプレイされることはありません。そのため、サポートされていないユーザー・セッションおよびクライアント・リクエストを手動で除外する必要は、通常はありません。これらが取得され、リプレイ中にエラーが発生することがわかった場合は、ワークロードからこれらを除外するワークロード取得フィルタの使用を検討してください。


関連項目:

	
ワークロード取得フィルタの使用の詳細は、「ワークロード取得でのフィルタの使用」を参照してください


	
ワークロード・リプレイ・フィルタの使用の詳細は、「ワークロード・リプレイでのフィルタの使用」を参照してください














10.5 ワークロードの取得機能の有効化および無効化



データベース・リプレイは、Oracle Database 11g 以上のリリースへのデータベースのアップグレードをテストするために使用できる、Oracle Database 10g リリース2を実行中のシステムにおけるデータベース・ワークロードの取得をサポートします。Oracle Database 10gリリース2(10.2)の場合、ワークロードの取得機能はデフォルトでは有効になっていません。PRE_11G_ENABLE_CAPTURE初期化パラメータを指定することで、この機能を有効または無効にすることができます。


注意:

Oracle Database 10gリリース2が実行されているシステムでデータベース・ワークロードを取得する場合は、ワークロードの取得機能の有効化のみが必要です。

Oracle Database 11gリリース1以上が実行されているシステムでデータベース・ワークロードを取得する場合は、ワークロードの取得機能はデフォルトで有効になっているため、この機能を有効にする必要はありません。また、PRE_11G_ENABLE_CAPTURE初期化パラメータはOracle Database 10gリリース2(10.2)のみで有効で、その後のリリースでは使用できません。



Oracle Database 10gリリース2が実行されているシステムでワークロードの取得機能を有効にするには、SQLプロンプトでwrrenbl.sqlスクリプトを実行します。


@$ORACLE_HOME/rdbms/admin/wrrenbl.sql


wrrenbl.sqlスクリプトでは、ALTER SYSTEM SQL文がコールされ、PRE_11G_ENABLE_CAPTURE初期化パラメータがTRUEに設定されます。サーバー・パラメータ・ファイル(spfile)が使用されている場合、PRE_11G_ENABLE_CAPTURE初期化パラメータは、現在実行しているインスタンス用に変更された後、spfileに記録されるため、データベースを再起動しても、新しい設定が保持されるようになります。spfileが使用されていない場合、PRE_11G_ENABLE_CAPTURE初期化パラメータは、現在実行しているインスタンス用に変更されるだけであるため、データベースを再起動すると、新しい設定は保持されません。spfileを使用せずに設定を保持するには、初期化パラメータ・ファイル(init.ora)にパラメータを手動で指定する必要があります。

ワークロードの取得を無効にするには、SQLプロンプトでwrrdsbl.sqlスクリプトを実行します。


@$ORACLE_HOME/rdbms/admin/wrrdsbl.sql


wrrdsbl.sqlスクリプトでは、ALTER SYSTEM SQL文がコールされ、PRE_11G_ENABLE_CAPTURE初期化パラメータがFALSEに設定されます。サーバー・パラメータ・ファイル(spfile)が使用されている場合、PRE_11G_ENABLE_CAPTURE初期化パラメータは、現在実行しているインスタンス用に変更された後、spfileに記録されるため、データベースを再起動しても、新しい設定が保持されるようになります。spfileが使用されていない場合、PRE_11G_ENABLE_CAPTURE初期化パラメータは、現在実行しているインスタンス用に変更されるだけであるため、データベースを再起動すると、新しい設定は保持されません。spfileを使用せずに設定を保持するには、初期化パラメータ・ファイル(init.ora)にパラメータを手動で指定する必要があります。


注意:

PRE_11G_ENABLE_CAPTURE初期化パラメータは、Oracle Database 10gリリース2(10.2)のみで使用できます。その後のリリースでは、このパラメータは無効です。データベースのアップグレード後、サーバー・パラメータ・ファイル(spfile)または初期化パラメータ・ファイル(init.ora)からパラメータを削除する必要があり、削除しないと、データベースは起動に失敗します。




関連項目:

	
PRE_11G_ENABLE_CAPTURE初期化パラメータ・ファイルの詳細は、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。
















10.6 Enterprise Managerの権限およびロール


任意のデータベース・リプレイ・エンティティを参照または操作するには、データベース・リプレイのリソース・タイプの権限が必要です。また、ワークロードに関連付けられたエンティティにアクセスするには、ワークロードを取得したターゲットのターゲット・オペレータ権限が必要です。ターゲットが現在存在しない場合、そのエンティティにアクセスするには、そのエンティティを所有するEnterprise ManagerまたはEnterprise Managerスーパー・ユーザーである必要があります。

次の項で説明する2つのセキュリティ・ロールを使用すると、データベース・リプレイ・エンティティに関連する権限の付与および取消しが簡単になります。









10.6.1 データベース・リプレイ・ビューア・ロール


データベース・リプレイ・ビューア・ロールを持つユーザーは、すべてのデータベース・リプレイ・エンティティを表示できます。デフォルトでは、このロールを付与されるEnterprise Managerはいません。ただし、EM_ALL_VIEWERロールにはデフォルトでこのロールが含まれています。

データベース・リプレイ・ビューア・ロールは、データベース・リプレイ・ビューア(リソース・タイプ)権限で構成されています。









10.6.2 データベース・リプレイ・オペレータ・ロール


データベース・リプレイ・オペレータ・ロールには、データベース・リプレイ・ビューア・ロールが含まれるので、その権限も含まれます。データベース・リプレイ・オペレータ・ロールを持つユーザーは、すべてのデータベース・リプレイ・エンティティを編集および削除できます。デフォルトでは、このロールを付与されるEnterprise Managerはいません。ただし、EM_ALL_OPERATORロールにはデフォルトでこのロールが含まれています。

データベース・リプレイ・オペレータ・ロールには、次の権限があります。

	
データベース・リプレイ・オペレータ(リソース・タイプ権限)


	
名前付き資格証明の新規作成(リソース・タイプ権限)


	
新規ジョブの作成(リソース・タイプ権限)


	
表示可能な任意のターゲットに接続(ターゲット・タイプ権限)


	
任意の場所でのコマンドの実行(ターゲット・タイプ権限)




データベース・ターゲットでワークロードを取得またはリプレイする場合、Enterprise Managerユーザーにはデータベース・リプレイ・オペレータ・ロールのすべての権限に加え、ターゲット・データベースのターゲット・オペレータ権限が必要です。









10.7 Enterprise Managerを使用したデータベース・ワークロードの取得



この項では、Enterprise Managerを使用してデータベース・ワークロードを取得する方法について説明します。データベース・ワークロードを取得するための主要ツールは、Oracle Enterprise Managerです。


ヒント:

Oracle Enterprise Managerを使用できない場合は、「APIを使用したデータベース・ワークロードの取得」で説明されているように、APIを使用してデータベース・ワークロードを取得できます。







Enterprise Managerを使用してデータベース・ワークロードを取得するには、次の手順を実行します。




	Enterprise Manager Cloud Controlコンソールの「エンタープライズ」メニューで、「クオリティ管理」、「データベース・リプレイ」の順に選択します。

「データベース・ログイン」ページが表示されたら、管理者権限のあるユーザーとしてログインします。

「データベース・リプレイ」ページが表示されます。

[image: GUID-3E3177F8-49D2-429F-9E2C-331DA49024F1-default.gifの説明が続きます]





	データベース・リプレイ・ページの「取得済ワークロード」タブをクリックし、ツールバーの「作成」をクリックします。

取得の作成: 環境の計画ページが表示されます。

[image: GUID-93F63299-10CC-4814-8B7F-3C7779EEE419-default.gifの説明が続きます]





	このページに説明されているいずれの前提条件も満たしていることを確認してから、両方のチェック・ボックスを選択し、「次へ」をクリックします。

取得の作成: データベース・ページが表示されます。


ヒント:

前提条件の詳細は、「データベース・ワークロードの取得の前提条件」を参照してください。



[image: GUID-C0AD4B7E-878B-410E-8168-04A12DDD643B-default.gifの説明が続きます]





	「追加」をクリックします。

「追加」ポップアップが表示されます。




	取得名と説明(オプション)を入力し、「ターゲット・データベース」検索アイコンをクリックします。

「検索と選択: ターゲット」ポップアップが表示されます。

[image: GUID-38585373-47A5-4343-A3B1-78A97D9A7C1A-default.gifの説明が続きます]





	「ターゲット・タイプ」を選択し、任意で構成検索を指定し、一覧からターゲット・データベースを選択して、「選択」をクリックします。

「データベース資格証明」および「データベース・ホスト資格証明」にセクションが追加された状態で、「追加」ポップアップが再度表示されます。

[image: GUID-A9B45BB5-C2DD-477F-9457-4C65000A9495-default.gifの説明が続きます]





	データベース資格証明、データベース・ホスト資格証明、データベース取得の中間記憶域の場所を入力し、「OK」をクリックします。

	
取得後、中間記憶域の場所を最終の記憶域の場所として使用しないかぎり、ファイルは記憶域の場所にコピーされます。


注意:

Enterprise Managerでは、Oracle RACデータベースに対する取得については、共有ファイル・システムで構成されたOracle RACのみをサポートしています。






これで、選択したターゲット・データベースが、本番データベースの選択表のデータベース・リストに表示されます。




	「次へ」をクリックします。

取得の作成: オプション・ページが表示されます。

[image: GUID-6944745C-2217-4694-87E5-90F2F48C7EED-default.gifの説明が続きます]





	ワークロードの取得のオプションを選択します。

	
「SQLパフォーマンス・アナライザ」セクションで、ワークロードの取得時に、SQL文をSQLチューニング・セットに取得するかどうかを選択します。

データベースのリプレイでは、変更がシステム全体に及ぼす影響が分析されますが、SQLパフォーマンス・アナライザとともにSQLチューニング・セットを使用すれば、変更がSQL文と実行計画にどのように影響するか、SQLを中心とした分析を行うことができます。

ワークロードの取得時にはSQLチューニング・セットを取得し、ワークロードのリプレイ時には別のSQLチューニング・セットを取得することで、SQL文を再実行することなく、SQLパフォーマンス・アナライザを使用してこれらのSQLチューニング・セットを相互に比較できます。これにより、データベース・リプレイを実行しながら、SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートを生成して、変化の前後のSQLパフォーマンスを比較できます。


注意:

SQL文は、SQLチューニング・セットにデフォルトで取得され、推奨されるワークロード取得オプションです。Oracle RACでは、SQL文はSQLチューニング・セットへは取得されません。




ヒント:

SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートを使用したSQLチューニング・セットの比較の詳細は、「APIを使用したSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの生成」を参照してください。




	
「ワークロード・フィルタ」セクションで、「フィルタ・モード」リストの「除外」を選択して除外フィルタを使用するか、「包含」を選択して包含フィルタを使用します。

フィルタを追加するには、「追加」をクリックしてフィルタ名、セッション属性および値を該当するフィールドに入力します。


ヒント:

詳細は、「ワークロード取得でのフィルタの使用」を参照してください。






適切なワークロードの取得のオプションを選択したら、「次へ」をクリックします。

取得の作成: 記憶域ページが表示されます。

[image: GUID-701720BF-FE4A-4530-916E-659418F54D09-default.gifの説明が続きます]





	「記憶域ホスト」アイコンをクリックし、リストからターゲットを選択して、「選択」をクリックします。

記憶域ページで、ホスト資格証明と記憶域の場所をリクエストされます。




	ホスト資格証明を指定し、「参照」をクリックして記憶域の場所を選択し、場所を選択して「OK」、「次へ」の順にクリックします。

取得の作成: スケジュール・ページが表示されます。

[image: GUID-92F2C1DA-69AF-432A-A73A-1A0499C95477-default.gifの説明が続きます]





	取得の開始時間と期間をスケジュールし、AWRデータのエクスポートをスケジュールして、「次へ」をクリックします。

	
デフォルトの取得期間は5分です。テストが必要な対象期間の代理アクティビティを取得する取得期間を変更します。




取得の作成: 確認ページが表示されます。

[image: GUID-78C9DBCF-62A2-4D42-A1EE-E20A8490FBF2-default.gifの説明が続きます]





	すべてのパラメータが意図したとおりに設定されたら、「発行」をクリックして取得ジョブを開始します。

	
デフォルトでは、「ワークロード取得中にSQL文をSQLチューニング・セットに取り込みます。」オプションが有効です。リプレイ終了時にSQLチューニング・セットを比較しない場合は、このオプションの選択を解除します。




データベース・リプレイ・ページが再度表示され、取得が正常に作成されたというメッセージと、「スケジュール済」などの取得のステータスが「取得」リストに表示されます。




	取得の詳細は、取得名をダブルクリックしてください。

取得サマリー・ページが表示され、平均アクティブ・セッション、ワークロードの比較、関連する同時取得など、複数の属性があれば表示されます。








ヒント:

本番システムでワークロードを取得したら、取得したワークロードを事前処理する必要があります。詳細は、「データベース・ワークロードの事前処理」を参照してください。













10.8 複数のデータベースからのワークロードの同時取得


同時取得とは、複数のデータベースからワークロードを同時に取得することです。


データベース・リプレイ・ワークロードを同時に取得するには、次の手順に従います。

	
Enterprise Manager Cloud Controlコンソールの「エンタープライズ」メニューで、「クオリティ管理」、「データベース・リプレイ」の順に選択します。

「データベース・ログイン」ページが表示されたら、管理者権限のあるユーザーとしてログインします。

「データベース・リプレイ」ページが表示されます。


	
データベース・リプレイ・ページの「取得済ワークロード」タブをクリックし、ツールバーの「作成」をクリックします。

取得の作成: 環境の計画ページが表示されます。


	
このページに説明されているどちらの前提条件も満たしていることを確認してから、両方のチェック・ボックスを選択し、「次へ」をクリックします。

取得の作成: データベース・ページが表示されます。


ヒント:

前提条件の詳細は、「データベース・ワークロードの取得の前提条件」を参照してください。




	
「追加」をクリックします。

「追加」ポップアップが表示されます。


	
取得名と説明(オプション)を入力し、「ターゲット・データベース」検索アイコンをクリックします。

「検索と選択: ターゲット」ポップアップが表示されます。


	
リストからターゲット・データベースを選択し、「選択」をクリックします。

「データベース資格証明」および「データベース・ホスト資格証明」にセクションが追加された状態で、「追加」ポップアップが再度表示されます。


	
データベース資格証明、データベース・ホスト資格証明、データベース取得の中間記憶域の場所を入力し、「OK」をクリックします。

	
取得後、中間記憶域の場所を最終の記憶域の場所として使用しないかぎり、ファイルは記憶域の場所にコピーされます。




これで、選択したターゲット・データベースが、本番データベースの選択表のデータベース・リストに表示されます。


	
同時取得する別のデータベースを追加します。

	
手順4から7の指示に従います。

取得の作成: データベース・ページが再表示され、手順4から7で指定した1つ目のデータベースとともに、取得する別のデータベースが表示されます。


	
同時取得の名前と説明(オプション)を入力し、「次へ」をクリックします。

取得の作成: オプション・ページが表示されます。





	
ワークロードの取得のオプションを選択します。

	
「SQLパフォーマンス・アナライザ」セクションで、ワークロードの取得時に、SQL文をSQLチューニング・セットに取得するかどうかを選択します。

データベースのリプレイでは、変更がシステム全体に及ぼす影響が分析されますが、SQLパフォーマンス・アナライザとともにSQLチューニング・セットを使用すれば、変更がSQL文と実行計画にどのように影響するか、SQLを中心とした分析を行うことができます。

ワークロードの取得時にはSQLチューニング・セットを取得し、ワークロードのリプレイ時には別のSQLチューニング・セットを取得することで、SQL文を再実行することなく、SQLパフォーマンス・アナライザを使用してこれらのSQLチューニング・セットを相互に比較できます。これにより、データベース・リプレイを実行しながら、SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートを生成して、変化の前後のSQLパフォーマンスを比較できます。


注意:

SQLチューニング・セットへのSQL文の取得はデフォルトで実行されます。これは、推奨されるワークロード取得オプションです。




	
「ワークロード・フィルタ」セクションで、「フィルタ・モード」リストの「除外」を選択して除外フィルタを使用するか、「包含」を選択して包含フィルタを使用します。

フィルタを追加するには、「追加」をクリックしてフィルタ名、セッション属性および値を該当するフィールドに入力します。




適切なワークロードの取得のオプションを選択したら、「次へ」をクリックします。

取得の作成: 記憶域ページが表示されます。


	
「記憶域ホスト」アイコンをクリックし、リストからターゲットを選択して、「選択」をクリックします。

記憶域ページで、ホスト資格証明と記憶域の場所をリクエストされます。


	
ホスト資格証明を入力し、記憶域を選択するために「参照」をクリックし、「次」をクリックします。

取得の作成: スケジュール・ページが表示されます。


	
取得の開始時間と期間をスケジュールし、AWRデータのエクスポートをスケジュールして、「次へ」をクリックします。

	
デフォルトの取得期間は5分です。テストが必要な対象期間の代理アクティビティを取得する取得期間を変更します。




取得の作成: 確認ページが表示されます。


	
すべてのパラメータが意図したとおりに設定されたら、「発行」をクリックして取得ジョブを開始します。

	
デフォルトでは、「ワークロード取得中にSQL文をSQLチューニング・セットに取り込みます。」オプションが有効です。リプレイ終了時にSQLチューニング・セットを比較しない場合は、このオプションの選択を解除します。




データベース・リプレイ・ページが再度表示され、取得が正常に作成されたというメッセージと、「スケジュール済」などの取得のステータスが「取得」リストに表示されます。


	
取得の詳細は、取得名をダブルクリックしてください。

取得サマリー・ページが表示され、平均アクティブ・セッション、ワークロードの比較、関連する同時取得など、複数の属性が表示されます。














10.9 Enterprise Managerを使用したワークロードの取得の監視


この項では、Enterprise Managerを使用してワークロードの取得を監視する方法について説明します。ワークロードの取得を監視するための主要ツールは、Oracle Enterprise Managerです。Enterprise Managerを使用すると、次の操作を実行できます。

	
アクティブなワークロードの取得の監視または停止


	
完了したワークロード取得の表示





ヒント:

Oracle Enterprise Managerが使用できない場合は、「ビューを使用したワークロードの取得の監視」で説明されているように、ビューを使用してワークロードの取得を監視できます。



この項の内容は次のとおりです。

	
アクティブなワークロードの取得の監視


	
アクティブなワークロードの取得の停止


	
完了したワークロード取得の表示












10.9.1 アクティブなワークロードの取得の監視



この項では、Enterprise Managerを使用してアクティブなワークロードの取得を監視する方法について説明します。





アクティブなワークロードの取得を監視するには、次の手順を実行します。




	Enterprise Manager Cloud Controlコンソールの「エンタープライズ」メニューで、「クオリティ管理」、「データベース・リプレイ」の順に選択します。

「データベース・ログイン」ページが表示されたら、管理者権限のあるユーザーとしてログインします。

「データベース・リプレイ」ページが表示されます。




	ステータスが「完了」以外の取得のデータベース・リプレイ・ページにある「取得済ワークロード」タブで、「取得」表から必要な取得の名前をクリックします。

詳細な統計、取得の進行中に動的に更新される平均アクティブ・セッションのグラフ、取得された要素と取得されなかった同じ要素間のデータの比較、および関連する同時取得(存在する場合)が表示された、データベース・リプレイ・ページの「サマリー」タブが開きます。

	
「平均アクティブ・セッション」グラフに表示されている「取得されていません」データは、現在取得されていないデータベース・アクティビティ(データベース・セッション)を表します。


	
「比較」セクションの「合計」列の値は、データベースの取得されたアクティビティと取得されていないアクティビティのすべてを表します。取得の作成ウィザードの「オプション」の手順で指定したワークロード・フィルタによって決められているフィルタリングは、主に、あるアクティビティが取得または取得されていない理由を意味します。また、バックグラウンド・アクティビティ、データベース・スケジューラ・ジョブ、およびリプレイ不可能なコールは取得されません。


	
右上隅のリフレッシュ・アイコンをクリックして、実行中に取得を更新できます。







	データベース・リプレイ・ページに戻るには、「データベース・リプレイ」ブレッドクラムをクリックします。










10.9.2 アクティブなワークロードの取得の停止



この項では、Enterprise Managerを使用したアクティブなワークロードの取得の停止方法について説明します。





アクティブなワークロードの取得を停止するには、次の手順を実行します。




	Enterprise Manager Cloud Controlコンソールの「エンタープライズ」メニューで、「クオリティ管理」、「データベース・リプレイ」の順に選択します。

「データベース・ログイン」ページが表示されたら、管理者権限のあるユーザーとしてログインします。

「データベース・リプレイ」ページが表示されます。




	ステータスが「ドラフト」の取得のデータベース・リプレイ・ページの「取得済ワークロード」タブで、停止する取得の「取得」表の名前をクリックします。

取得サマリー・ページが表示されます。




	「取得の停止」ボタンをクリックします。

ボタン・ラベルが「取得の停止中」に変更されます。処理が完了すると、「ステータス」が「停止中」に変更されます。














10.9.3 完了したワークロード取得の表示



この項では、Enterprise Managerを使用したワークロード取得全体の管理方法について説明します。





完了したワークロードの取得を表示するには、次の手順を実行します。




	Enterprise Manager Cloud Controlコンソールの「エンタープライズ」メニューで、「クオリティ管理」、「データベース・リプレイ」の順に選択します。

「データベース・ログイン」ページが表示されたら、管理者権限のあるユーザーとしてログインします。

「データベース・リプレイ」ページが表示されます。




	データベース・リプレイ・ページにある「取得済ワークロード」タブで、ステータスが「完了」の取得の名前をクリックします。

「平均アクティブ・セッション」グラフに、取得中に記録された動的データではなく、取得期間の集計データが表示されることを除き、データベース・リプレイ・ページの「サマリー」タブには、進行中の取得に関するコンテンツが表示されます。

[image: GUID-00E252FC-C3A1-40C2-A197-5A69FC916DC9-default.gifの説明が続きます]



「平均アクティブ・セッション」チャートには、取得されたセッション・アクティビティが取得されていないセッション・アクティビティ(バックグラウンド・アクティビティやフィルタ処理されたセッションなど)と比較されてグラフィカルに表示されます。このチャートは、取得期間に使用可能なアクティブ・セッション履歴(ASH)データが存在する場合にのみ表示されます。

「比較」の下には、ワークロード取得の様々な統計が表示されます。

	
「取得」列

取得されたセッション・アクティビティの統計が表示されます。


	
「合計」列

合計セッション・アクティビティの統計が表示されます。


	
「合計の割合」列

ワークロードで取得された合計セッション・アクティビティの割合が表示されます。







	データベース・リプレイ・ページに戻るには、「データベース・リプレイ」ブレッドクラムをクリックします。




ヒント:

ワークロードの取得レポートへのアクセスの詳細は、「取得およびリプレイ済ワークロードの分析」を参照してください。













10.10 Enterprise Manager外部のワークロードのインポート


PL/SQLインタフェースまたは異なるEnterprise Managerインスタンスを通して取得したワークロードをEnterprise Managerにインポートして、ワークロードが元々Enterprise Manager内で作成されたように管理することができます。ワークロードを取得中にしたり、取得を完了して、ワークロードをファイル・システムに格納できます。また、Enterprise Manager内で作成されたワークロードの場合と同様に、ワークロードを事前処理およびリプレイすることもできます。

この機能は、Cloud Control Databaseプラグイン12.1.0.5以降のリリースで利用できます。


Enterprise Manager外部にデータベース・ワークロードをインポートするには、次の手順に従います。

	
「データベース・リプレイ」ページの「取得済ワークロード」タブをクリックし、ツールバーの「インポート」をクリックします。

「ワークロードのインポート: ソース」ページが表示されます。


	
次の3つの選択肢のいずれかを選択して、取得されたワークロードをインポートし、「次へ」をクリックします。

	
取得が完了したワークロードをファイル・システムのディレクトリからインポート

このオプションは、通常APIを使用して作成されたワークロードに適用され、後続の処理用にEnterprise Managerにインポートします。この場合、Enterprise Managerは取得データベースを管理していない可能性があります。


	
取得が完了したワークロードをデータベース・ターゲットからインポート

この場合、Enterprise Managerは取得データベースをすでに管理している可能性があります。取得は、このデータベースで実行された可能性があるか、前述のオプションの場合と同様にロードされた可能性があります。


	
データベース・ターゲットで実行中の取得にアタッチ

このオプションは前述のオプションと似ていますが、すでに完了している取得ではなく、実行中の取得である点が異なります。




「ワークロードのインポート: データベース」ページが表示されます。


	
「データベース・ターゲット」フィールドの横の検索アイコンをクリックして、表示されるポップアップからデータベースを選択します。


注意:

ワークロードをロードするデータベースのターゲット・バージョンは、ワークロードの取得に使用したバージョン以上である必要があります。たとえば、Oracle Database 12xを使用して取得した場合、取得の読取りで選択するデータベースはバージョン12x以上である必要があります。



	
データベースおよびホスト資格証明が要求されます。


	
前述の手順で、取得が完了したワークロードをファイル・システムのディレクトリからインポートを選択した場合は、ワークロードの場所も要求されます。


	
統合リプレイは、少なくとも2つの取得ディレクトリを含む別のディレクトリ構造を持っています。したがって、ワークロード・ディレクトリに統合リプレイが含まれている場合は、インポート操作中にEnterprise Managerが統合リプレイを認識できるように、チェック・ボックスを有効にする必要があります。





	
前述の手順で必要な入力を行い、「次へ」をクリックします。

「ワークロードのインポート: ワークロード」ページが表示されます。

	
手順2で、「完了した取得済ワークロードをファイル・システムのディレクトリからインポートします。」を選択した場合は、このページに「ワークロードのロード」ボタンが表示されます。


	
手順2で、「完了した取得済ワークロードをデータベース・ターゲットからインポートします。」または「データベース・ターゲットで実行中の取得にアタッチします。」を選択した場合は、このページに「ワークロードの検出」ボタンが表示されます。





	
手順2の選択に従って表示されるボタンに応じて、ワークロードのロードまたはワークロードの検出のいずれかをクリックします。

ワークロードが見つかった場合は、検出されたワークロード表に表示されます。


	
「次へ」をクリックして、ワークロードをロードするか、ワークロードの1つを選択し、「次へ」をクリックしてワークロードのインポートを継続します。

「ワークロードのインポート: リプレイ」ページが表示されるのは、次の条件の場合のみです。

	
手順2で、「完了した取得済ワークロードをファイル・システムのディレクトリからインポートします。」を選択した場合。


	
1つ以上のリプレイがワークロードに含まれている場合。





	
オプション: 必要に応じて1つ以上のリプレイを選択し、リプレイ・タスク名を選択して、「次へ」をクリックします。

「ワークロードのインポート: 確認」ページが表示されます。


	
すべてが目的どおりに表示されたら、「送信」をクリックします。

「データベース・リプレイ」ページには、ジョブが正常に送信されたことを示すメッセージが表示されます。「取得済ワークロード」表で、ロードまたはインポートされたワークロードの「ステータス」列に「進行中」と表示されます。


ヒント:

「確認」ステップで送信した取得済ワークロード名をクリックして、ジョブの進行状況を確認できます。「取得サマリー」ページが表示され、データベース・リプレイ・インポート・ジョブ・リンクをクリックして、ジョブ実行ステップの進行状況を確認できます。
















10.11 既存のワークロードからのサブセットの作成



長時間をカバーする大きなワークロードを取得した場合は、テストを迅速化するために、ワークロードの特定の部分をリプレイするだけで済みます。データベース・リプレイ・ワークロードのサブセット化機能は、既存の取得済ワークロードの一部を抽出することにより、新しいワークロードを作成できます。

Enterprise Managerには、テスト・システムでリプレイに使用できる既存のワークロードからデータのサブセットを抽出するウィザードが用意されています。抽出された各サブセットは、自身のワークロード上または統合リプレイの他のワークロードでリプレイできる正規のワークロードです。

リプレイを実行するには、ワークロードを事前処理する必要があります。

この機能は、Cloud Control Databaseプラグイン12.1.0.5以降のリリースで利用できます。





ワークロードからサブセットを抽出するには、次の手順に従います。

	
「データベース・リプレイ」ページの「取得済ワークロード」タブから、サブセットを抽出するワークロードを選択し、「サブセット」をクリックします。

「サブセット・ワークロード: 定義」ページが表示され、ワークロードの「アクティブ・セッション履歴」グラフが表示されます。


	
ワークロードから抽出するサブセットの開始および終了時間を選択します。

	
ページの下部にある「サブセット」表の上の「追加」をクリックします。

サブセットの作成ポップアップが表示されます。


	
スナップショットまたはカレンダ時間のいずれかを選択して、開始および終了時間を指定し、「OK」をクリックします。


注意:

すべてのパフォーマンス・データが、選択したカレンダで使用できるとは限らないため、スナップショット時間が推奨される選択肢になります。



選択した期間は、グレー表示されたセグメントとして「アクティブ・セッション」グラフに表示されます。


	
オプション: 前述の手順で選択した場合とは異なる期間で1つ以上の追加のサブセットを定義します。


	
オプション: 「拡張パラメータ」セクションで、サブセット・ワークロードの終了後に未完了のコールを含めるかどうかを指定します。デフォルトでは、サブセットのワークロードが開始されると、未完了のコールが含まれます。

	
これらのパラメータでは、定義された境界の外部コールを組み込むことができます。たとえば、トランザクションの境界として、開始および終了時間を指定すると、指定された開始時間より前にトランザクションが開始され、指定された終了時間後も継続される場合があります。








	
「次」をクリックします。

「サブセット・ワークロード: データベース」ページが表示されます。


	
「データベース・ターゲット」フィールドの横の検索アイコンをクリックして、表示される「検索と選択: ターゲット」ポップアップから、サブセット化用のデータベースを選択します。

データベースおよびホスト資格証明が要求されます。


	
前述の手順で必要な入力を行い、「次へ」をクリックします。

「サブセット・ワークロード: 場所」ページが表示されます。

	
ソース・ホストおよびステージング・データベース・ホストが同じ場合は、場所が事前入力されるので、ソース・ワークロード・ファイルの場所を指定する必要はありません。


	
ソース・ホストおよびステージング・データベースが同じでない場合は、次の手順を実行します。

	
「ホスト」フィールドに表示されるホスト名からワークロード・ファイルにアクセスするかどうか、また、ソース・ホストから、表示される「宛先ホスト」にファイルをコピーするかどうかを選択します。

直接アクセスは、ワークロードのサブセット化に使用するデータベースが、指定したファイル・システムの場所を使用して元のワークロードに直接アクセスできることを意味します。これは、通常は元のワークロードがネットワーク共有された場所に格納されている場合です。

アクセス権のコピーは、2つのホストが共有ネットワーク・パスにないことを意味します。Enterprise Managerが元のワークロードを現在の場所から、サブセット・データベース・ホスト上の指定された場所にコピーできるように、ソース・ホスト資格証明を指定する必要があります。


	
前述の選択内容に応じて、ワークロード・ファイルを含むディレクトリの場所を指定するか、宛先ホストの場所を指定します。








	
「サブセット」フィールドで、各サブセットの記憶域の場所を指定し、「次へ」をクリックします。

「サブセット・ワークロード: スケジュール」ページが表示されます。


	
サブセット・ジョブを開始する時間を指定し、「次へ」をクリックします。

「サブセット・ワークロード: 確認」ページが表示されます。


	
すべてが目的どおりに表示されたら、「送信」をクリックします。

「データベース・リプレイ」ページには、ジョブが正常に送信されたことを示すメッセージが表示されます。「リプレイ・タスク」表のサブセットの「ステータス」列に、「進行中」と表示されます。


ヒント:

「確認」ステップで送信したサブセット名をクリックして、ジョブの進行状況を確認できます。「取得サマリー」ページが表示され、データベース・リプレイ・サブセット・ジョブリンクをクリックして、ジョブ実行ステップの進行状況を確認できます。
















10.12 新しい場所からのワークロードのコピーまたは移動



2つの目的で、コピー機能を使用できます。





	
ソースから別のホストおよび場所に取得ファイルを複製する。


	
新しいホストおよび場所に取得ファイルを移動し、元の場所からソース・ファイルを削除する。




この機能は、Cloud Control Databaseプラグイン12.1.0.5以降のリリースで利用できます。





新しい場所にワークロードをコピーするには、次の手順に従います。

	
「データベース・リプレイ」ページの「取得済ワークロード」タブで、新しい場所にコピーするワークロードを選択し、「コピー」をクリックします。

「ワークロードのコピー」ページが表示され、選択したワークロード・ディレクトリの現在のソースの場所が表示されます。


	
必要に応じて、記憶域ホストの資格証明を指定または変更します。現在の記憶域ホストで定義済の資格証明が自動的に取得されます。


	
「コピー後」ラジオ・ボタンを有効のままにします(ソースの場所の元のワークロードが保持されます)。


	
ワークロード・ディレクトリの新しい場所の「記憶域ホスト」を選択します。


	
新しい記憶域ホストの資格証明を指定します。


	
ワークロードの新しい「宛先ロケーション」のディレクトリを選択します。


	
ジョブをスケジュールし、「発行」をクリックします。

「データベース・リプレイ」ページが再度表示され、ジョブが発行され、記憶域の場所が正常に更新されたことを示すメッセージが表示されます。


ヒント:

「ジョブ・アクティビティ」ページに移動して、送信メッセージに表示されたジョブ名を検索し、そのリンクをクリックして「ジョブ実行」ページにアクセスすることで、ジョブの進行状況をチェックできます。
















10.13 APIを使用したデータベース・ワークロードの取得


この項では、APIを使用してデータベース・ワークロードを取得する方法について説明します。また、「Enterprise Managerを使用したデータベース・ワークロードの取得」で説明されているように、Oracle Enterprise Managerを使用してデータベース・ワークロードを取得できます。

DBMS_WORKLOAD_CAPTUREパッケージを使用してデータベース・ワークロードを取得する手順は、次のとおりです。

	
ワークロード取得フィルタの定義


	
ワークロードの取得の開始


	
ワークロードの取得の停止


	
ワークロードの取得のAWRデータのエクスポート


	
ワークロードの取得のAWRデータのインポート





関連項目:

	
DBMS_WORKLOAD_CAPTUREパッケージについては、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。














10.13.1 ワークロード取得フィルタの定義



この項では、ワークロード取得フィルタを追加および削除する方法について説明します。ワークロード取得に対するワークロード・フィルタの使用については、「ワークロード取得でのフィルタの使用」を参照してください。





ワークロード取得にフィルタを追加するには、次の手順に従います。

	
ADD_FILTERプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_CAPTURE.ADD_FILTER (
                           fname => 'user_ichan',
                           fattribute => 'USER',
                           fvalue => 'ICHAN');
END;
/


この例では、ADD_FILTERプロシージャは、user_ichanというフィルタを追加します。このフィルタは、ユーザー名ICHANに属するすべてのセッションを除外するために使用できます。

この例のADD_FILTERプロシージャでは、次のパラメータを使用します。

	
fname: 追加するフィルタの名前を指定する必須パラメータ。


	
fattribute: フィルタを適用する属性を指定する必須パラメータ。有効値は、PROGRAM、MODULE、ACTION、SERVICE、INSTANCE_NUMBERおよびUSERです。


	
fvalue: フィルタを適用する属性に対応する値を指定する必須パラメータ。一部の属性(モジュールやアクションなど)では、%などのワイルドカードを使用できます。











ワークロード取得からフィルタを削除するには、次の手順に従います。

	
DELETE_FILTERプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_CAPTURE.DELETE_FILTER (fname => 'user_ichan');
END;
/


この例では、DELETE_FILTERプロシージャは、ワークロードの取得からuser_ichanというフィルタを削除します。

この例のDELETE_FILTERプロシージャは、必須パラメータfnameを使用します。このパラメータは、削除するフィルタの名前を指定します。DELETE_FILTERプロシージャは、完了した取得に属するフィルタは削除せず、まだ開始されていない取得のフィルタのみに適用されます。














10.13.2 ワークロードの取得の開始



「データベース・ワークロードの取得の前提条件」で説明されているように、ワークロードの取得を開始する前に、まずデータベース・ワークロードを取得するための前提条件を満たしておく必要があります。また、「ワークロードの取得のオプション」で説明されているように、ワークロードの取得のオプションを確認する必要があります。

取得されたワークロードのリプレイを開始する前にリプレイ・システムを開始ポイントにリストアできるように、適切に定義されたワークロードの開始ポイントを取得することが重要です。ワークロードの取得の開始ポイントを適切に定義するには、ワークロードの取得が開始されたときにアクティブなユーザー・セッションが存在しないことが理想的です。アクティブ・セッションでトランザクションが進行中の場合、それらのトランザクションはその後のデータベース・リプレイで適切にリプレイされませんが、これは、トランザクションのうち、ワークロードの取得を開始した後に実行されたコールの部分しかリプレイされないためです。この問題を避けるには、ワークロードの取得を開始する前にSTARTUP RESTRICTを使用してデータベースを制限モードで再起動します。ワークロードの取得が開始されると、データベースは自動的に無制限モードに切り替わり、ワークロードの取得中は通常の操作を続行できます。ワークロード取得前のデータベースの再起動の詳細は、「データベースの再起動」を参照してください。





ワークロード取得を開始するには、次の手順に従います。

	
START_CAPTUREプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_CAPTURE.START_CAPTURE (name => 'dec10_peak', 
                           dir => 'dec10',
                           duration => 600,
                           capture_sts => TRUE,
                           sts_cap_interval => 300);
END;
/


この例では、dec10_peakというワークロードが600秒間取得され、dec10というデータベース・ディレクトリ・オブジェクトで定義されたファイル・システムに格納されます。ワークロードの取得と並行して、SQLチューニング・セットも取得されます。

この例のSTART_CAPTUREプロシージャでは、次のパラメータを使用します。

	
name: 取得するワークロードの名前を指定する必須パラメータ。


	
dir: 取得したワークロードを格納するディレクトリを指すディレクトリ・オブジェクトを指定する必須パラメータ。


	
duration: ワークロードの取得が終了するまでの時間(秒)を指定するパラメータ。値を指定しない場合、ワークロードの取得は、FINISH_CAPTUREプロシージャがコールされるまで続きます。


	
capture_sts: ワークロードの取得と並行してSQLチューニング・セットを取得するかどうかを指定するパラメータ。このパラメータをTRUEに設定した場合、ワークロードの取得中に1つのSQLチューニング・セットを取得し、ワークロードのリプレイ中にもう1つ別のSQLチューニング・セットを取得することで、SQL文を再実行しなくても、SQLパフォーマンス・アナライザを使用してそれらのSQLチューニング・セットを比較できます。この方法では、データベース・リプレイの実行中に、SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートを取得して、変更の前と後のSQLパフォーマンスを比較することができます。また、「ワークロードの取得のAWRデータのエクスポート」で説明されているように、EXPORT_AWRプロシージャを使用して、結果のSQLチューニング・セットをそのAWRデータとともにエクスポートできます。

この機能は、Oracle RACではサポートされていません。DBMS_WORKLOAD_CAPTUREを使用して定義したワークロード取得フィルタは、SQLチューニング・セットの取得には適用されません。このパラメータのデフォルト値はFALSEです。


	
sts_cap_interval: カーソル・キャッシュからのSQLチューニング・セット取得の継続時間(秒)を指定するパラメータ。デフォルト値は300です。このパラメータの値をデフォルト値未満に設定すると、一部のワークロードで追加オーバーヘッドが生じる可能性があるため、そのような設定は推奨されません。

















10.13.3 ワークロードの取得の停止



この項では、ワークロード取得を停止する方法について説明します。





ワークロード取得を停止するには、次の手順に従います。

	
FINISH_CAPTUREプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_CAPTURE.FINISH_CAPTURE (); 
END;
/


この例では、FINISH_CAPTUREプロシージャは、ワークロードの取得を終了し、データベースを通常の状態に戻します。









ヒント:

本番システムでワークロードを取得したら、取得したワークロードを事前処理する必要があります。詳細は、「データベース・ワークロードの事前処理」を参照してください。













10.13.4 ワークロードの取得のAWRデータのエクスポート



AWRデータをエクスポートすると、ワークロードの詳細な分析が可能になります。このデータは、2つのワークロードの取得(またはリプレイ)に対して、リプレイの期間比較レポートまたはAWR期間比較レポートを実行する場合には必須です。





AWRデータをエクスポートする手順は次のとおりです。

	
EXPORT_AWRプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_CAPTURE.EXPORT_AWR (capture_id => 2);
END;
/


この例では、取得IDが2のワークロード取得に対応するAWRスナップショットがエクスポートされます。また、ワークロードの取得中に取得されたSQLチューニング・セットもエクスポートされます。

EXPORT_AWRプロシージャでは、AWRスナップショットをエクスポートする取得のIDを指定する必須パラメータcapture_idを使用します。capture_idパラメータの値がDBA_WORKLOAD_CAPTURESビューのID列に表示されます。


注意:

このプロシージャは、対応するワークロードの取得が現在のデータベースで実行され、元の取得期間に対応するAWRスナップショットがまだ使用可能である場合にのみ、機能します。











関連項目:

DBA_WORKLOAD_CAPTURESビューの詳細は、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。













10.13.5 ワークロードの取得のAWRデータのインポート



AWRデータは取得システムからエクスポートすると、取得済ワークロードをリプレイするテスト・システムなどの別のシステムにインポートできます。AWRデータをインポートすると、ワークロードの詳細な分析が可能になります。このデータは、2つのワークロードの取得(またはリプレイ)に対して、リプレイの期間比較レポートまたはAWR期間比較レポートを実行する場合には必須です。





AWRデータをインポートするには、次の手順を実行します。

	
次の例に従って、IMPORT_AWRファンクションを使用します。


CREATE USER capture_awr
SELECT DBMS_WORKLOAD_CAPTURE.IMPORT_AWR (capture_id => 2,
                                         staging_schema => 'capture_awr')
  FROM DUAL;


この例では、取得IDが2のワークロード取得に対応するAWRスナップショットがcapture_awrという名前のステージング・スキーマを使用してインポートされます。

この例のIMPORT_AWRプロシージャでは、次のパラメータを使用します。

	
必須パラメータcapture_idでは、AWRスナップショットをインポートする取得のIDを指定します。capture_idパラメータの値がDBA_WORKLOAD_CAPTURESビューのID列に表示されます。


	
必須パラメータstaging_schemaでは、SYS AWRスキーマにAWRスナップショットをインポートする間に、ステージング領域として使用できる現在のデータベースの有効なスキーマ名を指定します。












注意:

staging_schemaパラメータで指定したスキーマにAWR表と同じ名前の表が含まれる場合、このファンクションは失敗します。




関連項目:

DBA_WORKLOAD_CAPTURESビューの詳細は、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。













10.14 ビューを使用したワークロードの取得の監視


この項では、ワークロードの取得を監視するために表示できるビューの概要を示します。また、「Enterprise Managerを使用したワークロードの取得の監視」で説明されているように、Oracle Enterprise Managerを使用してワークロードの取得を監視できます。

これらのビューにアクセスするには、次のDBA権限が必要です。

	
DBA_WORKLOAD_CAPTURESビュー: 現在のデータベースで取得されたワークロードの取得をすべて示します。


	
DBA_WORKLOAD_FILTERSビュー: 現在のデータベースに定義されたワークロードの取得に対して使用されるワークロード・フィルタをすべて示します。





関連項目:

	
DBA_WORKLOAD_CAPTURESビューの詳細は、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。


	
DBA_WORKLOAD_FILTERSビューの詳細は、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。














11 データベース・ワークロードの事前処理


ワークロードを取得し、テスト・システムの設定が完了したら、取得したデータを事前処理する必要があります。取得されたワークロードの事前処理によって、ワークロードのリプレイに必要なすべてのメタデータが作成されます。事前処理は、取得したワークロードをリプレイする前に、ワークロードごとに1回行う必要があります。取得したワークロードは、事前処理を行うと、リプレイ・システムで繰り返しリプレイできるようになります。

取得したワークロードを事前処理するには、まず、取得したすべてのデータ・ファイルを取得システムの格納先のディレクトリから、事前処理を実行するインスタンスのディレクトリに移動する必要があります。事前処理は、リソースを大量に必要とするため、次の条件を満たすシステムで実行する必要があります。

	
本番システムから切り離されている


	
リプレイ・システムと同じバージョンのOracle Databaseが実行されている




Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)では、事前処理用にリプレイ・システムのデータベース・インスタンスを1つ選択します。このインスタンスは、ローカル・ファイル・システムまたは共有ファイル・システムに格納可能な、事前処理を必要とする取得済データ・ファイルにアクセスできる必要があります。取得システムの取得ディレクトリのパスが各インスタンスで別の物理ディレクトリに解決される場合、それらを前処理が実行される1つの取得ディレクトリにマージする必要があります。すべてのディレクトリには、同じディレクトリ・ツリーが必要であり、これらのディレクトリに含まれるすべてのファイルは、取得ディレクトリと同じ相対パスを持つディレクトリに移動される必要があります。

通常、取得したワークロードはリプレイ・システムで事前処理します。取得したワークロードをリプレイ・システムから切り離されたシステムで事前処理する場合は、事前処理完了後に、すべての事前処理済データ・ファイルを、事前処理を行ったシステムの格納先ディレクトリからリプレイ・システムのディレクトリに移動する必要があります。

この章の構成は、次のとおりです。

	
Enterprise Managerを使用した単一のデータベース・ワークロードの準備


	
APIを使用したデータベース・ワークロードの事前処理





ヒント:

取得したワークロードを前処理する前に、「データベース・ワークロードの取得」で説明されているように、まず本番システムでワークロードを取得する必要があります。











11.1 Enterprise Managerを使用した単一のデータベース・ワークロードの準備


単一のワークロードを準備するには、次のタスクを実行する必要があります。

	
データベース・リプレイ・タスクの作成


	
リプレイ・タスクからのリプレイの作成


	
テスト・データベースの準備


	
ワークロードの前処理とリプレイ・クライアントのデプロイ





注意:

テスト・データベースの準備が必要なのは、まだ準備を行っていない場合のみです。



この後の各項では、これらのタスクの実行方法について説明します。









11.1.1 データベース・リプレイ・タスクの作成



データベース・リプレイ・タスクを作成する前に、リプレイする取得に取得済ユーザー・コールがあることを確認します。





データベース・リプレイ・タスクを作成するには、次の手順に従います。

	
データベース・リプレイ・ページで「リプレイ・タスク」タブをクリックし、ツールバーの「作成」をクリックします。

タスクの作成ページが表示されます。

[image: GUID-2BF584BE-AEB0-4F75-917B-5067F3DC6858-default.gifの説明が続きます]



	
タスクの名前を指定し、リプレイする取得を選択して、「発行」をクリックします。統合されたリプレイで、2つ以上の取得を選択します。

データベース・リプレイ・ページが再度表示され、「リプレイ・タスク」タブの表に新しく作成されたリプレイ・タスクが表示されます。

[image: GUID-3F24130E-49D4-4858-9F90-B70F1C903B9A-default.gifの説明が続きます]















11.1.2 リプレイ・タスクからのリプレイの作成



リプレイを作成するには、次の手順に従います。

	
データベース・リプレイ・ページで「リプレイ・タスク」タブをクリックします。


	
表の必要なリプレイ・タスクのリンクをクリックします。

取得のリプレイ・タスク・ページが表示されます。

[image: GUID-E507589F-19A6-42B5-9816-BDFCADB663BD-default.gifの説明が続きます]



	
「リプレイ」セクションの「作成」をクリックします。

「リプレイの作成」ポップアップが表示されます。


	
必要な名前と説明(オプション)を入力し、「ターゲット・データベース」アイコンをクリックします。

「検索と選択: ターゲット」ポップアップが表示されます。


	
必要なデータベースを選択して、「選択」をクリックします。


	
「リプレイの作成」ポップアップの「OK」をクリックします。

必要なタスクを実行するリンク付きの「タスク・リスト」が含まれるリプレイのデータベース・リプレイ・ページが表示されます。

[image: GUID-950007C1-3212-4CFE-9B91-C0B2667D75C3-default.gifの説明が続きます]









次の項で説明されている、「タスク・リスト」の最初のタスクに進みます。











11.1.3 テスト・データベースの準備



テスト・データベースの準備では、次の操作を実行します。





	
テスト・データベースの設定


	
テスト・データベースの分離





注意:

このタスクは任意で実行します。テスト・データベースをすでに設定している場合、「ワークロードの前処理とリプレイ・クライアントのデプロイ」に進みます。



次の手順は、各タスクの実行方法を説明しており、どのような順番で実行してもかまいません。





テスト・データベースを設定するには、次の手順に従います。

	
特定のリプレイのリプレイ・ページで、「テスト・データベースの設定」タスクのリンクをクリックします。

テスト・データベースの設定ページが表示されます。

[image: GUID-D93F1F06-9C2B-40EE-9635-EFF1C540A396-default.gifの説明が続きます]



	
データベースをアップグレードするかどうかを選択し、クラスタ・データベースであるかどうかを示します。


	
「既存データベース・ソフトウェアのクローニング」サブタスクの「タスクに移動」アイコンをクリックするか、先にテスト・データベースを作成する場合は「全タスクの有効化」をクリックします。


	
ウィザードのオンライン・ヘルプに記載されている指示に従います。

タスクが完了すると、各タスクの「ステータス」列にチェックマークが表示されます。


	
データベース・リプレイ・ページに戻るには、「OK」をクリックします。








テスト・データベースを分離するには、次の手順に従います。

	
特定のリプレイのリプレイ・ページで、「テスト・データベースの分離」タスクのリンクをクリックします。

外部システムへの参照はリプレイ中に問題の原因になる可能性があることを説明するページが表示されます。

[image: GUID-8AB6B099-00CD-4489-8A6E-AE64A3C13449-default.gifの説明が続きます]



	
表示されるリンクを使用して、可能性のある外部システムへの参照を検証し、無効な参照を変更して「OK」をクリックします。

リプレイ・サマリー・ページが再度表示されます。














11.1.4 ワークロードの前処理とリプレイ・クライアントのデプロイ



リプレイの最終準備をするには、次の手順に従います。





	
ワークロードの前処理

取得済の各ワークロードに対し、ワークロードをリプレイするデータベースのバージョンごとに1回前処理を実行します。ワークロードを前処理したら、テスト・データベースのバージョンがワークロードを前処理したバージョンと同じであるかぎり、それ以降のリプレイ・タスクでは、再度前処理をする必要なくそれをリプレイできます。たとえば、MyReplay1およびMyReplay2という2つのリプレイ名を持つリプレイ・タスクがある場合、MyReplay1を前処理した後は、ディレクトリ・オブジェクトを直接再使用するだけでMyReplay2をリプレイできます。

前処理には、ワークロード・アナライザ・レポートを使用できます。


	
リプレイ・クライアントのデプロイ

リプレイ・クライアント・ホストが、「データベース・ターゲット名」フィールドに指定したテスト・データベースのOracleホームにアクセスできる場合は、リプレイ・クライアントを別のリプレイ・クライアント・ホストにデプロイする必要はありません。




次の手順は、各タスクを完了する方法を説明しています。





ワークロードを事前処理するには、次の手順に従います。

	
特定のリプレイのリプレイ・ページで、「ワークロードの事前処理」タスクのリンクをクリックします。

「取得されたワークロードの前処理: ワークロードの検索」ページが表示されます。

[image: GUID-509901C2-E676-4336-AB4D-3B512DFEDBD9-default.gifの説明が続きます]



	
必要なワークロードの場所オプションを選択して、「次」をクリックします。


注意:

最初はコピー・オプションを選択する必要があります。



「取得されたワークロードの前処理: ワークロードのコピー」ページが表示されます。

[image: GUID-56FC3A7C-E404-4A78-8B18-A51722B45402-default.gifの説明が続きます]



	
必要な資格証明およびワークロードのコピーおよび前処理先の新しい場所を指定し、「次」をクリックします。

	
統合されたリプレイには複数のソース・ワークロードがあるため、複数のソース資格証明をワークロード・ディレクトリの現在の場所に入力しなければならないことがあります。統合リプレイの詳細は、「Enterprise Managerを使用したデータベース統合リプレイの使用」を参照してください。




システムは処理中に進捗状況の棒グラフを表示して応答し、コピー操作が終了した後に取得されたワークロードの前処理: ディレクトリを選択ページが表示されます。

[image: GUID-2251282C-9456-4484-826A-5F41D048A9DB-default.gifの説明が続きます]



	
ディレクトリ・オブジェクトを指定するかワークロードが含まれる場所をポイントする新しいディレクトリ・オブジェクトを作成します。前の手順でワークロードを新しい場所にコピーするよう選択をした場合、ディレクトリ・オブジェクトが「ワークロード・ディレクトリの新しい場所」で指定した正しい場所を確実にポイントするようにします。

システムは取得サマリーを表示して応答します。「詳細の取得」セクションを展開して、ワークロード・プロファイルとワークロード・フィルタを表示できます。統合されたリプレイに取得サマリーは表示されません。

「次へ」をクリックして、「取得されたワークロードの前処理: スケジュール」ページを表示します。


	
前処理ジョブのスケジュールを入力します。

	
必要な独自のジョブ名を指定するか、システム提供の名前をそのまま使用します。ジョブ・システムは、自動的に大文字でジョブに名前を付けます。


	
ジョブを発行後すぐに実行するか、または後で実行するかを示します。


	
ホスト資格証明を指定します。これは、オペレーティング・システムでの前処理ジョブの実行に使用されます。




「次へ」をクリックし、「取得されたワークロードの前処理: 確認」ページを表示します。


	
意図したとおりに設定されていることを確認して、「発行」をクリックします。

データベース・リプレイ・ページが表示され、入力にエラーがないものと見なされ、ページ上部の確認メッセージに「ワークロードの準備ジョブJOBNAMEは正常に作成されました。」と表示されます。


	
「JOBNAME」リンクをクリックして、ジョブのステータスを確認します。「ワークロード・リプレイ」タスクに進む前に、ジョブが完了している必要があります。


注意:

試行後に期間比較レポートを生成するには、テスト・データベースに追加のPL/SQLパッケージをインストールする必要があるという内容のメッセージが、「タスク・リスト」に表示される場合があります。「ワークロード・リプレイ」タスクに進む前に、この問題を解決するには、「PL/SQLパッケージのインストール」をクリックします。




ヒント:

取得したワークロードを事前処理したら、テスト・システムでリプレイできます。詳細は、「データベース・ワークロードのリプレイ」を参照してください。










リプレイ・クライアントをデプロイするには、次の手順に従います。

	
特定のリプレイのリプレイ・ページで、「リプレイ・クライアントのデプロイ」タスクのリンクをクリックします。

リプレイ・クライアントのデプロイ・ページが表示されます。

[image: GUID-C15D05D2-3396-4822-95F1-42D041173FA0-default.gifの説明が続きます]



	
関連するワークロード取得に定義されているデフォルト値をそのまま使用するか、それらの値をオーバーライドして「続行」をクリックします。

Oracleデータベース・クライアントのプロビジョニング・ウィザードが表示されます。


	
ウィザードの各ステップのオンライン・ヘルプに記載されている指示に従います。

「確認」ステップで「発行」をクリックすると、設定したスケジュールに従ってデプロイメント・プロシージャが実行され、リプレイ・サマリー・ページが再度表示されます。














11.2 APIを使用したデータベース・ワークロードの事前処理



この項では、DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用して取得したワークロードを事前処理する方法について説明します。また、「Enterprise Managerを使用した単一のデータベース・ワークロードの準備」で説明されているように、Oracle Enterprise Managerを使用して取得済ワークロードを前処理することも可能です。





取得済のワークロードを処理するには、次の手順に従います。

	
PROCESS_CAPTUREプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_REPLAY.PROCESS_CAPTURE (capture_dir => 'dec06');
END;
/


この例では、dec06ディレクトリに格納されている取得済ワークロードが事前処理されます。

この例のPROCESS_CAPTUREプロシージャでは、必須パラメータcapture_dirを使用します。このパラメータは、事前処理する取得済ワークロードが含まれているディレクトリを指定します。









ヒント:

取得したワークロードを事前処理したら、テスト・システムでリプレイできます。詳細は、「データベース・ワークロードのリプレイ」を参照してください。




関連項目:

	
DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージについては、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。
















11.2.1 ワークロード・アナライザのコマンドライン・インタフェースの実行



ワークロード・アナライザは、ワークロード取得ディレクトリを分析して、取得ワークロードのうち、データ不足、ワークロード取得中に発生したエラー、データベース・リプレイによってサポートされていない使用機能などのために正確にリプレイできない部分を識別するJavaプログラムです。ワークロード分析の結果は、分析対象である取得ディレクトリ内に置かれるwcr_cap_analysis.htmlという名前のHTMLレポートに保存されます。エラーを防ぐことができる場合、ワークロード分析レポートにはリプレイ前に実行できる予防措置が示されます。エラーを修正できない場合はワークロード分析レポートにそのエラーに関する記述が加えられるので、リプレイ時にそのエラーを考慮しておくことができます。ワークロード・アナライザの実行はデフォルトのオプションであり、実行することを強く推奨します。


注意:

Oracle Enterprise Managerを使用してワークロードの取得を事前処理する場合は、コマンドライン・インタフェースでワークロード・アナライザを実行する必要はありません。Oracle Enterprise Managerでは、ワークロードの事前処理の一環としてワークロード・アナライザを実行できます。



ワークロード・アナライザは、Oracle Database Enterprise Editionリリース11.2.0.2以上が実行されているシステムの$ORACLE_HOME/rdbms/jlib/ディレクトリにある2つのJARファイル(dbranalyzer.jarおよびdbrparser.jar)で構成されます。ワークロード・アナライザには、Java 1.5以上および$ORACLE_HOME/jdbc/lib/ディレクトリにojdbc6.jarファイルが必要です。





ワークロード・アナライザを実行するには、次の手順に従います。

	
コマンドライン・インタフェースで、1行で次のjavaコマンドを実行します。


java -classpath
$ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar:$ORACLE_HOME/rdbms/jlib/dbrparser.jar:
$ORACLE_HOME/rdbms/jlib/dbranalyzer.jar:
oracle.dbreplay.workload.checker.CaptureChecker
<capture_directory> <connection_string>


capture_directoryパラメータには、取得ディレクトリのオペレーティング・システム・パスを入力します。このディレクトリには、ワークロード取得のAWRデータもエクスポートされている必要があります。connection_stringパラメータには、リリース11.1以上のOracle Databaseの接続文字列を入力します。

このコマンドの例は次のとおりです。


java -classpath
$ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar:$ORACLE_HOME/rdbms/jlib/dbrparser.jar:
$ORACLE_HOME/rdbms/jlib/dbranalyzer.jar:
oracle.dbreplay.workload.checker.CaptureChecker /scratch/capture
jdbc:oracle:thin:@myhost.mycompany.com:1521:orcl


	
求めらたら、ターゲット・データベースのDBMS_WORKLOAD_CAPTUREパッケージのEXECUTE権限およびターゲット・データベースのSELECT_CATALOGロールを持つデータベース・ユーザーのユーザー名とパスワードを入力します。














12 データベース・ワークロードのリプレイ


取得されたワークロードの事前処理後に、Oracle Databaseの同じバージョンを稼働しているリプレイ・システムで繰り返しリプレイすることができます。通常は、事前処理されたワークロードがリプレイされるリプレイ・システムは、本番システムとは別のテスト・システムである必要があります。

この章では、テスト・システムでデータベース・ワークロードをリプレイする方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
データベース・ワークロードのリプレイの手順


	
Enterprise Managerを使用したデータベース・ワークロードのリプレイ


	
Enterprise Managerを使用したリプレイ・スケジュールおよびパラメータの設定


	
Enterprise Managerを使用したワークロードのリプレイの監視


	
Enterprise Manager外部のリプレイのインポート


	
APIを使用したデータベース・ワークロードのリプレイ


	
APIを使用したワークロードのリプレイの監視





ヒント:

データベース・ワークロードをリプレイする前に、次の操作を行う必要があります。

	
本番システムでのワークロードの取得(「データベース・ワークロードの取得」)


	
取得されたワークロードの事前処理(「データベース・ワークロードの事前処理」)














12.1 データベース・ワークロードのリプレイ手順


リプレイ・システムを適切に準備し、ワークロードのリプレイを適切に計画すると、リプレイの正確性が保証されます。データベースのワークロードをリプレイする前に、次の手順を完了して、リプレイ・システムとワークロードのリプレイを準備します。

	
リプレイ・ディレクトリの設定


	
データベースのリストア


	
外部システムへの参照の解決


	
接続の再マッピング


	
ユーザーの再マッピング


	
リプレイ・オプションの指定


	
ワークロード・リプレイ時のフィルタの使用


	
リプレイ・クライアントの設定












12.1.1 リプレイ・ディレクトリの設定


取得したワークロードは、事前処理してリプレイ・システムにコピーしておく必要があります。事前処理したワークロードのコピー先ディレクトリのディレクトリ・オブジェクトが、リプレイ・システムに存在している必要があります。









12.1.2 データベースのリストア


ワークロードをリプレイする前に、リプレイ・システムのアプリケーション・データの状態を、ワークロードの取得の開始時における取得システムのデータの状態と論理的に同じにする必要があります。これによって、リプレイ時のリプレイの相違が最小限に抑えられます。データベースのリストア方法は、ワークロードの取得前に使用したバックアップ方法に応じて異なります。たとえば、取得システムのバックアップにRMANを使用した場合は、テスト・データベースの作成にRMANのDUPLICATE機能を使用できます。詳細は、「データベース・ワークロードの取得の前提条件」を参照してください。

リプレイ・システムで適切なアプリケーション・データを使用してデータベースを作成したら、テストするシステム変更(データベースやオペレーティング・システムのアップグレードなど)を行います。データベース・リプレイの主な目的は、取得したワークロードでシステム変更の影響をテストすることです。したがって、実行したシステム変更によって、取得したワークロードで実施するテストが定義されることになります。









12.1.3 外部システムへの参照の解決


取得したワークロードに、データベース・リンクや外部表などの外部システムへの参照が含まれている場合があります。通常、このような外部との対話は、リプレイ時に他の本番システムに影響が及ばないように再構成する必要があります。ワークロードのリプレイ前に解決する必要がある外部参照は、次のとおりです。

	
データベース・リンク

通常、リプレイ・システムが他のデータベースと相互作用するのは好ましくありません。したがって、リプレイに必要なデータが含まれている適切なデータベースを指すように、すべてのデータベース・リンクを再構成する必要があります。


	
外部表

外部表によって参照されるディレクトリ・オブジェクトを試用して指定されたすべての外部ファイルは、リプレイ時にデータベースに対して使用可能である必要があります。これらのファイルのコンテンツは、取得時と同一である必要があり、外部表の定義に使用されるファイル名およびディレクトリ・オブジェクトも有効である必要があります。


	
ディレクトリ・オブジェクト

本番システムのディレクトリへの参照は、データベースのリストア後にリプレイ・システムに存在するディレクトリ・オブジェクトを適切に再定義することによって再構成する必要があります。


	
URL

ワークロードの取得時にアクセスしたWebサービスがリプレイ時に適切なURLを指すように、データベースに格納されているURL/URIを構成する必要があります。ワークロードが本番システムに格納されているURLを参照する場合、リプレイ時にそのテスト・システム・ネットワークを切り離す必要があります。


	
電子メール

リプレイ時に電子メール通知が再送信されないようにするには、送信電子メールのリクエストを無視するように、リプレイ・システムにアクセス可能な電子メール・サーバーを構成する必要があります。





ヒント:

リプレイ時に他の本番システムに影響が及ばないようにするために、リプレイは、本番環境のホストにアクセスできない切り離されたプライベート・ネットワーク内で実行することをお薦めします。











12.1.4 接続の再マッピング


ワークロードの取得時に、本番システムへの接続に使用される接続文字列が取得されます。リプレイが正常に完了するには、この接続文字列をリプレイ・システムに再マッピングする必要があります。これによって、リプレイ・クライアントは再マッピングされた接続を使用してリプレイ・システムに接続できます。

Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)データベースの場合、すべての接続文字列をロード・バランシング接続文字列にマップできます。これは、リプレイ・システムのノード数が取得システムとは異なる場合に特に便利です。また、ワークロードを特定のインスタンスに適用する場合は、サービスを使用するか、または再マッピングした接続文字列でインスタンス識別子を明示的に指定することができます。









12.1.5 ユーザーの再マッピング


ワークロードの取得時、本番システムに接続するために使用されるデータベース・ユーザーまたはスキーマのユーザー名が取得されます。取得したユーザー名は、新しいユーザーまたはスキーマに再マッピングするよう選択できます。









12.1.6 リプレイ・オプションの指定


データベースをリストアして接続とユーザーを再マッピングしたら、必要に応じて次のリプレイ・オプションを設定できます。

	
コミット順序の保持


	
セッションの接続速度の制御


	
セッション内のリクエスト速度の制御












12.1.6.1 コミット順序の保持


synchronizationパラメータによって、取得したワークロード内のCOMMITの順序をリプレイ時に保持するかどうかが制御されます。

このパラメータをSCNに設定すると、取得したワークロード内のCOMMITの順序がリプレイ時に保持され、すべてのリプレイ・アクションがすべての依存COMMITアクションの完了後にのみ実行されます。

このパラメータをOBJECT_IDに設定すると、関連するすべてのCOMMITアクションが完了するまで、すべてのリプレイ・アクションは実行されません。関連するCOMMITアクションは、次の条件を満たしている必要があります。

	
ワークロードの取得内の指定したアクションの前に発行されている。


	
指定したアクションが暗黙的または明示的に参照しているデータベース・オブジェクトが1つ以上修正されている。




このパラメータをOBJECT_IDに設定すると、ワークロードの取得時に同じデータベース・オブジェクトを参照しないCOMMITアクションに関して、ワークロードのリプレイ時の同時実行性が向上します。

パラメータを「オフ」に設定してこのオプションは無効にできますが、リプレイ時に大量のリプレイの相違が発生する可能性があります。このような状況は、ワークロードが独立したトランザクションで主に構成され、同期されていないリプレイ時の相違が許容される場合には望ましいこともあります。









12.1.6.2 セッション接続率の制御


connect_time_scaleパラメータによって、ワークロードの取得を開始した時点から各セッションが接続した時点までの経過時間をスケール変更できます。このオプションでは、パーセント値を指定して、リプレイ時のセッションの接続時間を操作できます。デフォルト値は100で、すべてのセッションへの接続が取得時のとおりに試行されます。このパラメータを0(ゼロ)に設定すると、すべてのセッションへの接続が即時試行されます。









12.1.6.3 セッション内のリクエスト率の制御


ユーザー思考時間とは、リプレイされたユーザーが単一セッションでコールの発行から次のコールの発行までに待機する経過時間です。リプレイの速度を制御するには、think_time_scaleパラメータを使用してリプレイ時のユーザー思考時間をスケール変更します。

リプレイ時のユーザー・コールの実行が取得時より遅い場合は、think_time_auto_correctパラメータをTRUEに設定して、データベース・リプレイで遅延の回復を試行できます。これによってリプレイ・クライアントでのコール間の思考時間を短縮できるため、リプレイ時の経過時間全体が取得時の経過時間により近くなります。

リプレイ時のユーザー・コールの実行が取得時よりも速い場合は、think_time_auto_correctパラメータをTRUEに設定しても思考時間は変更されません。取得された経過時間に一致させるために、リプレイ・クライアントがコール間の思考時間を長くすることはありません。









12.1.7 ワークロード・リプレイでのフィルタの使用


デフォルトでは、取得したすべてのデータベース・コールが、ワークロードのリプレイ時にリプレイされます。ワークロード・フィルタを使用して、ワークロード・リプレイ時にワークロードに含めるデータベース・コール、または除外するデータベース・コールを指定できます。

ワークロード・リプレイ・フィルタは、定義後、ワークロード・リプレイで使用できるようにリプレイ・フィルタ・セットに追加されます。包含フィルタおよび除外フィルタという2種類のワークロード・フィルタがあります。包含フィルタでは、リプレイされるデータベース・コールを指定できます。除外フィルタでは、リプレイされないデータベース・コールを指定できます。ワークロード・リプレイでは包含フィルタまたは除外フィルタを使用できますが、両方を使用することはできません。ワークロード・フィルタは、リプレイ・フィルタ・セットの作成時に包含または除外フィルタと判断されます。









12.1.8 リプレイ・クライアントの設定


リプレイ・クライアントはマルチスレッド化されたプログラム($ORACLE_HOME/binディレクトリにあるwrcという名の実行可能ファイル)で、スレッドごとに取得済セッションからワークロードを発行します。リプレイが開始される前に、データベースはリプレイ・クライアントの接続を待機します。この時点で、リプレイ・クライアントを設定して起動する必要があり、このリプレイ・クライアントがリプレイ・システムに接続し、ワークロードに取得された内容に基づいてリクエストを送信します。

リプレイ・クライアントを開始する前に、次の項目を確認します。

	
リプレイ・クライアント・ソフトウェアが実行場所のホストにインストールされていること


	
リプレイ・クライアントがリプレイ・ディレクトリにアクセスできること


	
リプレイ・ディレクトリに事前処理された取得済のワークロードが含まれていること


	
リプレイ・ユーザーが正しいユーザーID、パスワードおよび権限を持っていること(リプレイ・ユーザーにはDBAロールが必要であり、SYSユーザーはリプレイ・ユーザーになることができない)


	
リプレイ・クライアントは、データベースが実行されているシステムでは起動しません。


	
リプレイ・クライアントは、データベース・ファイルが存在しているファイル・システムとは別のファイル・システム上の取得ディレクトリを読み取ります。

このため、取得ディレクトリをリプレイ・クライアントが実行されるシステムにコピーします。リプレイの完了後、取得ディレクトリは削除できます。




これらの前提条件を満たしたら、wrc実行可能ファイルを使用してリプレイ・クライアントの設定および起動に進むことができます。wrc実行可能ファイルでは、次の構文を使用します。


wrc [user/password[@server]] MODE=[value] [keyword=[value]]


パラメータuser、password、およびserverは、リプレイ・データベースへの接続に使用するユーザー名、パスワード、および接続文字列を指定します。パラメータmodeは、wrc実行可能ファイルの実行モードを指定します。使用可能な値はreplay(デフォルト)、calibrate、およびlist_hostsです。パラメータkeywordは、実行に使用するオプションを指定し、これは選択したモードにより異なります。使用可能なキーワードおよび対応する値を表示するには、引数なしでwrc実行可能ファイルを実行します。

次の項では、wrc実行可能ファイルの実行時に選択できるモードについて説明します。

	
「リプレイ・クライアントの較正」


	
「リプレイ・クライアントの起動」


	
「ホスト情報の表示」












12.1.8.1 リプレイ・クライアントの較正


1つのリプレイ・クライアントからデータベースとの複数のセッションを開始できるため、取得されたセッションごとにリプレイ・クライアントを起動する必要はありません。起動する必要があるリプレイ・クライアントの数は、ワークロード・ストリームの数、ホストの数およびホストごとのリプレイ・クライアントの数によって異なります。

リプレイ・クライアントおよび特定のワークロードをリプレイするために必要なホストの数を見積もるには、wrc実行可能ファイルをcalibrateモードで実行します。

較正モードでは、wrc実行可能ファイルで次のキーワードを使用できます。

	
replaydir: リプレイする事前処理された取得済のワークロードを含むディレクトリを指定します。指定しない場合は、デフォルトで現在のディレクトリが使用されます。


	
process_per_cpu: 各CPUで実行可能なクライアント・プロセスの最大数を指定します。デフォルト値は4です。


	
threads_per_process: 1つのクライアント・プロセスで実行可能なスレッドの最大数を指定します。デフォルト値は50です。




次の例は、較正モードでwrc実行可能ファイルを実行する方法を示しています。


%> wrc mode=calibrate replaydir=./replay


この例では、現在のディレクトリ内のreplayサブディレクトリに格納されている取得済のワークロードのリプレイに必要なリプレイ・クライアントおよびホストの数を見積もるために、wrc実行可能ファイルを実行しています。次の出力例では、21個以上のリプレイ・クライアントを6個のCPUで分割して使用することが推奨されています。


Workload Replay Client: Release 12.1.0.0.1 - Production on Fri Sept 30
13:06:33 2011
 
Copyright (c) 1982, 2011, Oracle.  All rights reserved.
 
Report for Workload in: /oracle/replay/
-----------------------
 
Recommendation:
Consider using at least 21 clients divided among 6 CPU(s).
 
Workload Characteristics:
- max concurrency: 1004 sessions
- total number of sessions: 1013
 
Assumptions:
- 1 client process per 50 concurrent sessions
- 4 client process per CPU
- think time scale = 100
- connect time scale = 100
- synchronization = TRUE









12.1.8.2 リプレイ・クライアントの起動


ワークロードをリプレイするために必要となるリプレイ・クライアントの数を決定したら、wrc実行ファイルがインストールされているホスト上でこれらの実行ファイルをreplayモードで実行し、リプレイ・クライアントを開始する必要があります。各リプレイ・クライアントは、起動されると、データベースとの1つ以上のセッションを開始してワークロードをリプレイします。

リプレイ・モードでは、wrc実行可能ファイルで次のキーワードを使用できます。

	
useridおよびpassword: リプレイ・クライアントのリプレイ・ユーザーのユーザーIDおよびパスワードを指定します。指定しない場合は、デフォルトでsystemユーザーが使用されます。


	
server: リプレイ・システムへの接続に使用する接続文字列を指定します。指定しない場合は、デフォルトで空の文字列が使用されます。


	
replaydir: リプレイする事前処理された取得済のワークロードを含むディレクトリを指定します。指定しない場合は、デフォルトで現在のディレクトリが使用されます。


	
workdir: クライアント・ログが書き込まれるディレクトリを指定します。このパラメータは、デバッグを目的としてdebugパラメータとともにのみ使用します。


	
debug: デバッグ・データを作成するかどうかを指定します。使用可能な値は次のとおりです。

	
on

デバッグ・データが作業ディレクトリのファイルに書き込まれます


	
off

デバッグ・データは書き込まれません(デフォルト値)





注意:

wrc実行可能ファイルをデバッグ・モードで実行する前に、詳細をOracleサポート・サービスに問い合せてください。




	
connection_override: DBA_WORKLOAD_CONNECTION_MAPビューに格納されている接続マッピングを無視するかどうかを指定します。TRUEに設定すると、DBA_WORKLOAD_CONNECTION_MAPビューに格納されている接続の再マッピングは無視され、serverパラメータで指定した接続文字列が使用されます。FALSEに設定すると、すべてのリプレイ・スレッドがDBA_WORKLOAD_CONNECTION_MAPビューに格納されている接続の再マッピングを使用して接続します。これがデフォルトの設定です。




次の例は、wrc実行可能ファイルをリプレイ・モードで実行する方法を示しています。


%> wrc system/password@test mode=replay replaydir=./replay


この例では、wrc実行可能ファイルによってリプレイ・クライアントが起動され、現在のディレクトリ内のreplayサブディレクトリに格納されている取得済のワークロードがリプレイされます。

すべてのリプレイ・クライアントが接続すると、データベースによって取得済のワークロードのストリームがすべての使用可能なリプレイ・クライアントに自動的に配分され、ワークロードのリプレイが開始可能になります。V$WORKLOAD_REPLAY_THREADビューで、リプレイ・クライアントのステータスを監視できます。リプレイが終了すると、すべてのリプレイ・クライアントの接続が自動的に切断されます。









12.1.8.3 ホスト情報の表示


wrc実行可能ファイルをlist_hostsモードで実行すると、ワークロードの取得およびワークロードのリプレイに関連したホストを表示することができます。

list_hostsモードでは、wrc実行型ファイルはキーワードreplaydirを使用してリプレイ対象の前処理済ワークロードの取得を含むディレクトリを指定します。指定しない場合は、デフォルトで現在のディレクトリが使用されます。

次の例は、list_hostsモードでwrc実行可能ファイルを実行する方法を示しています。


%> wrc mode=list_hosts replaydir=./replay


この例では、現在のディレクトリ内のreplayサブディレクトリに格納されているワークロード取得またはリプレイに関連したすべてのホストを示すために、wrc実行可能ファイルを実行しています。次の出力例では、ワークロードの取得およびその後の3回のリプレイに関連したホストが示されています。


Workload Replay Client: Release 12.1.0.0.1 - Production on Fri Sept 30
13:44:48 2011
 
Copyright (c) 1982, 2011, Oracle.  All rights reserved.
 
Hosts found:
Capture:
        prod1
        prod2
Replay 1:
        test1
Replay 2:
        test1
        test2
Replay 3:
        testwin









12.2 Enterprise Managerを使用したデータベース・ワークロードの取得



この項では、Enterprise Managerを使用したデータベース・ワークロードのりプレイ方法について説明します。

データベース・ワークロードをリプレイするための主要ツールは、Oracle Enterprise Managerです。Oracle Enterprise Managerを使用できない場合、「APIを使用したデータベース・ワークロードのリプレイ」で説明されているように、APIを使用してデータベース・ワークロードをリプレイすることも可能です。


注意:

続行する前に、リプレイ・タスクが作成済でリプレイ・タスクからリプレイが作成されている必要があります。これを行う方法の詳細は、「Enterprise Managerを使用した単一のデータベース・ワークロードの準備」を参照してください。







Enterprise Managerを使用してデータベース・ワークロードをリプレイするには、次の手順を実行します。





	
Enterprise Manager Cloud Controlコンソールの「エンタープライズ」メニューで、「クオリティ管理」、「データベース・リプレイ」の順に選択します。

「データベース・ログイン」ページが表示されたら、管理者権限のあるユーザーとしてログインします。

「データベース・リプレイ」ページが表示されます。

[image: GUID-3E3177F8-49D2-429F-9E2C-331DA49024F1-default.gifの説明が続きます]



	
「リプレイ・タスク」タブを選択し、表の希望のリプレイ・タスクのリンクをクリックします。

リプレイのリプレイ・タスク・ページが表示されます。

[image: GUID-29C1BACB-75D2-4192-9E4B-666827FB5469-default.gifの説明が続きます]



	
「リプレイ」セクションの「作成」をクリックしてリプレイを作成します。

「リプレイの作成」ポップアップが表示されます。


	
必要な名前と説明(オプション)を入力し、「ターゲット・データベース」アイコンをクリックします。

「検索と選択: ターゲット」ポップアップが表示されます。


	
適切なデータベースを選択し、「選択」をクリックします。


	
「リプレイの作成」ポップアップの「OK」をクリックします。

リプレイを実行するリンク付きの「タスク・リスト」が含まれるリプレイのデータベース・リプレイ・ページが表示されます。

[image: GUID-02117378-0BF4-4FAF-BDFA-4698216983A1-default.gifの説明が続きます]



	
「ワークロード・リプレイ」タスクのリンクをクリックします。

「ワークロード・リプレイ: ワークロードの検索」ページが表示されます。

[image: GUID-B431BA40-2D78-4E63-B05C-93A3C6CEC24B-default.gifの説明が続きます]



	
必要なワークロードの場所オプションを選択します。

リプレイ・クライアントがアクセス可能なリプレイ場所に格納されている場所からワークロードをまだコピーしていない場合、ワークロードをコピーするオプションを選択します。それ以外の場合は、リプレイするワークロードを含む既存のリプレイ・ディレクトリを使用するオプションを選択します。

「次へ」をクリックして、ワークロード・リプレイ: ワークロードのコピー・ページを表示します。

[image: GUID-C17D2557-DEC1-407C-A4B1-5B4A0ED92049-default.gifの説明が続きます]



	
必要な資格証明およびワークロードをコピーする新たなワークロード・ディレクトリの場所を指定して、「次へ」をクリックします。

	
統合されたリプレイには複数のソース・ワークロードがあるため、複数のソース資格証明をワークロード・ディレクトリの現在の場所に入力しなければならないことがあります。統合リプレイの詳細は、「Enterprise Managerを使用したデータベース統合リプレイの使用」を参照してください。




システムは処理中に進捗状況の棒グラフを表示して応答し、コピー操作が終了した後にワークロード・リプレイ: ディレクトリを選択ページが表示されます。

[image: GUID-ACA35416-0BF3-4448-8FF9-FABCF7A1B59D-default.gifの説明が続きます]



	
ディレクトリ・オブジェクトを指定するかワークロードが含まれる場所をポイントする新しいディレクトリ・オブジェクトを作成します。前の手順でワークロードを新しい場所にコピーするよう選択をした場合、ディレクトリ・オブジェクトが「ワークロード・ディレクトリの新しい場所」で指定した正しい場所を確実にポイントするようにします。

システムは取得サマリーを表示して応答します。「詳細の取得」セクションを展開して、ワークロード・プロファイルとワークロード・フィルタを表示できます。ワークロード取得アナライザ・レポートとデータベース取得レポートも生成できます。統合されたリプレイに取得サマリーは表示されません。

「次へ」をクリックして、ワークロード・リプレイ: 初期化オプション・ページを表示します。

[image: GUID-7E3B13C5-4B26-4D75-B56C-0D83BC89AEB1-default.gifの説明が続きます]



	
「SQLパフォーマンス・アナライザ」セクションで、デフォルトでは有効になっており推奨されているSQL文の取得オプションを保持または無効化します。リプレイ終了時にSQLチューニング・セットを比較しない場合は、このオプションを無効化できます。

	
SQLパフォーマンス・アナライザでは、SQLチューニング・セット内のSQL文のパフォーマンスに関する環境の変更の影響の分析を開始できます。データベースのアップグレード、初期化パラメータの変更、Exadataシミュレーションまたはカスタム試験の結果をテストする、SQLパフォーマンス・アナライザ・タスクを作成および分析できます。このタスクでは、試行前の変更と試行後の変更の結果を比較します。

データベースのリプレイでは、変更がシステム全体に及ぼす影響が分析されますが、SQLパフォーマンス・アナライザとともにSQLチューニング・セットを使用すれば、変更がSQL文と実行計画にどのように影響するか、SQLを中心とした分析を行うことができます。

ワークロードのリプレイ中にSQLチューニング・セットを取得することで、SQLパフォーマンス・アナライザを使用して、そのSQLチューニング・セットとワークロードの取得時に取得された別のSQLチューニング・セットを比較できます(SQL文を再実行する必要はありません)。この方法では、データベース・リプレイの実行中に、SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートを取得して、変更の前と後のSQLパフォーマンスを比較することができます。


	
「ソースを指定」セクションでは、リプレイの初期オプションはオプションのカスタマイズ・ページの接続マッピングおよびパラメータを参照しています。接続はワークロードとともに取得されます。


注意:

このセクションは、統合リプレイまたはOracle RACでは表示されません。






「次へ」をクリックして、ワークロード・リプレイ: オプションのカスタマイズ・ページを表示します。

[image: GUID-55E5E00B-67DA-4894-9084-2F339C72D1EC-default.gifの説明が続きます]



	
取得した接続文字列を、リプレイ・システムを指す接続文字列に再マッピングします。それぞれの取得の接続は再マッピングする必要があることに注意してください。たとえば、前述の図では、capture12_1およびcapture12_adcの両方の接続を再マッピングする必要があります。

(統合リプレイでは、ワークロードごとに接続を再マッピングできます。ワークロードを選択するには、「取得名」ドロップダウンを利用します。)

「接続マッピング」タブをクリックします。取得した接続文字列を再マッピングするには、複数の方法があります。次のいずれかを選択できます。

	
すべてのクライアント接続に単一の接続記述子を使用する: このオプションを選択して、使用する接続記述子を入力します。接続記述子が、リプレイ・システムを示す必要があります。

接続をテストするには、「接続のテスト」をクリックします。接続記述子が有効な場合は、正常に接続されたことを示す情報メッセージが表示されます。


	
すべてのクライアント接続に単一のTNSネット・サービス名を使用する: このオプションを選択して、使用するネット・サービス名を入力します。すべてのリプレイ・クライアントは、ローカルのtnsnames.oraファイルを使用してネット・サービス名を解決する必要があります。


	
ワークロード内の取得されたクライアント接続記述子ごとに個別の接続記述子またはネット・サービス名を使用する: このオプションを選択して、取得システムの値ごとに、リプレイ・クライアントが使用するリプレイ・システムの値を入力します。「初期化オプション」ステップで「前回のリプレイのオプションを使用」オプションを選択した場合、別の接続記述子の使用に関するオプションが選択され、前回のリプレイ・システムの値が次のテキスト・フィールドに表示されます。


注意:

このオプションは、統合リプレイにはありません。






詳細は、「接続の再マッピング」を参照してください。


	
リプレイの一部を制御するリプレイ・オプションを、リプレイ・パラメータを使用して指定します。

リプレイの動作を変更するには、「リプレイ・パラメータ」タブをクリックし、リプレイ・パラメータごとに目的の値を入力します。デフォルト値を使用することをお薦めします。リプレイ・パラメータの設定については、「リプレイ・オプションの指定」を参照してください。

リプレイ・パラメータを設定したら、「次へ」をクリックします。

「ワークロード・リプレイ: リプレイ・クライアントの準備」ページが表示されます。

[image: GUID-165D47C3-884A-46D2-8AEC-DF800FABA410-default.gifの説明が続きます]



	
リプレイ・クライアントでリプレイの準備ができていることを確認します。

処理を行う前に、リプレイ・クライアントを設定する必要があります。詳細は、「リプレイ・クライアントの設定」を参照してください。

	
「見積り」をクリックして、リプレイに必要なリプレイ・クライアントとCPUの数を特定します。


	
「リプレイ・クライアント・ホストの追加」をクリックして、リプレイ・クライアントのホストを追加します。(リプレイ・クライアントのホストを追加しない場合は、Enterprise Managerを使用しないでコマンドラインからリプレイ・クライアントを開始して続行できます)。

「検索と選択: リプレイ・クライアント・ホスト」ポップアップが表示されます。

	
ターゲット名を指定して「実行」をクリックするか、「実行」をクリックして使用可能なホストのリスト全体を表示します。


	
ホストを選択して、「選択」をクリックします。





	
「リプレイ・クライアント・ホスト」表の「ターゲット」列にホスト名が表示されたら、見積り結果で推奨されたリプレイ・クライアント数を指定し、ホストにリストされたCPU数が見積り結果の最小推奨数を満たすことを確認します。取得されたワークロードごとに、少なくとも1つのリプレイ・クライアントを起動する必要があります。


	
構成済の列で、「いいえ」リンクをクリックして、表示されたポップアップ内でリプレイ・クライアントを構成します。


	
ポップアップに値を入力した後に、「適用」をクリックします。構成済の列の「リプレイ・クライアント・ホスト」表に「はい」と表示されます。





	
「次へ」をクリックして、リプレイ・クライアントを起動して、ワークロード・リプレイ: クライアント接続の待機ページを表示します。

[image: GUID-2CBAB62A-43EA-46C2-B0FD-91B0F52DB409-default.gifの説明が続きます]



リプレイ・クライアントの起動については、「リプレイ・クライアントの設定」を参照してください。


注意:

プロセスのこの手順に「エンタープライズ」メニューからたどりついた場合は、リプレイ・ジョブおよびリプレイ結果記憶域ホスト用の資格証明も入力する必要があります。



	
リプレイ・クライアントを起動すると、リプレイ・クライアント接続が「クライアント接続」表に表示されます。


	
リプレイ・クライアントが接続されると、時計の下のテキストが変わります。


	
1つ以上のリプレイ・クライアントが接続されると、「クライアント接続」表が移入されます。




すべてのリプレイ・クライアントが接続されたら、ページ下部にホストの資格証明書を入力しリプレイ・ジョブを開始して、「次へ」をクリックして、ワークロード・リプレイ: 確認ページを表示します。


	
ワークロードのリプレイに関して定義したオプションおよびパラメータを確認します。

	
ワークロードのリプレイ・ジョブを正常に発行するには、「接続されているリプレイ・クライアント」の値を1以上にする必要があります。


	
「発行」ボタンは、1つ以上のリプレイ・クライアントが接続されている場合のみ有効です。





	
表示内容がすべてが意図したとおりである場合は、「発行」をクリックしてリプレイ・ジョブを発行します。

リプレイが開始された後、「ワークロード・リプレイは開始されました。」というシステム・メッセージが表示された状態で、このリプレイのデータベース・リプレイ・ページの「ホーム」タブが再表示されます。




アクティブなワークロードのリプレイの監視については、「アクティブなワークロードのリプレイの監視」を参照してください。











12.3 Enterprise Managerを使用したリプレイ・スケジュールおよびパラメータの設定



リプレイ・スケジュール機能では、統合リプレイに含める取得済ワークロードのインスタンスをスケール・アップし、リプレイ内のインスタンスの相対再生スケジューリングを制御できます。各インスタンスのアクティブ・セッション・チャートの配置を更新することで、取得済ワークロード・インスタンスの相対スケジューリングが視覚的に表示されます。

この機能は、Cloud Control Databaseプラグイン12.1.0.5以降のリリースで利用できます。

この機能では、次のタスクを実行できます。





	
様々な時間間隔で実行できるようにインスタンスをオフセット

各ワークロード・インスタンスの相対リプレイ開始時間を調整し、取得ワークロードのスケジュール済インスタンスにアクティブ・セッションの平均ピーク時間を配置できます。このワークロード・ピークの配置により、システムの負荷が最大化される可能性があり、その結果、様々なワークロード条件でテスト・システムがどのように反応するかを実験できます。


	
取得済ワークロードのインスタンスを追加してリプレイ・ワークロードをスケール・アップ

追加した各インスタンスは、他のインスタンスとは独立してリプレイされます。

ワークロードの複数のインスタンスを指定してワークロードをスケール・アップすると、デフォルトおよび推奨の構成では、インスタンスのいずれかでDML文がリプレイされます。追加のすべてのインスタンスは文の問合せ(読取り専用)をリプレイするのみです。

たとえば、ワークロードに従業員データベースへのSQL挿入がある場合、通常は挿入を実行するインスタンスを1つのみにし、それ以外のインスタンスでは、この挿入でデータベースを変更するユーザー・コールを省略します。ただし、「問合せのみリプレイ」チェック・ボックスの選択を解除して、ワークロードのすべての文をリプレイすることで、インスタンスのデフォルト設定をオーバーライドできます。








リプレイ・スケジュールの計画ページにアクセスするには、次の手順に従います。

	
「データベース・リプレイ」ホームページで、「リプレイ・タスク」タブをクリックします。


	
複数のワークロードについて既存のリプレイ・タスクの名前をクリックして、「リプレイ・タスク」ページに移動します。


	
「作成」をクリックして、新しいリプレイを作成します。


	
「リプレイの作成」ポップアップで必要な情報を指定して、「OK」をクリックします。

「リプレイ」表に新しいリプレイが表示されます。


	
「リプレイ」表の新しいリプレイの名前をクリックします。

「リプレイ」ページにタスク・リストが表示されます。


	
リプレイ・スケジュールの計画リンクをクリックします。

リプレイ・スケジュールの計画ページが表示されます。








リプレイをスケール・アップするには、次の手順に従います。

	
ワークロード・インスタンスの追加ボタンの横のドロップダウンで、インスタンスを追加する取得ワークロードを選択します。


	
ワークロード・インスタンスの追加をクリックしてインスタンスを追加します。








時間間隔をスケジュールするには、次の手順に従います。

	
リプレイ遅延列で、最初の取得インスタンスをデフォルト値の0のままにするか、インスタンスの実行が開始されるまでの必要な時間(分)を調整します。


	
テスト用にパフォーマンス・スパイクをどのように実行するかを表す値をすべて設定するまで、取得インスタンスごとに前述の手順を繰り返します。








ワークロード・ピークを自動配置するには、次の手順に従います。

	
自動配置ボタンをクリックします。








問合せのみのインスタンスを指定するには、次の手順に従います。

	
問合せのみにするインスタンスごとに、「問合せのみリプレイ」チェック・ボックスを有効にします。








更新済スケジュールを確認するには、次の手順に従います。

	
「データベース・リプレイ」ページの「リプレイ・タスク」タブで、スケジュール済リプレイを含む「リプレイ・タスク」リンクをクリックします。

「リプレイ・タスク」ページが表示されます。


	
「リプレイ・タスク」表でスケジュール済のタスクをクリックします。


	
「リプレイ」ページの「確認」タブをクリックします。














12.4 Enterprise Managerを使用したワークロード・リプレイの監視


この項では、Enterprise Managerを使用したワークロード・リプレイの監視方法について説明します。ワークロードのリプレイを監視するための主要ツールは、Oracle Enterprise Managerです。Enterprise Managerを使用すると、次の操作を実行できます。

	
アクティブなワークロードのリプレイの監視または停止


	
完了したワークロードのリプレイの表示




Oracle Enterprise Managerが使用できない場合は、「APIを使用したワークロードのリプレイの監視」で説明されているように、APIおよびビューを使用してワークロードのリプレイを監視できます。

この項の内容は次のとおりです。

	
アクティブなワークロードのリプレイの監視


	
完了したワークロードのリプレイの表示












12.4.1 アクティブなワークロード・リプレイの監視



この項では、Enterprise Managerを使用してアクティブなワークロードのリプレイを監視する方法について説明します。





アクティブなワークロードのリプレイを監視するには、次の手順を実行します。




	データベース・リプレイ・ページで「リプレイ・タスク」タブをクリックします。
	リプレイの進捗状況を監視するリプレイが含まれるリプレイ・タスクの名前をクリックします。
	リプレイ・タスク・ページの「リプレイ」セクションから、リプレイの作成ウィザードで処理用に発行したリプレイの名前をクリックします。(このリプレイの「ステータス」列には「進行中」と表示されています。)

データベース・リプレイ・ページの「ホーム」タブが表示され、「リプレイ・サマリー」に実行のステータスが表示されます。

	
リプレイの進行中には、「リプレイの進捗状況」チャートのリプレイ線が動的に更新されます。「リフレッシュ」ボタンをクリックすると、チャートを更新できます。


	
「リプレイの進捗状況」チャートのユーザー・コール線は、同じ時期の取得と比較して、データベースがどの程度のワークロードを処理したかを示しています。


	
リプレイが完了するまで、「リプレイ相違サマリー」のデータは使用できません。

















12.4.2 完了したワークロード・リプレイの表示



この項では、完了したワークロードのリプレイをEnterprise Managerを使用して表示する方法について説明します。





完了したワークロードのリプレイを表示するには、次の手順を実行します。




	データベース・リプレイ・ページで「リプレイ・タスク」タブをクリックします。
	表示する完了済リプレイが含まれるリプレイ・タスクの名前をクリックします。
	リプレイ・タスク・ページの「リプレイ」セクションから、リプレイの作成ウィザードで処理用に発行したリプレイの名前をクリックします。(このリプレイの「ステータス」列には「完了」と表示されています。)

データベース・リプレイ・ページの「ホーム」タブが表示され、「リプレイ・サマリー」に完了のステータスが表示されます。

[image: GUID-FA9F1268-5146-4453-AD25-D29222BA3660-default.gifの説明が続きます]



	
「ユーザー・コール」チャートのリプレイ線は、開始から完了までのリプレイ全体を通して、リプレイの進捗状況をグラフィカルに示します。

グラフに、ワークロードの取得中にユーザー・コールに関して経過した時間と比較して、同じワークロードのリプレイにかかった時間が表示されます。「リプレイ」の線が「取得」の線の上側または左側に表示される場合、リプレイ・システムは取得システムよりも高速にワークロードを処理しています。


	
「リプレイ相違サマリー」には、リプレイ・システムと取得システム間のエラーおよびデータの矛盾点が、リプレイ時に違いが出たデータベース・コールとして表示されます。リプレイの質の測定値として違いが出た合計コール数の割合を使用できます。

違いが出たコールの詳細を表示するには、「件数」列で違いが出たコールのタイプに対応するリンクをクリックし、リプレイ時に違いのあったコール・ページにアクセスします。「リプレイ時に違いのあったコール」ページには、取得されたワークロードと違いがあるリプレイ済コールの最も関連性が高いセットが、共通属性値および指定したフィルタ条件に基づいてグループ化されて表示されます。違いがある特定のコールに関する詳細(コールの属性、SQLテキスト、バインド変数など)を表示するには、「SQL ID」列の対応するリンクをクリックすると、違いの出た文をリプレイするページが表示されます。







	データベース・リプレイ・ページに戻るには、「データベース・リプレイ」ブレッドクラムをクリックします。


ヒント:

ワークロード・リプレイ・レポートへのアクセスの詳細は、「取得およびリプレイ済ワークロードの分析」を参照してください。
















12.5 Enterprise Manager外部のリプレイのインポート



Enterprise Manager外部のワークロードのインポートと同様に、リプレイをEnterprise Managerにインポートして管理できます。リプレイをインポートするには、1つ以上のワークロードおよびリプレイを含めることができるリプレイ・タスクからインポートします。リプレイ・タスクは、データベース・リプレイの階層の最上部にあり、これらの他の従属コンポーネントのコンテナとして機能します。

インポート対象のリプレイは、テスト・データベースで実行したり、リプレイを完了して、ファイル・システムにリプレイ・ディレクトリを格納できます。

この機能は、Cloud Control Databaseプラグイン12.1.0.5以降のリリースで利用できます。





Enterprise Manager外部のリプレイをインポートするには、次の手順に従います。

	
「データベース・リプレイ」ページの「リプレイ・タスク」タブをクリックし、目的のリプレイ・タスクを選択します。

「リプレイ・タスク」ページが表示されます。


	
「リプレイ」セクションの「インポート」をクリックします。

「リプレイのインポート: ソース」ページが表示されます。


	
次の3つの選択肢のいずれかを選択して、リプレイをインポートし、「次へ」をクリックします。

	
完了した1つ以上のリプレイをファイル・システムのディレクトリからインポート

このオプションは、通常APIを使用して作成されたリプレイに適用され、後続の処理用にEnterprise Managerにインポートします。この場合、Enterprise Managerは必ずしもリプレイ・データベースを管理していない可能性があります。


	
完了した1つ以上のリプレイをデータベース・ターゲットからインポート

この場合、Enterprise Managerはリプレイ・データベースをすでに管理している可能性があります。リプレイは、このデータベースで実行された可能性があるか、前述のオプションの場合と同様にロードされた可能性があります。


	
データベース・ターゲットで実行中のこのリプレイ・タスクのリプレイにアタッチ

このオプションは前述のオプションと似ていますが、すでに完了しているリプレイではなく、実行中のリプレイである点が異なります。




「リプレイのインポート: データベース」ページが表示されます。


	
「データベース・ターゲット」フィールドの横の検索アイコンをクリックして、表示されるポップアップからデータベースを選択します。


注意:

リプレイを読み取るデータベースのターゲット・バージョンは、リプレイ・タスクで使用されるバージョン以上である必要があります。たとえば、Oracle Database 12xで使用されるリプレイ・タスクの場合、リプレイの読取りで選択するデータベースはバージョン12x以上である必要があります。



	
データベースおよびホスト資格証明が要求されます。


	
前述の手順で、完了した1つ以上のリプレイをファイル・システムのディレクトリからインポートを選択した場合は、ワークロードの場所も要求されます。


	
リプレイ・タスクでは、リプレイ・タスクに含まれるワークロードの数に基づいて、統合リプレイであるかどうかを判別できます。統合リプレイの場合は、ワークロードの場所に統合リプレイのディレクトリを入力するよう求められます。





	
前述の手順で必要な入力を行い、「次へ」をクリックします。

「リプレイのインポート: リプレイ」ページが表示されます。

	
手順3で、「1つ以上の完了したリプレイをファイル・システムのディレクトリからインポートします。」を選択した場合は、このページに「リプレイのロード」ボタンが表示されます。


	
手順3で、「1つ以上の完了したリプレイをデータベース・ターゲットからインポートします。」または「データベース・ターゲットで実行中のこのリプレイ・タスクのリプレイにアタッチします。」を選択した場合は、このページに「リプレイの検出」ボタンが表示されます。





	
手順3の選択に従って表示されるボタンに応じて、「リプレイのロード」または「リプレイの検出」のいずれかをクリックします。

リプレイが1つ以上見つかった場合は、検出されたリプレイ表に表示されます。


	
「次へ」をクリックして、リプレイをロードするか、リプレイを1つ以上選択し、「次へ」をクリックしてリプレイのインポートを継続します。

「リプレイのインポート: 確認」ページが表示されます。


	
すべてが目的どおりに表示されたら、「送信」をクリックします。

「データベース・リプレイ」ページには、ジョブが正常に送信されたことを示すメッセージが表示されます。表で、インポートしたリプレイの「ステータス」列に「進行中」と表示されます。


ヒント:

「確認」ステップで送信したリプレイ名をクリックして、ジョブの進行状況を確認できます。「リプレイ・サマリー」ページが表示され、データベース・リプレイ・インポート・ジョブ・リンクをクリックして、ジョブ実行ステップの進行状況を確認できます。
















12.6 APIを使用したデータベース・ワークロードのリプレイ


この項では、DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用してデータベース・ワークロードをリプレイする方法について説明します。また、「Enterprise Managerを使用したデータベース・ワークロードのリプレイ」で説明されているように、Oracle Enterprise Managerを使用してデータベース・ワークロードをリプレイできます。

DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用したデータベース・ワークロードのリプレイは、次に示す複数の手順で構成されているプロセスです。

	
リプレイ・データの初期化


	
接続の再マッピング


	
ユーザーの再マッピング


	
ワークロードのリプレイ・オプションの設定


	
ワークロード・リプレイ・フィルタおよびリプレイ・フィルタ・セットの定義


	
リプレイのタイムアウト・アクションの設定


	
ワークロードのリプレイの開始


	
ワークロード・リプレイの一時停止


	
ワークロード・リプレイの再開


	
ワークロード・リプレイの取消し


	
ワークロード・リプレイに関する情報の取得


	
ワークロード・リプレイの相違データのロード


	
ワークロード・リプレイに関する情報の削除


	
ワークロードのリプレイのAWRデータのエクスポート


	
ワークロードのリプレイのAWRデータのインポート





関連項目:

	
DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージについては、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。














12.6.1 リプレイ・データの初期化



取得したワークロードを事前処理し、テスト・システムを適切に準備したら、リプレイ・データを初期化できます。リプレイ・データの初期化では、必要なメタデータが、ワークロードのリプレイで必要な表にロードされます。たとえば、取得した接続文字列が、リプレイ用に再マッピング可能な表にロードされます。





リプレイ・データを初期化するには、次の手順に従います。

	
INITIALIZE_REPLAYプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_REPLAY.INITIALIZE_REPLAY (replay_name => 'dec06_102',
                           replay_dir => 'dec06');
END;
/


この例では、INITIALIZE_REPLAYプロシージャによって事前処理済のワークロード・データがdec06ディレクトリからデータベースにロードされます。

この例のINITIALIZE_REPLAYプロシージャでは、次のパラメータを使用します。

	
replay_name: 以前のリプレイの設定およびフィルタを取得するために他のAPIで使用できるリプレイ名を指定する必須パラメータ。


	
replay_dir: リプレイする取得済のワークロードを含むディレクトリを指定する必須パラメータ。












関連項目:

	
ワークロードの取得の事前処理については、「APIを使用したデータベース・ワークロードの事前処理」を参照してください


	
テスト・システムの準備の詳細は、「データベース・ワークロードのリプレイの手順」を参照してください
















12.6.2 接続の再マッピング



リプレイ・データを初期化したら、ユーザー・セッションが適切なデータベースに接続し、リプレイ時に取得される場合と同様に外部との対話を実行できるように、取得済のワークロードで使用されている接続文字列を再マッピングする必要があります。接続マッピングを表示するには、DBA_WORKLOAD_CONNECTION_MAPビューを使用します。接続の再マッピングについては、「接続の再マッピング」を参照してください。





接続を再マッピングするには、次の手順に従います。

	
REMAP_CONNECTIONプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_REPLAY.REMAP_CONNECTION (connection_id => 101,
                           replay_connection => 'dlsun244:3434/bjava21');
END;
/


この例では、接続ID 101に対応する接続で、replay_connectionパラメータで定義された新しい接続文字列が使用されます。

この例のREMAP_CONNECTIONプロシージャでは、次のパラメータを使用します。

	
connection_id: リプレイ・データの初期化時に生成され、取得したワークロードの接続に対応している必須パラメータ。


	
replay_connection: ワークロードのリプレイ時に使用される新しい接続文字列を指定する必須パラメータ。

















12.6.3 ユーザーの再マッピング



接続文字列の再マッピングに加え、ワークロード取得で取得したユーザーのかわりに、新しいスキーマやユーザーを使用することも可能です。取得済のユーザーを参照するには、DBA_WORKLOAD_USER_MAPビューを使用します。ユーザーの再マッピングの詳細は、「ユーザーの再マッピング」を参照してください。





ユーザーを再マッピングするには、次の手順に従います。

	
SET_USER_MAPPINGプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_REPLAY.SET_USER_MAPPING (capture_user => 'PROD',
                           replay_user => 'TEST');
END;
/


この例では、取得時に使用されたPRODユーザーは、リプレイ時にTESTユーザーに再マッピングされます。

この例のSET_USER_MAPPINGプロシージャでは、次のパラメータを使用します。

	
必須のcapture_userパラメータには、ワークロードの取得時に取得したユーザー名を指定します。


	
必須のreplay_userパラメータには、取得したユーザーがリプレイ時に再マッピングされるユーザー名を指定します。パラメータがNULLに設定されている場合、マッピングは無効です。

















12.6.4 ワークロードのリプレイ・オプションの設定



リプレイ・データを初期化し、接続とユーザーを再マッピングしたら、ワークロードのリプレイ用にデータベースを準備する必要があります。ワークロードのリプレイの準備については、「データベース・ワークロードのリプレイの手順」を参照してください。





ワークロードのリプレイをリプレイ・システムで準備するには、次の手順に従います。

	
PREPARE_REPLAYプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_REPLAY.PREPARE_REPLAY (synchronization => 'OBJECT_ID',
                           capture_sts => TRUE,
                           sts_cap_interval => 300);
END;
/


この例では、PREPARE_REPLAYプロシージャによって、事前に初期化されたリプレイが準備されます。ワークロードのリプレイと並行して、SQLチューニング・セットも取得されます。

PREPARE_REPLAYプロシージャでは、次のパラメータを使用します。

	
synchronization: ワークロードのリプレイ時に同期化を使用するかどうかを決定する必須パラメータ。

このパラメータをOBJECT_ID (デフォルト値)に設定すると、関連するすべてのCOMMITアクションが完了するまで、すべてのリプレイ・アクションは実行されません。関連するCOMMITアクションは、次の条件を満たしている必要があります。

	
ワークロードの取得内の指定したアクションの前に発行されている。


	
指定したアクションが暗黙的または明示的に参照しているデータベース・オブジェクトが1つ以上修正されている。




このパラメータをOBJECT_IDに設定すると、ワークロードの取得時に同じデータベース・オブジェクトを参照しないCOMMITアクションに関して、ワークロードのリプレイ時の同時実行性が向上します。

このパラメータをSCNに設定すると、取得したワークロード内のCOMMITの順序がリプレイ時に保持され、すべてのリプレイ・アクションがすべての依存COMMITアクションの完了後にのみ実行されます。

パラメータを「オフ」に設定してこのオプションは無効にできますが、リプレイ時に大量のリプレイの相違が発生する可能性があります。このような状況は、ワークロードが独立したトランザクションで主に構成され、同期されていないリプレイ時の相違が許容される場合には望ましいこともあります。


	
connect_time_scale: 指定した値で、ワークロードの取得を開始した時点からセッションが接続する時点までの経過時間をスケール変更するパラメータで、%値として解釈されます。このパラメータは、リプレイ中に同時ユーザー数を増加または削減する場合に使用します。デフォルト値は100です。


	
think_time_scale: 同一セッションからの連続する2つのユーザー・コール間の経過時間をスケール変更するパラメータで、%値として解釈されます。このパラメータを0(ゼロ)に設定すると、リプレイ時にユーザー・コールは可能なかぎり高速でデータベースに送信されます。デフォルト値は100です。


	
think_time_auto_correct: リプレイ時にユーザー・コールの完了にかかる時間が取得時より長い場合に、コール間の思考時間を(think_time_scaleパラメータに基づいて)変更するパラメータ。このパラメータは、TRUEまたはFALSEに設定できます。このパラメータをTRUEに設定すると、ワークロードのリプレイがワークロードの取得より長くかかっている場合に、思考時間が短縮されます。デフォルト値はTRUEです。


	
scale_up_multiplier: リプレイ時にワークロードをn倍に増加させる値を定義するパラメータ。取得された各セッションが、このパラメータで指定された値を掛けた数だけ、同時にリプレイされます。ただし、同一リプレイ・セッションの各セット内で1つのセッションのみが問合せと更新の両方を実行します。残りのセッションは問合せのみを実行します。


	
capture_sts: ワークロードのリプレイと並行してSQLチューニング・セットを取得するかどうかを指定するパラメータ。このパラメータをTRUEに設定した場合、ワークロードのリプレイ中に1つのSQLチューニング・セットを取得することで、SQL文を再実行しなくても、SQLパフォーマンス・アナライザを使用してそのSQLチューニング・セットを別のSQLチューニング・セットと比較できます。この方法では、データベース・リプレイの実行中に、SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートを取得して、変更の前と後のSQLパフォーマンスを比較することができます。また、「ワークロードのリプレイのAWRデータのエクスポート」で説明されているように、EXPORT_AWRプロシージャを使用して、結果のSQLチューニング・セットをそのAWRデータとともにエクスポートできます。

この機能は、Oracle RACではサポートされていません。DBMS_WORKLOAD_REPLAYを使用して定義したワークロード・リプレイ・フィルタは、SQLチューニング・セットの取得には適用されません。このパラメータのデフォルト値はFALSEです。


	
sts_cap_interval: カーソル・キャッシュからのSQLチューニング・セット取得の継続時間(秒)を指定するパラメータ。デフォルト値は300です。このパラメータの値をデフォルト値未満に設定すると、一部のワークロードで追加オーバーヘッドが生じる可能性があるため、そのような設定は推奨されません。











これらのパラメータの設定の詳細は、「リプレイ・オプションの指定」を参照してください。











12.6.5 ワークロード・リプレイ・フィルタおよびリプレイ・フィルタ・セットの定義


この項では、ワークロード・リプレイ・フィルタの追加および削除方法と、リプレイ・フィルタ・セットの作成および使用方法について説明します。ワークロード・リプレイに対するワークロード・フィルタおよびリプレイ・フィルタ・セットの使用については、「ワークロード・リプレイでのフィルタの使用」を参照してください。

この項の内容は次のとおりです。

	
ワークロード・リプレイ・フィルタの追加


	
ワークロード・リプレイ・フィルタの削除


	
リプレイ・フィルタ・セットの作成


	
リプレイ・フィルタ・セットの使用












12.6.5.1 ワークロード・リプレイ・フィルタの追加



この項では、リプレイ・フィルタ・セットで使用する新しいフィルタを追加する方法を説明します。





新しいフィルタを追加するには、次の手順に従います。

	
ADD_FILTERプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_REPLAY.ADD_FILTER (
                           fname => 'user_ichan',
                           fattribute => 'USER',
                           fvalue => 'ICHAN');
END;
/


この例では、ADD_FILTERプロシージャは、user_ichanというフィルタを追加します。このフィルタは、ユーザー名ICHANに属するすべてのセッションを除外するために使用できます。

この例のADD_FILTERプロシージャでは、次のパラメータを使用します。

	
fname: 追加するフィルタの名前を指定する必須パラメータ。


	
fattribute: フィルタを適用する属性を指定する必須パラメータ。有効値は、PROGRAM、MODULE、ACTION、SERVICE、USER、およびCONNECTION_STRINGです。CONNECTION_STRING属性として、リプレイ時に使用される有効な取得した接続文字列を指定する必要があります。


	
fvalue: フィルタを適用する属性に対応する値を指定する必須パラメータ。一部の属性(モジュールやアクションなど)では、%などのワイルドカードを使用できます。




すべてのワークロード・リプレイ・フィルタを追加した後に、ワークロードのリプレイ時に使用できるリプレイ・フィルタ・セットを作成できます。














12.6.5.2 ワークロード・リプレイ・フィルタの削除



この項では、ワークロード・リプレイ・フィルタを削除する方法を説明します。





ワークロード・リプレイ・フィルタを削除するには、次の手順に従います。

	
DELETE_FILTERプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_REPLAY.DELETE_FILTER (fname => 'user_ichan');
END;
/


この例では、DELETE_FILTERプロシージャはuser_ichanというフィルタを削除しています。

この例のDELETE_FILTERプロシージャは、必須パラメータfnameを使用します。このパラメータは、削除するフィルタの名前を指定します。














12.6.5.3 リプレイ・フィルタ・セットの作成



ワークロード・リプレイ・フィルタを追加した後に、ワークロード・リプレイで使用するリプレイ・フィルタのセットを作成することができます。リプレイ・フィルタ・セットを作成する際、前回のリプレイ・フィルタ・セットの作成以降に追加されたすべてのワークロード・リプレイ・フィルタが使用されます。





リプレイ・フィルタ・セットを作成するには、次の手順に従います。

	
CREATE_FILTER_SETプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_REPLAY.CREATE_FILTER_SET (
                           replay_dir => 'apr09',
                           filter_set => 'replayfilters',
                           default_action => 'INCLUDE');
END;
/


この例のCREATE_FILTER_SETプロシージャは、replayfiltersという名前のリプレイ・フィルタ・セットを作成します。このリプレイ・フィルタ・セットは、リプレイ・フィルタで定義されたワークロードの部分は除いて、apr09ディレクトリに保存されているリプレイに対して取得されたすべてのコールをリプレイします。

この例のCREATE_FILTER_SETプロシージャでは、次のパラメータを使用します。

	
replay_dir:フィルタ対象のリプレイが格納されているディレクトリを指定するパラメータ。


	
filter_set: 作成するフィルタ・セットの名前を指定するパラメータ。


	
default_action: 取得された各データベース・コールを再生するかどうか、およびワークロード・リプレイ・フィルタが包含フィルタと除外フィルタのどちらとみなされるかを決定するパラメータ。

このパラメータをINCLUDEに設定すると、リプレイ・フィルタで定義されたワークロードの部分を除いて、取得されたすべてのデータベース・コールがリプレイされます。この場合、すべてのリプレイ・フィルタが除外フィルタとして処理され、これらのフィルタはリプレイされないワークロードの部分を定義することになります。デフォルトの動作です。

このパラメータをEXCLUDEに設定すると、リプレイ・フィルタで定義されたワークロードの部分を除いて、取得されたすべてのデータベース・コールがリプレイされません。この場合、すべてのリプレイ・フィルタが包含フィルタとして処理され、これらのフィルタはリプレイされるワークロードの部分を定義することになります。

















12.6.5.4 リプレイ・フィルタ・セットの使用



リプレイ・フィルタ・セットを作成してリプレイが初期化されると、リプレイ・フィルタ・セットを使用して、replay_dirディレクトリ内のリプレイをフィルタすることができます。





リプレイ・フィルタ・セットを使用するには、次の手順に従います。

	
USE_FILTER_SETプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_REPLAY.USE_FILTER_SET (filter_set => 'replayfilters');
END;
/


この例では、USE_FILTER_SETプロシージャはreplayfiltersという名前のフィルタ・セットを使用します。

この例のUSE_FILTER_SETプロシージャは、必須パラメータfilter_setを使用します。このパラメータは、リプレイで使用するフィルタ・セットの名前を指定します。














12.6.6 リプレイのタイムアウト・アクションの設定



この項では、ワークロード・リプレイのタイムアウト・アクションを設定する方法について説明します。リプレイのタイムアウト・アクションを設定すると、リプレイ時の極端に遅いユーザー・コールや、リプレイがハングする原因となるユーザー・コールを中断できます。リプレイのタイムアウト・アクションの設定が必要になるのは、たとえば、データベースのアップグレードの後で、最適でない実行計画によって生じるメモリー集中型問合せを中断するような場合です。

リプレイのタイムアウト・アクションが有効な場合、リプレイ・タイムアウト・アクションで指定された条件を超えてユーザー・コールが遅延すると、ORA-15569エラーでユーザー・コールが終了します。中断されたコールとそのエラーは、エラーの相違として報告されます。





リプレイ・タイムアウトを設定するには、次の手順に従います。

	
SET_REPLAY_TIMEOUTプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_REPLAY.SET_REPLAY_TIMEOUT (
                           enabled => TRUE,
                           min_delay => 20,
                           max_delay => 60,
                           delay_factor => 10);
END;
/


この例のSET_REPLAY_TIMEOUTプロシージャで定義されるリプレイ・タイムアウト・アクションでは、リプレイ時の遅延が60分を超えるか、リプレイ時の遅延が20分を超えかつその経過時間が取得経過時間の10倍より大きいと、ユーザー・コールが中断されます。

この例のSET_REPLAY_TIMEOUTプロシージャでは、次のパラメータを使用します。

	
enabled: リプレイのタイムアウト・アクションが有効か無効かを指定するパラメータ。デフォルト値はTRUEです。


	
min_delay: コールの遅延の下限を分単位で定義するパラメータ。リプレイのタイムアウト・アクションは、遅延がこの値を超えた場合にのみ実行されます。デフォルト値は10です。


	
max_delay: コールの遅延の上限を分単位で定義するパラメータ。遅延がこの値を超えると、リプレイのタイムアウト・アクションが実行され、エラーが発行されます。デフォルト値は120です。


	
delay_factor: min_delayとmax_delayの間のコール遅延について、その係数を定義するパラメータ。現在のリプレイの経過時間が、取得の経過時間とこの値を掛けた値より大きい場合、リプレイのタイムアウト・アクションがエラーを発行します。デフォルト値は8です。











リプレイ・タイムアウト・アクションを取得するには、次の手順に従います。

	
GET_REPLAY_TIMEOUTプロシージャを使用します。


DECLARE
  enabled        BOOLEAN;
  min_delay      NUMBER;
  max_delay      NUMBER;
  delay_factor   NUMBER;
BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_REPLAY.GET_REPLAY_TIMEOUT(enabled, min_delay, max_delay,
                           delay_factor);
END;
/


この例のGET_REPLAY_TIMEOUTプロシージャは、次のパラメータを返します。

	
enabled: リプレイのタイムアウト・アクションが有効か無効かを返すパラメータ。


	
min_delay: コールの遅延の下限を分単位で返すパラメータ。


	
max_delay: コールの遅延の上限を分単位で返すパラメータ。


	
delay_factor: 遅延係数を返すパラメータ。

















12.6.7 ワークロードのリプレイの開始



ワークロードのリプレイを開始する前に、次の操作を行う必要があります。





	
取得されたワークロードの事前処理。詳細は、「APIを使用したデータベース・ワークロードの事前処理」を参照してください


	
リプレイ・データの初期化。詳細は、「リプレイ・データの初期化」を参照してください


	
リプレイ・オプションの指定。詳細は、「ワークロードのリプレイ・オプションの設定」を参照してください


	
リプレイ・クライアントの起動。詳細は、「リプレイ・クライアントの起動」を参照してください





注意:

ワークロード・リプレイを開始すると、新しいリプレイ・クライアントはデータベースに接続できなくなります。START_REPLAYプロシージャの実行前に起動されたリプレイ・クライアントのみ、取得したワークロードのリプレイに使用されます。







ワークロード・リプレイを開始するには、次の手順に従います。

	
START_REPLAYプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_REPLAY.START_REPLAY ();
END;
/














12.6.8 ワークロード・リプレイの一時停止



ワークロード・リプレイを一時停止すると、それ以降にリプレイ・クライアントによって発行されるすべてのユーザー・コールは、ワークロード・リプレイが再開されるか取り消されるまで停止されます。すでに進行中のユーザー・コールは完了できます。このオプションを使用すると、リプレイを一時的に停止して変更を行い、その変更がリプレイの残りの部分に与える影響を確認することができます。





ワークロード・リプレイを一時停止するには、次の手順に従います。

	
PAUSE_REPLAYプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_REPLAY.PAUSE_REPLAY ();
END;
/














12.6.9 ワークロード・リプレイの再開



この項では、一時停止されたワークロード・リプレイを再開する方法を説明します。





ワークロード・リプレイを再開するには、次の手順に従います。

	
RESUME_REPLAYプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_REPLAY.RESUME_REPLAY ();
END;
/














12.6.10 ワークロード・リプレイの取消し



この項では、ワークロード・リプレイを取り消す方法を説明します。





ワークロード・リプレイを取り消すには、次の手順に従います。

	
CANCEL_REPLAYプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_REPLAY.CANCEL_REPLAY ();
END;
/














12.6.11 ワークロード・リプレイに関する情報の取得



リプレイ・ディレクトリ・オブジェクト内のワークロード取得に関する情報と、そのディレクトリからのワークロード・リプレイ試行の履歴に関する情報をすべて取得できます。デフォルトでは、ワークロード・リプレイ相違データはロードされませんが、このデータを選択的にロードする選択ができます。





ワークロード・リプレイに関する情報を取得するには、次の手順を実行します。

	
DBMS_WORKLOAD_REPLAY.GET_REPLAY_INFOファンクションをコールします。

GET_REPLAY_INFOファンクションはまず、ワークロードの取得に関する情報が含まれる行をDBA_WORKLOAD_CAPTURESビューにインポートします。デフォルトでは、これまでDBA_WORKLOAD_REPLAYSビューにロードされていないリプレイの情報のみがインポートされます。このファンクションは、DBA_WORKLOAD_REPLAYSビューのCAPTURE_ID列に関連付けられて、取得した情報にアクセスできる、キャプチャ・ディレクトリのcap_idを戻します(統合キャプチャ・ディレクトリの場合、cap_idは0を戻します)。

GET_REPLAY_INFOファンクションでは、次のパラメータを使用します。

	
replay_dir: ワークロード・リプレイのディレクトリ・オブジェクト名を指定する必須パラメータ。


	
load_divergence: 相違データがロードされるかどうかを指定するオプション・パラメータ。このパラメータのデフォルト値はFALSEです。リプレイ・ディレクトリから取得した各リプレイ試行の行をDBA_WORKLOAD_REPLAY_DIVERGENCEビューにインポートして、相違データをロードするには、このパラメータをTRUEに設定します。あるいは、リプレイ情報が取得された後で、「ワークロード・リプレイの相違データのロード」で説明されているように、LOAD_DIVERGENCEプロシージャを使用して、ディレクトリ・オブジェクト内の1つのリプレイまたはすべてのリプレイの相違データを選択的にロードすることができます。











例12-1 ワークロード・リプレイに関する情報の取得

次の例に、ワークロード取得に関する情報と、jul14という名前のリプレイ・ディレクトリ・オブジェクトのワークロード・リプレイ試行の履歴に関する情報を取得する方法と、情報が取得されたことを確認する方法を示します。


DECLARE
  cap_id         NUMBER;
BEGIN
  cap_id := DBMS_WORKLOAD_REPLAY.GET_REPLAY_INFO(replay_dir => 'jul14');
  SELECT capture_id
    FROM dba_workload_replays
   WHERE capture_id = cap_id;
END;
/











12.6.12 ワークロード・リプレイの相違データのロード



ワークロード・リプレイの相違データのロードは、リプレイ・ディレクトリから取得した各リプレイ試行の行をDBA_WORKLOAD_REPLAY_DIVERGENCEビューにインポートして、リプレイ試行中の相違のあるコールとエラーに関する情報を表示します。指定したディレクトリ・オブジェクト内の1つのワークロード・リプレイまたはすべてのワークロード・リプレイのいずれの相違データをロードするかを選択できます。





ワークロード・リプレイの相違データをロードするには、次の手順を実行します。

	
次のパラメータのいずれかを使用して、WORKLOAD_REPLAY.LOAD_DIVERGENCEプロシージャをコールします。

	
replay_id: 相違データをロードするワークロード・リプレイのIDを指定するパラメータ。このパラメータは、1つのワークロード・リプレイの相違データをロードする場合にのみ使用します。


	
replay_dir: ディレクトリ・オブジェクトの名前を指定するパラメータ(値の大/少文字は区別されます)。このパラメータは、指定したディレクトリ・オブジェクト内のすべてのワークロード・リプレイの相違データをロードする場合に使用します。





	
相違データのロード・ステータスを確認するには、DBA_WORKLOAD_REPLAYSビューのDIVERGENCE_LOAD_STATUS列を問い合せます。

TRUEの値は、相違データがロードされることを示し、FALSEの値はロードされないことを示します。








例12-2 1つのワークロード・リプレイの相違データのロード

次の例に、replay_idの値が12のワークロード・リプレイの相違データを取得する方法と、相違データがロードされたことを確認する方法を示します。


DECLARE
  rep_id         NUMBER;
BEGIN
  rep_id := DBMS_WORKLOAD_REPLAY.LOAD_DIVERGENCE (replay_id => 12);
  SELECT divergence_load_status
    FROM dba_workload_replays
   WHERE capture_id = rep_id;
END;
/











12.6.13 ワークロード・リプレイに関する情報の削除



指定したディレクトリ・オブジェクト内の1つのワークロード・リプレイまたはすべてのワークロード・リプレイのいずれかの取得データを削除できます。「ワークロード・リプレイに関する情報の取得」で説明されているように、削除された情報は、GET_REPLAY_INFOファンクションを使用して取得できます。

または、リプレイ・データをディスクから永続的に削除する選択もできます。これを行うと、削除されたデータは取得できなくなります。





ワークロード・リプレイに関する情報を削除するには、次の手順を実行します。

	
次のパラメータのいずれかを使用して、DBMS_WORKLOAD_REPLAY.DELETE_REPLAY_INFOプロシージャをコールします。

	
replay_id: リプレイ情報を削除するワークロード・リプレイのIDを指定するパラメータ。このパラメータは、1つのワークロード・リプレイの情報を削除する場合に使用します。


	
replay_dir: ディレクトリ・オブジェクトの名前を指定するパラメータ(値の大/少文字は区別されます)。このパラメータは、指定したディレクトリ・オブジェクト内のすべてのワークロード・リプレイの情報を削除する場合に使用します。





	
デフォルトでは、ワークロード・リプレイに関する情報を削除しても、そのデータはディスクからは削除されません。

ディスクからリプレイ・データを削除し、削除されたデータを取得できないようにするには、permanentパラメータの値をTRUEに設定します(デフォルト値はFALSE)。








例12-3 ワークロード・リプレイに関する情報の削除

次の例に、ワークロード取得に関する情報と、jul14という名前のリプレイ・ディレクトリ・オブジェクトのワークロード・リプレイ試行の履歴に関する情報を削除する方法を示します。リプレイ・データはディスクから削除されないため、「ワークロード・リプレイに関する情報の取得」で説明されているように、GET_REPLAY_INFOファンクションのコールにより取得できます。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_REPLAY.DELETE_REPLAY_INFORMATION (replay_dir => 'jul14');
END;
/











12.6.14 ワークロードのリプレイのAWRデータのエクスポート



AWRデータをエクスポートすると、ワークロードの詳細な分析が可能になります。このデータは、2つのワークロードの取得(またはリプレイ)に対してAWR期間比較レポートを実行する場合には必須です。





AWRデータをエクスポートする手順は次のとおりです。

	
EXPORT_AWRプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_REPLAY.EXPORT_AWR (replay_id => 1);
END;
/


この例では、リプレイIDが1のワークロード・リプレイに対応するAWRスナップショットがエクスポートされ、また、ワークロードのリプレイ中に取得されたSQLチューニング・セットもエクスポートされます。

EXPORT_AWRプロシージャでは、AWRスナップショットをエクスポートするリプレイのIDを指定する必須パラメータreplay_idを使用します。









注意:

このプロシージャは、対応するワークロードのリプレイが現在のデータベースで実行され、元のリプレイ期間に対応するAWRスナップショットがまだ使用可能である場合にのみ、機能します。













12.6.15 ワークロードのリプレイのAWRデータのインポート



リプレイ・システムからAWRデータをエクスポートすると、AWRデータを別のシステムにインポートできます。AWRデータをインポートすると、ワークロードの詳細な分析が可能になります。このデータは、2つのワークロードの取得(またはリプレイ)に対してAWR期間比較レポートを実行する場合には必須です。





AWRデータをインポートするには、次の手順を実行します。

	
IMPORT_AWRファンクションを使用します。


CREATE USER capture_awr
SELECT DBMS_WORKLOAD_REPLAY.IMPORT_AWR (replay_id => 1,
                                        staging_schema => 'capture_awr')
  FROM DUAL;


この例では、取得IDが1のワークロード・リプレイに対応するAWRスナップショットがcapture_awrという名前のステージング・スキーマを使用してインポートされます。

この例のIMPORT_AWRプロシージャでは、次のパラメータを使用します。

	
必須パラメータreplay_idでは、AWRスナップショットをインポートするリプレイのIDを指定します。


	
必須パラメータstaging_schemaでは、SYS AWRスキーマにAWRスナップショットをリプレイ・ディレクトリからインポートする間に、ステージング領域として使用できる現在のデータベースの有効なスキーマ名を指定します。












注意:

staging_schemaパラメータで指定したスキーマにAWR表と同じ名前の表が含まれる場合、このファンクションは失敗します。













12.7 APIを使用したワークロードのリプレイの監視


この項では、APIおよびビューを使用したワークロード・リプレイの監視方法について説明します。また、「Enterprise Managerを使用したワークロードのリプレイの監視」で説明されているように、Oracle Enterprise Managerを使用してワークロードのリプレイを監視できます。

この項の内容は次のとおりです。

	
違いのあるコールに関する情報の取得


	
ビューを使用したワークロードのリプレイの監視












12.7.1 違いのあるコールに関する情報の取得



リプレイ時に、リプレイ・システムと取得システムの間のエラーおよびデータに相違があった場合は、違いのあるコールとして記録されます。

違いのあるコールに関する情報(SQL識別子、SQLテキスト、バインド値など)を取得するには、次のパラメータを使用してGET_DIVERGING_STATEMENTファンクションをコールします。





	
replay_idパラメータを違いのあるコールを含むリプレイのIDに設定します。


	
stream_idパラメータを違いのあるコールのストリームIDに設定します。


	
call_counterパラメータを違いのあるコールのコール・カウンタに設定します。




違いのあるコールに関するこれらの情報を表示するには、DBA_WORKLOAD_REPLAY_DIVERGENCEビューを使用します。次の例は、ファンクション・コールを示しています。


DECLARE
  r                   CLOB;
  ls_stream_id        NUMBER;
  ls_call_counter     NUMBER;
  ls_sql_cd           VARCHAR2(20);
  ls_sql_err          VARCHAR2(512);
  CURSOR c IS
  SELECT stream_id, call_counter
  FROM DBA_WORKLOAD_REPLAY_DIVERGENCE
  WHERE replay_id = 72;
BEGIN
  OPEN c;
  LOOP
  FETCH c INTO ls_stream_id, ls_call_counter;
  EXIT when c%notfound;
  DBMS_OUTPUT.PUT_LINE (ls_stream_id||''||ls_call_counter);
  r:=DBMS_WORKLOAD_REPLAY.GET_DIVERGING_STATEMENT(replay_id => 72,
  stream_id => ls_stream_id, call_counter => ls_call_counter);
  DBMS_OUTPUT.PUT_LINE (r);
  END LOOP;
END;
/



関連項目:

	
DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージについては、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。
















12.7.2 ビューを使用したワークロードのリプレイの監視


この項では、ワークロードのリプレイを監視するために表示できるビューの概要を示します。これらのビューにアクセスするには、DBA権限が必要です。

	
DBA_WORKLOAD_CAPTURESビュー: 現在のデータベースで取得されたワークロードの取得をすべて示します。


	
DBA_WORKLOAD_FILTERSビュー: 現在のデータベースに定義されたワークロードの取得に使用されるワークロード・フィルタをすべて示します。


	
DBA_WORKLOAD_REPLAYSビュー: 現在のデータベースでリプレイされたワークロードのリプレイをすべて示します。


	
DBA_WORKLOAD_REPLAY_DIVERGENCEビュー: 違いのあるコールに関する情報(リプレイID、ストリームID、コール・カウンタなど)を表示できます。


	
DBA_WORKLOAD_REPLAY_FILTER_SETビュー: 現在のデータベースで定義されたワークロード・リプレイに使用されるワークロード・フィルタをすべて示します。


	
DBA_WORKLOAD_CONNECTION_MAPビュー: ワークロードのリプレイの接続マッピング情報を示します。


	
V$WORKLOAD_REPLAY_THREADビュー: リプレイ・クライアントからのすべてのセッションに関する情報を示します。





関連項目:

	
これらのビューについては、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。














13 取得およびリプレイ済ワークロードの分析


この章では、様々なデータベース・リプレイ・レポートを使用して、取得およびリプレイしたワークロードを分析する方法を説明します。

	
ワークロードの取得レポート

ワークロードの取得レポートには、取得したワークロードに関する情報が表示されます。「ワークロードの取得レポートの使用」を参照してください。


	
ワークロード・リプレイ・レポート

ワークロード・リプレイ・レポートでは、取得システムとリプレイ・システム間のパフォーマンスの相違が測定されます。「ワークロード・リプレイ・レポートの使用」を参照してください。


	
リプレイの期間比較レポート

リプレイの期間比較レポートでは、ワークロードのリプレイとその取得、または同じ取得内の別のリプレイとの比較を行います。データベース統合リプレイを使用している場合、このレポートでは、複数のワークロード取得と統合リプレイとの比較も行います。「リプレイの期間比較レポートの使用」を参照してください。


	
SQLパフォーマンス・アナライザ・レポート

SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートでは、ワークロード・リプレイと取得したワークロードのSQLチューニング・セット、または2つのワークロード・リプレイのSQLチューニング・セットを比較します。「SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの使用」を参照してください。





注意:

リプレイの分析が完了したら、ワークロード・ディレクトリ・オブジェクトを別の物理的な場所にバックアップしてから、そのデータベースをワークロード取得時点の元の状態にリストアし、ワークロードのリプレイを繰り返して、システムに対する他の変更をテストすることができます。











13.1 ワークロードの取得レポートの使用


ワークロードの取得レポートには、取得されたワークロード統計、取得された上位セッション・アクティビティ、および取得プロセス中に使用されたすべてのワークロード・フィルタが含まれます。

次の項では、ワークロードの取得レポートの生成および使用方法について説明します。

	
Enterprise Managerを使用したワークロードの取得レポートへのアクセス


	
APIを使用したワークロードの取得レポートの生成


	
ワークロードの取得レポートの確認












13.1.1 Enterprise Managerを使用したワークロードの取得レポートへのアクセス



この項では、Oracle Enterprise Managerを使用してワークロードの取得レポートを生成する方法について説明します。

ワークロードの取得レポートを生成するための主ツールは、Oracle Enterprise Managerです。なんらかの理由でOracle Enterprise Managerが使用できない場合は、「APIを使用したワークロードの取得レポートの生成」で説明されているように、APIを使用してワークロードの取得レポートを生成できます。





Enterprise Managerを使用し、ワークロードの取得レポートにアクセスするには、次の手順に従います。




	Enterprise Manager Cloud Controlコンソールの「エンタープライズ」メニューで、「クオリティ管理」、「データベース・リプレイ」の順に選択します。

「データベース・ログイン」ページが表示されたら、管理者権限のあるユーザーとしてログインします。

「データベース・リプレイ」ページが表示されます。




	ステータスが「完了」以外の取得のデータベース・リプレイ・ページにある「取得済ワークロード」タブで、「取得」表から必要な取得の名前をクリックします。

データベース・リプレイ・ページの「サマリー」タブが表示されます。




	ワークロードの取得レポートおよびワークロードの取得ASH分析レポートに対するコントロールにアクセスするには、「レポート」タブをクリックします。

	
ワークロードの取得レポートには、取得されたデータ・コンポーネントと取得されなかったデータ・コンポーネントのタイプを示す、詳細な出力が含まれます。

ワークロードの取得レポートの解釈方法については、「ワークロードの取得レポートの確認」を参照してください。


	
取得ASH分析レポートには、データベース時間を最も消費しているセッションが表示されます。このレポートには積上げグラフが表示され、イベント、アクティビティ・クラス、モジュール/アクション、セッション、インスタンスIDおよびPL/SQLファンクションなどの複数のディメンションのアクティブ・セッション・アクティビティを簡単に可視化できます。

レポートの「その他のアクティビティ」リストで選択されている場合は、そのアクティビティが取得されていないことを意味します。







	レポートにアクセスした後、「保存」をクリックして保存できます。


関連項目:

	
ASH(アクティブ・セッション履歴)の詳細は、『Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。



















13.1.2 APIを使用したワークロードの取得レポートの生成



DBMS_WORKLOAD_CAPTUREパッケージを使用してワークロードの取得レポートを生成できます。また、「Enterprise Managerを使用したワークロードの取得レポートへのアクセス」で説明されているように、Oracle Enterprise Managerを使用してワークロードの取得レポートを生成することも可能です。





最新のワークロードの取得レポートを生成するには、次の手順を実行します。

	
DBMS_WORKLOAD_CAPTURE.GET_CAPTURE_INFOプロシージャを使用します。

GET_CAPTURE_INFOプロシージャは、ワークロードの取得に関するすべての情報を収集し、そのワークロードの取得に対応するcap_idを戻します。このファンクションでは、必須パラメータdirを使用します。このパラメータは、ワークロードの取得のディレクトリ・オブジェクト名を指定します。


	
DBMS_WORKLOAD_CAPTURE.REPORTファンクションをコールします。

REPORTファンクションは、GET_CAPTURE_INFOプロシージャによって戻されたcap_idを使用してレポートを生成します。このファンクションでは、次のパラメータを使用します。

	
capture_id: レポートが生成されるワークロードの取得を含むディレクトリを指定する必須パラメータ。このディレクトリは、ワークロードの取得を含むホスト・システム内の有効なディレクトリである必要があります。このパラメータの値は、GET_CAPTURE_INFOプロシージャによって戻されるcap_idに一致する必要があります。


	
format: レポートの形式を指定する必須パラメータ。有効値は、DBMS_WORKLOAD_CAPTURE.TYPE_TEXTおよびDBMS_WORKLOAD_REPLAY.TYPE_HTMLです。











この例では、GET_CAPTURE_INFOプロシージャがjul14ディレクトリ内のワークロードの取得に関するすべての情報を収集し、そのワークロードの取得に対応するcap_idを戻します。次にREPORTファンクションは、GET_CAPTURE_INFOプロシージャによって戻されたcap_idを使用してテキスト・レポートを生成します。


DECLARE
  cap_id         NUMBER;
  cap_rpt        CLOB;
BEGIN
  cap_id  := DBMS_WORKLOAD_CAPTURE.GET_CAPTURE_INFO(dir => 'jul14');
  cap_rpt := DBMS_WORKLOAD_CAPTURE.REPORT(capture_id => cap_id,
                           format => DBMS_WORKLOAD_CAPTURE.TYPE_TEXT);
END;
/


ワークロードの取得レポートの解釈方法については、「ワークロードの取得レポートの確認」を参照してください。


関連項目:

	
DBMS_WORKLOAD_CAPTUREパッケージについては、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。
















13.1.3 ワークロードの取得レポートの確認


ワークロードの取得レポートには、ワークロードの取得の有効性を評価するために使用できる様々なタイプの情報が含まれます。このレポートに示される情報から、取得したワークロードについて、次の項目を確認できます。

	
リプレイする実際のワークロードを表しているかどうか


	
除外するワークロードが含まれていないかどうか


	
リプレイできるかどうか




ワークロードの取得レポートに含まれる情報は、次のカテゴリに分類できます。

	
ワークロードの取得に関する詳細情報(ワークロードの取得の名前、定義済のフィルタ、日付、時刻、取得のSCNなど)


	
ワークロードの取得に関する全般的な統計(取得済の合計DB時間、取得済のログインとトランザクションの数など)と、合計システム・アクティビティに対する割合


	
取得されたワークロードのプロファイル


	
バージョン制限のために取得されなかったワークロードのプロファイル


	
定義済のフィルタによって除外された未取得のワークロードのプロファイル


	
バックグラウンド・プロセスまたはスケジュール済のジョブで構成された未取得のワークロードのプロファイル












13.2 ワークロード・リプレイ・レポートの使用


ワークロード・リプレイ・レポートには、取得システムとリプレイ・システム間のパフォーマンスの違いの測定に使用できる情報が含まれます。

次の項では、ワークロードのリプレイ・レポートの生成および確認方法について説明します。

	
Enterprise Managerを使用したワークロード・リプレイ・レポートへのアクセス


	
APIを使用したワークロードのリプレイ・レポートの生成


	
ワークロードのリプレイ・レポートの確認












13.2.1 Enterprise Managerを使用したワークロード・リプレイ・レポートへのアクセス



この項では、Oracle Enterprise Managerを使用してワークロードのリプレイ・レポートを生成する方法について説明します。

ワークロードのリプレイ・レポートを生成するための主ツールは、Oracle Enterprise Managerです。なんらかの理由でOracle Enterprise Managerが使用できない場合は、「APIを使用したワークロードのリプレイ・レポートの生成」で説明されているように、APIを使用してワークロードのリプレイ・レポートを生成できます





Enterprise Managerを使用したワークロード・リプレイ・レポートにアクセスするには、次の手順を実行します。




	Enterprise Manager Cloud Controlコンソールの「エンタープライズ」メニューで、「クオリティ管理」、「データベース・リプレイ」の順に選択します。

「データベース・ログイン」ページが表示されたら、管理者権限のあるユーザーとしてログインします。

「データベース・リプレイ」ページが表示されます。




	「リプレイ・タスク」タブをクリックして、レポートにアクセスするリプレイを選択します。
	「レポート」タブをクリックして、個別のレポートにアクセスします。

完了したワークロードのリプレイに対して表示できるレポートには、次の数種類があります。

	
データベース・リプレイ

このレポートは、リプレイの相違およびワークロード・プロファイルを含む表形式の完全なリプレイ統計を表示する場合に使用します。

[image: GUID-DC56F6D9-3D79-4C64-9F03-A14C656C2976-default.gifの説明が続きます]



	
期間比較ADDM

このレポートは、1つのワークロード・リプレイとその取得、または同じ取得の別のリプレイとの高レベルの比較を実行する場合に使用します。このレポートでは、5分以上のデータベース時間を含むワークロード・リプレイのみを比較できます。

[image: GUID-C17AF4D4-07C2-414B-A030-FB64930E82CF-default.gifの説明が続きます]



レポートの次のセクションを調べ、2つの期間の間のパフォーマンス変化とその変化の原因を把握します。

	
概要

レポートのこの部分に、両方の期間に共通するSQL文の平均的なリソース消費に基づいて基本期間および比較期間を比較できるSQLの共通性が表示されます。

100%の共通性とは、両方の期間でのワークロードの署名が同一であることを示します。リプレイ中のワークロードが同じ(リプレイ・フィルタを使用していないと想定)であるので、このような場合に100%の共通性が期待されます。0%の値は、特定のワークロード・ディメンションについて2つの期間に共通するものがないことを示します。

共通性は入力タイプ(つまり実行されているSQL)と、実行中のSQL文の負荷に基づいています。つまり、ある期間でのみ実行されるが、時間がかからないSQL文は共通性に影響を与えません。そのため、一部のSQL文が2つの期間のいずれかでのみ実行されている場合でも、それらのSQL文が多くのリソースを消費していない条件で2つのワークロードの100%の共通性を確保できます。


	
構成

表示される情報には、インスタンス、ホストおよびデータベース別に分類された各種パラメータのベース期間と比較期間の値が含まれます。


	
結果

結果にパフォーマンスの向上が示され、システム変更による主なパフォーマンスの差異を識別できる可能性があります。原因を把握してこれを解決すると、マイナスの結果が解消されます。

基本期間および比較期間に表示される値は、データベース時間に関するパフォーマンスを表します。

「影響の変更」の値は、ある期間から別の期間のパフォーマンスの変化の規模の測定値を表します。これは、それぞれの期間で消費したデータベースの合計時間によって測定した問題またはアイテムに適用できます。絶対値は降順でソートされます。

値がプラスの場合は増加、マイナスの場合は減少を示します。たとえば、影響の変化が200%の場合は、期間2が期間1より3倍低速であることを意味します。

ADDMおよびSQLチューニング・アドバイザなどのパフォーマンス・チューニング・ツールを実行して、比較期間の問題を修正し、全体的なシステム・パフォーマンスを向上させることができます。


	
リソース

表示される情報は、両方の期間のデータベース時間分割のサマリーと、CPU、メモリー、I/Oおよび相互接続のリソース使用率を示します(Oracle RACのみ)。





	
SQLパフォーマンス・アナライザ

このレポートは、ワークロード取得のSQLチューニング・セットを、ワークロード・リプレイの別のSQLチューニング・セットと、または2つのワークロード・リプレイの2つのSQLチューニング・セットと比較する場合に使用します。SQLチューニング・セットをデータベース・リプレイと比較すると、SQL文ごとにすべての実行計画が検討され、表示されるのに対し、SQLパフォーマンス・アナライザのテスト実行では、SQLを試行するごとに1SQL文につき1つの実行計画しか生成されないため、前者の方がより多くの情報が得られます。


	
リプレイの期間比較レポート

このレポートは、1つのワークロード・リプレイのAWRデータをその取得、または同じ取得の別のリプレイと比較する場合に使用します。このレポートを実行する前に、取得またはリプレイしたワークロードのAWRデータを事前にエクスポートしておく必要があります。

[image: GUID-49E11B32-14C4-40F0-B553-9A290B583A7A-default.gifの説明が続きます]



このレポートの使用方法の詳細は、「リプレイの期間比較レポートの確認」を参照してください。リプレイの期間比較レポートの解釈方法の詳細は、『Oracle Database 2日でパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。


	
リプレイASH分析

リプレイASH分析レポートには、ドロップダウン・メニューで選択したカテゴリにリプレイされたワークロードの指定した期間のアクティブ・セッション履歴(ASH)情報が含まれます。このレポートを実行する前に、取得またはリプレイしたワークロードから事前にAWRデータをエクスポートしておく必要があります。

[image: GUID-C2FD1BA2-3A16-4FDA-9790-64A0A36BFBEB-default.gifの説明が続きます]



チャートには、待機クラスのワークロード・アクティビティ・ブレークダウン値が表示され、システムに悪影響を与えているトップ・アクティビティ・セッションの詳細な統計が示されます。

システム・アクティビティのグラフィカル・ビューを表示するには、オプションでロード・マップを使用できます。ロード・マップは、選択した期間内でアクティビティの変更を時系列で確認しない場合に1次元または多次元レイアウトのアクティビティを表示する際に役立ちます。

このレポートの詳細は、『Oracle Database 2日でパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。

















13.2.2 APIを使用したワークロードのリプレイ・レポートの生成



DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用してワークロードのリプレイ・レポートを生成できます。また、「Enterprise Managerを使用したワークロード・リプレイ・レポートへのアクセス」で説明されているように、Oracle Enterprise Managerを使用してワークロード・リプレイ・レポートを生成することも可能です。





APIを使用してワークロードの取得に対する最新のワークロードのリプレイ・レポートを生成するには、次の手順を実行します。

	
「ワークロード・リプレイに関する情報の取得」で説明されているように、ワークロードの取得、およびDBMS_WORKLOAD_REPLAY.GET_REPLAY_INFOファンクションをコールすることによる、リプレイ・ディレクトリ・オブジェクトからのワークロード・リプレイ試行の履歴に関する情報を取得します。

GET_REPLAY_INFOファンクションは1つのキャプチャ・ディレクトリのcap_idを戻します(統合キャプチャ・ディレクトリの場合、戻されるcap_idは0です)。


	
GET_REPLAY_INFOファンクションにより戻されるcap_idを使用して、問合せを実行し、ワークロードの最新のリプレイの適切なrep_idを戻します。


	
DBMS_WORKLOAD_REPLAY.REPORTファンクションをコールします。

REPORTファンクションは、SELECT文によって戻されたrep_idを使用してレポートを生成します。

REPORTファンクションでは、次のパラメータを使用します。

	
replay_id: レポートが生成されるワークロードのリプレイを含むディレクトリを指定する必須パラメータ。このディレクトリは、ワークロードのリプレイを含むホスト・システム内の有効なディレクトリである必要があります。このパラメータの値は、前の問合せで戻されたrep_idと一致する必要があります。


	
format: レポートの形式を指定する必須パラメータ。有効な値は、DBMS_WORKLOAD_REPLAY.TYPE_TEXT、DBMS_WORKLOAD_REPLAY.TYPE_HTMLおよびDBMS_WORKLOAD_REPLAY.TYPE_XMLです。











この例では、GET_REPLAY_INFOファンクションが、ワークロードの取得に関するすべての情報と、jul14リプレイ・ディレクトリ・オブジェクトからのすべてのワークロード・リプレイ試行の履歴に関する情報を収集します。このファンクションは、DBA_WORKLOAD_REPLAYSビューのCAPTURE_ID列に関連付けられて、取得した情報にアクセスできる、キャプチャ・ディレクトリのcap_idを戻します。SELECT文は最新のワークロードのリプレイの適切なrep_idを戻します。次に、REPORTファンクションは、SELECT文によって戻されたrep_idを使用してHTMLレポートを生成します。


DECLARE
  cap_id         NUMBER;
  rep_id         NUMBER;
  rep_rpt        CLOB;
BEGIN
  cap_id := DBMS_WORKLOAD_REPLAY.GET_REPLAY_INFO(replay_dir => 'jul14');
  /* Get the latest replay for that capture */
  SELECT max(id)
  INTO   rep_id
  FROM   dba_workload_replays
  WHERE  capture_id = cap_id;
 
  rep_rpt := DBMS_WORKLOAD_REPLAY.REPORT(replay_id => rep_id,
                           format => DBMS_WORKLOAD_REPLAY.TYPE_HTML);
END;
/


ワークロードのリプレイ・レポートの解釈方法については、「ワークロード・リプレイ・レポートの確認」を参照してください。


関連項目:

	
DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージについては、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。
















13.2.3 ワークロード・リプレイ・レポートの確認


テスト・システムでワークロードをリプレイすると、取得した内容とリプレイされる内容に多少の相違が発生する場合があります。リプレイの相違が発生する要因は多数ありますが、それらはワークロードのリプレイ・レポートを使用して分析できます。ワークロードのリプレイ・レポートに含まれている情報は、パフォーマンスおよびリプレイの相違で構成されています。

パフォーマンスの相違は、データベースのパフォーマンス全体に影響を与える新しいアルゴリズムがリプレイ・システムに導入された場合に発生する可能性があります。たとえば、より新しいバージョンのOracle Databaseでワークロードがリプレイされると、新しいアルゴリズムによって特定のリクエストがより高速に実行される可能性があり、この高速の実行が相違として現れます。この場合は、望ましい相違です。

データの相違は、DMLまたはSQL問合せの結果が、ワークロードですでに取得された結果と一致しない場合に発生します。たとえば、リプレイ時にSQL文によって取得時より少ない数の行が戻されることがあります。

エラーの相違は、リプレイされたデータベース・コールで次のような状況が発生した場合に現れます。

	
取得されていない新しいエラーが発生した場合


	
取得されたエラーが発生しなかった場合


	
取得されたエラーとは異なるエラーが発生した場合




ワークロードのリプレイ・レポートに含まれる情報は、次のカテゴリに分類されます。

	
ワークロードのリプレイおよびワークロードの取得に関する詳細情報(ジョブ名、ステータス、データベース情報、各プロセスの継続時間と時刻、ディレクトリ・オブジェクト、ディレクトリ・パスなど)


	
ワークロードのリプレイに関して選択されたリプレイ・オプションおよび起動されたリプレイ・クライアントの数


	
ワークロードのリプレイおよびワークロードの取得に関する全般的な統計(取得済およびリプレイ済の合計DB時間、取得済およびリプレイ済のログインとトランザクションの数など)と、合計システム・アクティビティに対する割合


	
リプレイされたワークロードのプロファイル


	
リプレイの相違


	
エラーの相違


	
DMLおよびSQL問合せのデータの相違












13.3 リプレイの期間比較レポートの使用


リプレイの期間比較レポートの使用すると、次のパフォーマンスを比較できます。

	
ワークロード・リプレイとそのワークロード取得


	
ワークロード・リプレイと、同じワークロード取得の別のリプレイ


	
複数のワークロード取得と統合リプレイ




次の項では、リプレイの期間比較レポートの生成および確認方法について説明します。

	
APIを使用したリプレイの期間比較レポートの生成


	
リプレイの期間比較レポートの確認





関連項目:

	
データベース統合リプレイの詳細は、「データベース統合リプレイの使用」を参照してください














13.3.1 APIを使用したリプレイの期間比較レポートの生成



この項では、DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用して、リプレイの期間比較レポートを生成する方法について説明します。このレポートでは、データベース時間が5分以上のワークロード・リプレイのみを比較できます。

リプレイの期間比較レポートを生成するには、DBMS_WORKLOAD_REPLAY.COMPARE_PERIOD_REPORTプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_REPLAY.COMPARE_PERIOD_REPORT (
                           replay_id1 => 12,
                           replay_id2 => 17,
                           format => DBMS_WORKLOAD_CAPTURE.TYPE_HTML,
                           result => :report_bind);
END;
/


この例のCOMPARE_PERIOD_REPORTプロシージャは、リプレイID 12のワークロード・リプレイをID 17の別のリプレイと比較する、HTML形式のリプレイの期間比較レポートを生成します。

この例のCOMPARE_PERIOD_REPORTプロシージャでは、次のパラメータを使用します。





	
replay_id1: レポートの生成対象となる変更後のワークロード・リプレイの数値IDを指定するパラメータ。このパラメータは必須です。


	
replay_id2: レポートの生成対象となる変更前のワークロード・リプレイの数値IDを指定するパラメータ。このパラメータを指定しない場合、ワークロードの取得との比較が実行されます。


	
format: レポートの形式を指定するパラメータ。有効な値は、DBMS_WORKLOAD_CAPTURE.TYPE_HTML(HTMLの場合)と、DBMS_WORKLOAD_CAPTURE.TYPE_XML(XMLの場合)などです。このパラメータは必須です。


	
result: レポートの出力を指定するパラメータ。




リプレイの期間比較レポートの解釈方法については、「リプレイの期間比較レポートの確認」を参照してください。


関連項目:

	
DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージについては、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。
















13.3.2 リプレイの期間比較レポートの確認


リプレイの期間比較レポートを確認することで、リプレイの相違が発生しているか、および大幅なパフォーマンスの変化があったかを判断できます。

行った比較の種類に応じて、次の3つのいずれかのリプレイの期間比較レポートが生成されます。

	
取得とリプレイ

このレポート・タイプでは、ワークロード・リプレイのパフォーマンスを取得済ワークロード比較します。


	
リプレイとリプレイ

このレポート・タイプでは、同一のワークロード取得の2つのワークロード・リプレイのパフォーマンスを比較します。


	
統合リプレイ

このレポート・タイプでは、複数のワークロード取得のパフォーマンスを統合リプレイと比較します。このレポート・タイプには、ASH Data Comparisonセクションしかありません。このレポート・タイプの詳細は、「データベース統合リプレイのレポート作成および分析」を参照してください。




どのタイプのリプレイの期間比較レポートにも、比較対象の2回の実行の最も重要な変更についての情報が含まれます。この情報を使用すると、実行する適切なアクションを決定できます。たとえば、新しい同時実行の問題が検出された場合、自動データベース診断モニター(ADDM)レポートを確認して問題を診断します。SQLのパフォーマンスに関する新しい問題が検出された場合、SQLチューニング・アドバイザを実行し問題を修正します。

リプレイの期間比較レポート内の情報は、次のセクションに分類できます。

	
一般情報


	
リプレイの相違


	
メイン・パフォーマンス統計


	
上位SQL/コール


	
ハードウェア使用率の比較


	
ADDMの比較


	
ASHデータ比較












13.3.2.1 一般情報


このセクションには、レポートで比較される2つの実行に関するメタデータが含まれています。2つの実行間でのinit.oraパラメータの変更もここに示されます。テストしたシステムの変更が実行されたかどうか確認するには、このセクションを参照してください。









13.3.2.2 リプレイの相違


このセクションには、最初の実行と比較した2番目の実行の相違分析が示されます。分析に大幅な相違がある場合、相違の完全なレポートを確認します。









13.3.2.3 主要なパフォーマンス統計


このセクションには、2つの実行間の高度なパフォーマンス統計比較(データベース時間の変化など)が示されます。比較でデータベース時間に大きな違いがない場合、2回の実行間のパフォーマンスは通常類似しています。データベース時間に大幅な違いがある場合、統計を確認し、この大きな違いの原因となっているコンポーネント(CPUまたはユーザーI/O)を特定します。









13.3.2.4 上位SQL/コール


このセクションでは、個々のSQL文の1回の実行と次の実行におけるパフォーマンス変化を比較します。SQL文は、データベース時間の合計変化の順に並べられます。データベース時間が最も低下した上位のSQL文は、SQLチューニングを行う最有力の対象となります。









13.3.2.5 ハードウェア使用率の比較


このセクションでは、2回の実行におけるCPUとI/O使用量を比較します。すべてのインスタンスのCPU数値が合計され、インスタンス間のCPUの使用量の平均が算出されます。

データ・ファイルおよび一時ファイルのI/O統計が示されます。1ブロックの読取り時間が高い値である場合(10ミリ秒を大幅に超える場合)、システムがI/Oバウンドであることが示唆されます。この場合、読み書きの合計時間を確認し、遅延の原因がI/Oリクエストが多いためまたはI/Oスループットが悪いためでないか判断します。









13.3.2.6 ADDMの比較


このセクションでは、2回の実行のADDM分析の比較を影響の絶対差分順に示しています。2回の実行のADDM結果を比較し、1回の実行のみに存在していた可能性のある問題を特定できます。データベースのパフォーマンスを向上させるためにシステム変更をテストした場合、期待していた向上がADDMの結果にあったかを確認できます。


関連項目:

	
ADDM分析については、『Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。














13.3.2.7 ASHデータ比較


このセクションでは、2回の実行のASHデータを比較します。表には、比較期間の開始時間および終了時間が示されます。これらの時間は、比較している2回の実行の取得およびリプレイ時間とは一致しない場合があります。かわりに、これらの時間はASHサンプルが取得された時間を示します。

ASH Data Comparisonセクションには、次のサブセクションが含まれます。

	
サマリーの比較


	
上位SQL


	
長時間実行されているSQL


	
共通のSQL


	
上位オブジェクト





関連項目:

	
アクティブ・セッション履歴については、『Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。










13.3.2.7.1 サマリーの比較


このセクションには、データベース時間および待機時間の内訳に基づく2回の実行のアクティビティの要約があります。

	
データベース時間の内訳は、データベース時間に対するCPU使用量、待機時間、I/Oリクエストの内訳を示します。

図13-1に、サンプル・レポートのデータベース時間の内訳サブセクションを示します。


図13-1 データベース時間の内訳

[image: 図13-1の説明が続きます]



	
待機時間の内訳は、待機イベントに対する合計待機時間の内訳を示します。2回の実行の上位の待機イベント・クラス、イベント名、イベント数が示されます。

図13-2に、サンプル・レポートの待機時間の内訳サブセクションを示します。


図13-2 待機時間の内訳

[image: 図13-2の説明が続きます]











13.3.2.7.2 上位SQL


このセクションでは、2回の実行でデータベース時間、CPU時間、待機時間の合計が上位のSQL文を示します。







13.3.2.7.3 長時間実行されているSQL


このセクションでは、2回の実行において実行時間が長い上位のSQL文を示します。長時間実行されるSQL文ごとに、最大、最小および平均応答時間などの問合せの詳細が記載されています。







13.3.2.7.4 共通のSQL


このセクションでは、2回の実行に共通するSQL文を抽出し、平均応答時間およびデータベース時間の合計の変化における上位共通のSQL文を示します。







13.3.2.7.5 上位オブジェクト


このセクションには、2回の実行で待機時間の合計が上位のオブジェクトの詳細を示します。

図13-3に、サンプル・レポートの「上位オブジェクト」セクションを示します。


図13-3 上位オブジェクト

[image: 図13-3の説明が続きます]












13.4 SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの使用


SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートは、ワークロード・リプレイのSQLチューニング・セットを、ワークロード取得の別のSQLチューニング・セットと、または2つのワークロード取得の2つのSQLチューニング・セットと比較する場合に使用します。

SQLパフォーマンス・アナライザのテスト実行では、各SQL試行のSQL文ごとに1つの実行計画のみを生成するのに対し、SQLチューニング・セットをデータベース・リプレイと比較すると、各SQL文のすべての実行計画が考慮されて示されるため、SQLパフォーマンス・アナライザのテスト実行よりも詳しい情報が得られます。









13.4.1 APIを使用したSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの生成



この項では、DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用してSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートを生成する方法について説明します。

SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートを生成するには、DBMS_WORKLOAD_REPLAY.COMPARE_SQLSET_REPORTプロシージャを使用します。


BEGIN
  DBMS_WORKLOAD_REPLAY.COMPARE_SQLSET_REPORT (
                           replay_id1 => 12,
                           replay_id2 => 17,
                           format => DBMS_WORKLOAD_CAPTURE.TYPE_HTML,
                           result => :report_bind);
END;
/


この例のCOMPARE_SQLSET_REPORTプロシージャは、リプレイIDが12のワークロード・リプレイ時に取得されたSQLチューニング・セットを、リプレイIDが17のワークロード・リプレイ時に取得されたSQLチューニング・セットと比較する、HTML形式のSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートを生成します。

この例のCOMPARE_SQLSET_REPORTプロシージャでは、次のパラメータを使用します。





	
replay_id1: レポートの生成対象となる変更後のワークロード・リプレイの数値IDを指定するパラメータ。このパラメータは必須です。


	
replay_id2: レポートの生成対象となる変更後のワークロード・リプレイの数値IDを指定するパラメータ。このパラメータを指定しない場合、ワークロードの取得との比較が実行されます。


	
format: レポートの形式を指定するパラメータ。有効な値は、DBMS_WORKLOAD_CAPTURE.TYPE_HTML(HTMLの場合)、DBMS_WORKLOAD_CAPTURE.TYPE_XML(XMLの場合)およびDBMS_WORKLOAD_CAPTURE.TYPE_TEXT(テキストの場合)です。このパラメータは必須です。


	
result: レポートの出力を指定するパラメータ。




SQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの解釈方法については、「コマンドラインを使用したSQLパフォーマンス・アナライザ・レポートの確認」を参照してください。


関連項目:

	
DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージについては、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。
















14 ワークロード・インテリジェンスの使用


ワークロード・インテリジェンスでは、取得したワークロードに格納されているデータを分析し、ワークロードの有意なパターンを特定します。この章では、次の内容で、ワークロード・インテリジェンスの使用方法を説明します。

	
ワークロード・インテリジェンスの概要


	
ワークロード・インテリジェンスを使用した取得済ワークロードの分析


	
例: ワークロード・インテリジェンスの結果












14.1 ワークロード・インテリジェンスの概要


ワークロードを取得すると、取得したワークロードに関する情報を含む取得ファイルと呼ばれる多数のバイナリ・ファイルが生成されます。取得ファイルに保存されるこの情報を使用すると、取得したワークロードを後でリプレイする際に現実的に再生できます。取得済のワークロードに記録されているそれぞれのクライアント・リクエストから、SQLテキスト、バインド値、トランザクション情報、タイミング・データ、アクセスしたオブジェクトの識別子およびリクエストに関するその他の情報が取得されます。

ワークロード・インテリジェンスでは、取得ファイル内に保存されたこの情報を次などその他の用途に使用できます。

	
ワークロードの分析およびモデル化


	
ワークロードの有意なパターンおよび傾向の検出


	
ワークロードの取得時に本番システムで実行されていたものの視覚化




この項では、次の内容で、ワークロード・インテリジェンスについて説明します。

	
ワークロード・インテリジェンスについて


	
ワークロード・インテリジェンスの使用事例


	
ワークロード・インテリジェンスの使用要件





関連項目:

	
ワークロードの取得の詳細は、「ワークロードの取得」を参照してください


	
ワークロードのリプレイの詳細は、「ワークロードのリプレイ」を参照してください














14.1.1 ワークロード・インテリジェンスについて


ワークロード・インテリジェンスとは、取得したワークロードに格納されているデータを分析するJavaプログラムのスイートです。これらのJavaプログラムは、ワークロードの取得時に記録されたデータに作用して、ワークロードを示すモデルを作成します。これらのモデルは、ワークロードの一部として実行されるテンプレートの有意なパターンを特定する助けとなります。

テンプレートとは、読取り専用のSQL文または1つ以上のSQL文で構成される全トランザクションです。2つのSQL文(またはトランザクション)が非常に類似している場合、同じテンプレートによって表されています。

ワークロード・インテリジェンスでは、テンプレートのパターンと対応するSQL文を調べ、取得したワークロードを視覚的に把握しやすくします。パターンの実行回数やそのパターンの実行で消費されたデータベース時間など重要な統計をパターンごとに確認できます。









14.1.2 ワークロード・インテリジェンスの使用事例


本番システムで実行されるSQL文は通常ユーザーが入力するものではなく、データベース・サーバーに接続されているアプリケーション・サーバーで実行されている1つ以上のアプリケーションから入力されます。アプリケーションには、通常このようなSQL文は有限数あります。特定の文のすべての実行で様々なバインド値が使用された場合でも、そのSQLテキストは基本的に同じです。

ユーザーのアプリケーションへの入力に応じ、データベースに対して、アプリケーション・コードで定義された特定の順序で発行される1つ以上のSQL文を含むコード・パスが実行されます。ユーザーが頻繁に行うアクションは、常に実行されるアプリケーションのコード・パスに対応します。このような頻繁に実行されるコード・パスによって、データベースによって特定の順序で実行されるSQL文のパターンが頻繁に生成されます。ワークロード・インテリジェンスは、取得済ワークロードを分析して、このようなパターンを検出し、関連する実行統計と関連付けます。つまり、ワークロード・インテリジェンスでは、取得ファイルに保存されているこの情報を使用し、ワークロードの取得時に本番システムで実行されていたアプリケーションの有意なコード・パスによって生成されるパターンを検出します。ワークロード・インテリジェンスは、これをアプリケーションの情報をまったく使用せず行います。

ワークロード・インテリジェンスを使用し、有意なパターンを検出することにより、次が可能となります。

	
ワークロードの取得時、データベースで実行されていたものを視覚化しやすくなります。


	
最適化に使用できる情報をさらに得ることができます。


	
SQL文は分離されず、まとめられているので、コンテキストが把握しやすくなります。












14.1.3 ワークロード・インテリジェンスの使用要件


ワークロード・インテリジェンスは取得ファイルに保存された情報を使用するもので、ワークロード・リプレイを使用したワークロードの実行は必要としません。また、ワークロード・インテリジェンスでは、ユーザー・スキーマ、ユーザー・データまたは本番システムへの接続を必要としません。ワークロード・インテリジェンスの実行は大量のリソースを消費する可能性があるため、本番システムでオーバーヘッドを回避するには、特に取得済ワークロードが大きい場合、テスト・システムに取得ファイルをコピーして、ワークロード・インテリジェンスを使用することをお薦めします。

ワークロード・インテリジェンスを構成するJavaプログラムを起動するために必要なJavaクラスは、$ORACLE_HOME/rdbms/jlib/dbrintelligence.jarに含まれています。クラスパスには、$ORACLE_HOME/rdbms/jlib/dbrparser.jarと$ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jarの2つのjarファイルも含まれている必要があります。

ワークロード・インテリジェンスでは、内部でいくつかのSYS表とビューも使用します。









14.2 ワークロード・インテリジェンスを使用した取得済ワークロードの分析



この項では、ワークロード・インテリジェンスを使用するための手順を説明します。





ワークロード・インテリジェンスを使用し、取得済ワークロードを分析するには、次の手順に従います。

	
「ワークロード・インテリジェンスのデータベース・ユーザーの作成」で説明されているように、ワークロード・インテリジェンスを使用する適切な権限を持つデータベース・ユーザーを作成します。


	
「ワークロード・インテリジェンスのジョブの作成」で説明されているように、LoadInfo Javaプログラムを実行し、新しいワークロード・インテリジェンス・ジョブを作成します。


	
「ワークロード・モデルの生成」で説明されているように、BuildModel Javaプログラムを実行し、ワークロードのモデルを生成します。


	
「ワークロード内のパターンの識別」で説明されているように、FindPatterns Javaプログラムを実行し、ワークロードで発生するパターンをテンプレートから識別します。


	
「ワークロード・インテリジェンス・レポートの生成」で説明されているように、GenerateReport Javaプログラムを実行し、結果を表示するレポートを生成します。














14.2.1 ワークロード・インテリジェンスのデータベース・ユーザーの作成



ワークロード・インテリジェンスの使用を開始する前に、適切な権限を持つデータベース・ユーザーを作成する必要があります。

例14-1に、ワークロード・インテリジェンスを使用可能なデータベース・ユーザーを作成する方法を示します。





例14-1 ワークロード・インテリジェンスのデータベース・ユーザーの作成


create user workintusr identified by password;
grant create session to workintusr;
grant select,insert,alter on WI$_JOB to workintusr;
grant insert,alter on WI$_TEMPLATE to workintusr;
grant insert,alter on WI$_STATEMENT to workintusr;
grant insert,alter on WI$_OBJECT to workintusr;
grant insert,alter on WI$_CAPTURE_FILE to workintusr;
grant select,insert,alter on WI$_EXECUTION_ORDER to workintusr;
grant insert,update,delete,alter on WI$_FREQUENT_PATTERN to workintusr;
grant insert,delete,alter on WI$_FREQUENT_PATTERN_ITEM to workintusr;
grant insert,delete,alter on WI$_FREQUENT_PATTERN_METADATA to workintusr;
grant select on WI$_JOB_ID to workintusr;
grant execute on DBMS_WORKLOAD_REPLAY to workintusr;











14.2.2 ワークロード・インテリジェンスのジョブの作成



ワークロード・インテリジェンスのジョブを作成するには、LoadInfoプログラムを使用します。LoadInfoは、ワークロード・インテリジェンスのアルゴリズムを適用する新しいタスクを作成するJavaプログラムです。このプログラムは、取得ディレクトリにあるプログラムを解析し、ワークロード・インテリジェンスの実行に必要な関連情報を内部表に格納します。

LoadInfoプログラムでは、次の構文を使用します。


java oracle.dbreplay.workload.intelligence.LoadInfo -cstr connection_string -user username -job job_name -cdir capture_directory

java oracle.dbreplay.workload.intelligence.LoadInfo -version

java oracle.dbreplay.workload.intelligence.LoadInfo -usage


LoadInfoプログラムでは、次のオプションをサポートします。





	
-cstr

ワークロード・インテリジェンスが実行に必要な情報と中間結果を格納するデータベースへのJDBC接続文字列を指定します(例: jdbc:oracle:thin@hostname:portnum:ORACLE_SID)。


	
-user

データベース・ユーザー名を指定します。ユーザーには、ワークロード・インテリジェンスを使用する特定の権限が必要です。

適切な権限を持つデータベース・ユーザーの作成方法の詳細は、「ワークロード・インテリジェンスのデータベース・ユーザーの作成」を参照してください。


	
-job

ワークロード・インテリジェンスのジョブを一意に識別する名前を指定します。


	
-cdir

ワークロード・インテリジェンスで分析する取得ディレクトリのオペレーティング・システム・パスを指定します。


	
-version

LoadInfoプログラムのバージョン情報を示します。


	
-usage

LoadInfoプログラムのコマンドライン・オプション情報を示します。




例14-2に、LoadInfoプログラムを使用し、wijobsalesというワークロード・インテリジェンスのジョブを作成する方法を示します。





例14-2 ワークロード・インテリジェンスのジョブの作成


java -classpath $ORACLE_HOME/rdbms/jlib/dbrintelligence.jar:
$ORACLE_HOME/rdbms/jlib/dbrparser.jar:
$ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar:
oracle.dbreplay.workload.intelligence.LoadInfo -job wijobsales -cdir
/test/captures/sales -cstr jdbc:oracle:thin:@myhost:1521:orcl -user workintusr











14.2.3 ワークロード・モデルの生成



ワークロード・モデルを生成するには、BuildModelプログラムを使用します。BuildModelは、取得済ワークロード(このデータは、LoadInfoプログラムで生成される必要があります)からデータを読み取り、ワークロードを表すモデルを生成するJavaプログラムです。このモデルは、ワークロードで発生した頻繁に出現するテンプレート・パターンを識別するために使用できます。

BuildModelプログラムでは、次の構文を使用します。


java oracle.dbreplay.workload.intelligence.BuildModel -cstr connection_string -user username -job job_name

java oracle.dbreplay.workload.intelligence.BuildModel -version

java oracle.dbreplay.workload.intelligence.BuildModel -usage


BuildModelプログラムでは、次のオプションをサポートします。





	
-cstr

ワークロード・インテリジェンスが実行に必要な情報と中間結果を格納するデータベースへのJDBC接続文字列を指定します(例: jdbc:oracle:thin@hostname:portnum:ORACLE_SID)。


	
-user

データベース・ユーザー名を指定します。ユーザーには、ワークロード・インテリジェンスを使用する特定の権限が必要です。

適切な権限を持つデータベース・ユーザーの作成方法の詳細は、「ワークロード・インテリジェンスのデータベース・ユーザーの作成」を参照してください。


	
-job

ワークロード・インテリジェンスのジョブを一意に識別する名前を指定します。


	
-version

BuildModelプログラムのバージョン情報を示します。


	
-usage

BuildModelプログラムのコマンドライン・オプション情報を示します。




例14-3に、BuildModelプログラムを使用し、ワークロード・モデルを生成する方法を示します。





例14-3 ワークロード・モデルの生成


java -classpath $ORACLE_HOME/rdbms/jlib/dbrintelligence.jar:
$ORACLE_HOME/rdbms/jlib/dbrparser.jar:
$ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar:
oracle.dbreplay.workload.intelligence.BuildModel -job wijobsales -cstr
jdbc:oracle:thin:@myhost:1521:orcl -user workintusr











14.2.4 ワークロード内のパターンの識別



ワークロード内のパターンを識別するには、FindPatternsプログラムを使用します。FindPatternsは、取得済ワークロード(このデータは、LoadInfoプログラムで生成される必要があります)およびこれに対応するワークロード・モデル(このワークロード・モデルは、BuildModelプログラムで生成される必要があります)からデータを読み取り、ワークロードで発生した頻繁に出現するテンプレート・パターンを識別するJavaプログラムです。

FindPatternsプログラムでは、次の構文を使用します。


java oracle.dbreplay.workload.intelligence.FindPatterns -cstr connection_string -user username -job job_name -t threshold

java oracle.dbreplay.workload.intelligence.FindPatterns -version

java oracle.dbreplay.workload.intelligence.FindPatterns -usage


FindPatternsプログラムでは、次のオプションをサポートします。





	
-cstr

ワークロード・インテリジェンスが実行に必要な情報と中間結果を格納するデータベースへのJDBC接続文字列を指定します(例: jdbc:oracle:thin@hostname:portnum:ORACLE_SID)。


	
-user

データベース・ユーザー名を指定します。ユーザーには、ワークロード・インテリジェンスを使用する特定の権限が必要です。

適切な権限を持つデータベース・ユーザーの作成方法の詳細は、「ワークロード・インテリジェンスのデータベース・ユーザーの作成」を参照してください。


	
-job

ワークロード・インテリジェンスのジョブを一意に識別する名前を指定します。


	
-t

あるテンプレートから次のテンプレートへの移行が同じパターン内であるか、2つのパターンの境界にあるかを定義する際のしきい値とする確率を指定します。有効な値は、[0.0, 1.0]の範囲の実数です。これは任意指定の値ですが、デフォルト値は0.5です。


	
-version

FindPatternsプログラムのバージョン情報を示します。


	
-usage

FindPatternsプログラムのコマンドライン・オプション情報を示します。




例14-4に、FindPatternsプログラムを使用し、ワークロード内のよく出現するパターンを識別する方法を示します。





例14-4 ワークロード内のパターンの識別


java -classpath $ORACLE_HOME/rdbms/jlib/dbrintelligence.jar:
$ORACLE_HOME/rdbms/jlib/dbrparser.jar:
$ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar:
oracle.dbreplay.workload.intelligence.FindPatterns -job wijobsales -cstr
jdbc:oracle:thin:@myhost:1521:orcl -user workintusr -t 0.2











14.2.5 ワークロード・インテリジェンス・レポートの生成



ワークロード・インテリジェンスのレポートを生成するには、GenerateReportプログラムを使用します。GenerateReportは、ワークロード・インテリジェンスの結果を示すレポートを生成するJavaプログラムです。ワークロード・インテリジェンスのレポートは、ワークロード内のパターンを示すHTMLページです。

GenerateReportプログラムでは、次の構文を使用します。


java oracle.dbreplay.workload.intelligence.GenerateReport -cstr connection_string -user username -job job_name -top top_patterns -out filename

java oracle.dbreplay.workload.intelligence.GenerateReport -version

java oracle.dbreplay.workload.intelligence.GenerateReport -usage


GenerateReportプログラムでは、次のオプションをサポートします。





	
-cstr

ワークロード・インテリジェンスが実行に必要な情報と中間結果を格納するデータベースへのJDBC接続文字列を指定します(例: jdbc:oracle:thin@hostname:portnum:ORACLE_SID)。


	
-user

データベース・ユーザー名を指定します。ユーザーには、ワークロード・インテリジェンスを使用する特定の権限が必要です。

適切な権限を持つデータベース・ユーザーの作成方法の詳細は、「ワークロード・インテリジェンスのデータベース・ユーザーの作成」を参照してください。


	
-job

ワークロード・インテリジェンスのジョブを一意に識別する名前を指定します。


	
-top

レポートに示すパターン数を示す数値を指定します。パターンは、様々な基準で(実行回数、データベース時間および長さ)でソートされており、定義した上位の結果数のみが表示されます。この値の指定は任意ですが、デフォルト値は10です。


	
-out

レポートが格納されるファイルの名前(HTML形式)を指定します。この値の指定は任意ですが、デフォルト値には、-jobオプションで指定したジョブ名が使用されます。


	
-version

GenerateReportプログラムのバージョン情報を示します。


	
-usage

GenerateReportプログラムのコマンドライン・オプション情報を示します。




例14-5に、GenerateReportプログラムを使用し、ワークロード・インテリジェンスのレポートを生成する方法を示します。





例14-5 ワークロード・インテリジェンス・レポートの生成


java -classpath $ORACLE_HOME/rdbms/jlib/dbrintelligence.jar:
$ORACLE_HOME/rdbms/jlib/dbrparser.jar:
$ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar:
oracle.dbreplay.workload.intelligence.GenerateReport -job wijobsales -cstr
jdbc:oracle:thin:@myhost:1521:orcl -user workintusr -top 5 -out wijobsales.html











14.3 例: ワークロード・インテリジェンスの結果


この項では、ワークロード・インテリジェンスがSwingbench(Oracle Databaseのストレス・テストに使用されるベンチマーク)で生成された取得ワークロードに対して使用されているシナリオを想定しています。

ワークロード・インテリジェンスで検出された最も有意なパターンは、次の6つのテンプレートのものです。


SELECT product_id, product_name, product_description, category_id, weight_class,
       supplier_id, product_status, list_price, min_price, catalog_url
  FROM product_information
 WHERE product_id = :1;



SELECT p.product_id, product_name, product_description, category_id, weight_class,
       supplier_id, product_status, list_price, min_price, catalog_url,
       quantity_on_hand, warehouse_id
  FROM product_information p, inventories i
 WHERE i.product_id = :1 and i.product_id = p.product_id;



INSERT INTO order_items (order_id, line_item_id, product_id, unit_price, quantity)
     VALUES (:1, :2, :3, :4, :5);



UPDATE orders
   SET order_mode = :1, order_status = :2, order_total = :3
 WHERE order_id = :4;



SELECT /*+ use_nl */ o.order_id, line_item_id, product_id, unit_price, quantity,
       order_mode, order_status, order_total, sales_rep_id, promotion_id,
       c.customer_id, cust_first_name, cust_last_name, credit_limit, cust_email
  FROM orders o, order_items oi, customers c
 WHERE o.order_id = oi.order_id
   AND o.customer_id = c.customer_id
   AND o.order_id = :1;



UPDATE inventories
   SET quantity_on_hand = quantity_on_hand - :1
 WHERE product_id = :2
   AND warehouse_id = :3;


このパターンは、製品の注文でよく行われるユーザー・アクションに対応します。この例で特定されたパターンは222,261回(または実行の合計数の約8.21%)実行され、DB時間は58,533.70秒(または合計DB時間の約11.21%)消費されました。

この例で、ワークロード・インテリジェンスでは、次の4つのテンプレートの別の有意なパターンも検出しています。


SELECT customer_seq.nextval
  FROM dual;



INSERT INTO customers (customer_id, cust_first_name, cust_last_name, nls_language,
                       nls_territory, credit_limit, cust_email, account_mgr_id)
     VALUES (:1, :2, :3, :4, :5, :6, :7, :8);



INSERT INTO logon
     VALUES (:1, :2);



SELECT customer_id, cust_first_name, cust_last_name, nls_language, nls_territory,
       credit_limit, cust_email, account_mgr_id
  FROM customers
 WHERE customer_id = :1;


このパターンは、新しい顧客アカウントの作成とその後のシステムへのログインに対応します。この例で特定されたパターンは90,699回(または実行の合計数の約3.35%)実行され、DB時間は17,484.97秒(または合計DB時間の約3.35%)消費されました。









15 データベース統合リプレイの使用


データベース・リプレイでは、本番システムのワークロードを取得し、テスト・システムでそれをリプレイすることができます。これは、本番システムに変更の影響を与えずにテストできるので、新しいデータベース・テクノロジを評価したり採用するときに非常に便利です。ただし、テスト対象の新しいシステムのパフォーマンスが既存のシステムよりも大幅に高い場合、データベース・リプレイでは、新しいシステムでさらにどの程度ワークロードを追加処理できるか正確に予測できない場合があります。

たとえば、複数の本番システムを1つのOracle Exadataマシンに統合する場合、1つの既存のシステムから取得したワークロードをOracle Exadataマシンでリプレイすると、新しいシステムの方が強力であるため、リソースの使用率(ホストCPUやI/Oなど)が低くなる場合があります。このような場合には、1つのシステムの1つのワークロードではなく、すべての既存のシステムのワークロードを統合したものを新しいシステムがどのように処理するか評価するのが有用です。

データベース統合リプレイでは、1つ以上のシステムから取得した複数のワークロードを統合し、1つのテスト・システムで同時にリプレイできます。この例では、データベース統合リプレイを使用し、データベースの統合がどのように本番システムに影響を与えるか、また1つのOracle Exadataマシンで統合データベースのワークロードを処理できるか評価できます。

この章では、次の内容で、データベース統合リプレイの使用方法について説明します。

	
データベース統合リプレイの使用事例


	
データベース統合リプレイの使用手順


	
Enterprise Managerを使用したデータベース統合リプレイの使用


	
APIを使用したデータベース統合リプレイの使用


	
問合せのみのデータベース・リプレイについて


	
例: APIを使用した統合済ワークロードのリプレイ












15.1 データベース統合リプレイの使用事例


データベース統合リプレイでは、1つ以上のシステムから取得した複数のワークロードを同時にリプレイできます。統合リプレイでリプレイが開始されると、統合されたすべてのワークロード取得のリプレイが開始されます。

データベース統合リプレイのいくつかの典型的な使用事例は次のとおりです。

	
プラガブル・データベースを使用したデータベースの統合


	
ストレス・テスト


	
スケールアップ・テスト




これらのいずれの使用事例も、この章で説明する手順を使用して実行できます。これに加え、「ワークロード・スケールアップの使用」で説明されているように、データベース統合リプレイの使用時には、様々なワークロードのスケールアップ・テクニックを使用できます。









15.1.1 プラガブル・データベースを使用したデータベースの統合


データベース統合リプレイの1つの用途は、統合したデータベースのワークロードをシステムが処理できるか評価することです。たとえば、CRM、ERPおよびSCMアプリケーションのデータベースをプラガブル・データベース(PDB)に移行してデータベースを統合するとします。データベース統合リプレイを使用すると、3つのアプリケーションから取得したワークロードを統合し、PDBで同時にリプレイできます。この使用事例は、「例: APIを使用した統合済ワークロードのリプレイ」を参照してください。









15.1.2 ストレス・テスト


データベース統合リプレイは、ストレス・テストまたはキャパシティ・プランニングにも使用できます。たとえば、連休の時期に営業アプリケーションのワークロードが倍になると予想されるとします。この場合、データベース統合リプレイを使用し、ワークロードを倍にし統合したワークロードをリプレイして、システムに対する追加の負荷をテストできます。この使用事例は、「タイム・シフトの使用」を参照してください。









15.1.3 スケールアップ・テスト


データベース統合リプレイの3つ目の用途は、スケールアップ・テストです。たとえば、財務のアプリケーションと注文のアプリケーションの取得済ワークロードをシステムで同時に処理できるかテストしたいとします。この場合、データベース統合リプレイを使用し、ワークロードを統合しそれらを同時にリプレイして、スケールアップしたワークロードのシステムに対する追加の負荷の影響をテストできます。この使用事例については、「ワークロードの縮小の使用」および「スキーマの再マッピングの使用」を参照してください。









15.2 データベース統合リプレイの使用手順


この項では、次の内容で、ワークロードの統合リプレイの使用手順について説明します。

	
データベース統合リプレイ用のデータベース・ワークロードの取得


	
データベース統合リプレイ用のテスト・システムの設定


	
データベース統合リプレイ用のデータベース・ワークロードの前処理


	
データベース統合リプレイ用のデータベース・ワークロードのリプレイ


	
データベース統合リプレイのレポート作成および分析












15.2.1 データベース統合リプレイ用のデータベース・ワークロードの取得


データベース統合リプレイ用にデータベース・ワークロードを取得するには、特別な手順は必要ありません。データベース・ワークロードを取得する手順は、「データベース・ワークロードの取得」で説明されている、データベース・リプレイで単一のワークロードを取得する手順とまったく同じです。

この項では、データベース統合リプレイに固有なワークロードの取得に関して、次の内容で説明します。

	
サポートされているタイプのワークロード取得


	
取得サブセット












15.2.1.1 サポートされているタイプのワークロード取得


データベース統合リプレイでは、1つ以上のオペレーティング・システム上のOracle Database 9iリリース2(リリース9.2.0.8.0)以上で実行される、1つ以上のシステムから取得された複数のワークロードがサポートされています。たとえば、HP-UX上で実行されるOracle Database 9iリリース2(リリース9.2.0.8.0)を実行するシステムから取得したワークロードと、AIX上で実行されるOracle Database 10gリリース2(リリース10.2.0.4.0)を実行する別のシステムから取得したワークロードを使用できます。


注意:

データベース統合リプレイは、Oracle Database 11gリリース2(リリース11.2.0.2.0)以上のみで使用できます。











15.2.1.2 取得サブセット


データベース統合リプレイでは、取得した既存のワークロードを、新しい小さな取得サブセットに変換することができます。その後、「データベース統合リプレイの使用事例」で説明されているように、別の使用事例で使用できる取得サブセットから、新しいワークロード取得を生成できます。

取得サブセットとは、時間範囲を適用して既存の1つのワークロード取得から定義された1つのワークロード取得の部分です。時間範囲は、ワークロード取得の開始からのオブセットとして指定します。指定した時間範囲に取得されたすべてのユーザー・ワークロードは、定義した取得サブセットに含まれます。

たとえば、午前2時から午後8時までのワークロードを取得し、ワークロードのピークが午前10時から午後4時だと特定されたとします。このとき、ワークロードの開始から8時間後(または午前10時)に開始し、ワークロードの開始から14時間後(または午後4時)に終了する時間範囲をワークロードのピークとして適用して、取得サブセットを定義できます。

ただし、指定した時間範囲に記録されたユーザー・ワークロードのみを取得サブセットに含める場合、指定した時間範囲よりも前に発生したユーザー・ログインは記録されないことになります。リプレイでこれらのユーザー・ログインが必要な場合、その取得サブセットはリプレイできません。たとえば、取得サブセットに指定した時間範囲が午前10時00分から午後4時であり、ユーザー・セッションが午前9時30分に開始され午前10時30分に終了した場合、午前9時30分のユーザー・ログインがワークロードに含まれないと、リプレイは失敗します。また、ユーザー・セッションが午後3時30分に開始し午後4時30分までに完了しない場合、指定した時間範囲には一部のみしか記録されず、ユーザー・コールが不完全になります。

データベース統合リプレイでは、指定した時間範囲の開始時間のみが原因でユーザー・コールが不完全になる場合、これを含めるようにしてこの問題を解決しています。ワークロード取得が縮小されている場合、同じ不完全なユーザー・コールが2度含まれるのを避けるために、終了時間が原因でユーザー・コールが不完全となるものはデフォルトでは含めないようになっています。したがって、基本的に取得サブセットとは、正常なリプレイに必要な、指定した時間範囲に記録されたユーザー・コールの最少数で、必要なユーザー・ログイン、ALTER SESSION文、および開始時間が原因で不完全となってしまうユーザー・コールはこれに含まれます。


関連項目:

「APIを使用した取得サブセットの生成」











15.2.2 データベース統合リプレイ用のテスト・システムの設定


データベース統合リプレイ用のテスト・システムの設定は、「データベース・ワークロードのリプレイの手順」で説明されている、データベース・リプレイ用のテスト・システムの設定と類似しています。ただし、データベース統合リプレイ用にリプレイ・データベースを設定する場合には、他に考慮する必要のある事項があります。

リプレイ中の相違を最小限に抑えるには、テスト・システムには同じアプリケーション・データが必要であり、アプリケーション・データの状態は、ワークロードをそれぞれ取得開始したときの取得システムのデータの状態と論理的に同じにする必要があります。ただし、取得が統合されている場合、様々な本番システムのワークロード取得が複数含まれている可能性があるため、テスト・システムをすべての取得に対応するよう設定する必要があります。この場合、各データベースが取得の開始時に取得システムと同等のデータを持つように、マルチテナント・アーキテクチャを使用して複数データベースを統合することをお薦めします。

データベース統合リプレイを行うには、関係しているすべてのワークロード取得を、テスト・システムの新しい取得ディレクトリの下に配置する必要があります。ワークロード取得をすべて新しい取得ディレクトリにコピーするか、元のワークロード取得をポイントするシンボリック・リンクを作成します。ワークロード取得を統合する前に、新しい取得ディレクトリに関係するすべての取得を格納する十分な空き領域があることを確認します。

図15-1に、3つのワークロード取得を統合するテスト・システムと新しい取得ディレクトリを設定する方法を示します。


図15-1 データベース統合リプレイ用のテスト・システムの設定

[image: 図15-1の説明が続きます]




関連項目:

	
「APIを使用した統合リプレイ・ディレクトリの設定」


	
マルチテナント・アーキテクチャの詳細は、『Oracle Database概要』を参照してください。














15.2.3 データベース統合リプレイ用のデータベース・ワークロードの前処理


データベース統合リプレイ用のデータベース・ワークロードの前処理は、「データベース・ワークロードの前処理」で説明されている、データベース・リプレイ用のデータベース・ワークロードの前処理と類似しています。

データベース統合リプレイを行うには、取得した各ワークロードをその固有のディレクトリに前処理します。前処理を行う際には、別のワークロード取得を1つのディレクトリにまとめないようにする必要があります。取得済ワークロードの前処理は、ワークロードをリプレイするテスト・システムのOracle Databaseと同じバージョンのデータベースを使用して実行する必要があります。









15.2.4 データベース統合リプレイ用のデータベース・ワークロードのリプレイ


データベース統合リプレイで統合されたワークロードのリプレイは、データベース・リプレイで1つのデータベース・ワークロードをリプレイすることとは大きく異なります。

この項では、データベース統合リプレイに固有なワークロードのリプレイに関して、次の内容で説明します。

	
リプレイ・スケジュールの定義


	
データベース統合リプレイ用の接続の再マッピング


	
データベース統合リプレイ用のユーザーの再マッピング


	
データベース統合リプレイの準備


	
個々のワークロードのリプレイ












15.2.4.1 リプレイ・スケジュールの定義


リプレイ・スケジュールでは、1つまたは複数のワークロード取得を統合リプレイに追加し、取得のリプレイ開始順序を指定します。リプレイ・スケジュールは、統合リプレイを初期化する前に作成する必要があります。1回の統合リプレイには、複数のリプレイ・スケジュールを定義できます。リプレイの初期化時、既存のリプレイ・スケジュールの中から任意のものを選択できます。

リプレイ・スケジュールでは、2種類の操作が実行されます。

	
ワークロード取得の追加


	
スケジュールの順序の追加





関連項目:

「APIを使用したリプレイ・スケジュールの定義」







15.2.4.1.1 ワークロード取得の追加


リプレイ・スケジュールでは、最初に関係するワークロード取得がリプレイに追加されます。

リプレイ・スケジュールにワークロード取得が追加されると、そのワークロード取得を識別する一意の番号が返されます。ワークロード取得には、追加のたびに別の番号が割り当てられるので、複数回リプレイ・スケジュールに追加することが可能です。リプレイ・スケジュールでは、追加のたびに取得をコピーしてディスク領域を無駄にしないために、都度同じ取得ディレクトリをポイントします。


関連項目:

「APIを使用したリプレイ・スケジュールへのワークロード取得の追加」









15.2.4.1.2 スケジュールの順序の追加


次いで、リプレイ・スケジュールには、関係するワークロード取得のリプレイ時開始順序が追加されます。

スケジュール順序では、リプレイ・スケジュールに追加された2つのワークロード取得の開始順序が定義されます。リプレイ・スケジュールには、複数のスケジュール順序を追加できます。たとえば、リプレイ・スケジュールにワークロード取得が3つ追加されているとします。追加した1つのスケジュール順序では、取得2は取得1が完了してから開始するよう指定します。別のスケジュール順序では、取得3は取得1が完了してから開始するよう指定します。この場合、取得2も取得3も取得1が完了するのを待機してから開始する必要があります。

リプレイ・スケジュールには、必ずしもスケジュール順序を含める必要はありません。この場合、リプレイ・スケジュール内の関係するすべてのワークロード取得は、統合リプレイの開始時に同時にリプレイが開始されます。


関連項目:

「APIを使用したリプレイ・スケジュールへのスケジュール順序の追加」













15.2.4.2 データベース統合リプレイ用の接続の再マッピング


「接続の再マッピング」で説明されている、データベース・リプレイを使用して1つのデータベース・ワークロードをリプレイする場合と同様に、本番システムに接続するために使用する取得した接続文字列を使用してリプレイ・システムに再マッピングする必要があります。

データベース統合リプレイを行うには、複数のワークロード取得の取得済接続文字列をリプレイ時に別の接続文字列に再マッピングする必要があります。


関連項目:

「APIを使用した接続の再マッピング」











15.2.4.3 データベース統合リプレイ用のユーザーの再マッピング


「ユーザーの再マッピング」で説明されている、データベース・リプレイを使用して1つのデータベース・ワークロードをリプレイする場合と同様に、本番システムに接続するために使用するデータベースのユーザー名およびスキーマはリプレイ時に再マッピングできます。

データベース統合リプレイの場合には、リプレイ時に、複数のワークロード取得からの取得済ユーザーを別のユーザーまたはスキーマに再マッピングするよう選択できます。


関連項目:

「APIを使用したユーザーの再マッピング」











15.2.4.4 データベース統合リプレイの準備


「リプレイ・オプションの指定」で説明されている、データベース・リプレイを使用した1つのデータベース・ワークロードのリプレイの場合と同様に、リプレイ・オプションはリプレイの準備時に定義します。

データベース統合リプレイでは、統合リプレイ内のすべての関係しているワークロード取得は、リプレイの準備時に定義された同じリプレイ・オプションを使用してリプレイされます。


関連項目:

「APIを使用したデータベース統合リプレイの準備」











15.2.4.5 個々のワークロードのリプレイ


「データベース・ワークロードのリプレイ」で説明されているように、統合ワークロードをリプレイする前に、関係するワークロードを個々にリプレイすることをお薦めします。

個々にリプレイすることによって各ワークロード取得のベースライン・パフォーマンスを定めて、統合リプレイのパフォーマンスの分析に使用できます。









15.2.5 データベース統合リプレイのレポート作成および分析


データベース統合リプレイのレポート作成と分析は、「リプレイの期間比較レポートの使用」で説明されているように、リプレイの期間比較レポートを使用して実行されます。

データベース統合リプレイのリプレイの期間比較レポートには、個々のワークロード取得のアクティブ・セッション履歴(ASH)データがあり、ワークロード取得のASHデータが統合リプレイのフィルタされたASHデータと比較されています。このレポートを使用すると、同じ統合されているワークロード取得のリプレイを比較できます。

データベース統合リプレイのリプレイの期間比較レポートでは、統合リプレイを複数の取得とリプレイの比較として扱います。このレポートのサマリー・セクションには、取得とリプレイの比較を個々にまとめた表があります。このセクションの情報を確認すると、統合リプレイがどのように実行されたかの概要を理解できます。

図15-2に、データベース統合リプレイのサンプル・リプレイ期間比較レポートのサマリー・セクションを示します。


図15-2 期間比較レポート: 統合リプレイ

[image: 図15-2の説明が続きます]



このレポートの残りのセクションは、リプレイの期間比較レポートのASHデータ比較セクションと似ており、統合リプレイ内のすべての取得とリプレイのレポートを結合したもので構成されています。このセクションの詳細は、「ASHデータ比較」を参照してください。









15.3 Enterprise Managerを使用したデータベース統合リプレイの使用


この項では、Enterprise Managerを使用してデータベース統合リプレイを使用する方法について説明します。

Oracle Enterprise Managerは、統合されたデータベース・ワークロードをリプレイする主要ツールです。Oracle Enterprise Managerを使用できない場合は、「APIを使用したデータベース統合リプレイの使用」で説明されているように、APIを使用して統合されたデータベース・ワークロードをリプレイすることもできます。

統合されたデータベース・ワークロードをリプレイするプロセスは、単一のデータベース・ワークロードをリプレイするプロセスとほとんど同じです。違いは、次の項の単一のリプレイの手順で説明されています。

	
「データベース・ワークロードの前処理」の「データベースのリプレイ・タスクの作成」


	
「データベース・ワークロードの前処理」の「ワークロードの前処理とリプレイ・クライアントのデプロイ」


	
「データベース・ワークロードのリプレイ」の「Enterprise Managerを使用したデータベース・ワークロードのリプレイ」




次のリストは、統合されたデータベース・ワークロードのリプレイと単一のデータベース・ワークロードのリプレイの違いのサマリーを示します。

	
リプレイ・タスクを作成する際、2つ以上の取得済ワークロードをタスクの作成ページの取得の選択表から選択する必要があります。


	
ウィザードの「取得されたワークロードの前処理: ワークロードのコピー」ステップには、「取得名」ドロップダウンの複数の選択肢があるため、ワークロード・ディレクトリの現在の場所の複数の資格証明を入力する必要がある場合があります。


	
ウィザードの「取得されたワークロードの前処理: ディレクトリを選択」ステップでは、単一のリプレイで表示されるように「取得サマリー」が表示されません。


	
ウィザードの「ワークロード・リプレイ: ワークロードのコピー」ステップには、「取得名」ドロップダウンの複数の選択肢があるため、ワークロード・ディレクトリの現在の場所の複数の資格証明を入力する必要がある場合があります。


	
ウィザードの「ワークロード・リプレイ: ディレクトリを選択」ステップでは、単一のリプレイで表示されるように「取得サマリー」が表示されません。


	
ウィザードの「ワークロード・リプレイ: 初期化オプション」ステップでは、「ソースを指定」セクションは表示されません。


	
ウィザードの「ワークロード・リプレイ: オプションのカスタマイズ」ステップの「接続マッピング」の「取得名」ドロップダウンには、1つ以上の選択肢が表示されるので、取得したワークロードの接続をそれぞれ再マッピングできます。1つの接続記述子またはネット・サービス名を使用することはできません。












15.4 APIを使用したデータベース統合リプレイの使用


この項では、DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用して統合済ワークロードを作成およびリプレイする方法を説明します。「Enterprise Managerを使用したデータベース統合リプレイの使用」で説明されているように、Oracle Enterprise Managerを使用して統合されているワークロードを作成およびリプレイすることもできます。

APIを使用して統合されているワークロードを作成およびリプレイする手順は、次などの複数の手順を実行する必要があります。

	
APIを使用した取得サブセットの生成


	
APIを使用した統合リプレイ・ディレクトリの設定


	
APIを使用したリプレイ・スケジュールの定義


	
APIを使用したデータベース統合リプレイの実行





関連項目:

DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージについては、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。











15.4.1 APIを使用した取得サブセットの生成



この項では、DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用して、既存のワークロード取得から取得サブセットを生成する方法を説明します。取得サブセットの詳細は、「取得サブセット」を参照してください。





既存のワークロード取得から取得サブセットを生成するには、次の手順に従います。

	
GENERATE_CAPTURE_SUBSETプロシージャを使用します。


DBMS_WORKLOAD_REPLAY.GENERATE_CAPTURE_SUBSET (
   input_capture_dir        IN VARCHAR2,
   output_capture_dir       IN VARCHAR2,
   new_capture_name         IN VARCHAR2,
   begin_time               IN NUMBER,
   begin_include_incomplete IN BOOLEAN   DEFAULT TRUE,
   end_time                 IN NUMBER,
   end_include_incomplete   IN BOOLEAN   DEFAULT FALSE,
   parallel_level           IN NUMBER    DEFAULT NULL);


	
input_capture_dirパラメータを、既存のワークロード取得をポイントするディレクトリ・オブジェクト名に設定します。


	
output_capture_dirパラメータを、新しいワークロード取得を格納する空のディレクトリをポイントするディレクトリ・オブジェクト名に設定します。


	
new_capture_nameパラメータを、生成する新しいワークロード取得の名前に設定します。


	
任意指定の他のパラメータを適宜設定します。

これらのパラメータの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。








この例では、ディレクトリ・オブジェクトrec_dirの既存のワークロード取得からpeak_wkldという取得サブセットをディレクトリ・オブジェクトpeak_capdirに作成する方法を説明します。取得サブセットには、ワークロードの取得の開始から2時間(または7,200秒)から3時間(または10,800秒)のワークロードが含まれています。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.GENERATE_CAPTURE_SUBSET ('rec_dir', 'peak_capdir',
     'peak_wkld', 7200, TRUE, 10800, FALSE, 1);



関連項目:

GENERATE_CAPTURE_SUBSETプロシージャの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。













15.4.2 APIを使用した統合リプレイ・ディレクトリの設定



この項では、DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用して、テスト・システムに統合リプレイ・ディレクトリを設定する方法を説明します。統合リプレイ・ディレクトリを、統合およびリプレイするワークロード取得を含むテスト・システムのディレクトリに設定します。テスト・システムの設定の詳細は、「データベース統合リプレイ用のテスト・システムの設定」を参照してください。





リプレイ・ディレクトリを設定するには、次の手順に従います。

	
SET_CONSOLIDATED_DIRECTORYプロシージャを使用します。


DBMS_WORKLOAD_REPLAY.SET_CONSOLIDATED_DIRECTORY (
   replay_dir IN VARCHAR2);


	
replay_dirパラメータをワークロードの統合に使用するワークロード取得を含むオペレーティング・システム・ディレクトリをポイントするディレクトリ・オブジェクト名に設定します。









ヒント:

SET_REPLAY_DIRECTORYプロシージャは非推奨で、SET_CONSOLIDATED_DIRECTORYプロシージャに置き換えられます。



この例では、リプレイ・ディレクトリをrep_dirという名前のディレクトリ・オブジェクトに設定する方法を示します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.SET_CONSOLIDATED_DIRECTORY ('rep_dir');


また、DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用してSET_CONSOLIDATED_DIRECTORYプロシージャによって設定された現在の統合リプレイ・ディレクトリを参照することもできます。





設定されている現在の統合リプレイ・ディレクトリを確認するには、次の手順を実行します。

	
GET_REPLAY_DIRECTORYファンクションを使用します。


DBMS_WORKLOAD_REPLAY.GET_REPLAY_DIRECTORY RETURN VARCHAR2;


統合リプレイ・ディレクトリが設定されていない場合、ファンクションでNULLが返されます。









関連項目:

	
SET_REPLAY_DIRECTORYプロシージャの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。


	
GET_REPLAY_DIRECTORYファンクションの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。
















15.4.3 APIを使用したリプレイ・スケジュールの定義



この項では、DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用してリプレイ・スケジュールを定義する方法を説明します。リプレイ・スケジュールの詳細は、「リプレイ・スケジュールの定義」を参照してください。

リプレイ・スケジュールを定義する前に、次の前提条件が満たされていることを確認します。





	
すべてのワークロード取得は、「データベース・ワークロードの前処理」で説明されているように、リプレイ・システムと同じデータベース・バージョンを実行しているシステムでPROCESS_CAPTUREプロシージャを使用して前処理済です。


	
すべての取得ディレクトリは、リプレイ・システムのリプレイ・ディレクトリにコピー済です。


	
「APIを使用した統合リプレイ・ディレクトリの設定」で説明されているように、リプレイ・ディレクトリがSET_REPLAY_DIRECTORYプロシージャを使用して設定済です。


	
データベースが、リプレイ・モードの状態ではありません。








リプレイ・スケジュールを定義するには、次の手順に従います。

	
「APIを使用したリプレイ・スケジュールの作成」で説明されているように、新しいリプレイ・スケジュールを作成します。


	
「APIを使用したリプレイ・スケジュールへのワークロード取得の追加」で説明されているように、リプレイ・スケジュールにワークロード取得を追加します。


	
「APIを使用したリプレイ・スケジュールへのスケジュール順序の追加」で説明されているように、リプレイ・スケジュールにスケジュール順序を追加します。


	
「APIを使用したリプレイ・スケジュールの保存」で説明されているように、リプレイ・スケジュールを保存します。














15.4.3.1 APIを使用したリプレイ・スケジュールの作成



この項では、DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用してリプレイ・スケジュールを作成する方法を説明します。リプレイ・スケジュールの詳細は、「リプレイ・スケジュールの定義」を参照してください。





リプレイ・スケジュールを作成するには、次の手順に従います。

	
BEGIN_REPLAY_SCHEDULEプロシージャを使用します。


DBMS_WORKLOAD_REPLAY.BEGIN_REPLAY_SCHEDULE (
   schedule_name  IN VARCHAR2);


	
schedule_nameパラメータをこのリプレイ・スケジュールの名前に設定します。









注意:

BEGIN_REPLAY_SCHEDULEプロシージャでは、再利用可能なリプレイ・スケジュールの作成を開始します。リプレイ・スケジュールは1度に1つのみ定義できます。リプレイ・スケジュールの定義中にこのプロシージャを呼び出すと、エラーが発生します。



この例に、peak_scheduleというリプレイ・スケジュールを作成する方法を説明します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.BEGIN_REPLAY_SCHEDULE ('peak_schedule');



関連項目:

BEGIN_REPLAY_SCHEDULEプロシージャの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。













15.4.3.2 APIを使用したリプレイ・スケジュールへのワークロード取得の追加



この項では、DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用して、リプレイ・スケジュールにワークロード取得を追加および削除する方法を説明します。リプレイ・スケジュールにワークロード取得を追加する方法の詳細は、「ワークロード取得の追加」を参照してください。

リプレイ・スケジュールにワークロード取得を追加する前に、次の前提条件が満たされていることを確認します。





	
ワークロード取得を追加するリプレイ・スケジュールが作成済です。

リプレイ・スケジュールの作成の詳細は、「APIを使用したリプレイ・スケジュールの作成」を参照してください。








リプレイ・スケジュールにワークロード取得を追加するには、次の手順に従います。

	
ADD_CAPTUREファンクションを使用します。


DBMS_WORKLOAD_REPLAY.ADD_CAPTURE (
   capture_dir_name    IN VARCHAR2,
   start_delay_seconds IN NUMBER  DEFAULT 0,
   stop_replay         IN BOOLEAN DEFAULT FALSE,
   take_begin_snapshot IN BOOLEAN DEFAULT FALSE,
   take_end_snapshot   IN BOOLEAN DEFAULT FALSE,
   query_only          IN BOOLEAN DEFAULT FALSE)
RETURN NUMBER;



DBMS_WORKLOAD_REPLAY.ADD_CAPTURE (
   capture_dir_name    IN VARCHAR2,
   start_delay_seconds IN NUMBER,
   stop_replay         IN VARCHAR2,
   take_begin_snapshot IN VARCHAR2 DEFAULT 'N',
   take_end_snapshot   IN VARCHAR2 DEFAULT 'N',
   query_only          IN VARCHAR2 DEFAULT 'N')
RETURN NUMBER;


このファンクションでは、このリプレイ・スケジュール内でワークロード取得を識別する一意の識別子が返されます。


参照:

問合せのみのデータベース・リプレイについては、「問合せのみのデータベース・リプレイについて」を参照してください。




注意:

問合せのみのデータベース・リプレイはテスト環境でのみ使用され、実行されます。

	
問合せのみのデータベース・リプレイを本番システムで使用しないでください。


	
問合せのみのデータベース・リプレイ中に相違が起こる可能性があります。







	
capture_dir_nameパラメータを上位レベルのリプレイ・ディレクトリにある取得したワークロードをポイントするディレクトリ・オブジェクト名に設定します。

このディレクトリには、リプレイ・システムと同じデータベース・バージョンを実行しているシステムで前処理された有効なワークロード取得が含まれている必要があります。


	
任意指定の他のパラメータを適宜設定します。

これらのパラメータの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。








次の例に、SELECT文でADD_CAPTUREファンクションを使用して、リプレイ・スケジュールにpeak_wkldというワークロード取得を追加する方法を示します。


SELECT DBMS_WORKLOAD_REPLAY.ADD_CAPTURE ('peak_wkld')
  FROM dual;


リプレイ・スケジュールからワークロード取得を削除する場合、DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用することも可能です。





リプレイ・スケジュールからワークロード取得を削除するには、次の手順に従います。

	
REMOVE_CAPTUREプロシージャを使用します。


DBMS_WORKLOAD_REPLAY.REMOVE_CAPTURE (
   schedule_capture_number IN NUMBER);


	
schedule_capture_numberパラメータを、このリプレイ・スケジュールのワークロード取得を識別する一意の識別子に設定します。

この一意の識別子は、ワークロード取得がリプレイ・スケジュールに追加された際に、ADD_CAPTUREファンクションによって返された識別子と同じです。









関連項目:

	
ADD_CAPTUREファンクションの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。


	
REMOVE_CAPTUREプロシージャの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。
















15.4.3.3 APIを使用したリプレイ・スケジュールへのスケジュール順序の追加



この項では、DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用して、スケジュール順序をリプレイ・スケジュールから削除および追加する方法を説明します。リプレイ・スケジュールにスケジュール順序を追加する方法の詳細は、「スケジュール順序の追加」を参照してください。

リプレイ・スケジュールにスケジュール順序を追加する前に、次の前提条件が満たされていることを確認します。





	
スケジュール順序を追加するリプレイ・スケジュールが作成済です。

リプレイ・スケジュールの作成の詳細は、「APIを使用したリプレイ・スケジュールの作成」を参照してください。


	
そのスケジュール順序に関係するすべてのワークロード取得がリプレイ・スケジュールに追加済です。

リプレイ・スケジュールへのワークロード取得の追加の詳細は、「APIを使用したリプレイ・スケジュールへのワークロード取得の追加」を参照してください。





注意:

リプレイ・スケジュールにはスケジュール順序を必ずしも追加する必要はありません。リプレイ・スケジュールにスケジュール順序を追加しない場合、統合リプレイが開始されるとき、リプレイ・スケジュールに追加されたすべてのワークロード取得が同時にリプレイされます。







リプレイ・スケジュールにスケジュール順序を追加するには、次の手順に従います。

	
ADD_SCHEDULE_ORDERINGファンクションを使用します。


DBMS_WORKLOAD_REPLAY.ADD_SCHEDULE_ORDERING (
   schedule_capture_id IN NUMBER,
   waitfor_capture_id IN NUMBER)
RETURN NUMBER;


このファンクションでは、リプレイ・スケジュールに追加された2つのワークロード取得間にスケジュール順序を追加します。スケジュール順序を追加できない場合、ゼロではないエラー・コードが返されます。


	
このスケジュール順序で待機するワークロード取得にschedule_capture_idパラメータを設定します。


	
このスケジュール順序で他のワークロード取得が開始される前に、完了するワークロード取得をwait_for_capture_idパラメータに設定します。








DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用して、リプレイ・スケジュールからスケジュール順序を削除することも可能です。





リプレイ・スケジュールからスケジュール順序を削除するには、次の手順に従います。

	
REMOVE_SCHEDULE_ORDERINGプロシージャを使用します。


DBMS_WORKLOAD_REPLAY.REMOVE_SCHEDULE ORDERING (
   schedule_capture_id IN VARCHAR2,
   wait_for_capture_id IN VARCHAR2);


	
このスケジュール順序で待機しているワークロード取得にschedule_capture_idパラメータを追加します。


	
このスケジュール順序で他のワークロード取得が開始する前に完了する必要のあるワークロード取得にwait_for_capture_idパラメータを設定します。








スケジュール順序を確認するには、次の手順に従います。

	
DBA_WORKLOAD_SCHEDULE_ORDERINGビューを使用します。









関連項目:

	
ADD_SCHEDULE_ORDERINGファンクションの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。


	
REMOVE_SCHEDULE_ORDERINGプロシージャの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。


	
DBA_WORKLOAD_SCHEDULE_ORDERINGビューの詳細は、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。
















15.4.3.4 APIを使用したリプレイ・スケジュールの保存



この項では、DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用して定義されたリプレイ・スケジュールを保存する方法を説明します。

リプレイ・スケジュールを保存する前に、次の前提条件が満たされていることを確認します。





	
保存するリプレイ・スケジュールが作成済です。

リプレイ・スケジュールの作成の詳細は、「APIを使用したリプレイ・スケジュールの作成」を参照してください。


	
そのスケジュール順序に関係するすべてのワークロード取得がリプレイ・スケジュールに追加済です。

リプレイ・スケジュールへのワークロード取得の追加の詳細は、「APIを使用したリプレイ・スケジュールへのワークロード取得の追加」を参照してください。


	
使用するすべてのスケジュール順序がリプレイ・スケジュールに追加済です(この手順は任意指定です)。

リプレイ・スケジュールへのスケジュール順序の追加の詳細は、「APIを使用したリプレイ・スケジュールへのスケジュール順序の追加」を参照してください。








リプレイ・スケジュールを保存するには、次の手順に従います。

	
END_REPLAY_SCHEDULEプロシージャを使用します。


DBMS_WORKLOAD_REPLAY.END_REPLAY_SCHEDULE;


この手順でリプレイ・スケジュールの作成が完了します。リプレイ・スケジュールがリプレイ・ディレクトリに関連付けられ保存されます。リプレイ・スケジュールは保存すると、統合リプレイ用に使用できます。








リプレイ・スケジュールを確認するには、次の手順に従います。

	
DBA_WORKLOAD_REPLAY_SCHEDULESビューを使用します。









関連項目:

	
END_REPLAY_SCHEDULEプロシージャの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。


	
DBA_WORKLOAD_REPLAY_SCHEDULESビューの詳細は、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。
















15.4.4 APIを使用したデータベース統合リプレイの実行



この項では、DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用して、データベース統合リプレイを実行する方法を説明します。統合リプレイの詳細は、「データベース統合リプレイ用のデータベース・ワークロードのリプレイ」を参照してください。

データベース統合リプレイを実行する前に、次の前提条件が満たされていることを確認します。





	
すべてのワークロード取得は、「データベース・ワークロードの前処理」で説明されているように、リプレイ・システムと同じデータベース・バージョンを実行しているシステムでPROCESS_CAPTUREプロシージャを使用して前処理済です。


	
すべての取得ディレクトリは、リプレイ・システムのリプレイ・ディレクトリにコピー済です。


	
「APIを使用した統合リプレイ・ディレクトリの設定」で説明されているように、リプレイ・ディレクトリがSET_REPLAY_DIRECTORYプロシージャを使用して設定済です。


	
データベースは、すべてのワークロード取得の開始時間にすべての取得システムと同じアプリケーション状態に論理的に復元されています。








データベース統合リプレイを実行するには、次の手順に従います。

	
「APIを使用したデータベース統合リプレイの初期化」で説明されているように、リプレイ・データを初期化します。


	
「APIを使用した接続の再マッピング」で説明されているように、接続文字列を再マッピングします。


	
「APIを使用したユーザーの再マッピング」で説明されているように、ユーザーを再マッピングします。

ユーザーの再マッピングは任意です。


	
「APIを使用したデータベース統合リプレイの準備」で説明されているように、統合リプレイを準備します。


	
「リプレイ・クライアントの設定」で説明されているように、リプレイ・クライアントを設定して開始します。


	
「APIを使用したデータベース統合リプレイの開始」で説明されているように、統合リプレイを開始します。


	
「データベース統合リプレイのレポート作成および分析」で説明されているように、レポート作成および分析を行います。














15.4.4.1 APIを使用したデータベース統合リプレイの初期化



この項では、DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用して、統合リプレイ用にリプレイ・データを初期化する方法を説明します。

リプレイ・データを初期化すると次の操作が実行されます。





	
データベースの状態が統合ワークロードのリプレイ用に初期化モードになります。


	
リプレイ・スケジュールに関係するすべてのワークロード取得を含むリプレイ・ディレクトリがポイントされます。


	
リプレイに必要なメタデータが表にロードされます。

たとえば、取得した接続文字列が、リプレイ用に再マッピング可能な表にロードされます。








データベース統合リプレイを初期化するには、次の手順に従います。

	
INITIALIZE_CONSOLIDATED_REPLAYプロシージャを使用します:


DBMS_WORKLOAD_REPLAY.INITIALIZE_CONSOLIDATED_REPLAY (
   replay_name    IN VARCHAR2,
   schedule_name  IN VARCHAR2);


	
replay_nameパラメータを統合リプレイの名前に設定します。


	
schedule_nameパラメータを使用するリプレイ・スケジュールの名前に設定します。

schedule_nameパラメータは、「APIを使用したリプレイ・スケジュールの作成」で説明されているように、その作成時に使用されたリプレイ・スケジュールの名前です。








次の例に、peak_scheduleという名前のリプレイ・スケジュールを使用して、peak_replayという名前の統合リプレイを初期化する方法を説明します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.INITIALIZE_CONSOLIDATED_REPLAY ('peak_replay',
     'peak_schedule');



関連項目:

INITIALIZE_CONSOLIDATED_REPLAYプロシージャの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。













15.4.4.2 APIを使用した接続の再マッピング



この項では、DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用して、統合リプレイ用の接続文字列を再マッピングする方法を説明します。接続の再マッピングの詳細は、「データベース統合リプレイ用の接続の再マッピング」を参照してください。





接続文字列を再マッピングするには、次の手順に従います。

	
REMAP_CONNECTIONプロシージャを使用します。


DBMS_WORKLOAD_REPLAY.REMAP_CONNECTION (
   schedule_cap_id   IN NUMBER,
   connection_id     IN NUMBER,
   replay_connection IN VARCHAR2);


この手順では、リプレイ・スケジュール内のすべての関係するワークロード取得の取得済の接続を新しい接続文字列に再マッピングします。


	
schedule_capture_idパラメータを、現在のリプレイ・スケジュールに関係するワークロード取得に設定します。

schedule_capture_idパラメータは、「APIを使用したリプレイ・スケジュールへのワークロード取得の追加」で説明されているように、ワークロード取得をリプレイ・スケジュールに追加した際に返された一意の識別子です。


	
connection_idパラメータを再マッピングする接続に設定します。

connection_idパラメータは、リプレイ・データの初期化時に生成され、ワークロード取得からの接続に対応しています。


	
replay_connectionパラメータを、リプレイ時に使用される新しい接続文字列に設定します。









関連項目:

REMAP_CONNECTIONプロシージャの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。













15.4.4.3 APIを使用したユーザーの再マッピング



この項では、DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用して、統合リプレイのためにユーザーを再マッピングする方法を説明します。ユーザーの再マッピングの詳細は、「データベース統合リプレイ用のユーザーの再マッピング」を参照してください。

ユーザーを再マッピングする前に、次の前提条件が満たされていることを確認します。





	
「APIを使用したデータベース統合リプレイの初期化」で説明されているように、リプレイ・データが初期化済です。


	
データベースが、リプレイ・モードの状態ではありません。








ユーザーを再マッピングするには、次の手順に従います。

	
SET_USER_MAPPINGプロシージャを使用します。


DBMS_WORKLOAD_REPLAY.SET_USER_MAPPING (
   schedule_cap_id IN NUMBER,
   capture_user    IN VARCHAR2,
   replay_user     IN VARCHAR2);


	
schedule_capture_idパラメータを、現在のリプレイ・スケジュールに関係するワークロード取得に設定します。

schedule_capture_idパラメータは、「APIを使用したリプレイ・スケジュールへのワークロード取得の追加」で説明されているように、ワークロード取得をリプレイ・スケジュールに追加した際に返された一意の識別子です。


	
capture_userパラメータを、ワークロードの取得時に取得したユーザーまたはスキーマのユーザー名に設定します。


	
replay_userパラメータを、リプレイ時に取得済ユーザーが再マッピングされている新しいユーザーまたはスキーマのユーザー名に設定します。

パラメータがNULLに設定されている場合、マッピングは無効です。








この例では、1001のワークロード取得のリプレイ中に、取得中に使用されたPRODユーザーをTESTユーザーに再マッピングする方法を示します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.SET_USER_MAPPING (1001, 'PROD', 'TEST');



関連項目:

SET_USER_MAPPINGプロシージャの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。













15.4.4.4 APIを使用したデータベース統合リプレイの準備



この項では、DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用して統合リプレイを準備する方法を説明します。統合リプレイの準備の詳細は、「データベース統合リプレイの準備」を参照してください。

統合リプレイを準備する前に、次の前提条件が満たされていることを確認します。





	
「APIを使用したデータベース統合リプレイの初期化」で説明されているように、リプレイ・データが初期化済です。


	
「APIを使用した接続の再マッピング」で説明されているように、取得済の接続が再マッピング済です。


	
「APIを使用したユーザーの再マッピング」で説明されているように、ユーザーがマッピング済です。

ユーザーの再マッピングは任意です。ただし、リプレイ時にユーザーを再マッピングする予定の場合、統合リプレイを準備する前にそれが完了している必要があります。




統合リプレイの準備では、次の操作が実行されます。

	
同期モード(またはCOMMIT順序)、セッションの接続率およびセッションのリクエスト率などのリプレイ・オプションが指定されます。


	
データベースがリプレイ・モードになります。


	
リプレイ・クライアントの起動が有効になります。





注意:

データベース統合リプレイでは、非同期モードおよびOBJECT_IDベースの同期しかサポートされていません。SCNベースの動機は、現在はサポートされていません。







統合リプレイを準備するには、次の手順に従います。

	
PREPARE_CONSOLIDATED_REPLAYプロシージャを使用します。


DBMS_WORKLOAD_REPLAY.PREPARE_CONSOLIDATED_REPLAY (
   synchronization         IN VARCHAR2 DEFAULT 'OBJECT_ID',
   connect_time_scale      IN NUMBER   DEFAULT 100,
   think_time_scale        IN NUMBER   DEFAULT 100,
   think_time_auto_correct IN BOOLEAN  DEFAULT TRUE,
   capture_sts             IN BOOLEAN  DEFAULT FALSE,
   sts_cap_interval        IN NUMBER   DEFAULT 300);


これらのパラメータおよびその設定方法の詳細は、「リプレイ・オプションの指定」を参照してください。









注意:

PREPARE_CONSOLIDATED_REPLAYプロシージャを使用する場合、synchronizationを必ずfalseに設定してください。




関連項目:

PREPARE_CONSOLIDATED_REPLAYプロシージャの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。













15.4.4.5 APIを使用したデータベース統合リプレイの開始



この項では、DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを使用して、統合リプレイを開始する方法を説明します。

統合リプレイを開始する前に、次の前提条件が満たされていることを確認します。





	
「APIを使用したデータベース統合リプレイの準備」で説明されているように、統合リプレイが準備済です。


	
十分な数のリプレイ・クライアントが起動済です。

リプレイ・クライアントの設定および開始の詳細は、「リプレイ・クライアントの設定」を参照してください。








統合リプレイを開始するには、次の手順に従います。

	
START_CONSOLIDATED_REPLAYプロシージャを使用します。


DBMS_WORKLOAD_REPLAY.START_CONSOLIDATED_REPLAY;









関連項目:

START_CONSOLIDATED_REPLAYプロシージャの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。













15.5 問合せのみのデータベース・リプレイについて


問合せのみのデータベース・リプレイでは、ワークロード取得の読取り専用問合せのみがリプレイされます。つまり、問合せのみのリプレイでは、リプレイ時にSELECT文のみがサーバーに送られます。問合せのみのリプレイ中はDML文は実行されず、リプレイではユーザー・スキーマやデータが変更されることはありません。


注意:

問合せのみのデータベース・リプレイが一緒に実行できるのは、データベース統合リプレイのみです。




注意:

問合せのみのデータベース・リプレイはテスト環境でのみ使用され、実行されます。

	
問合せのみのデータベース・リプレイを本番システムで使用しないでください。


	
問合せのみのデータベース・リプレイ中に相違が起こる可能性があります。














15.5.1 問合せのみのデータベース・リプレイの使用事例


問合せのみのデータベース・リプレイの使用事例は次のとおりです。

	
データベース・バッファ・キャッシュをウォームアップするため

場合によっては、データベース・バッファ・キャッシュがウォームな(データ・ブロックがすでにバッファ・キャッシュ内に存在している)ときにワークロードが取得されます。ただし、テスト・システムでそのワークロードをリプレイする場合、バッファー・キャッシュはウォームではなく、データ・ブロックを最初にディスクからロードする必要があります。これは、リプレイ時間が取得時間よりも長くなる可能性があり、データベース時間が増加します。

バッファー・キャッシュのウォームアップの必要性を避けるために、問合せのみのリプレイを実行し、その後データベースを再起動したりバッファー・キャッシュをフラッシュしたりせずに読取り/書込みリプレイを実行します。問合せのみのリプレイは読取り専用のため、問合せのみのリプレイの後にデータベースを再起動する必要がないことに注意してください。


	
パフォーマンスの低下を見つけるため

問合せのみのリプレイは、同時実行性を持つワークロードの読取り専用部分からパフォーマンスの低下を見つけるための優れた、簡単な方法です。読取り専用部分には、SELECT文(SELECT...FOR UPDATE文ではありません)、DMLおよびDDL以外のPL/SQL、LOB読取りなどがあります。通常、これがワークロード取得の主要部分です。












15.5.2 問合せのみのデータベース・リプレイの実行


問合せのみのデータベース・リプレイを実行するには、「APIを使用したデータベース統合リプレイの使用」の手順に従います。「APIを使用したリプレイ・スケジュールへのワークロード取得の追加」で説明されているように、ADD_CAPTUREファンクションを使用してリプレイ・スケジュールにワークロードの取得を追加するには、query_onlyパラメータをYに設定します。









15.6 例: APIを使用した統合済ワークロードのリプレイ



この項では、別のオペレーション・システムで別のバージョンのOracle Databaseを実行している3つの別の本番システムのワークロードを統合するシナリオを仮定しています。

このシナリオでは、次を想定しています。





	
統合する最初のワークロードは、SolarisサーバーでOracle Database 10gリリース2(リリース10.2.0.4)を実行しているCRMシステムから取得します。


	
統合する2番目のワークロードは、LinuxサーバーでOracle Database 10gリリース2(リリース10.2.0.5)を実行しているERPシステムから取得します。


	
統合する3番目のワークロードは、SolarisサーバーでOracle Database 11gリリース2(リリース11.2.0.2)を実行しているSCMシステムから取得します。


	
テスト・システムは、Oracle Database 12c リリース1 (リリース12.1.0.1)を実行するマルチテナント・コンテナ・データベース(CDB)として設定されます。


	
CDBには、CRM、ERPおよびSCMで作成された3つのPDBが含まれています。


	
CDBに含まれる各PDBは、取得の開始時にCRM、ERPおよびSCMシステムのアプリケーション・データと同じ状態に復元されています。




図15-3は、そのシナリオを示しています。


図15-3 3つのワークロードを統合するシナリオ

[image: 図15-3の説明が続きます]






このシナリオで、ワークロードを統合し統合ワークロードをリプレイするには、次の手順に従います。

	
テスト・システムで、個々のワークロード取得を別のディレクトリに前処理します。

	
CRMワークロードには、次を実行します。

	
ディレクトリ・オブジェクトを作成します。


CREATE OR REPLACE DIRECTORY crm AS '/u01/test/cap_crm';


	
CRMシステムから取得したワークロードがこのディレクトリに格納されていることを確認します。


	
ワークロードを事前処理します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.PROCESS_CAPTURE ('CRM');





	
ERPワークロードには、次を実行します。

	
ディレクトリ・オブジェクトを作成します。


CREATE OR REPLACE DIRECTORY erp AS '/u01/test/cap_erp';


	
ERPシステムから取得したワークロードがこのディレクトリに格納されていることを確認します。


	
ワークロードを事前処理します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.PROCESS_CAPTURE ('ERP');





	
SCMワークロードには、次を実行します。

	
ディレクトリ・オブジェクトを作成します。


CREATE OR REPLACE DIRECTORY scm AS '/u01/test/cap_scm';


	
SCMシステムから取得したワークロードがこのディレクトリに格納されていることを確認します。


	
ワークロードを事前処理します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.PROCESS_CAPTURE ('SCM');








	
事前処理したワークロードを格納するルート・ディレクトリを作成します。


mkdir '/u01/test/cons_dir';
CREATE OR REPLACE DIRECTORY cons_workload AS '/u01/test/cons_dir';


	
事前処理した各ワークロード・ディレクトリをルート・ディレクトリにコピーします。


cp -r /u01/test/cap_crm /u01/test/cons_dir
cp -r /u01/test/cap_erp /u01/test/cons_dir
cp -r /u01/test/cap_scm /u01/test/cons_dir


	
各ワークロード用に、新しいオペレーティング・システムのディレクトリ・パスを使用して、ディレクトリ・オブジェクトを作成します。


CREATE OR REPLACE DIRECTORY crm AS '/u01/test/cons_dir/cap_crm';
CREATE OR REPLACE DIRECTORY erp AS '/u01/test/cons_dir/cap_erp';
CREATE OR REPLACE DIRECTORY scm AS '/u01/test/cons_dir/cap_scm';


	
手順2で作成したルート・ディレクトリをリプレイ・ディレクトリに設定します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.SET_REPLAY_DIRECTORY ('CONS_WORKLOAD');


	
リプレイ・スケジュールを作成し、ワークロード取得を追加します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.BEGIN_REPLAY_SCHEDULE ('CONS_SCHEDULE');
SELECT DBMS_WORKLOAD_REPLAY.ADD_CAPTURE ('CRM') FROM dual;
SELECT DBMS_WORKLOAD_REPLAY.ADD_CAPTURE ('ERP') FROM dual;
SELECT DBMS_WORKLOAD_REPLAY.ADD_CAPTURE ('SCM') FROM dual;
EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.END_REPLAY_SCHEDULE;


	
統合リプレイを初期化します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.INITIALIZE_CONSOLIDATED_REPLAY ('CONS_REPLAY',
     'CONS_SCHEDULE');


	
接続を再マッピングします。

	
DBA_WORKLOAD_CONNECTION_MAPビューに接続マッピング情報を問い合せます。


SELECT schedule_cap_id, conn_id, capture_conn, replay_conn
  FROM dba_workload_connection_map;


	
接続を再マッピングします。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.REMAP_CONNECTION (schedule_cap_id => 1,
     conn_id => 1, replay_connection => 'CRM');
EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.REMAP_CONNECTION (schedule_cap_id => 2,
     conn_id => 1, replay_connection => 'ERP');
EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.REMAP_CONNECTION (schedule_cap_id => 3,
     conn_id => 1, replay_connection => 'SCM');


replay_connectionパラメータは、テスト・システムに定義したサービスを示します。


	
接続の再マッピングを確認します。


SELECT schedule_cap_id, conn_id, capture_conn, replay_conn
  FROM dba_workload_connection_map;





	
統合リプレイを準備します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.PREPARE_CONSOLIDATED_REPLAY (
     synchronization => 'OBJECT_ID');


	
リプレイ・クライアントを起動します。

	
必要なリプレイ・クライアントの数を見積もります。


wrc mode=calibrate replaydir=/u01/test/cons_dir/cap_crm
wrc mode=calibrate replaydir=/u01/test/cons_dir/cap_erp
wrc mode=calibrate replaydir=/u01/test/cons_dir/cap_scm


	
必要なリプレイ・クライアントの数を判断するために出力を追加します。

統合したワークロードに含まれるワークロード取得ごとに、最低1つのリプレイ・クライアントを開始する必要があります。


	
このコマンドを繰り返し、必要な数のリプレイ・クライアントを起動します。


wrc username/password mode=replay replaydir=/u01/test/cons_dir


replaydirパラメータは、ワークロード取得が格納されているルート・ディレクトリに設定されています。





	
統合リプレイを開始します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.START_CONSOLIDATED_REPLAY;









関連項目:

	
CDBの構成の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。


	
PDBの作成の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。
















16 ワークロード・スケールアップの使用


この章では、次の内容で、データベース統合リプレイで様々なワークロード・スケールアップ・テクニックを使用する方法を説明します。

	
ワークロード・スケールアップの概要


	
タイム・シフトの使用


	
ワークロードの縮小の使用


	
スキーマの再マッピングの使用












16.1 ワークロード・スケールアップの概要


データベース統合リプレイでは、1つ以上のシステムから取得した複数のワークロードを同時にリプレイできます。統合リプレイでリプレイが開始されると、統合されたすべてのワークロード取得のリプレイが開始されます。データベース統合リプレイを使用する際には、使用事例に応じて様々なワークロード・スケールアップ・テクニックを使用できます。典型的なデータベース統合リプレイの使用事例の詳細は、「データベース統合リプレイの使用事例」を参照してください。

この項では、次のワークロード・スケールアップ・テクニックについて説明します。

	
タイム・シフトについて


	
ワークロードの縮小について


	
スキーマの再マッピングについて












16.1.1 タイム・シフトについて


データベース・リプレイでは、取得したワークロードをリプレイする際にタイム・シフトを実行できます。このテクニックは、既存の取得済ワークロードにワークロードを追加し、一緒にリプレイして、システムに対するストレス・テストを実行したい場合に便利です。

たとえば、営業、CRMおよびDWの3つのアプリケーションから取得した3つのワークロードがあるとします。ストレス・テストを実行するには、これらの取得済ワークロードのピークを合わせ、データベース統合リプレイを使用して一緒にリプレイします。


関連項目:

	
タイム・シフトの使用方法の詳細は、「タイム・シフトの使用」を参照してください


	
ストレス・テストでのデータベース統合リプレイの使用方法の詳細は、「ストレス・テスト」を参照してください














16.1.2 ワークロードの縮小について


データベース・リプレイでは、既存のワークロード取得を縮小してスケールアップ・テストを実行できます。たとえば、午前2時から午後8時のワークロードを取得したとします。データベース・リプレイを使用し、元のワークロードを3つの取得サブセット(1番目は午前2時から午後8時、2番目は午前8時から午後2時、3番目は午後2時から午後8時)に縮小します。3つの取得サブセットを同時にリプレイすると、元の取得は縮小してリプレイ時にワークロードを3倍にして、スケールアップ・テストを実行できます。


関連項目:

	
ワークロードの縮小の使用方法の詳細は、「ワークロードの縮小の使用」を参照してください


	
取得サブセットの詳細は、「取得サブセット」を参照してください


	
スケールアップ・テストでのデータベース統合リプレイの使用方法の詳細は、「スケールアップ・テスト」を参照してください














16.1.3 スキーマの再マッピングについて


データベース・リプレイでは、データベース・スキーマを再マッピングして、スケールアップ・テストを実行できます。このテクニックは、マルチテナント・アプリケーションなどの同じアプリケーションのインスタンスを複数デプロイする際や、既存のアプリケーションに新しいに地理的なエリアを追加するときに便利です。

たとえば、営業のアプリケーションのワークロードが1つあるとします。スケールアップ・テストを実行して存在する場合にホストのボトルネックを特定するには、テスト・システムに営業スキーマの複数のスキーマを設定します。


関連項目:

	
スキーマの再マッピングの使用方法の詳細は、「スキーマの再マッピングの使用」を参照してください


	
スケールアップ・テストでのデータベース統合リプレイの使用方法の詳細は、「スケールアップ・テスト」を参照してください














16.2 タイム・シフトの使用



この項では、タイム・シフトを使用し、3つのアプリケーションから取得したワークロードのピークを合わせて同時にリプレイするシナリオを想定し、データベース統合リプレイでタイム・シフトを使用する方法を説明します。このシナリオでは、タイム・シフトを使用しストレス・テストを実行する方法を説明します。タイム・シフトの詳細は、「タイム・シフトについて」を参照してください。

このシナリオでは、次を想定しています。





	
最初のワークロードは、営業アプリケーションから取得します。


	
2つ目のワークロードは、ピーク時間が営業ワークロードの1時間前であるCRMアプリケーションから取得します。


	
3つ目のワークロードは、ピーク時間が営業ワークロードの30分前であるDWアプリケーションから取得します。


	
これらのワークロードのピークを合わせるために、リプレイ時にCRMワークロードに1時間の遅延を、DWワークロードには30分の遅延を追加してタイム・シフトを実行します。








このシナリオでタイム・シフトを実行するには、次の手順を実行します。

	
ストレス・テストを実行するリプレイ・システムで、取得したワークロードが保存されているルート・ディレクトリにディレクトリ・オブジェクトを作成します。


CREATE [OR REPLACE] DIRECTORY cons_dir AS '/u01/test/cons_dir';


	
取得した個々のワークロードを別のディレクトリに事前処理します。

	
営業ワークロードでは、次の手順を実行します。

	
ディレクトリ・オブジェクトを作成します。


CREATE OR REPLACE DIRECTORY sales AS '/u01/test/cons_dir/cap_sales';


	
営業アプリケーションから取得したワークロードがこのディレクトリに格納されていることを確認します。


	
ワークロードを事前処理します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.PROCESS_CAPTURE ('SALES');





	
CRMワークロードには、次を実行します。

	
ディレクトリ・オブジェクトを作成します。


CREATE OR REPLACE DIRECTORY crm AS '/u01/test/cons_dir/cap_crm';


	
CRMアプリケーションから取得したワークロードがこのディレクトリに格納されていることを確認します。


	
ワークロードを事前処理します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.PROCESS_CAPTURE ('CRM');





	
DWワークロードには、次の手順を実行します。

	
ディレクトリ・オブジェクトを作成します。


CREATE OR REPLACE DIRECTORY DW AS '/u01/test/cons_dir/cap_dw';


	
DWアプリケーションから取得したワークロードがこのディレクトリに格納されていることを確認します。


	
ワークロードを事前処理します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.PROCESS_CAPTURE ('DW');








	
ルート・ディレクトリをリプレイ・ディレクトリに設定します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.SET_REPLAY_DIRECTORY ('CONS_DIR');


	
リプレイ・スケジュールを作成し、ワークロード取得を追加します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.BEGIN_REPLAY_SCHEDULE ('align_peaks_schedule');
SELECT DBMS_WORKLOAD_REPLAY.ADD_CAPTURE ('SALES') FROM dual;
SELECT DBMS_WORKLOAD_REPLAY.ADD_CAPTURE ('CRM', 3600) FROM dual;
SELECT DBMS_WORKLOAD_REPLAY.ADD_CAPTURE ('DW', 1800) FROM dual;
EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.END_REPLAY_SCHEDULE;


3,600秒(または1時間)の遅延がCRMワークロードに追加され、1,800秒の遅延(または30分)がDWワークロードに追加されます。


	
統合リプレイを初期化します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.INITIALIZE_CONSOLIDATED_REPLAY ('align_peaks_replay',
                          'align_peaks_schedule');


	
接続を再マッピングします。

	
DBA_WORKLOAD_CONNECTION_MAPビューに接続マッピング情報を問い合せます。


SELECT schedule_cap_id, conn_id, capture_conn, replay_conn
  FROM dba_workload_connection_map;


	
接続を再マッピングします。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.REMAP_CONNECTION (schedule_cap_id => 1,
     conn_id => 1, replay_connection => 'inst1');
EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.REMAP_CONNECTION (schedule_cap_id => 1,
     conn_id => 2, replay_connection => 'inst1');
EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.REMAP_CONNECTION (schedule_cap_id => 2,
     conn_id => 1, replay_connection => 'inst2');
EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.REMAP_CONNECTION (schedule_cap_id => 2,
     conn_id => 2, replay_connection => 'inst2');
EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.REMAP_CONNECTION (schedule_cap_id => 3,
     conn_id => 1, replay_connection => 'inst3');
EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.REMAP_CONNECTION (schedule_cap_id => 3,
     conn_id => 2, replay_connection => 'inst3');


replay_connectionパラメータは、テスト・システムに定義したサービスを示します。


	
接続の再マッピングを確認します。


SELECT schedule_cap_id, conn_id, capture_conn, replay_conn
  FROM dba_workload_connection_map;





	
統合リプレイを準備します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.PREPARE_CONSOLIDATED_REPLAY;


	
リプレイ・クライアントを起動します。

	
必要なリプレイ・クライアントの数を見積もります。


wrc mode=calibrate replaydir=/u01/test/cons_dir/cap_sales
wrc mode=calibrate replaydir=/u01/test/cons_dir/cap_crm
wrc mode=calibrate replaydir=/u01/test/cons_dir/cap_dw


	
必要なリプレイ・クライアントの数を判断するために出力を追加します。

統合したワークロードに含まれるワークロード取得ごとに、最低1つのリプレイ・クライアントを開始する必要があります。


	
このコマンドを繰り返し、必要な数のリプレイ・クライアントを起動します。


wrc username/password mode=replay replaydir=/u01/test/cons_dir


replaydirパラメータは、ワークロード取得が格納されているルート・ディレクトリに設定されています。





	
統合リプレイを開始します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.START_CONSOLIDATED_REPLAY;














16.3 ワークロードの縮小の使用



この項では、ワークロードの縮小を使用して取得したワークロードを3倍にするシナリオを想定し、データベース統合リプレイでワークロードの縮小を使用する方法を説明します。このシナリオでは、スケールアップ・テストでワークロードの縮小を使用する方法を説明します。ワークロードの縮小の詳細は、「ワークロードの縮小について」を参照してください。

このシナリオでは、次を想定しています。





	
元のワークロードは午前2時から午後8時まで取得され、3つの取得サブセットに縮小されました。


	
最初の取得のサブセットは、元のワークロードの午前2時から午後8時の部分です。


	
2つ目の取得のサブセットは、元のワークロードの午前8時から午後2時の部分です。


	
3つ目の取得のサブセットは、元のワークロードの午後2時から午後8時の部分です。


	
リプレイ時にワークロードを3倍にするために、3つの取得サブセットを同時にリプレイすることでワークロードの縮小が実行されます。








このシナリオでワークロードの縮小を実行するには、次の手順を実行します。

	
スケールアップ・テストを実行する計画のあるリプレイ・システムで、取得したワークロードが保存されているルート・ディレクトリにディレクトリ・オブジェクトを作成します。


CREATE OR REPLACE DIRECTORY cons_dir AS '/u01/test/cons_dir';


	
元のワークロードが保存されているディレクトリにディレクトリ・オブジェクトを作成します。


CREATE OR REPLACE DIRECTORY cap_monday AS '/u01/test/cons_dir/cap_monday';


	
取得サブセットを保存する予定のディレクトリにディレクトリ・オブジェクトを作成します。

	
最初の取得サブセットのディレクトリ・オブジェクトを作成します。


CREATE OR REPLACE DIRECTORY cap_mon_2am_8am
                           AS '/u01/test/cons_dir/cap_monday_2am_8am';


	
2つ目の取得サブセットのディレクトリ・オブジェクトを作成します。


CREATE OR REPLACE DIRECTORY cap_mon_8am_2pm
                           AS '/u01/test/cons_dir/cap_monday_8am_2pm';


	
3つ目の取得サブセットのディレクトリ・オブジェクトを作成します。


CREATE OR REPLACE DIRECTORY cap_mon_2pm_8pm
                           AS '/u01/test/cons_dir/cap_monday_2pm_8pm';





	
取得サブセットを作成します。

	
午前2時から午前8時の期間の1つ目の取得サブセットを生成します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.GENERATE_CAPTURE_SUBSET ('CAP_MONDAY',
                          'CAP_MON_2AM_8AM', 'mon_2am_8am_wkld',
                          0, TRUE, 21600, FALSE, 1);


	
午前8時から午後2時の期間の2つ目の取得サブセットを生成します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.GENERATE_CAPTURE_SUBSET ('CAP_MONDAY',
                          'CAP_MON_8AM_2PM', 'mon_8am_2pm_wkld',
                          21600, TRUE, 43200, FALSE, 1);


	
午後2時から午後8時の期間の3つ目の取得サブセットを生成します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.GENERATE_CAPTURE_SUBSET ('CAP_MONDAY',
                          'CAP_MON_2PM_8PM', 'mon_2pm_8pm_wkld',
                          43200, TRUE, 0, FALSE, 1);





	
取得サブセットを事前処理します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.PROCESS_CAPTURE ('CAP_MON_2AM_8AM');
EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.PROCESS_CAPTURE ('CAP_MON_8AM_2PM');
EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.PROCESS_CAPTURE ('CAP_MON_2PM_8PM');


	
ルート・ディレクトリをリプレイ・ディレクトリに設定します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.SET_REPLAY_DIRECTORY ('CONS_DIR');


	
リプレイ・スケジュールを作成し、取得サブセットを追加します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.BEGIN_REPLAY_SCHEDULE ('monday_folded_schedule');
SELECT DBMS_WORKLOAD_REPLAY.ADD_CAPTURE ('CAP_MON_2AM_8AM') FROM dual;
SELECT DBMS_WORKLOAD_REPLAY.ADD_CAPTURE ('CAP_MON_8AM_2PM') FROM dual;
SELECT DBMS_WORKLOAD_REPLAY.ADD_CAPTURE ('CAP_MON_2PM_8PM') FROM dual;
EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.END_REPLAY_SCHEDULE;


	
統合リプレイを初期化します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.INITIALIZE_CONSOLIDATED_REPLAY (
                          'monday_folded_replay', 'monday_folded_schedule');


	
接続を再マッピングします。

	
DBA_WORKLOAD_CONNECTION_MAPビューに接続マッピング情報を問い合せます。


SELECT schedule_cap_id, conn_id, capture_conn, replay_conn
  FROM dba_workload_connection_map;


	
接続を再マッピングします。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.REMAP_CONNECTION (schedule_cap_id => 1,
     conn_id => 1, replay_connection => 'inst1');
EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.REMAP_CONNECTION (schedule_cap_id => 1,
     conn_id => 2, replay_connection => 'inst1');
EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.REMAP_CONNECTION (schedule_cap_id => 2,
     conn_id => 1, replay_connection => 'inst2');
EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.REMAP_CONNECTION (schedule_cap_id => 2,
     conn_id => 2, replay_connection => 'inst2');
EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.REMAP_CONNECTION (schedule_cap_id => 3,
     conn_id => 1, replay_connection => 'inst3');
EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.REMAP_CONNECTION (schedule_cap_id => 3,
     conn_id => 2, replay_connection => 'inst3');


replay_connectionパラメータは、テスト・システムに定義したサービスを示します。


	
接続の再マッピングを確認します。


SELECT schedule_cap_id, conn_id, capture_conn, replay_conn
  FROM dba_workload_connection_map;





	
統合リプレイを準備します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.PREPARE_CONSOLIDATED_REPLAY;


	
リプレイ・クライアントを起動します。

	
必要なリプレイ・クライアントの数を見積もります。


wrc mode=calibrate replaydir=/u01/test/cons_dir/cap_monday_2am_8am
wrc mode=calibrate replaydir=/u01/test/cons_dir/cap_monday_8am_2pm
wrc mode=calibrate replaydir=/u01/test/cons_dir/cap_monday_2pm_8pm


	
必要なリプレイ・クライアントの数を判断するために出力を追加します。

統合したワークロードに含まれるワークロード取得ごとに、最低1つのリプレイ・クライアントを開始する必要があります。


	
このコマンドを繰り返し、必要な数のリプレイ・クライアントを起動します。


wrc username/password mode=replay replaydir=/u01/test/cons_dir


replaydirパラメータは、ワークロード取得が格納されているルート・ディレクトリに設定されています。





	
統合リプレイを開始します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.START_CONSOLIDATED_REPLAY;














16.4 スキーマの再マッピングの使用



この項では、アプリケーションにインスタンスを複数デプロイした場合にホストで発生する可能性のあるボトルネックを特定するためにスキーマの再マッピングを使用するシナリオを想定し、データベース統合リプレイでスキーマの再マッピングを使用する方法を説明します。このシナリオでは、スケールアップ・テストでスキーマの再マッピングを使用する方法を説明します。スキーマの再マッピングの詳細は、「スキーマの再マッピングについて」を参照してください。

このシナリオでは、次を想定しています。





	
営業アプリケーションから取得したワークロードが1つあります。


	
営業スキーマの複数のスキーマをリプレイ・システムに設定するために、取得したワークロードを複数回リプレイ・スケジュールに追加してユーザーを別のスキーマに再マッピングします。








このシナリオでスキーマの再マッピングを実行するには、次の手順を実行します。

	
スケールアップ・テストを実行する計画のあるリプレイ・システムで、取得したワークロードが保存されているルート・ディレクトリにディレクトリ・オブジェクトを作成します。


CREATE OR REPLACE DIRECTORY cons_dir AS '/u01/test/cons_dir';


	
取得したワークロードが保存されているディレクトリにディレクトリ・オブジェクトを作成します。


CREATE OR REPLACE DIRECTORY cap_sales AS '/u01/test/cons_dir/cap_sales';


営業アプリケーションから取得したワークロードがこのディレクトリに格納されていることを確認します。


	
取得したワークロードを事前処理します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.PROCESS_CAPTURE ('CAP_SALES');


	
ルート・ディレクトリをリプレイ・ディレクトリに設定します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.SET_REPLAY_DIRECTORY ('CONS_DIR');


	
リプレイ・スケジュールを作成し、取得したワークロードを複数回追加します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.BEGIN_REPLAY_SCHEDULE ('double_sales_schedule');
SELECT DBMS_WORKLOAD_REPLAY.ADD_CAPTURE ('CAP_SALES') FROM dual;
SELECT DBMS_WORKLOAD_REPLAY.ADD_CAPTURE ('CAP_SALES') FROM dual;
EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.END_REPLAY_SCHEDULE;


	
統合リプレイを初期化します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.INITIALIZE_CONSOLIDATED_REPLAY (
                          'double_sales_replay', 'double_sales_schedule);


	
ユーザーを再マッピングします。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.SET_USER_MAPPING (2, 'sales_usr', 'sales_usr_2');


	
統合リプレイを準備します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.PREPARE_CONSOLIDATED_REPLAY;


	
リプレイ・クライアントを起動します。

	
必要なリプレイ・クライアントの数を見積もります。


wrc mode=calibrate replaydir=/u01/test/cons_dir/cap_sales


	
必要なリプレイ・クライアントの数を判断するために出力を追加します。

統合したワークロードに含まれるワークロード取得ごとに、最低1つのリプレイ・クライアントを開始する必要があります。


	
このコマンドを繰り返し、必要な数のリプレイ・クライアントを起動します。


wrc username/password mode=replay replaydir=/u01/test/cons_dir


replaydirパラメータは、ワークロード取得が格納されているルート・ディレクトリに設定されています。





	
統合リプレイを開始します。


EXEC DBMS_WORKLOAD_REPLAY.START_CONSOLIDATED_REPLAY;














第III部 テスト・データ管理


Oracle Databaseでは、テスト・データ管理機能を使用して次のことが可能になります。

	
アプリケーション・データ・モデリングを使用して、アプリケーション、表および表列間の関係のリストを格納します。


	
データ・サブセット化を使用して、特定のサイトのみに関係する情報をレプリケートできます。


	
Oracleデータ・マスキングを使用して、本番システムの機密データを架空のデータに置き換え、テスト時に使用することができます。




第III部は、テスト・データ管理について説明し、次の章で構成されています。

	
アプリケーション・データ・モデル


	
データ・サブセット化


	
機密データのマスキング












17 アプリケーション・データ・モデル


セキュア・テスト・データ管理では、Enterprise Managerに、機密データ検出、データ・サブセッティング、データ・マスキングなどの操作を有効にする機能が提供されます。これらの機能により、アプリケーション・データ・モデル(ADM)内に組み込まれた機密データのスキャンおよびタグ付けと、データ関係のモデリングが可能です。テスト・データ管理機能を使用するには、Oracle Data Masking and Subsetting Packライセンスが必要です。

ADMには、アプリケーションのリスト、表およびデータ・ディクショナリで宣言される表の列、アプリケーションのメタデータからインポートされる表の列またはユーザー指定の表の列の関係が格納されています。ADMは、機密データのタイプとそれに関連付けられた列を保持し、データ・サブセット化やデータ・マスキングなどのテスト・データ操作によって使用され、テスト・データを安全に生成します。ADMの作成は、データ・サブセット化およびデータ・マスキング操作の前提となります。

図17-1は、アプリケーション・データ・モデルの他のテスト・データ管理コンポーネントおよび本番環境とテスト環境との関係性を示しています。


図17-1 テスト・データ管理のアーキテクチャ

[image: 図17-1の説明が続きます]



この章で説明する次のタスクを含むアプリケーション・データ・モデルに関連する複数のタスクを実行できます。

	
アプリケーション・データ・モデルの作成


	
機密列タイプの管理


	
データベースとアプリケーション・データ・モデルの関連付け


	
アプリケーション・データ・モデルのインポートおよびエクスポート


	
ソース・データベースの検証またはアップグレード


	
最新のデータ・マスキングおよびテスト・データ管理テンプレートをダウンロードするための自己更新の使用


	
テスト・データ管理およびアクセス権


	
アプリケーション・データ・モデルでの権限の付与





注意:

この章の手順は、Oracle Enterprise Manager 12.1以上のCloud Controlのみに適用されます。




関連項目:

	
データのサブセット化の詳細は、「データ・サブセット化」を参照してください


	
データ・マスキングの詳細は、「機密データのマスキング」を参照してください














17.1 アプリケーション・データ・モデルの作成



次の手順を使用すると、次の操作を実行できます。





	
アプリケーション・データ・モデル(ADM)の作成の開始


	
アプリケーション表の表示および編集


	
参照関係の表示


	
参照関係の手動追加


	
機密列の検出


	
機密列のタイプの設定




続行する前に、次の権限があることを確認します。

	
Enterprise Manager Cloud ControlユーザーのEM_ALL_OPERATOR


	
データベース・ユーザーのSELECT_CATALOG_ROLE


	
データベース・ユーザーのSelect Any Dictionary権限





注意:

ADMを作成する際、PL/SQLのメタデータのコレクション・パッケージがターゲット・データベースに自動的にデプロイされます。パッケージを自動デプロイするデータベース・ユーザーには、DBA権限が必要です。







アプリケーション・データ・モデルを作成するには:

	
「アプリケーション・データ・モデル」ページから、テスト環境用のデータベースを作成する方法を示すダイアグラムを表示します。

ダイアグラムで示されているように、最初のステップはADMを作成することです。


	
ADMを作成します。

	
「作成」をクリックします。

一般プロパティ情報を求めるポップアップ・ウィンドウが表示されます。


	
必要な「名前」と「ソース・データベース」を指定します。

「ソース・データベース」からメタデータが抽出されます。


	
「アプリケーション・スイート」の選択:

「カスタム・アプリケーション・スイート」を選択した場合:

	
デフォルトでは、ADM作成プロセスでメタデータ収集は有効になっています。


	
「スキーマごとに1つのアプリケーションの作成」の選択を解除した場合、シェルADMを作成したら、後でそのADMを編集してアプリケーションと表を追加する必要があります。また、デフォルトの設定とは異なり、メタデータ・コレクション・ジョブも発行されません。




「Oracleアプリケーション・スイート」を選択した場合:

	
Oracle E-Business Suite: APPSユーザー(または同等)にデータベース資格証明を渡し、ADMを作成するジョブを発行します。


	
Oracle Fusion Applications: FUSIONユーザー(または同等)にデータベース資格証明を渡し、ADMを作成するジョブを発行します。




メタデータ収集に関して次の点について注意してください。

	
選択したアプリケーション・スイートのメタデータ収集により、ADMにそのスイート内のアプリケーションと表が移入されます。


	
ADMでは1つ以上のスキーマについてメタデータを収集できます。ADMアプリケーションとは、一般的にはスキーマを示します。選択した各スキーマはADMアプリケーションとなり、特にカスタム・アプリケーションの場合はADMにスキーマの表が入力されます。ただし、Fusion Applicationsなどのように、複数のアプリケーションから1つのスキーマへマッピングされる場合もあります。実際のマッピングには、メタデータのコレクション・ジョブによって検出されたアプリケーションのメタデータによります。





	
「続行」をクリックします。

「カスタム・アプリケーション・スイート」を選択したと仮定すると、選択可能なリストから組み込むスキーマを選択するための「スキーマ」ポップアップが表示されます。


	
「続行」をクリックして、スケジュール・パラメータを指定し、「発行」をクリックして、メタデータ・コレクション・ジョブを発行します。

作成したADMがアプリケーション・データ・モデル・ページに表示されます。「最新のジョブ・ステータス」表の列は、メタデータ収集ジョブが実行中であることを示します。モデルはロックされており、この期間中はステータスがジョブ完了になるまで編集できません。





	
アプリケーション表を表示および編集します。

	
作成したモデルを選択し、「編集」を選択します。

「アプリケーションと表」サブページが表示され、メタデータの収集中に見つかったアプリケーションが示されます。

アプリケーションの表を表示するには、拡張( > )アイコンをクリックします。


	
アプリケーションを編集するには、アプリケーションを選択して「アクション」メニューを開き、「表をアプリケーションに追加」を選択します。

「表をアプリケーションに追加」ポップアップ・ウィンドウが表示されます。


	
「表」検索アイコンをクリックします。

アプリケーションに割り当てられていない、選択されているスキーマからのすべての表を表示する「検索および選択」ポップアップが表示されます。


	
割り当てられていない表を選択し、「OK」をクリックします。

これで、この表の名前が「表をアプリケーションに追加」ポップアップに表示されます。


	
「表タイプ」を選択したら、「OK」をクリックします。

これで、この表は、「アプリケーションと表」ビューに表示されます。





	
参照関係を表示します。

	
「参照関係」タブをクリックします。

参照関係には、3つのタイプがあります。

	
ディクショナリ定義

このタブを開くと、このビューには、主キーおよび外部キー関係によるメタデータ収集によって抽出された参照関係が表示されます。必要に応じて、関係をADMから削除できます。


	
テンプレートからのインポート

Oracle Fusion ApplicationsやOracle E-Business Suiteなどのエンタープライズ・アプリケーションのベンダーの使用可能なアプリケーション・テンプレートがある場合、ADMホームページの「インポート」アクションを使用して、アプリケーション・ベンダーが提供するテンプレートからADMを作成できます。


	
ユーザー定義

詳細は、手動での参照関係の追加に関する次の手順を参照してください。





	
アプリケーション・ビューを選択して開き、山アイコン(>)を使用して親と依存キーの関係を表示するか、「表示」メニューから「すべてを開く」を選択してすべての関係を表示します。





	
参照関係を手動で追加します。

	
「参照関係」タブから、「アクション」メニューを開き、「参照関係の追加」を選択します。

「参照関係の追加」ポップアップ・ウィンドウが表示されます。


	
必要な親キーおよび依存キー情報を選択します。


	
「列名」リストで、親キー列に関連付ける依存キー列を選択します。


	
「OK」をクリックして、参照関係をADMに追加します。

これで、新規依存列が参照関係リストに表示されます。





	
機密列を自動で検出または手動で追加:

機密列を自動的に検出する場合:

	
「機密列」タブから、「アクション」メニューを開き、「機密列検出ジョブの作成」を選択します。

「パラメータ」ポップアップが表示されます。


	
1以上のアプリケーションおよび1つ以上の機密列のタイプを選択します。

選択した各タイプは、各アプリケーションでそのタイプに一致する列を検索するために使用されます。


	
「続行」をクリックします。

スケジュール・ポップアップ・ウィンドウが表示されます。


	
必要な情報を指定し、ジョブをスケジュールし、終了したら「発行」をクリックします。

「機密列」サブページが表示されます。


	
「保存して戻る」をクリックし、「アプリケーション・データ・モデル」ページに戻ります。


	
「最新のジョブ・ステータス」列にジョブが成功したと表示されたら、ADMを選択して「編集」をクリックします。


	
「機密列」タブを選択し、「検出」、「結果」の順にクリックし、ジョブの結果を表示します。


	
任意の列の機密列を設定するには、定義する列の行を選択し、「ステータスの設定」メニューを開き、「機密」または「機密ではありません」を選択します。


	
「OK」をクリックして保存し、「機密列」タブに戻ります。

これで、前のステップで定義した機密列がリストに表示されます。


	
「保存して戻る」をクリックし、「アプリケーション・データ・モデル」ページに戻ります。




機密列を手動で検出する場合:

	
アプリケーション・データ・モデル・ページからADMを選択し、「編集」をクリックします。


	
「機密列」タブを選択し、「追加」をクリックします。

「機密列の追加」ポップアップが表示されます。


	
必要な情報およびオプションの機密列タイプを指定して、「OK」をクリックします。

「機密列」タブの表に機密列が表示されます。





	
機密列のタイプの変更:

	
「機密列」タブをクリックします。

このビューにすでに識別された機密列が表示されます。


	
タイプを変更する機密列を選択します。


	
「アクション」メニューを開き、「機密列タイプの設定」を選択します。

「機密列タイプの設定」ポップアップ・ウィンドウが表示されます。


	
新しいタイプを選択して「OK」をクリックします。

















17.2 機密列タイプの管理



正常にADMを作成した後、次のタスクとして、新しい機密列タイプまたは既存のタイプに基づいた機密列タイプを作成します。





機密列タイプを作成するには:

	
「アプリケーション・データ・モデル」ページの「アクション」メニューから「機密列タイプ」を選択します。

「機密列タイプ」ページが表示されます。


	
「作成」をクリックします。

「機密列タイプの作成」ポップアップが表示されます。


	
「列名」、「列のコメント」および「列データ」検索パターンに必要な名前および正規表現を指定します。

	
Or検索タイプは、パターンのいずれかが、候補の機密列と一致することを意味します。


	
And検索タイプは、すべてのパターンが候補の機密列に一致する必要があることを意味します。




これらのパラメータのいずれにも式を指定しない場合、システムはエンティティの検索を行いません。


	
「OK」をクリックします。

「機密列タイプ」ページの表に機密列が表示されます。








既存のタイプに基づいて機密列タイプを作成するには:

	
「アプリケーション・データ・モデル」ページの「アクション」メニューから、「機密列タイプ」を選択します。

「機密列タイプ」ページが表示されます。


	
すでに定義済の機密列タイプを選択するか、または製品が提供する即時利用可能なタイプから選択します。


	
「類似作成」をクリックします。

「機密列タイプの作成」ポップアップが表示されます。


	
必要な名前を指定して、「列名」、「列のコメント」および「列データ」検索パターンの既存の式を必要に応じて変更します。


	
「OK」をクリックします。

「機密列タイプ」ページの表に機密列が表示されます。














17.3 データベースとアプリケーション・データ・モデルの関連付け



アプリケーション・データ・モデル(ADM)を作成した後、次の手順に従って、ADMに関連付ける追加のデータベースを選択できます。ADMの作成方法の詳細は、「アプリケーション・データ・モデルの作成」を参照してください。





データベースをADMに関連付けるには:

	
アプリケーション・データ・モデル・ページからADMを選択し、「アクション」、「関連データベース」の順に選択します。

このダイアログには、このADMに関連付けられたすべてのデータベースおよびデータベースごとの各アプリケーションに割り当てられたスキーマがリストされます。サブセット化の実行時にデータソースを選択する追加のデータベースおよびマスキング中にマスクするデータベースを追加できます。


	
「追加」をクリックして、ポップアップからデータベースを選択します。

選択したデータベースが「関連データベース」ダイアログの「データベース」セクションに表示されます。


	
スキーマを変更するには、左側の関連データベース、スキーマを変更する右側のアプリケーションの順に選択し、「スキーマの選択」をクリックします。


	
ポップアップのリストから不足しているスキーマを選択して、「選択」をクリックします。














17.4 アプリケーション・データ・モデルのインポートおよびエクスポート


後で新しいリポジトリにインポートできるADMをエクスポートすることによって、アプリケーション・データ・モデル(ADM)を、異なるリポジトリを使用する他のEnterprise Manager環境で共有できます。

エクスポートしたADMは、定義によりインポートに必要なXMLファイル形式です。インポートの前にエクスポートしたADM XMLファイルを編集できます。後続のインポートにADMをエクスポートする場合、ほとんどまたはすべての機能(アプリケーション、表、表タイプ、参照関係、機密列)を使用するADMを持つことが最適です。このため、インポートの前にエクスポートしたファイルを編集する場合、必要なXMLタグおよびファイルで属する場所がわかります。

	
ADMのインポート


	
ADMのエクスポート





注意:

ADMのエクスポートおよびインポート操作をリモートで実行またはスクリプト化する場合に、これらの操作を実行するためのEMCLI動詞があります。











17.4.1 ADMのインポート



次の2つのインポートの方法があります。





	
デスクトップからのADM XMLファイルのインポート


	
ソフトウェア・ライブラリからのADM XMLファイルのインポート




デスクトップからADM XMLファイルをインポートするには、次の手順に従います。

	
「アクション」メニューから「インポート」を選択し、次に「デスクトップのファイル」を選択します。


	
表示されたポップアップで、ADMの名前、ADMに割り当てるソース・データベースおよびADMをインポートするデスクトップの場所を指定します。


	
「OK」をクリックします。

アプリケーション・データ・モデル・ページにADMが表示されます。




ソフトウェア・ライブラリからADM XMLファイルをインポートするには、次の手順に従います。




	「アクション」メニューから、「インポート」を選択し、次に「ソフトウェア・ライブラリのファイル」を選択します。
	表示されるソフトウェア・ライブラリからのファイルのエクスポート・ポップアップの、左側で目的のADM XMLファイルを選択し、右側で名前およびADMに割り当てるソース・データベースを指定します。
	「インポート」をクリックします。

アプリケーション・データ・モデル・ページにADMが表示されます。







ADMのインポート後、機密列を検出したり、検証ジョブを実行したい場合があります。これらのタスクを実行する間、PL/SQLのメタデータのコレクション・パッケージがターゲット・データベースに自動的にデプロイされます。パッケージを自動デプロイするデータベース・ユーザーには、DBA権限が必要です。











17.4.2 ADMのエクスポート



次の3つのインポートの方法があります。





	
デスクトップへの選択したADMのエクスポート


	
ソフトウェア・ライブラリからのADMのエクスポート


	
TSDPカタログへのADMのエクスポート




XMLファイルとしてADMをデスクトップにエクスポートするには、次の手順に従います。

	
アプリケーション・データ・モデル・ページから、エクスポートするADMを選択します。


	
「アクション」メニューから「エクスポート」を選択し、次に「選択されたアプリケーション・データ・モデル」を選択します。


	
表示されるファイル・ダウンロード・ポップアップで、「保存」をクリックします。


	
表示される「別名保存」ポップアップで、ファイルの場所にナビゲートし、「保存」をクリックします。

ADMがXMLファイルに変換され、デスクトップの指定された場所に表示されます。




ソフトウェア・ライブラリからADMをエクスポートするには、次の手順に従います。

	
「アクション」メニューから「エクスポート」を選択し、次に「ソフトウェア・ライブラリのファイル」を選択します。


	
表示されるソフトウェア・ライブラリからのファイルのエクスポート・ポップアップで、目的のADMを選択し、「エクスポート」をクリックします。


	
表示されるファイル・ダウンロード・ポップアップで、「保存」をクリックします。


	
表示される「別名保存」ポップアップで、ファイルの場所にナビゲートし、「保存」をクリックします。

ADMがXMLファイルに変換され、デスクトップの指定された場所に表示されます。




透過的機密データ保護(TSDP)カタログにADMをエクスポートするには、次の手順に従います。




	アプリケーション・データ・モデル・ページから、エクスポートするADMを選択します。
	「アクション」メニューから、「エクスポート」を選択し、次に「TSDPカタログへのエクスポート」を選択します。
	アプリケーション・データ・モデル・ページに、関連付けられたデータベースのテーブルが表示されます。データベースを選択し、「機密データのエクスポート」ボタンをクリックします。
	表示される「機密データのエクスポート」ポップアップで、選択したデータベースの資格証明を指定し、「OK」をクリックします。

アプリケーション・データ・モデル・ページに、機密データがデータベースにコピーされたことを確認するメッセージが表示されます。







TSDPの詳細は、『Oracle Databaseセキュリティ・ガイド』を参照してください。











17.5 ソース・データベースの検証またはアップグレード



アプリケーション・データ・モデル(ADM)を作成した後、「ソース・データベースのステータス」列は有効、無効、検証が必要またはアップグレードが必要と示されます。





	
無効ステータス: ソース・データベースを検証して、データ・ディクショナリで検出された内容でアプリケーション・データ・モデルの参照関係を更新し、アプリケーション・データ・モデルの各項目にデータベースに対応するオブジェクトがあるかどうかも確認します。


	
検証が必要ステータス: オラクルで用意しているテンプレートがインポートされているので、使用する前にADMを確認する必要があります。これはデータ・ディクショナリからの必要な参照関係がADMにプルされたことを確認するために必要です。


	
アップグレードが必要ステータス: 12c以前のマスキング定義がインポートされているので、ADMをアップグレードする必要があります。








ソース・データベースを検証するには:

	
無効ステータスを示す検証するADMを選択します。


	
「アクション」メニューから、「検証」を選択します。


	
無効ステータスのソース・データベースを選択して、検証ジョブの作成をクリックします。


	
検証ジョブの作成ポップアップでジョブ・パラメータを指定して、「発行」をクリックします。


	
ジョブが正常に完了した後、ソース・データベースをクリックして、リストされているオブジェクトの問題を確認します。


	
オブジェクトの問題を解決し、検証ジョブを再実行して、ソース・データベース・ステータスが有効であることを確認します。








ADMをアップグレードするには:

	
アップグレードが必要ステータスを示すアップグレードするADMを選択します。


	
「アクション」メニューから、「アップグレード」を選択します。


	
アップグレード・ジョブの作成ポップアップでジョブ・パラメータを指定して、「発行」をクリックします。


	
ジョブが正常に完了した後、ソース・データベース・ステータス列が有効であることを確認します。列が「無効」と示している場合、前述の手順を参照してください。














17.6 最新のデータ・マスキングおよびテスト・データ管理テンプレートをダウンロードするための自己更新の使用



自己更新機能を使用して、次のメジャー・リリース・サイクルのアウト・オブ・バンドで、Oracleから入手可能な最新のデータ・マスキングおよびデータ・サブセット化のテンプレートを取得します。自動ダウンロード機能が有効な場合、新しいテンプレートが利用可能になるとソフトウェア・ライブラリに表示されるようになります。これ以外の場合は、次のように手動でアクセスします。

	
「設定」メニューから、「拡張性」を選択し、「自己更新」を選択します。


	
自己更新ページで、スクロール・ダウンし、テスト・データ管理テンプレートを選択します。


	
使用可能な更新表で、ダウンロードするテンプレートを選択し、「アクション」メニューから「ダウンロード」を選択します。

このアクションは、データ・マスキングおよびテスト・データ管理環境にインポートしたり、編集のためにローカルで保存できるソフトウェア・ライブラリに、テンプレートをダウンロードします。


	
ダウンロード済テンプレートを保存するには、次の手順に従います。

	
適切なホームページ(ADM、マスキングまたはサブセット)に移動します。


	
「アクション」メニューからソフトウェア・ライブラリからエクスポートを選択します。


	
ポップアップ・ウィンドウでテンプレートを選択し、「保存」をクリックします。


	
XMLファイルを保存する場所を指定します。




テンプレート・ファイルは、アプリケーション・データ・モデルにインポートする前に編集するために使用できます。


	
ダウンロード済テンプレートをインポートするには、次の手順に従います。

	
適切なホームページ(ADM、マスキングまたはサブセット)に移動します。


	
「アクション」メニューからソフトウェア・ライブラリからインポートを選択します。


	
ポップアップ・ウィンドウでテンプレートを選択し、入力パラメータに適切な値を指定します。


	
「インポート」をクリックします。テンプレート定義は、各表にインポートされます。











データベース・プラグインをリリース12.1.0.3または12.1.0.4から12.1.0.5にアップグレードする場合のテンプレートの再適用





以前にテスト・データ管理テンプレートを適用して、リリース12.1.0.3または12.1.0.4からアップグレードしている場合、テンプレートを削除してから再適用する必要があります。そうしないと、ソフトウェア・ライブラリに対するインポートまたはエクスポート時にテンプレートを参照できません。

	
「自己更新」ページに移動します。


	
テスト・データ管理テンプレートを選択し、削除します。


	
「自己更新」ページに戻ります。


	
テスト・データ管理テンプレートを選択し、更新をチェックします。


	
使用可能な更新表で、必要なテンプレートを選択してダウンロードし、「アクション」メニューからそれぞれのアクションを使用してそれらに適用します。

テンプレートは、ソフトウェア・ライブラリで参照可能である必要があります。














17.7 テスト・データ管理およびアクセス権


デフォルトでは、Enterprise Manager管理者は、次のプライマリ・テスト・データ管理(TDM)のページにアクセスできます。

	
アプリケーション・データ・モデル


	
データ・サブセット定義


	
データ・マスキング定義


	
データ・マスキングのフォーマット




これは、PUBLICロールに含まれるTDM_ACCESS権限に基づいています。スーパー管理者は、指定した管理者の権限を取り消すことができるため、TDMのページへのアクセスを制限できます。権限がない場合、個々のメニュー項目はCloud Controlコンソールに表示されません。

また、Enterprise Managerには、スーパー管理者および管理者がTDMオブジェクトへのアクセスを認可ユーザーのみに制限できる権限アクセス・モデルが用意されています。このモデルでは、選択したユーザーにオペレータおよびデザイナ権限を付与できます。


オペレータ権限





付与されたこれらのオペレータ権限では、データ・マスキングおよびサブセット化の操作を実行できます。権限は、アプリケーション・データ・モデル(ADM)、データ・サブセット化定義およびデータ・マスキング定義で、TDMプロジェクトに付与できます。オペレータ権限では、これらのオブジェクトを編集および削除できません。

	
ADM: オペレータ権限を持つユーザー(スーパー管理者以外)はADMを表示できますが、編集および削除することはできず、プロパティを表示することもできません。これを行うための「編集」アイコン、「削除」アイコン、および「プロパティ」メニューは無効になります。さらに、検証ジョブの作成・ページの同期オプションは無効になります。


	
データ・サブセット定義: オペレータ権限を持つユーザー(スーパーDSD管理者以外)は、サブセット定義を表示できますが、編集および削除することはできません。これを行うための「編集」アイコンおよび「削除」アイコンは無効になります。

データ・サブセット定義オペレータ権限を持つユーザーは、データ・サブセット定義の編集および削除以外の操作を実行することができ、次の操作を実行する権限を持ちます。

	
データ・サブセット定義を表示します。


	
データ・サブセットを作成してファイルをエクスポートします。


	
データベースにデータ・サブセットを作成します。


	
サブセット・スクリプトを保存します。





	
データ・マスキング定義: データ・マスキング定義オペレータ権限を持つユーザーは、データ・マスキング定義の編集および削除以外の操作を実行することができ、次の操作を実行する権限を持ちます。

	
データ・マスキング定義を表示します。


	
データ・マスキング・スクリプトを生成します。


	
データ・マスキング・ジョブをスケジュールします。


	
データ・マスキング定義をエクスポートします。











デザイナ権限





デザイナ権限を付与されたユーザーは、TDMオブジェクトを拡張、変更および管理できます。これらのユーザーは、オペレータおよびデザイナ権限を他のユーザーに付与したり取り消すこともできます。デザイナの権限は、TDMオブジェクト上の対応するオペレータ権限を意味します。

	
ADM: デザイナ権限を持つユーザーは、削除も含め、ADMでのすべての操作を実行できます。


	
データ・サブセット定義: デザイナ権限を持つユーザーは、削除も含め、サブセット定義でのすべての操作を実行できます。


	
データ・マスキング定義: デザイナ権限を持つユーザーは、削除も含め、マスキング定義でのすべての操作を実行できます。














17.8 アプリケーション・データ・モデルでの権限の付与



他のユーザーがアクセス権を持つことができるように、作成するアプリケーション・データ・モデルで権限を付与できます。これを行うには、少なくともADMにデザイナ権限を持つEnterprise Manager管理者である必要があります。




	「エンタープライズ」メニューから、「クオリティ管理」、「アプリケーション・データ・モデル」の順に選択します。
	権限を付与するADMを選択します。
	「アクション」メニューから、「権限付与」を選択し、次のように選択します。

	
オペレータ: 選択したロールまたは管理者にADMのオペレータ権限を付与します(権限受領者は定義を表示およびコピーできますが、編集および削除することはできません)。


	
デザイナ: 選択したロールまたは管理者にADMのデザイナ権限を付与します(権限受領者は定義を表示、編集および削除できます)。







	開いたダイアログで、タイプ(管理者、ロール、あるいはその両方)を選択します。必要に応じて、名前で検索します。選択し、「選択」をクリックします。

これらの選択は、ADMに対する権限を持ちます。




	前に付与された権限を拒否するには、「取消」アクションを使用します。










18 データ・サブセット化


この章では、次のタスクを実行する方法について説明します。

	
データ・セブセット定義の作成


	
サブセット・テンプレートおよびダンプのインポートとエクスポート


	
ターゲット・データベースのサブセット・バージョンの作成


	
アプリケーション・データ・モデルによるサブセット定義の同期化


	
サブセット定義での権限の付与




この章では、インライン・マスキングおよびサブセット化の概念についても説明し(「インライン・マスキングおよびサブセット化について」)、インライン・マスキングおよびサブセット化シナリオをいくつか紹介します。

データ・サブセッティング機能を使用するには、Oracle Data Masking and Subsetting Packライセンスが必要です。


注意:

データ・サブセット化は、Oracle Databaseバージョン10.1以上でのみサポートされています。この章の手順は、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12.1以上のみに適用されます。











18.1 データ・セブセット定義の作成



この項で説明する手順では、サブセット定義の作成後、そのプロパティを編集したりサブセット定義をエクスポートするなどのタスクを実行するサブセット・データベースを作成できます。

このインタフェースでは、サブセットの定義の作成時に、インラインまたはソースでマスキングを実行できます。

続行する前に、次の権限があることを確認します。





	
Enterprise Manager Cloud ControlユーザーのEM_ALL_OPERATOR


	
データベース・ユーザーのSELECT_CATALOG_ROLE


	
データベース・ユーザーのSELECT_ANY_DICTIONARY権限


	
また、インプレース削除操作を実行するには、DBAユーザーは、EXECUTE_ANY_TYPE権限が付与されている必要があります。








データ・サブセット定義を作成するには:

	
「エンタープライズ」メニューから「クオリティ管理」を選択し、次に「データ・サブセット定義」を選択します。


	
「データ・サブセット定義」ページで「アクション」メニューを開き、「作成」を選択するか、または「作成」アイコンをクリックします。


	
データ・サブセット定義のプロパティを定義します。

	
表示された一般ポップアップで必要な情報を指定し、「続行」をクリックします。

アプリケーション・データ・モデルと関連付けられているいずれかのソース・データベースを選択できます。

サブセット定義内でマスキングを行う場合、マスク定義の作成時に使用した同じADMおよびターゲットを使用する必要があります。


	
ジョブ名、資格証明を指定し、表示される「アプリケーション詳細コレクションのスケジュール」ポップアップでスケジュールを指定して、「発行」をクリックします。

新しい資格証明を使用する場合は、「新規資格証明」オプションを使用します。それ以外の場合は、「優先資格証明」オプションまたは「名前付き資格証明」オプションを使用します。




容量の見積りの収集ジョブが実行され、データ・サブセット定義ページが表示されます。表に定義が表示され、「最新のジョブ・ステータス」列に、選択されているスケジュール・オプション、およびジョブを完了するために必要な時間に応じて、「スケジュール済」、「実行中」または「成功」が示されます。


	
表内の定義を選択し、「アクション」メニューを開き、「編集」を選択します。

「データベース・ログイン」ページが表示されます。


	
優先資格証明を設定していない場合は「名前付き資格証明」または「新規資格証明」を選択し、「ログイン」をクリックします。


	
「編集」ページの「アプリケーション」サブページで、アプリケーションを次のように「使用可能」リストから「選択済」リストへ移動します。

	
データのマスキングのみを行う(サブセット化は行わず)場合は、すべてのアプリケーションを選択します。


	
データのサブセット化のみを行う(マスキングは行わず)場合は、必要な適切なアプリケーションを選択します。


	
データのサブセット化およびマスキングを両方とも行う場合、マスキング定義で必要なアプリケーションを選択する必要があります。




アプリケーション・スイート、アプリケーションまたはアプリケーション・モジュールの名前はアプリケーション・データ・モデル内に保持されています。


	
「表ルール」タブをクリックします。


注意:

マスキングのみを行う場合、「デフォルトの表ルール」オプションですべての行を選択するよう設定し、手順13に進みます。「列ルール」タブ、「ルール・パラメータ」タブおよび「表ルール」タブ上のその他の機能は、特にサブセッティングに関係します。



ここでルールを追加し、サブセットに含めるデータを定義できます。


	
「アクション」を選択し、次に「作成」を選択して「表ルール」ポップアップを表示するか、または「作成」アイコンをクリックします。

	
ルールを指定するアプリケーションを選択します。

このルールをすべての表、特定の表または表のカテゴリに関連付けます。


	
「含める行」セクションで、本番データの代理サンプルのニーズに最も合うオプションを選択します。すべての行を含めない場合は、行の割合を指定することで一部の列を含めることができます。より細かいレベルで、region_id=6などのWhere句を指定できます。

Where句の指定の詳細は、手順8.eを参照してください。


	
「関連行を含む」セクションで、次のいずれかを実行します。

	
「祖先および子孫表」を選択します。

このルールは、親列および子列に影響を与えますが、参照整合性が保持され、サブセットの一部として子列も選択されます。


	
「祖先表のみ」を選択します。

このルールは、親列にのみ影響し、参照整合性が保持されます。




「関連行を含む」チェック・ボックスを無効にすると、参照整合性が保持されない場合があります。ただし、その後追加のルールを指定して、参照整合性をリストアすることもできます。Where句を指定するかどうかによって、このチェック・ボックスを無効にできます。


	
Where句を指定する場合、次の手順に進みます。それ以外の場合は、手順9に進みます。


	
必要に応じて、句にパラメータを指定します。

たとえば、従業員IDの値をemployee_id=:emp_idとして指定する場合、デフォルトの100に問合せ値を入力できます。

	
「行」ボタンを選択して、employee_id=:emp_idを入力します。


	
「OK」をクリックし、ルールを保存して「表ルール」タブに戻ります。

これが新しいルールである場合、「バインド変数emp_idに対応するルール・パラメータは、サブセットを生成する前に作成する必要があります。」という警告が表示されます。


	
表ルールを選択して、「ルール・パラメータ」タブをクリックしてから「作成」をクリックします。

ルール・パラメータのプロパティ・ポップアップが表示されます。


	
「名前」にemp_id、「値」に100を入力します。


注意:

emp_idの前にあるコロン(:)はWhere句内にのみ存在し、新規ルール・パラメータの作成時には必要ありません。




	
「OK」をクリックしてプロパティを保存すると、「ルール・パラメータ」タブに表示されます。


	
手順10にスキップします。








	
「OK」をクリックし、ルールを保存して「表ルール」タブに戻ります。

リスト内に新規ルールが表示されます。その下の表には関連表が表示されます。表内の関連行はサブセットに含まれるため、サブセット・データベースの参照整合性が確保されます。


	
「表ルール」タブの「関連表」セクションで、サブセット内の祖先および子孫のレベルを制御することによって、サブセットのサイズを管理できます。表内の各ノードにはチェック・ボックスがあります。デフォルトでは、チェック・マークで示されたように、すべてのノードはサブセットに含まれます。サブセットからノードを除外するには、チェック・ボックスを選択解除します。選択解除オプションは親行には無効になります(右側の結合列は親行および子行を識別します)。また、サブレットのコンテンツに次のような他の絞込みを行うこともできます。

	
親表の除外を許可をクリックします。これにより、グレー表示されていたチェック・マークが有効になります。チェック・ボックスを選択解除することによって、サブセットから親行を選択して除外できます。


	
表内のノードを選択し、子孫の追加をクリックして、関連行を含めます。開いているダイアログで適切に選択して、「OK」をクリックします。




これらの絞込みを行うと、右側の列は、サブセットの容量の見積りへの影響を反映します。「関連表」セクションは、各表を含めることの詳細な影響を含む、祖先表および子孫表の処理順序も示します。絞込みが終了したら、「容量の見積もり」タブに移動して、サブセットの全体のサイズへの影響の、より詳細な粒度を表示します。


	
「表ルール」タブの「デフォルトの表の行」セクションで、サブセットの定義済ルールによって影響されていない表を含めるかまたは除外するかを選択します。

「すべての行を含む」オプションを選択する場合、表のすべての行がサブセットの一部として選択されます。

これは、グローバル・ルールで、サブセット全体に適用されます。すべてのルールの有効範囲が「指定しない」の場合、「すべての行を含む」オプションのみを選択できます。「表ルール」ポップアップで、「関連行を含む」オプションの選択を解除すると、有効範囲「指定しない」が確立されます。


注意:

列ルールのあるサブセットの定義の場合(手順12を参照)、対応する表を含めるよう、表ルールを必ず使用するようにしてください。デフォルトの表ルールオプションを使用し、表ルールによって影響されていないすべての表を含めるか、必要に応じて選択します。




	
オプション: サブセット定義の一部としてインライン・マスキングを実行するには、「列ルール」タブをクリックします。

	
「作成」をクリックし、スキーマ内の列をフィルタ処理するための検索基準を入力します。通常これらは、CLOBやBLOBなどの垂直列です。


注意:

マスキング定義(手順13を参照)のかわりに列ルールを使用する場合、特定の表で選択できるのは10列のみです。この制限は、エクスポート・メソッドに該当し、インプレース削除メソッドには該当しません。



「OK」をクリックします。


	
列の検索結果で行を1つ以上選択し、「マスキング・フォーマットの管理」をクリックします。


	
ポップアップ・ダイアログで、列に適用するマスキング・フォーマットと値を選択します。複数選択する場合は、1つのフォーマットがすべての列に対して適切であることが必要です。列を複数選択する場合は、選択する列のルール・フォーマットを選択された列に適用できることを確認してください。コンプライアンスに準拠するには、nullではなく、一意の列(フラグ)を使用します。

「OK」をクリックして、列にマスキング・フォーマットを適用します。





	
オプション: サブセット化操作の一部にマスキング定義を含めたり、ソース・データのマスキングのみを実行する場合には、「データ・マスキング」タブをクリックします。

	
「追加」をクリックします。


	
ポップアップ・ダイアログで、適切な定義を取得する検索基準を入力します。必要なラジオ・ボタン(「すべて」または「任意」)を必ず選択してください。インライン・マスキングでは、複合マスキングを除く、すべてのフォーマットがサポートされています。


注意:

エクスポート・メソッドを使用する場合、マスキング定義内のどの表のマスクされた列数も10を超えないようにする必要があります。この制限は、インプレース削除メソッドには該当しません。



「OK」をクリックします。




検索結果が「データ・マスキング」表に表示されます。


	
「容量の見積もり」タブをクリックします。

	
「推定サブセット・サイズMB」列の値に注意してください。容量の見積りは、オプティマイザ統計に依存し、ヒストグラム統計が存在する場合は、実際のデータの配分のみが計算されます。


	
新規ルールを追加する場合は常に、更新値の容量の見積りを再確認します。


	
「容量の見積もり」サブページのデータは、一番大きなアプリケーションが一番上に表示されるようにソートされています。





注意:

データ・マスキングを使用している場合、その影響は考慮せずに容量は見積もられています。



Where句とそれに続くルール・パラメータ・プロパティを指定すると、「ルール・パラメータ」タブに含まれる値で容量の見積もりサブページが更新されます。


	
オプション: 「サブセット前/後スクリプト」タブをクリックします。

	
サブセット・データを選択する前にサブセット・データベースで実行するサブセット前スクリプトを指定できます。


	
サブセット・データをアセンブルした後にサブセット・データベースで実行するサブセット後スクリプトを指定できます。


	
どちらのスクリプト・タイプも、ソース・データベースで実行されます。





	
「戻る」をクリックします。

定義が完了し、「データ・サブセット定義」表に表示されます。








これで、スクリプトの生成を続行できます。または、今後使用するために、スクリプトを保存することも可能です。どちらの場合でも、ダンプ・ファイルにデータをエクスポートするか、ターゲット・データベースからデータを削除するかを決定する必要があります。


ヒント:

たとえば、4TBの非常に大きなデータベースがあり、10%などの少量の行をエクスポートする場合、エクスポート・メソッドを使用すると利便性が高まります。インプレース削除メソッドを使用するには、3.6TBのデータが必要で、エクスポート・メソッドのように速くは行われません。

削除されるデータの量がデータ・サイズ全体の少量である場合は、インプレース削除メソッドをお薦めします。

インプレース削除をリモートで実行するか、それをスクリプト化する場合、EMCLI動詞があります。



	
サブセット・スクリプトの生成


	
サブセット・スクリプトの保存














18.1.1 サブセット・スクリプトの生成



サブセット・スクリプトを生成するためにジョブを準備して発行するには、次の手順に従います。




	表内の定義を選択し、「アクション」メニューを開き、「サブセットの生成」を選択します。サブセット・モード・ポップアップが表示されます。
	サブセット・モデルの作成に使用したものと同じターゲット・データベースか、表スキーマやオブジェクトがこのデータベースに類似しているターゲット・データベースを選択します。
	エクスポート・ファイルへサブセット・データを書き込む方法とターゲット・データベースからデータを削除する方法のどちらを使用してサブセットを作成するかを決定します。

データの削除を選択すると、本番データベースではなく本番データベースのクローン・コピーから不要なデータを削除することにより、インプレース・サブセットが作成されます。ルールを満たすデータのみが保持されます。このオプションは、本番データベースに対しては決して使用しないでください。

優先資格証明を設定していない場合は、名前付き資格証明または新規資格証明を選択します。

「ルール・パラメータ」タブからパラメータを定義した場合、それらのパラメータは下にある表に表示されます。パラメータの値は、「値」列の関連するフィールドをクリックすると変更できます。




	「続行」をクリックして、「パラメータ」ポップアップにアクセスします。ポップアップのコンテンツは、前の手順で、エクスポートと削除のどちらのオプションを選択したかに応じて異なります。

「エクスポート・ファイルへのサブセット・データの書込み」の場合は、必要な情報を指定し、「続行」をクリックしてジョブをスケジュールします。

	
エクスポート・ダンプを保存するサブセット・ディレクトリを指定します。ドロップダウン・リストは、アクセス権を持つディレクトリ・オブジェクトで構成されます。カスタムのディレクトリ・パスを選択することも可能です。外部ディレクトリを使用して処理を高速化する場合は、チェック・ボックスをクリックします。推奨されるデフォルト: DATA_PUMP_DIR。


	
デフォルトをオーバーライドする場合、適切な値を指定します。エクスポート・ファイルの名前を入力します。最大ファイル・サイズをMB単位で指定します。エクスポート・ジョブのために、アクティブな実行操作の最大スレッド数を指定します。これにより、リソース消費と経過時間のバランスを取ることができます。


	
ダンプ・ファイルの圧縮および暗号化を有効にするかどうかを選択します。該当する場合は、暗号化パスワードを入力して確認します。デフォルトでは、ログ・ファイルの生成が選択されています。




「ターゲット・データベースからのデータの削除」の場合は、必要な情報を指定し、「続行」をクリックしてジョブをスケジュールします。

	
サブセット・スクリプトを保存するサブセット・ディレクトリを指定します。ドロップダウン・リストは、アクセス権を持つディレクトリ・オブジェクトで構成されます。カスタムのディレクトリ・パスを選択することも可能です。推奨されるデフォルト: DATA_FILE_DIR。


	
先に進むには選択したターゲットが本番データベースでないことを示すチェック・ボックスを有効にする必要があります。







	「続行」をクリックして、サブセット・スケジュールの生成ポップアップからジョブをスケジュールし、「発行」をクリックします。削除オプションの場合は、暗号化シードを指定して確認する必要があります。

データ・サブセット定義ページが再表示され、「最新のジョブ・ステータス」列に、サブセット・ジョブが実行中であることに続き、このジョブが成功したことが示されます。







この手順の実行後、生成したエクスポート・ファイルを使用してサブセット・データベースをいつでも作成できるようになります。











18.1.2 サブセット・スクリプトの保存



サブセット・スクリプトを保存するためにジョブを準備して発行するには、次の手順に従います。

	
表内の定義を選択し、「アクション」メニューを開いて、サブセット・スクリプトの保存を選択します。サブセット・モード・ポップアップが表示されます。


	
サブセット・モデルの作成に使用したものと同じターゲット・データベースか、表スキーマやオブジェクトがこのデータベースに類似しているターゲット・データベースを選択します。


	
エクスポート・ファイルへサブセット・データを書き込む方法とターゲット・データベースからデータを削除する方法のどちらを使用してサブセットを作成するかを決定します。

データの削除を選択すると、本番データベースではなく本番データベースのクローン・コピーから不要なデータを削除することにより、インプレース・サブセットが作成されます。ルールを満たすデータのみが保持されます。このオプションは、本番データベースに対しては決して使用しないでください。

優先資格証明を設定していない場合は、名前付き資格証明または新規資格証明を選択します。

「ルール・パラメータ」タブからパラメータを定義した場合、それらのパラメータは下にある表に表示されます。パラメータの値は、「値」列の関連するフィールドをクリックすると変更できます。


	
「続行」をクリックして「パラメータ」ポップアップにアクセスします。ポップアップのコンテンツは、前の手順で、エクスポートと削除のどちらのオプションを選択したかに応じて異なります。

「エクスポート・ファイルへのサブセット・データの書込み」の場合は、必要な情報を指定し、「続行」をクリックしてジョブをスケジュールします。

	
エクスポート・ダンプを保存するサブセット・ディレクトリを指定します。ドロップダウン・リストは、アクセス権を持つディレクトリ・オブジェクトで構成されます。カスタムのディレクトリ・パスを選択することも可能です。外部ディレクトリを使用して処理を高速化する場合は、チェック・ボックスをクリックします。推奨されるデフォルト: DATA_PUMP_DIR。


	
デフォルトをオーバーライドする場合、適切な値を指定します。エクスポート・ファイルの名前を入力します。最大ファイル・サイズをMB単位で指定します。エクスポート・ジョブのために、アクティブな実行操作の最大スレッド数を指定します。これにより、リソース消費と経過時間のバランスを取ることができます。


	
ダンプ・ファイルの圧縮および暗号化を有効にするかどうかを選択します。該当する場合は、暗号化パスワードを入力して確認します。デフォルトでは、ログ・ファイルの生成が選択されています。




「ターゲット・データベースからのデータの削除」の場合は、必要な情報を指定し、「続行」をクリックしてジョブをスケジュールします。

	
サブセット・スクリプトを保存するサブセット・ディレクトリを指定します。ドロップダウン・リストは、アクセス権を持つディレクトリ・オブジェクトで構成されます。カスタムのディレクトリ・パスを選択することも可能です。推奨されるデフォルト: DATA_FILE_DIR。


	
先に進むには選択したターゲットが本番データベースでないことを示すチェック・ボックスを有効にする必要があります。





	
「続行」をクリックします。進行状況インジケータにより、スクリプトの生成が追跡されます。完了すると、スクリプトの生成結果が「ファイル」表にリストされます。


	
「ダウンロード」をクリックします。表示される「ファイルのダウンロード」ポップアップで、「保存」をクリックします。


	
表示される「別名保存」ポップアップで、ファイルの場所にナビゲートし、「保存」をクリックします。

スクリプト(SubsetBundle.zip)を含むファイルが、デスクトップの指定された場所に表示されます。




保存したスクリプトを後から実行するには、次の手順に従います。




	ZIPファイルをターゲット・データベースに移動し、必要な権限を持っているディレクトリに抽出します。
	ファイルを抽出したディレクトリに移動します。
	SQLコマンドラインから次のスクリプトを実行します。


subset_exec.sql


生成されたパラメータ設定を変更する場合は、スクリプトを実行する前に、テキスト・エディタで次のファイルを編集して変更できます。


subset_exec_params.lst














18.2 サブセット・テンプレートおよびダンプのインポートとエクスポート


サブセット・テンプレートは、アプリケーション、サブセット・ルール、ルール・パラメータおよび前処理スクリプトまたは後処理スクリプトから構成されるサブセットの詳細を含むXMLファイルです。サブセット定義を作成して、サブセット・データを書き込んでファイルをエクスポートするよう指定すると、エクスポート・ファイルは後で再利用してインポートできるテンプレートになります。テンプレートをインポートして、異なるデータベースでサブセット操作を実行します。

通常、ワークフローは、ADMの作成中に、まず以前にエクスポートした他のXMLファイルであるADMテンプレートをインポートします。その後、データ・サブセット定義の作成中に、関連するサブセット・テンプレートをインポートします。かわりに、サブセット・テンプレートの作成中に、既存のADMを選択(ADMのインポート・フローを省略)することもできます。

	
サブセット定義のインポート


	
サブセット定義のエクスポート





注意:

サブセット定義およびサブセット・ダンプのエクスポートおよびインポート操作をリモートで実行またはスクリプト化する場合に、これらの操作を実行するためのEMCLI動詞があります。











18.2.1 サブセット定義のインポート



次の3つのインポートの方法があります。





	
デスクトップからのサブセット定義XMLファイルのインポート


	
サブセット・ダンプのインポート


	
ソフトウェア・ライブラリからのサブセット定義XMLファイルのインポート




デスクトップからサブセット定義XMLファイルをインポートするには、次の手順に従います。

	
「アクション」メニューから「インポート」を選択し、次に「デスクトップのファイル」を選択します。


	
表示されるポップアップで、次を行います。

	
サブセット定義の名前を指定します


	
サブセットが元にするADM


	
ソース・データベース


	
サブセット定義のインポート元にするデスクトップ上の場所


	
「続行」をクリックします





	
表示されるポップアップで、次を行います。

	
説明的なジョブ名を入力します(またはデフォルトを使用します)


	
資格証明を指定します


	
ジョブをスケジュールします


	
「発行」をクリックします




ジョブが正常に実行されると、データ・サブセット定義ページにある表のサブセットのリストに、インポートされたサブセットが表示されます。




サブセット・ダンプをインポートするには、次の手順に従います。

	
「アクション」メニューから「インポート」を選択し、次に「サブセット・ダンプ」を選択します。


	
表示されるポップアップで、次を行います。

	
ターゲット・データベースを選択します


	
データベースおよびホスト資格証明を指定し、「ログイン」をクリックします。


	
ダンプ・ファイルの場所を指定します。ターゲット・データベース上の選択したディレクトリ、またはターゲット上のカスタム・パスを指定できます。ダンプ・ファイルの元のエクスポート・アクションで外部の場所を使用した場合、その場所も指定する必要があります。


	
「続行」をクリックします。





	
表示されるポップアップで、次を行います。

	
メタデータとデータの両方をインポートするか、またはデータのみをインポートするかを選択します。データのみの場合、切り捨てるか、つまり、既存のデータをオーバーレイするか、既存のデータに追加するかどうかを示します。


	
必要に応じて、表領域の再マッピングを実行します


	
必要に応じて、スキーマの再マッピングを実行します


	
ログ・ファイル・オプションを選択します


	
「続行」をクリックします





	
表示されるポップアップで、次を行います。

	
説明的なジョブ名を入力します(またはデフォルトを使用します)


	
ジョブをスケジュールします


	
「発行」をクリックします




ジョブは、ダンプ・ファイルを読み取り、選択したターゲット・データベースにデータをロードします。




ソフトウェア・ライブラリからサブセット定義XMLファイルをインポートするには、次の手順に従います。




	「アクション」メニューから、「インポート」を選択し、次に「ソフトウェア・ライブラリのファイル」を選択します。
	表示されるソフトウェア・ライブラリからのデータ・サブセット定義のインポート・ポップアップで、次を行います。

	
左側で目的のサブセット定義XMLファイルを選択します


	
右側でADMプロパティを指定します。


	
「続行」をクリックします







	表示されるポップアップで、次を行います。

	
説明的なジョブ名を入力します(またはデフォルトを使用します)


	
資格証明を指定します


	
ジョブをスケジュールします


	
「発行」をクリックします




ジョブが正常に実行されると、データ・サブセット定義ページにある表のサブセットのリストに、インポートされたサブセットが表示されます。














18.2.2 サブセット定義のエクスポート



次の2つのエクスポートの方法があります。





	
デスクトップへの選択したサブセット定義のエクスポート


	
ソフトウェア・ライブラリからのサブセット定義のエクスポート




XMLファイルとしてサブセット定義をデスクトップにエクスポートするには、次の手順に従います。

	
データ・サブセット定義ページから、エクスポートするサブセット定義を選択します。


	
「アクション」メニューから「エクスポート」を選択し、次に「選択されたサブセット定義」を選択します。


	
表示されるファイル・ダウンロード・ポップアップで、「保存」をクリックします。


	
表示される「別名保存」ポップアップで、ファイルの場所にナビゲートし、「保存」をクリックします。

サブセット定義がXMLファイルに変換され、デスクトップの指定された場所に表示されます。




ソフトウェア・ライブラリからサブセット定義をエクスポートするには、次の手順に従います。




	「アクション」メニューから、「エクスポート」を選択し、次に「ソフトウェア・ライブラリのファイル」を選択します。
	表示されるソフトウェア・ライブラリからのサブセット定義のエクスポート・ポップアップで、目的のサブセット定義を選択し、「エクスポート」をクリックします。
	表示されるファイル・ダウンロード・ポップアップで、「保存」をクリックします。
	表示される「別名保存」ポップアップで、ファイルの場所にナビゲートし、「保存」をクリックします。

サブセット定義がXMLファイルに変換され、デスクトップの指定された場所に表示されます。







ジョブが正常に実行されると、「データ・サブセット定義」ページの表のサブセットのリストに、サブセット・テンプレートが表示されます。











18.3 ターゲット・データベースのサブセット・バージョンの作成



サブセットが定義、分析および検証された後、サブセット操作を実行してソース・データのサブセット・バージョンを作成できます。

この手順は、次の条件を前提としています。





	
データベースのサブセット作成に必要なルールが含まれるサブセット定義がすでに存在しています。


	
ソースからデータを抽出し、ターゲット・データベースのサブセット・バージョンを作成するのに必要な権限があります。サブセット技術に応じて、様々なレベルのファイルまたはデータベース権限を作成できます。次の権限が必要となります。

	
Enterprise Manager Cloud ControlユーザーのEM_ALL_OPERATOR


	
データベース・ユーザーのSELECT_CATALOG_ROLE


	
データベース・ユーザーのSELECT ANY DICTIONARY権限


	
ターゲット・データベース・ユーザーのデータベースのDBA権限





	
また、インプレース削除操作を実行するには、DBAユーザーは、EXECUTE_ANY_TYPE権限が付与されている必要があります。








ターゲット・データベースのサブセット・バージョンを作成するには:

	
サブセット定義を選択し、これをソース・データベースに関連付けることにより、サブセット操作を作成します。

ソース・データベースに対してサブセット定義が検証され、スキーマの差異にフラグが設定されます。このアソシエーションは、アプリケーション開発者が作成した元のアソシエーションとは異なる可能性があります。


	
定義を編集し、定義されているスキーマをテスト・スキーマに再マップします。

データベースに接続するよう求められ、このデータベースは、サブセット定義に関連付けられます。これにより、ベンダーによって指定されたスキーマ名をデータベース内の実際のスキーマ名に再マップすることもできるようになります。


	
様々なサブセット作成技術の1つを選択します。

	
データ・ポンプ・ダンプ・ファイルとそれに続くデータ・ポンプ・インポート


	
インプレース削除(ルール条件に一致しない指定したデータベースの行が削除される)


	
移動中のサブセット作成またはリフレッシュ




適切なレスポンス・ファイル(SQLスクリプト、データ・ポンプ・スクリプトまたはOSスクリプト)が生成され、操作を続行するのに適した権限についてターゲット・システムが確認され、ターゲットのサイズが見積もられます。


	
分析を確認した後、サブセット・プロセスを発行します。

Enterprise Managerにより、サブセット・プロセスが実行され、実行の結果がまとめられます。














18.4 サブセット定義とアプリケーション・データ・モデルの同期



たとえば、ADMへの変更、参照関係の追加または表の削除で、失効したサブセット定義をレンダリングできます。「サブセット定義」ページには、この条件が明確に示され、サブセット名および無効なステータスの横にロック・アイコン表示されます。また、「アクション」メニューのほとんどのメニュー項目は無効になります。ステータスを有効に戻し、サブセット定義のロック解除するには、関連付けられたADMと定義を同期する必要があります。




	「サブセット定義」ページで、ロックされたサブセット定義を選択します。
	「アクション」メニューから、「同期化」を選択します。
	ジョブの発行ダイアログを完了し、「発行」をクリックします。

ジョブが完了すると、サブセット定義のロックが解除され、使用可能になります。














18.5 サブセット定義での権限の付与



他のユーザーがアクセス権を持つことができるように、作成するサブセット定義で権限を付与できます。これを行うには、少なくともサブセット定義にデザイナ権限を持つEnterprise Manager管理者である必要があります。




	「エンタープライズ」メニューから、「クオリティ管理」、「データ・サブセット定義」の順に選択します。
	権限を付与するサブセット定義を選択します。
	「アクション」メニューから、「権限付与」を選択し、次のように選択します。

	
オペレータ: 選択したロールまたは管理者にサブセット定義のオペレータ権限を付与します(権限受領者は定義を表示およびコピーできますが、編集することはできません)。


	
デザイナ: 選択したロールまたは管理者にサブセット定義のデザイナ権限を付与します(権限受領者は定義を表示および編集できます)。







	開いたダイアログで、タイプ(管理者、ロール、あるいはその両方)を選択します。必要に応じて、名前で検索します。選択し、「選択」をクリックします。

これらの選択は、サブセット定義に対する権限を持ちます。




	前に付与された権限を拒否するには、「取消」アクションを使用します。



テスト・データ管理領域内の権限の詳細は、「テスト・データ管理およびアクセス権」を参照してください。











18.6 インライン・マスキングおよびサブセット化について


機密データのマスキングと同時に、データベースのサイズを減らすことができます。これは、テスト用にマスクされた大きい本番データベースの格納に関連するハードウェアのコストを大幅に減らすと同時に、エクスポートされた本番データを曖昧にする、二重の役割を果たします。


注意:

インライン・マスキングは、Oracle Database 11g 以上のリリースでのみ使用可能です。



データ・マスキングをサブセット化と統合する利点は、次のとおりです。

	
単一のフローでテスト・システムを準備します


	
テストの目的で、大きいサイズのマスクされたデータベースを維持する必要がなくなります


	
ダンプ・ファイルの形式でエクスポートされたデータは、機密データを公開せずに、複数のデータベースにインポートできます


	
大きいデータ・チャンクを含む列を破棄する機能によって、サブセット化が強化されます




サブセットの作成中に、1つ以上のデータ・マスキング定義を選択できます。マスキング定義は、現在のサブセット定義と同じADMに基づいている必要があります。同時に、CLOB列およびBLOB列をNull (または、Fixed StringやFixed Numberなど、別のサポートされた形式)に設定するよう、列ルールを定義することによって、サブセット・サイズを大幅に減らすことができます。

次の2つの方法で、サブセットを生成します。

	
エクスポート・ダンプ: マスキング定義がサブセット・モデルの一部である場合、マッピング表は生成中に作成され、結果となるダンプには、マスクされた値が含まれます。


	
配置された削除: 本番データベースのクローニングされたコピーでサブセット化が実行されます。データ・マスキングがサブセット・モデルの一部である場合、事前生成されたマスキング・スクリプトがターゲット上で連続して実行されます。




インライン・マスキングの利点は、次のとおりです。

	
機密データは本番環境に残らないため、公開されません(エクスポート・ダンプ・オプション)。


	
一時的にデータをステージング領域に格納する必要がありません。


	
エクスポートされたデータは、後で複数の環境にインポートできます。


	
データのサブセットのみをエクスポートする表ルールを定義でき、列ルールを使用してさらにボリュームを減らして、大きい垂直列を削除できます。


	
同じデータを異なる方法でマスクし、異なるテスト・データベースにインポートできます。


	
プロビジョニング・フレームワークを使用して、機密ではないデータを含む、縮小された参照用の完全なデータベースの複数のコピーを作成する(配置された削除)か、またはダンプ・ファイルを複数のデータベースにインポート(エクスポート・ダンプ)できます。




「データ・サブセット定義の作成」の項では、サブセット定義を作成する際に、データのサブセット化およびデータ・マスキングも一緒に実行する手順を説明します。データ・マスキングおよびデータ・マスキングの定義の作成の詳細は、「機密データのマスキング」を参照してください。









18.7 インライン・マスキングおよびサブセット化のシナリオ



後述のシナリオでは、機密列の詳細が取得される本番(またはテスト)データベース用に、アプリケーション・データ・モデル(ADM)が存在すると想定します。示す手順は、高レベルです。マスキング定義の作成の詳細は、「アプリケーション・データ・モデルおよびワークロードによるマスキング」、サブセット定義の作成および編集の詳細は、「データ・サブセット定義の作成」を参照してください。

次のシナリオを参考にしてください。





	
本番データのマスクおよびエクスポート


	
テスト・データベース上のマスクおよび削除操作


	
機密データのマスクおよび本番データベースのサブセットのエクスポート


	
テスト・データベース上のサブセット、マスクおよび削除操作の実行


	
列ルールの適用


	
インライン・マスキングを使用するサブセット定義のエクスポート


	
インライン・マスキングを使用するサブセット定義のインポート


	
サブセット・ダンプのインポート


	
サブセット・スクリプト・バンドルの保存








本番データのマスクおよびエクスポート





セキュリティ管理者として、マスクされた値を含むデータをエクスポートすることによって、本番データベースのコピーを作成します。つまり、エクスポート・ダンプには、マスクされた値のみがあり、機密データはありません。

	
マスキング定義を作成します。次のことを意味します。

	
適切なADMを選択します。


	
機密列(依存列および推奨されるマスキング・フォーマットを含む)を検索および選択します。


	
推奨されるフォーマットを確認し、必要に応じて編集します。


	
結果を保存します。





	
サブセット定義を作成します。次のことを意味します。

	
適切なADMを選択します。


	
作成されたサブセット・ジョブを発行します。





	
サブセット定義を編集します。

「データ・マスキング」タブで、マスキング定義を検索および選択します。システム検証では、複数のマスキング定義を使用する、重複した列をチェックします。


	
「エクスポート」オプションを使用して、サブセットを生成します。




結果をまとめると、次のようになります。

	
マッピング表およびマッピング関数を作成するスクリプトを生成および実行します。各マッピング関数に列をマップする表も作成します。


	
サブセット化およびマスキングのスクリプトを、ターゲット・データベースにコピーします。


	
マッピング関数を使用して機密データをマスクされた値で置き換えて、本番データのエクスポート・ダンプを生成します。








テスト・データベース上のマスクおよび削除操作





セキュリティ管理者として、機密情報をマスクすることによって、使用可能なテスト・データベースを作成します。結果となるデータベースには、マスクされた値のみがあり、機密データはありません。

	
クローン・データベース上でマスキング定義を作成します。次のことを意味します。

	
適切なADMを選択します。


	
機密列(依存列および推奨されるマスキング・フォーマットを含む)を検索および選択します。


	
推奨されるフォーマットを確認し、必要に応じて編集します。


	
保存します。





	
サブセット定義を作成します。次のことを意味します。

	
適切なADMを選択します。


	
作成されたサブセット・ジョブを発行します。





	
サブセット定義を編集します。

「データ・マスキング」タブで、マスキング定義を検索および選択します。システム検証では、複数のマスキング定義を使用する、重複した列をチェックします。


	
「配置された削除」オプションを使用して、サブセットを生成します。




結果をまとめると、次のようになります。

	
サブセット化およびマスキングのスクリプトを、ターゲット・データベースにコピーします。


	
サブセット・ルール(指定されている場合)に基づき、データのサブセット化を実行します。


	
事前生成されたデータ・マスキング・スクリプトをターゲット・データベース上で連続して実行します。


	
テストで使用するための本番データベースのマスクされたコピーを作成します。








機密データのマスクおよび本番データベースのサブセットのエクスポート





セキュリティ管理者として、マスクされた値を含む本番データのサブセットをエクスポートすることによって、本番データベースのコピーを作成します。

	
マスキング定義を作成します。次のことを意味します。

	
適切なADMを選択します。


	
機密列(依存列および推奨されるマスキング・フォーマットを含む)を検索および選択します。


	
推奨されるフォーマットを確認し、必要に応じて編集します。


	
保存します。





	
サブセット定義を作成します。次のことを意味します。

	
適切なADMを選択します。


	
作成されたサブセット・ジョブを発行します。





	
サブセット定義を編集します。

	
領域の見積りとなる表ルールを定義します。


	
「データ・マスキング」タブで、マスキング定義を検索および選択します。システム検証では、複数のマスキング定義を使用する、重複した列をチェックします。





	
「エクスポート」オプションを使用して、サブセットを生成します。




結果をまとめると、次のようになります。

	
マッピング表およびマッピング関数を作成するスクリプトを生成および実行します。各マッピング関数に列をマップする表も作成します。


	
サブセット化およびマスキングのスクリプトを、ターゲット・データベースにコピーします。


	
マッピング関数を使用して機密データをマスクされた値で置き換えて、本番データのエクスポート・ダンプを生成します。








テスト・データベース上のサブセット、マスクおよび削除操作の実行





セキュリティ管理者として、機密情報をマスクすることによって、使用可能なテスト・データベースを作成します。インポートの際、データベースには、マスクされた値のみがあり、機密データはありません。

	
マスキング定義を作成します。次のことを意味します。

	
適切なADMを選択します。


	
機密列(依存列および推奨されるマスキング・フォーマットを含む)を検索および選択します。


	
推奨されるフォーマットを確認し、必要に応じて編集します。


	
保存します。





	
サブセット定義を作成します。次のことを意味します。

	
適切なADMを選択します。


	
作成されたサブセット・ジョブを発行します。





	
サブセット定義を編集します。

	
領域の見積りとなる表ルールを定義します。


	
「データ・マスキング」タブで、マスキング定義を検索および選択します。システム検証では、複数のマスキング定義を使用する、重複した列をチェックします。





	
「配置された削除」オプションを使用して、サブセットを生成します。




結果をまとめると、次のようになります。

	
サブセット化およびマスキングのスクリプトを、ターゲット・データベースにコピーします。


	
サブセット・ルール(指定されている場合)に基づき、データのサブセット化を実行します。


	
サブセットの完了にに続いて、事前生成されたデータ・マスキング・スクリプトをターゲット・データベース上で連続して実行します。


	
マスキング定義およびサブセット化ルールを適用すると、マスクされたデータベースはサイズが削減されます。








列ルールの適用





セキュリティ管理者として、大きいサイズの列を選択し、それにNULLまたは固定値を設定することによって、ターゲット指定されたサブセットを作成します。表ルールは、さらにデータベース・サイズを減らすためにも使用できます。サイズ減少の影響は、すぐに明白となり、最後のサブセットに適用されます。

	
サブセット定義を作成します。次のことを意味します。

	
適切なADMを選択します。


	
作成されたサブセット・ジョブを発行します。





	
サブセット定義を編集します。

	
「表ルール」タブをクリックし、必要に応じて既存のオプションから選択します。


	
「列ルール」タブをクリックし、次に「作成」をクリックします。


	
大きいサイズの列を検索するためのフィルタ基準を指定し、結果表で目的の列を選択します。


	
「マスキング・フォーマットの管理」をクリックし、ドロップダウン・リストからフォーマットを選択します。選択内容に適している場合、値を入力します。


	
「OK」をクリックし、更新された領域の見積りを確認します。





	
「エクスポート」オプションまたは「配置された削除」オプションのいずれかを使用して、サブセットを生成します。




結果をまとめると、次のようになります。

	
本番データのエクスポート・ダンプ/サブセットを生成します。


	
列ルールがターゲット・データベースに適用されます。


	
表ルールも適用する場合、結果となるサブセットには、表ルールと列ルールを組み合せた効果が反映されます。








インライン・マスキングを使用するサブセット定義のエクスポート





セキュリティ管理者として、再利用するためのサブセット定義をエクスポートします。

	
サブセット定義を作成します。次のことを意味します。

	
適切なADMを選択します。


	
作成されたサブセット・ジョブを発行します。





	
サブセット定義を編集します。

	
領域の見積りを計算するためのルールを作成します。


	
「データ・マスキング」タブで、マスキング定義を検索および選択します。システム検証では、複数のマスキング定義を使用する、重複した列をチェックします。





	
サブセット・ホームページでサブセット定義を選択し、エクスポートします。




サブセット定義は、次を含む可能性のあるXMLファイルとして、クライアント・マシンに保存されます。

	
選択したアプリケーションに関する情報


	
ルールおよびルール・パラメータ


	
選択したマスキング定義


	
nullに設定する列


	
前処理スクリプトおよび後処理スクリプト




列ルールを使用する場合、リスト内のマスキング定義が置き換えられます。





インライン・マスキングを使用するサブセット定義のインポート





セキュリティ管理者として、以前にエクスポートしたサブセット定義のレプリカを作成するために、サブセット定義XMLファイルをインポートします。

	
サブセット定義をインポートします。


	
エクスポートされたマスキング定義を含むエクスポートされたXMLテンプレートを選択します。システム検証では、次を行います。

	
複数のマスキング定義を使用する、重複した列をチェックします。


	
指定されたマスキング定義は、現在のサブセット・モデルと同じADMの一部であることを確認します。





	
サブセット・モデルを作成するジョブを発行します。




結果をまとめると、次のようになります。

	
サブセット定義モデルを作成します。


	
指定したルールを適用し、領域の見積りを計算します。


	
XMLの一部であったマスキング定義を記憶します。








サブセット・ダンプのインポート





セキュリティ管理者として、次のいずれかまたは両方を含むサブセット・ダンプをインポートします。

	
本番データベースのマスクされたバージョン


	
本番データベースのサブセット・バージョン




この例では、以前のエクスポート・ダンプを想定していることに注意してください。

	
サブセットのホームページで、「アクション」メニューからサブセット・ダンプのインポートを選択します。


	
資格証明、ダンプ名を指定し、ダンプの場所を選択します。


	
インポート・タイプ、表領域オプション、およびログ・ファイルの場所の詳細を指定します。


	
ジョブをスケジュールし、発行します。




ジョブは、ダンプ・ファイルを読み取り、選択したターゲット・データベースにデータをロードします。





サブセット・スクリプト・バンドルの保存





セキュリティ管理者として、Enterprise Manager外部のターゲット・データベース上で実行できるように、サブセット・スクリプト・バンドルを保存します。

この例では、表ルールおよびマスキング定義を必要とするサブセット・モデルが存在することを前提としています。

	
サブセットのホームページで、「アクション」メニューから「生成」を選択し、次に「サブセット」を選択します。


	
モードのページで次のように入力します。

	
サブセット作成の方法を示します。


	
使用する資格証明を指定します。


	
ルール・パラメータを適切に指定します。


	
「続行」をクリックします。





	
パラメータのページで次のように入力します。

	
サブセット・エクスポートを保存する場所を選択します。


	
サブセットを外部に格納する場合、チェック・ボックスをクリックして、その場所を選択します。


	
エクスポート・ファイル名を指定します。%ワイルドカードを使用できます。


	
最大ファイル・サイズおよびスレッド数を指定します。


	
ログ・ファイルを生成し、ログ・ファイル名を指定するかどうかを示します。


	
「続行」をクリックします。





	
スクリプト・ファイル生成の進行状況に注意してください。完了したら、「ダウンロード」をクリックします。


	
SubsetBundle.zipファイルを保存する場所を指定します。














19 機密データのマスキング


この章では、Oracleデータ・マスキングを構成するコンポーネントの概念と、マスキング・フォーマットやマスキング定義の作成など、タスク順序を実行する手順について説明します。データ・マスキングでは、機密列が定義されたアプリケーション・データ・モデル(ADM)が作成されていることを前提としています。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracleデータ・マスキングの概要


	
フォーマット・ライブラリとマスキング定義


	
データ・マスキングで推奨されるワークフロー


	
データ・マスキング・タスクの順序


	
マスキング・フォーマットの定義


	
アプリケーション・データ・モデルおよびワークロードによるマスキング


	
パフォーマンスの評価のためのテスト・システムのマスキング


	
アップグレードに関する考慮事項


	
シャッフル・フォーマットの使用


	
グループ・シャッフルの使用


	
条件付マスキングの使用


	
LONG列を含むデータ・マスキングの使用




この章の手順は、Oracle Enterprise Manager 12.1以上のCloud Controlのみに適用されます。データ・マスキング機能を使用するには、Oracle Data Masking and Subsetting Packライセンスが必要です。


注意:

Database Plug-in 12.1.0.3以上を使用する11.2.0.3データベースでマスキングを実行するには、マスキングの正常の実行のためにデータベース・パッチ# 16922826の適用が必要です。











19.1 Oracleデータ・マスキングの概要


企業は、アプリケーション開発、テストまたはデータ分析のために本番データを非本番環境にコピーする際に、機密情報が漏えいするリスクにさらされます。Oracleデータ・マスキングを使用すると、元の機密データを架空のデータに不可逆的に置き換え、本番データを非本番ユーザーと安全に共有できるようにすることで、このようなリスクを低減できます。Oracleデータ・マスキングはOracle Enterprise Managerからアクセス可能で、エンドツーエンドの安全な自動化により、本番データを元に規制に準拠したテスト・データベースを提供します。









19.1.1 データ・マスキングの概念


データ・マスキング(データ・スクランブルやデータの匿名化とも呼ばれる)は、本番データベースから非本番テスト・データベースにコピーされる機密情報を、外見は本物であるもののマスキング・ルールに基づいて修正されたデータに置き換えるプロセスのことです。データ・マスキングは、機密データまたは規制対象のデータを非本番ユーザーと共有する必要があるほぼすべての状況において最適です。そのようなユーザーには、アプリケーション開発者などの内部ユーザーや、海外のテスト企業、サプライヤ、カスタマなどの外部のビジネス・パートナなどが含まれます。このような非本番ユーザーは、すべての表のあらゆる列を参照する必要はありませんが、元のデータの一部にはアクセスする必要があります(特に情報が政府の規制によって保護されている場合)。

データ・マスキングを使用すると、組織ではオリジナル・データに類似した特性を持つ、外見は本物で完全に機能するデータを生成し、機密情報のかわりに使用することができます。これと対照的な暗号化や仮想プライベート・データベースの場合は、データが単に隠されるだけであり、適切なアクセス権やキーがあればオリジナル・データを取得できます。データ・マスキングの場合は、元の機密データを取得することも、元の機密データにアクセスすることもできません。

情報コンテンツを不適切な開示から保護すべきデータの例としては、名前、住所、電話番号、クレジット・カードの詳細情報などがあります。本物の本番稼働データベース環境には、貴重な機密データが含まれており、そのような情報へのアクセスは厳重に規制されます。ただし、各本稼働システムには通常、開発用のコピー・データがあり、そのようなテスト環境に対する規制はさほど厳しくありません。これにより、データが不適切に使用されるリスクが非常に高くなります。データ・マスキングでは、データベースの機密レコードを変更し、利用可能ではあるものの機密情報も個人情報も含まれないようなデータにすることができます。マスクされたテスト・データは、アプリケーションの整合性を確保するために、外見はオリジナル・データに類似しています。









19.1.2 セキュリティおよび法規制に対するコンプライアンス


テスト情報をマスキングするとデータが誤って漏れるのを防止できるため、データのマスキングはビジネス・セキュリティの観点から見て賢明な予防策です。多くの場合、データのマスキングは法律上の義務です。Enterprise Manager Data Masking Packを使用すると、組織では法律上の義務を満たし、サーベンス・オクスリー法、カリフォルニア州データベース機密保護違反通知法(CA上院法案1386)、欧州連合データ保護指令のようなグローバルな規制基準に応じることができます。

法的必要条件は国によって異なりますが、個人的な消費者情報の機密性および整合性を保護するためのなんらかの形態の規制が現在ではほとんどの国に存在しています。たとえば、米国の場合、財務プライバシ権法(1978年)により財務レコードに対する第4修正条項の法的保護が策定され、これを必要とする州法は多数あります。同様に、米国における医療保険の相互運用性と説明責任に関する法令(US Health Insurance Portability and Accountability Act: HIPAA)では、個人医療情報の保護が策定されています。









19.1.3 データ・マスキング・ユーザーのロール


通常のエンタープライズの場合は、次のタイプのユーザーがデータ・マスキング・プロセスに関与します。

	
アプリケーション・データベース管理者またはアプリケーション開発者

このユーザーは、アプリケーションおよびデータベースのオブジェクトに精通しています。このユーザーは、カスタムなデータベース・オブジェクトまたは拡張機能をOracle E-Business Suiteのようなパッケージ・アプリケーションに追加する場合もあります。


	
情報セキュリティ管理者

このユーザーは、情報セキュリティ・ポリシーの定義、セキュリティに関するベスト・プラクティスの施行、および隠蔽および保護の対象とすべきデータの推奨を行います。












19.1.4 Oracleのセキュリティ関連の製品


データ・マスキング以外に、Oracleでは次のセキュリティ製品を提供しています。

	
仮想プライベート・データベースまたはOracle Label Security - ユーザーのアクセス権限に基づいて、行およびデータを隠します。


	
透過的データ暗号化 - ディスクに格納されている情報を暗号化を使用して隠します。暗号化されていない情報は、クライアントに表示されます。


	
DBMS_CRYPTO: ユーザー・データを暗号化できるサーバー・パッケージが得られます。


	
Database Vault - データに対するアクセス制御を強化できます。












19.1.5 データ・マスキングについてのエージェントの互換性


データ・マスキングは、Oracle Database 9i 以上のリリースをサポートしています。11.1より前のバージョンを保有している場合、次の回避策を実行することで、そのバージョンを使用できます。

次のファイルを置き換えます。


AGENT_HOME/sysman/admin/scripts/db/reorg/reorganize.pl


... 次のファイルと置き換えます。


OMS_HOME/sysman/admin/scripts/db/reorg/reorganize.pl









19.1.6 サポートされるデータ型


サポートされているデータ型のリストは、リリースによって異なります。

	
Grid Control 10gリリース5(10.2.0.5)、Database 11gリリース2(11.2)、およびCloud Control 12cリリース1(12.1.0.1)およびリリース2(12.1.0.2)

	
数値型

次の数値型では、「配列リスト」、「削除」、「固定数値」、「NULL値」、「後処理関数」、「元のデータの保持」、「ランダム小数」、「ランダム数値」、「シャッフル」、「SQL式」、「置換」、「表の列」、「切捨て」、「暗号化」、「ユーザー定義関数」マスキング・フォーマットを使用できます。

	
NUMBER


	
FLOAT


	
RAW


	
BINARY_FLOAT


	
BINARY_DOUBLE





	
文字列型

次の文字列型では、「配列リスト」、「削除」、「固定数値」、「固定文字列」、「NULL値」、「後処理関数」、「元のデータの保持」、「ランダム小数」、「ランダム桁数」、「ランダム数値」、「ランダム文字列」、「シャッフル」、「SQL式」、「置換」、「部分文字列」、「表の列」、「切捨て」、「暗号化」、「ユーザー定義関数」マスキング・フォーマットを使用できます。

	
CHAR


	
NCHAR


	
VARCHAR2


	
NVARCHAR2





	
日付型

次の日付型では、「配列リスト」、「削除」、「NULL値」、「後処理関数」、「元のデータの保持」、「ランダム日付」、「シャッフル」、「SQL式」、「置換」、「表の列」、「切捨て」、「暗号化」、「ユーザー定義関数」マスキング・フォーマットを使用できます。

	
DATE


	
TIMESTAMP








	
Grid Control 11gリリース1(11.1)およびCloud Control 12cリリース1(12.1.0.1)およびリリース2(12.1.0.2)

	
ラージ・オブジェクト(LOB)・データ型

次のデータ型では、「固定数値」、「固定文字列」、「NULL値」、およびSQL式のマスキング・フォーマットを使用できます。

	
BLOB


	
CLOB


	
NCLOB


















19.2 フォーマット・ライブラリとマスキング定義


データのマスキングを対象として、Data Masking Packでは次の2つの主要な機能を提供しています。

	
マスキング・フォーマット・ライブラリ

すぐに利用可能な一連のマスキング・フォーマットが入ったフォーマット・ライブラリです。このライブラリは、マスキングに利用可能な一連のフォーマット・ルーチンから構成されています。マスキング・フォーマットには、ユーザーが作成したものか、Oracle付属のデフォルト・マスキング・フォーマットのリストから取得したものを使用できます。

組織では、一般的に規制の対象になるすべての情報に対してマスキング・フォーマットを作成し、機密データが属するデータベースとは無関係に機密データにフォーマットを適用できるようにすることをお薦めします。そうしておけば、組織全体にわたり、全機密データに対するマスキングを首尾一貫して行うことができます。


	
マスキング定義

マスキング定義では、1つのデータベース内の1つまたは複数の表に実装されるデータ・マスキング操作を定義します。マスキング定義では、データのマスキングに使用する表の列とフォーマットを関連付けます。また、データベース内で正式に宣言されない列間の関係も、関連列を使用して維持されます。

マスキング操作には、新しいマスキング定義を作成することもできますし、既存の定義を使用することもできます。マスキング定義を作成するには、データがマスキングの対象となる表の列とマスク・データのフォーマットを指定します。マスク対象の列が一意な主キー制約または外部キー制約に関与している場合は、データ・マスキングにより、それらの制約に違反しないような値が生成されます。マスキングでは、10進演算を使用して文字ごとの一意性が確保されます。たとえば、5文字の文字列では最大で99999個の一意な値のみが生成されます。同様に、1文字の文字列では最大で9個の一意な値のみが生成されます。

通常は、マスキング定義をファイルにエクスポートした後、他のシステムにインポートします。テスト・サイトと本番サイトが、別々のOracle Management Systemにある場合や、まったく別のサイトにある場合には、これが重要です。





関連項目:

オンライン・ヘルプのデータ・マスキングの作成に関する説明および各「データ・マスキング」ページのヘルプを参照してください。











19.3 データ・マスキングで推奨されるワークフロー


図19-1は、本番データベースをステージング・リージョンにクローニングし、そこでマスキングする過程を示しています。マスキングのプロセスでは、ステージング領域およびテスト領域は本番サイトのように厳重に規制されます。


図19-1 データ・マスキングのワークフロー

[image: 図19-1の説明が続きます]



データ・マスキングは、セキュリティ管理者によって処理され、データベース管理者によって実装される、反復され改良される処理です。データ・マスキングを最初に構成する場合は、テスト・システムでマスキング定義を十分に試してから、マスキング定義に追加する列の数を増やし、マスキング定義が適切に機能し、かつアプリケーションの制約に違反しないことをテストします。この過程において、実データに対するすべての埋込み参照を削除する際に、参照整合性を維持するように注意する必要があります。

データ・マスキングを納得いくまで構成したら、クローニング後に既存の定義を使用して繰り返しマスキングを行うことができます。ただし、新しいスキーマの変更によって新しいデータおよび列のマスキングが必要になったら、マスキング定義を修正する必要があります。

マスキング・プロセスが終わると、データベースは広く利用可能な状態にすることができます。データベースを別のサード・パーティ・サイトに移送する場合は、データ・ポンプ・エクスポート・ユーティリティを使用してリモート・サイトにダンプ・ファイルを移送する必要があります。ただし、マスキングされたデータを社内に保持する場合は、「データ・マスキング・タスクの順序」を参照してください。

サブセット定義の作成時に、インラインでまたはソースで、データ・マスキングを実行できます。詳細は、「データ・セブセット定義の作成」を参照してください。









19.4 データ・マスキング・タスクの順序



この項のタスク順序では、データ・マスキングのワークフローを具体的に示すと同時に、一部のタスク順序では追加情報を紹介します。この順序を確認する前に、このプロセスを完了するためのオプションが2つあることに注意してください。





	
別のデータベースへのエクスポートおよびインポート

本番データベースをステージング領域にクローニングしてマスキングし、別のデータベースにエクスポートおよびインポートしてから、社内テスト実行者または外部のカスタマに提供できます。これは最も安全な方法です。


	
テスト・リージョンとしてのステージング領域の使用

本番データベースをマスキングされたステージング領域にクローニングし、そのステージング領域を新しいテスト・リージョンにします。この場合は、SYSDBAアクセスや、データベース・ファイルへのアクセス権をテスト実行者に付与しないでください。付与するとセキュリティが低下します。マスキングされたデータベースでは、未使用ブロックと空きリストに元のデータが含まれます。この情報は、データを別のデータベースにエクスポート/インポートすることでのみパージできます。




次の基本的な手順は、データ・マスキング・プロセスを、追加情報が記載されている他のセクションの参照箇所とともに示します。




	アプリケーション・データベースを見直し、機密情報のソースを特定します。
	機密データのマスキング・フォーマットを定義します。マスキング・フォーマットがシンプルであるか複雑であるかは、組織の情報セキュリティに対するニーズによって異なります。

詳細は、「新規マスキング・フォーマットの作成」および「Oracle付属の事前定義済のマスキング・フォーマットの使用」を参照してください。




	それらのマスキング・フォーマットに表の列を関連付けるマスキング定義を作成します。データ・マスキングにより、データベースの外部キー関係が決定され、外部キー列がマスクに追加されます。

詳細は、「アプリケーション・データ・モデルおよびワークロードによるマスキング」を参照してください。




	マスキング定義を保存してマスキング・スクリプトを生成します。
	マスキングされたデータが情報セキュリティ要件を満たしているかどうかを確認します。満たしていない場合は、マスキング定義を調整し、変更した表をリストアした後、マスキング定義の最適なセットが得られるまでマスキング定義の適用を繰り返します。
	本番データベースをステージング領域にクローニングし、クローニング後に使用するマスキング定義を選択します。Enterprise Managerを使用してクローニングを実行すると、Enterprise Managerのクローニング・ワークフローにマスキングを追加できます。一方、Enterprise Managerを使用せずにクローニングを実行する場合、クローニングの完了後にEnterprise Managerからマスキングを開始する必要があります。クローニングされたデータベースは、本番環境用の機密データがまだ含まれているので、本稼働システムと同じ権限で制御する必要があります。

クローニングが終わったら、パスワードを変更するだけでなく、データベース・リンク、ストリーム、または外部データ・ソースへの参照の更新または無効化も必ず実行してください。クローニングされたデータベース、または少なくともマスキングされたデータが含まれる表をバックアップします。そうしておけば、マスキング定義をさらに調整する必要がある場合に、オリジナル・データをリストアできます。

詳細は、「本番データベースのクローニング」を参照してください。




	マスキングが終わったら、アプリケーション、レポートおよびビジネス・プロセスをすべてテストし、それらが機能していることを確認します。すべて正常に機能している場合は、マスキング定義をエクスポートし、バックアップとして保存することができます。
	ステージング・サイトのマスキング後、テスト・リージョンにクローニングする前に、MGMT_DM_TTという表をすべて削除します。これらの一時表は、元の機密列値とマスク値間のマッピングを含んでいるため、機密データとして扱う必要があります。

これらの一時表は、デフォルトの「マスキング中に作成した一時表の削除」オプションにより、マスキング中に自動的に削除されます。ただし、このオプションの選択を解除することで、これらの一時表を維持できます。この場合、テスト・リージョンにクローニングする前にユーザーの責任で一時表を削除します。




	マスキングが完了したら、置換列フォーマットまたは表の列フォーマットによって使用するためにロードされたすべての表が削除されることを確認します。これらの表には、表の列フォーマットまたは置換フォーマットによって使用されるマスク値が含まれています。セキュリティ上の理由から、この情報をパージすることをお薦めします。

詳細は、「置換フォーマットを使用した決定論的マスキング」を参照してください。




	データベースをテスト・リージョンにクローニングするか、データベースを新しいテスト・リージョンとして使用します。データベースを外部サイトまたは安全でないサイトにクローニングする場合、エクスポートまたはインポートを使用することをお薦めします。データベース・ファイル自体ではなく、データベースのみにデータを指定します。
	テスト用のクローニングされた本番環境の一部として、マスキング定義をアプリケーション・データベース管理者に提供し、データベースをマスキングできるようにします。










19.5 マスキング・フォーマットの定義


マスキング定義では、そのマスキング定義に含まれる列に対する1つ以上のマスキング・フォーマットが必要です。マスキング定義に列を追加する場合、マスキング・フォーマットを手動で作成するか、フォーマット・ライブラリからインポートすることができます。多くの場合、フォーマット・ライブラリのマスキング・フォーマットを使用して作業する方が効率的です。









19.5.1 新規マスキング・フォーマットの作成



この項では、Enterprise Managerを使用して新規マスキング・フォーマットを作成する方法について説明します。





フォーマット・ライブラリにマスキング・フォーマットを作成するには、次の手順を実行します。

	
「エンタープライズ」メニューから「クオリティ管理」を選択し、次に「データ・マスキングのフォーマット」を選択します。あるいは、「データベース」ホーム・ページにいる場合は、「スキーマ」メニューから「データ・マスキングのフォーマット・ライブラリ」を選択します。

Oracle Enterprise Managerに付属する事前定義済のフォーマットが含まれたフォーマット・ライブラリが表示されます。


	
「作成」をクリックします。

マスキング・フォーマットを定義できる「フォーマットの作成」ページが表示されます。


関連項目:

オンライン・ヘルプのページ・ユーザー・コントロールに関する説明を参照してください。




	
新規フォーマットに必要な名前を指定し、「追加」リストからフォーマット・エントリ・タイプを選択して、「実行」をクリックします。

選択したフォーマット・エントリにデータを入力できるページが表示されます。たとえば、「配列リスト」を選択した場合、後続のページでは、New York、New Jersey、New Hampshireなどの値のリストを入力できます。


	
必要に応じて続けて別のフォーマット・エントリを追加します。


	
終了したら、オプションでユーザー定義関数または後処理関数を指定し(「ユーザー定義関数および後処理関数の指定」を参照)、「OK」をクリックしてマスキング・フォーマットを保存します。

「フォーマット・ライブラリ」ページが再表示され、新しく作成したフォーマットが「フォーマット・ライブラリ」表に表示されます。後でこのフォーマットを使用して、同じ機密タイプの列をマスキングできます。


関連項目:

オンライン・ヘルプの「フォーマット・ライブラリ」および「フォーマットの作成」ページに関する説明を参照してください。
















19.5.1.1 ユーザー定義関数および後処理関数の指定



必要に応じて、「フォーマットの作成」ページでユーザー定義関数および後処理関数を指定できます。ユーザー定義の選択肢は「追加」リスト内、後処理関数フィールドはページ下部にあります。





	
ユーザー定義関数

ユーザー定義関数を指定するには、「追加」リストから「ユーザー定義関数」を選択し、「実行」をクリックして、入力フィールドにアクセスします。

ユーザー定義関数は、元の値を入力として受け取り、マスク値を戻します。出力値のデータ型と一意性は、元の出力値と互換性がある必要があります。それ以外の場合、ジョブの実行に失敗します。また、ユーザー定義関数は、SELECT文で起動できるPL/SQLファンクションです。シグネチャは、次のように戻されます。


Function udf_func (rowid varchar2, column_name varchar2, original_value varchar2) returns varchar2;


	
rowidは、第3引数のoriginal_valueの値を含む行の最小値(rowid)になります。


	
column_nameはマスキングされる列の名前です。


	
original_valueはマスキングされる値です。




つまり、それは、元の値を入力文字列として受け取り、マスク値を戻します。

入力値と出力値は、両方ともVARCHAR2です。たとえば、数値をマスキングするユーザー定義関数は、入力として100を受け取り(数値100の文字列表現)、99を戻します(数値99の文字列表現)。値は、表への挿入時に適切にキャストされます。値をキャストできない場合、マスキングは失敗します。


	
後処理関数

後処理関数を指定するには、「後処理関数」フィールドに関数を入力します。

後処理関数は、ユーザー定義関数と同じシグネチャを持ちますが、マスキング・エンジンが生成したマスク値を受け取り、マスキングに使用できるマスク値を戻します。次の例を参照してください。


Function post_proc_udf_func (rowid varchar2, column_name varchar2, mask_value varchar2) returns varchar2;


	
rowidは、mask_valueの値を含む行の最小値(ROWID)です。


	
column_nameはマスキングされる列の名前です。


	
mask_valueはマスキングされる値です。

















19.5.1.2 マスキング・フォーマット・テンプレートの使用


1つ以上のフォーマットを作成したら、「フォーマットの作成」ページでテンプレートとしてフォーマット定義を使用し、新規フォーマットを最初から作成することなく、フォーマットの大部分を異なる名前で実装し、必要に応じてそのエントリを変更できます。

既存のフォーマットに似た新規フォーマットを作成するには、「フォーマット・ライブラリ」ページでフォーマットを選択し、「類似作成」をクリックします。マスキング・フォーマットには、以前に自分で定義したフォーマットか、即時利用可能なマスキング・フォーマットのリストから取得したフォーマットを選択できます。これらの汎用マスキング・フォーマット定義は、様々なアプリケーションに使用できます。

様々なOracle付属の事前定義済のマスキング・フォーマット定義と、要件に合せてそれらを変更する方法の詳細は、「Oracle付属の事前定義済のマスキング・フォーマットの使用」を参照してください。









19.5.2 Oracle付属の事前定義済のマスキング・フォーマットの使用


Enterprise Managerには、即時利用可能ないくつかの事前定義済フォーマットが用意されています。.様々な事前定義済フォーマットと組込みフォーマットが用意されています。次の項では、様々なOracle付属のフォーマット定義と、要件に合せてそれらを変更する方法について説明します。

	
フォーマット定義のパターン


	
カテゴリ定義





関連項目:

事前定義済のマスキング・フォーマットを使用できるようにDM_FMTLIBパッケージをインストールする方法の詳細は、「DM_FMTLIBパッケージのインストール」を参照してください











19.5.2.1 フォーマット定義のパターン


すべてのフォーマット定義は、次の一般的なパターンに準拠します。

	
ランダム数値またはランダム桁数を生成します。


	
生成された値に後処理が実行され、有効で現実的な値が最終的に生成されます。




たとえば、クレジット・カード番号が有効であるためには、Luhnチェックに合格する必要があります。つまり、クレジット・カード番号の最後の桁はチェックサム桁であり、この桁は常に計算されます。また、最初の数桁は、カード・タイプを示します(MasterCard、Amex、Visaなど)。したがって、クレジット・カードのフォーマット定義は、次のようになります。

	
ランダムで一意な10桁の数値を生成します。


	
後処理関数の使用により、既知のカード・タイプ接頭辞を追加して最後の桁を計算することで、前述の値を適切なクレジット・カード番号に変換します。




このフォーマットにより、100億個の異なるクレジット・カード番号を生成できます。









19.5.2.2 カテゴリの定義


次の項では、これらの定義の異なるカテゴリについて説明します。

	
クレジット・カード番号


	
米国社会保障番号


	
ISBN番号


	
UPC番号


	
カナダの社会保険番号


	
北米電話番号


	
イギリスの国民保険番号


	
自動マスク




デフォルトでは、これらのマスキング・フォーマットは、ハイフン(-)形式などの異なるフォーマット・スタイルでも使用できます。フォーマット・スタイルは、必要に応じて変更できます。





19.5.2.2.1 クレジット・カード番号


デフォルトで、フォーマット・ライブラリには、クレジット・カード用の異なるフォーマットが多数用意されています。これらのフォーマットにより生成されたクレジット・カード番号は、アプリケーションによる標準的なクレジット・カード検証テストに合格するため、有効なクレジット・カード番号を装うことができます。

次のようなクレジット・カード・フォーマットを使用できます。

	
MasterCard番号


	
Visaカード番号


	
American Expressカード番号


	
Discover Card番号


	
任意のクレジット・カード番号(すべてのタイプのカードに属するクレジット・カード番号)




クレジット・カード番号を格納するために、次のような異なるスタイルを使用できます。

	
番号のみ


	
4桁ごとに空白を挿入


	
4桁ごとにハイフン(-)を挿入、など




マスキングされた値に特定のフォーマット・スタイルを適用するには、DM_FMTLIBパッケージのDM_CC_FORMAT変数を設定します。パッケージをインストールするには、「DM_FMTLIBパッケージのインストール」を参照してください。







19.5.2.2.2 米国社会保障番号


デフォルトで、有効な米国社会保障番号(SSN)を生成できます。これらのSSNは、有効なSSNを検証する通常のアプリケーション・テストに合格します。

DM_FMTLIBパッケージのDM_SSN_FORMAT変数を設定すると、フォーマット・スタイルを変更できます。たとえば、この変数を「-」に設定すると、一般的な社会保障番号は「123-45-6789」のように示されます。







19.5.2.2.3 ISBN番号


フォーマット・ライブラリを使用して、10桁または13桁のISBN番号を生成できます。これらの番号は、標準的なISBN番号検証テストに合格します。これらのISBN番号は、事実上すべてランダムです。他のフォーマット定義と同様に、DM_ISBN_FORMATに値を設定することでISBNフォーマットのスタイルを調整できます。







19.5.2.2.4 UPC番号


フォーマット・ライブラリを使用して、有効なUPC番号を生成できます。これらの番号は、有効なUPC番号を検証する標準的なテストに合格します。DM_FMTLIBパッケージのDM_UPC_FORMAT値を設定すると、フォーマット・スタイルを変更できます。







19.5.2.2.5 カナダの社会保険番号


フォーマット・ライブラリを使用して、有効なカナダ社会保険番号(SIN)を生成できます。これらの番号は、カナダSIN番号を検証する標準的なテストに合格します。フォーマット・スタイルを調整するには、DM_FMTLIBパッケージのDM_CN_SIN_FORMAT値を設定します。







19.5.2.2.6 北米電話番号


デフォルトで、フォーマット・ライブラリには、米国およびカナダの様々な電話番号が用意されています。これらは、見かけ上有効で現実的な番号であり、アプリケーションで採用されている標準的な電話番号検証テストに合格します。次のタイプの番号を生成できます。

	
任意の北米電話番号


	
任意のカナダ電話番号


	
任意の米国電話番号










19.5.2.2.7 英国の国民保険番号


フォーマット・ライブラリを使用すると、有効な一意のイギリスの国民保険番号(NIN)をランダムに生成できます。これらの番号は、イギリスのNIN番号を検証する標準的なテストに合格します。一般的な保障番号は、GR 12 56 34 RSなどのように表示されます。







19.5.2.2.8 自動マスク


このフォーマットでは、データのフォーマットおよび長さを維持しながら、特殊文字を含む文字および数字をABCD_343-ddgからFHDT_657-tteへなど、マスキングされた文字および数字にスクランブルします。











19.5.2.3 DM_FMTLIBパッケージのインストール



事前定義済のマスキング・フォーマットは、DM_FMTLIBパッケージに定義されたファンクションを使用します。このパッケージは、Enterprise Managerリポジトリ・データベースのDBSNMPスキーマに自動的にインストールされます。(リポジトリ・データベースではなく)ターゲット・データベースで事前定義済のマスキング・フォーマットを使用するには、手動でそのデータベースにDM_FMTLIBパッケージをインストールする必要があります。





DM_FMTLIBパッケージをインストールするには、次の手順を実行します。

	
Enterprise Managerのインストール環境で次のスクリプトを検索します。


$PLUGIN_HOME/sql/db/latest/masking/dm_fmtlib_pkgdef.sql
$PLUGIN_HOME/sql/db/latest/masking/dm_fmtlib_pkgbody.sql


PLUGIN_HOMEは、SYSMANとして実行される次のSQL SELECT文によって返される場所のいずれかです。


select PLUGIN_HOME from gc_current_deployed_plugin where plugin_id='oracle.sysman.db' and destination_type='OMS'; 


	
これらのスクリプトをターゲット・データベースのインストール環境にあるディレクトリにコピーし、DBSNMPスキーマにパッケージを作成できるユーザーとしてSQL*Plusに接続してから、これらのスクリプトを実行します。

これで、マスキング定義で事前定義済のマスキング・フォーマットを使用できます。


	
列マスクの定義ページの「フォーマットのインポート」ボタンをクリックし、事前定義済のマスキング・フォーマットを選択してマスキング定義にインポートします。














19.5.3 マスキング・フォーマットの指定による列の定義


マスキング定義を作成する場合(「アプリケーション・データ・モデルおよびワークロードによるマスキング」)、フォーマットをインポートするか、「列マスクの定義」ページで使用できるいずれかの種類を選択します。フォーマット・エントリ・オプションは次のとおりです。

	
配列リスト

リストの各値のデータ型が、マスクされた列のデータ型と互換性を持つ必要があります。必要に応じて一意性が保証されることが必要です。たとえば、一意キー列にすでに10の固有値がある場合、配列リストにも少なくとも10の固有値が必要です。


	
削除

指定された行を条件句に従って削除します。条件の削除フォーマットが列に含まれていると、外部キー制約または依存列は表を参照できなくなります。


	
暗号化

正規表現を使用して列データを暗号化します。すべての行の列値が正規表現に一致する必要があります。このフォーマットは、データベース全体でデータを一貫してマスクするために使用されます。つまり、特定の値に対して、マスクされた同じ値が常に生成されます。

たとえば、正規表現[(][1-9][0-9]{2}[)][_][0-9]{3}[-][0-9]{4}によって、米国の電話番号((123) 456-7890など)が生成されます。

このフォーマットでは、正規表現言語のサブセットがサポートされます。固定幅の文字列の暗号化がサポートされます。ただし、*や+といった正規表現の構文はサポートされません。

指定されたフォーマットに値が一致しない場合、暗号化された値で1対1のマッピングが生成されない場合があります。すべての非確認の値が1つの暗号化された値にマップされるため、多対1マッピングが生成されます。


	
固定数値

このエントリに適用可能な列のタイプはNUMBER列またはSTRING列です。たとえば、社会保障番号を持つ列をマスクした場合、エントリの1つが固定数値900になる可能性があります。このフォーマットは結合できます。


	
固定文字列

このエントリに適用可能な列のタイプはSTRING列です。たとえば、ライセンス・プレート番号を持つ列をマスクした場合、エントリの1つが固定文字列CAになる可能性があります。このフォーマットは結合できます。


	
NULL値

NULL値を使用して列をマスキングします。列にはNULL値が設定可能でなければなりません。


	
後処理関数

これは、マスキング・エンジンが生成するマスク値に適用可能な特殊関数です。入力としてマスク値を使用し、マスキングに使用する実際のマスク値を返します。

後処理関数は、マスク値の生成後に呼び出されます。これにより、カンマやドル記号を値に追加できます。たとえば、マスク値が12000のような数値の場合、後処理関数を使用すると、この値を$12,000に変更できます。また、生成されたマスク値にチェックサムや特殊なエンコーディングを追加できます。

文の例:


Function post_proc_udf_func (rowid varchar2, column_name varchar2, mask_value varchar2) returns varchar2;


	
rowidは、第3引数のmask_valueの値を含む行の最小値(rowid)です。


	
column_nameはマスキングされる列の名前です。


	
mask_valueはマスキングされる値です。





	
元のデータの保持

指定された条件句に一致する行の元の値を保持します。これは、条件を満たす行の中に、マスキングの必要がない行が含まれている場合に使用します。


	
ランダム日付

DATE列の一意性は、マスキング後は維持されません。このフォーマットは結合できます。


	
ランダム小数

混合ランダム文字列の一部として使用される場合、一意の値の生成に対する使用は制限されます。このマスキング・フォーマットは、指定された範囲内で一意の値を生成します。たとえば、開始値が5.5で終了値が9.99の場合、5.5以上9.99以下の範囲の小数が生成されます。このマスキング・フォーマットは結合できます。


	
ランダム桁数

このフォーマットは、指定範囲内で一意の値を生成します。たとえば、長さが[5,5]で、[0, 99999]間の整数のランダム桁数は、長さおよび一意性の要件を満たすよう左側が0で埋められてランダムに生成されます。これは、0で埋められることがないランダム数値の補完型です。ランダム桁数を使用する場合、文字列内で適切な長さになるように0が埋められます。番号の列に使用する場合、0は埋められません。このフォーマットは結合できます。

データのマスキングにより生成された値は一意です。ただし、十分な桁数を指定していない場合、指定した範囲内で一意の値がなくなる場合があります。


	
ランダム数値

混合ランダム文字列の一部として使用される場合、一意の値の生成に対する使用は制限されます。このフォーマットは、指定範囲内で一意の値を生成します。たとえば、開始値が100で終了値が200の場合、100以上200以下の範囲の整数が生成されます。Oracle Enterprise Managerリリース10.2.0.4.0はFLOAT数値をサポートしません。このフォーマットは結合できます。


	
ランダム文字列

このフォーマットは、指定範囲内で一意の値を生成します。たとえば、開始の長さが2で終了の長さが6の場合、2文字から6文字の長さのランダム文字列が生成されます。このフォーマットは結合できます。


	
正規表現

このフォーマットでは、正規表現を使用して、LOB (BLOB、CLOB、NCLOB)の機密データを検索し、データを固定文字列、固定数値、nullまたはSQL式でデータを置換します。LOB内の複数の文字列を検索するルールを使用します。

次に例を示します。

	
正規表現[0-9]{3}[.][0-9]{3}[.][0-9]{4}を使用して、書式nnn.nnn.nnnnの文字列を照合し、***.***.****などのマスクされた値で置換します。


	
正規表現<SALARY>[0-9]{2,6}</SALARY>を使用し、<SALARY>0</SALARY>で置換して給与情報を消去します。


	
正規表現[A-Z]+@[A-Z]+\.[A-Z]{2,4}を使用し、john.doe@acme.comで置換して電子メール・アドレスをマスクします。




データ型VARCHAR2のこのフォーマットを使用して、文字列の一部をマスクすることもできます。


	
シャッフル

このフォーマットでは、元の列データがランダムにシャッフルされます。列が条件付きでマスキングされており、その値が一意でない場合を除いて、データ配分は維持されます。

詳細は、「シャッフル・フォーマットの使用」を参照してください。


	
置換

このフォーマットは、元の値に対してハッシュ・ベースの置換を行い、任意の入力値に対して常に同じマスク値を生成します。置換マスキング表および列を指定します。このフォーマットには次のプロパティがあります。

	
マスキングされたデータは元に戻せません。つまり、このフォーマットでは、元の値は置換され、マスク値から元の値を取り出すことはできないため、外部のセキュリティ違反に対して脆弱ではありません。


	
別々のデータベースにおいて1つのハッシュ置換を使用して複数回マスキングを行うことで、同じマスク値を生成します。この特性は、複数のデータベース、または2回の実行で同じ置換値が使用されていれば複数回の実行にまたがって有効です。つまり、置換表の実際の行と値は変化しません。たとえば、2つの値JoeとTomがHenryとPeterにマスキングされたと想定します。同じ置換表を使用して、別のデータベースで同じマスキングを繰り返したとき、BobとTomが存在する場合に、LouiseとPeterに置換されるというような状況が起こります。2回の実行では異なるデータが使用されていますが、Tomは常にPeterに置換されていることに注意してください。


	
このフォーマットでは、一意性は得られません。





	
SQL式

このマスキング・フォーマットでは、SQL式を入力して列をマスキングすることができます。データ・マスキングはこの式を使用して、マスキングされた値を生成し、元のデータを置き換えます。「ランダム数値」と「ランダム文字列」のように、このマスキング・フォーマットと他のマスキング・フォーマットを使用して列を組み合せることはできません。

SQL式は1つ以上の値、演算子、および値に評価されるSQL関数で構成できます。置換列(マスキングされる列と同じ表の列)を含めることもできます。置換列は、パーセント記号(%)で囲んで指定してください。dbms_lobを含むSQL式および他のユーザー定義関数をLOB (BLOB、CLOB、NCLOB)マスキングに使用します。

次に例を示します。

	
dbms_random.string('u', 8) || '@company.com'

ランダムな電子メール・アドレスを生成します。


	
%first_name% || '.' || %last_name% || '@company.com'

first_nameおよびlast_name列の値を使用して電子メール・アドレスを生成します。この例では、first_nameとlast_nameが置換列です。


	
CLOBのマスキング

dbms_lob.empty_clob()

CLOBを空にします。

custom_mask_clob(%CLOB_COL%)

CLOB列CLOB_COLに、カスタム・マスク関数を適用します。


	
条件付マスク

(case when %PARTY_TYPE%='PERSON' then %PERSON_FIRST_NAME%|| ' ' ||%PERSON_LAST_NAME% else (select dbms_random.string('U', 10) from dual) end)

%%内の列は、同じ表に存在します。式はPERSON_FULL_NAMEを氏名でマスクし、それ以外の場合、マスクはランダム文字列になります。


	
置換マスク

select MASK_ZIPCODE from data_mask.DATA_MASK_ADDR where ADDR_SEQ = ora_hash( %ZIPCODE% , 1000, 1234)

置換表data_mask.DATA_MASK_ADDRで1000行を選択します。%ZIPCODE%を置換表のMASK_ZIPCODE列でマスクします。選択した行はora_hashに依存し、この場合は確定的です。dbms_random プロシージャを使用する場合、選択はランダムです。





	
置換

このフォーマットは、元の値に対してハッシュ・ベースの置換を行い、任意の入力値に対して常に同じマスク値を生成します。置換マスキング表および列を指定します。このフォーマットには次のプロパティがあります。

	
マスキングされたデータは元に戻せません。つまり、このフォーマットでは、元の値は置き換えられ、マスク値から元の値を抽出できないため、外部のセキュリティ違反に対し脆弱ではありません。


	
別々のデータベースにおいて1つのハッシュ置換を使用して複数回マスキングを行うことで、同じマスク値を生成します。この特性は、複数のデータベース、または2回の実行で同じ置換値が使用されていれば複数回の実行にまたがって有効です。つまり、置換表の実際の行と値は変化しません。たとえば、2つの値JoeとTomがHenryとPeterにマスキングされたと想定します。同じ置換表を使用して、別のデータベースで同じマスキングを繰り返したとき、BobとTomが存在する場合に、LouiseとPeterに置換されるというような状況が起こります。2回の実行では異なるデータが使用されていますが、Tomは常にPeterに置換されていることに注意してください。


	
このフォーマットでは、一意性は保証されません。





	
部分文字列

部分文字列はデータベースのsubstr関数と同様の動作をします。開始位置には正の整数または負の整数を設定できます。たとえば元の文字列がabcdの場合、開始位置が2で長さが3の部分文字列は、マスクされた文字列bcdを生成します。開始位置が-2で長さが3の部分文字列は、マスクされた文字列cdを生成します。このフォーマットは結合できます。


	
表の列

表の列により、置換値またはその一部として選択された列から値を選択できます。データ・タイプおよび一意性には互換性がある必要があります。それ以外の場合、ジョブの実行に失敗します。このフォーマットは結合できます。


	
切捨て

表のすべての行で切捨てが実行されます。列の1つが切捨てとマークされていると、表全体で切捨てが実行されるため、他の列にマスキング・フォーマットは指定できません。表で切捨てが実行されると、外部キー制約または依存列による参照ができなくなります。


	
ユーザー定義関数

出力値のデータ型と一意性は、元の出力値と互換性がある必要があります。それ以外の場合、ジョブの実行に失敗します。

文の例:


Function udf_func (rowid varchar2, column_name varchar2, original_value varchar2) returns varchar2;


	
rowidは、第3引数のoriginal_valueの値を含む行の最小値(rowid)になります。


	
column_nameはマスキングされる列の名前です。


	
original_valueはマスキングされる値です。















19.5.4 置換フォーマットを使用した決定論的マスキング


状況によっては、複数の異なるデータベースを一貫してマスキングする必要があります。たとえば、3つの異なるデータベースで従業員IDの概念を持つHR、給与および手当てを管理する場合、従業員のIDを選択することで従業員のHR、給与または手当ての情報を取得できるという意味において、この概念はすべてのデータベースで一貫性を保持する可能性があります。この前提に基づくと、実際に社会保障番号を含むために従業員のIDをマスキングする必要がある場合、これら3つのデータベースすべてで一貫してマスキングを行う必要があります。

決定論的マスキングにより、この問題を解決できます。置換フォーマットを使用して、3つのデータベースすべての従業員ID列をマスキングできます。置換フォーマットでは、値の表を使用して元の値をマスク値と置換します。この値の表が変更されないかぎり、3つのデータベース全体で決定論的なマスクまたは一貫したマスクを使用できます。


関連項目:

置換フォーマットの詳細は、オンライン・ヘルプの「列マスクの定義」ページに関する説明を参照してください。











19.6 アプリケーション・データ・モデルおよびワークロードによるマスキング



マスキング定義を作成する前に、次の前提条件およびアドバイス情報を確認してください。





	
データ・マスキングの最小限の権限を持っていることを確認します。

	
Enterprise Manager Cloud ControlユーザーのEM_ALL_OPERATOR


	
データベース・ユーザーのSELECT_CATALOG_ROLE


	
データベース・ユーザーのSELECT ANY DICTIONARY権限


	
DBMS_CRYPTOパッケージのEXECUTE権限





	
選択したフォーマットが、チェック制約に違反していないことと、そのデータを使用するアプリケーションを中断させないことを確認してください。


	
トリガーおよびPL/SQLパッケージでは、データ・マスキングによりオブジェクトが再コンパイルされます。


	
パーティション表(特にパーティション・キー)をマスキングする場合、注意が必要です。この場合、行が別のパーティションに移動する可能性があります。


	
データ・マスキングでは、クラスタ表、オブジェクト表のマスキング情報、XML表および仮想列はサポートされません。リレーショナル表はマスキングでサポートされます。


	
オブジェクトが表の上層に位置する場合(ビュー、マテリアライズド・ビュー、PL/SQLパッケージなど)、それらのオブジェクトは有効になるように再コンパイルされます。




パフォーマンス評価の目的でテスト・システムをマスキングする場合、次を実行することをお薦めします。

	
マスキング前スクリプトを追加して一時表にSQLプロファイルおよび統計をエクスポートしてから、マスキングの完了後にリストアすることで、マスキング後に、本番統計およびSQLプロファイルの保持を試行します。


	
「SQLパフォーマンス・アナライザ」評価を実行し、パフォーマンスに対するマスキングの影響を理解します。評価レポートに示されたもの以外のパフォーマンスの変更は通常、マスキングされたデータベースのアプリケーション固有の変更に関連しています。








マスキング定義を作成する手順:

	
「エンタープライズ」メニューから「クオリティ管理」を選択し、次に「データ・マスキング定義」を選択します。

「データ・マスキング定義」ページが開き、このページで新規のマスキング定義を作成し、スケジューリングしたり、既存のマスキング定義を管理できます。


	
「作成」をクリックして「マスキング定義の作成」ページに移動します。

マスキング定義には、表の列と各列のフォーマットに関する情報が含まれます。マスキングする列とそのまま残す列を選択できます。


	
必須の「名前」、「アプリケーション・データ・モデル」および「参照データベース」を入力します。

「検索」アイコンをクリックし、リストから「アプリケーション・データ・モデル」(ADM)の名前を選択すると、自動的に値が「参照データベース」フィールドに移入されます。

	
オプション: 「取得ファイル」と「SQLチューニング・セット」をマスキングする場合は、「ワークロード・マスキングの互換性を確認」を選択します。

このチェック・ボックスを有効にすると、マスキング定義が評価され、SQL式のフォーマットまたは条件付きマスキングが使用されているかどうかが判断されます。「OK」をクリックする際にいずれかが使用されている場合は、オプションのチェックが解除され、このオプションを選択する前にこれらのアイテムの削除を求めるエラー・メッセージが表示されます。


注意:

次の手順に進む前に、アプリケーション・データ・モデルで1つ以上の機密列がすでに定義済である必要があります。詳細は、「機密列タイプの管理」を参照してください。







	
「追加」をクリックして、マスクするADMの機密列を選択できる「列の追加」ページへ移動します。列の追加の詳細は、「マスキングする列の追加」を参照してください。

結果は「列」表に表示されます。主キー列および外部キー列は、機密列の下に表示されます。


	
フィルタ基準を使用して、機密列の結果を絞り込みます。たとえば、名前で順序が設定されているすべての列を分離するとします(列名=order%)。まず、フィルタ・セクションを公開する必要があります(「フィルタの表示」)。


	
無効化機能を使用して、特定の列をマスキングの考慮から除外します。デフォルトで、すべての列が有効になっています。選択した列またはすべての列を無効にできます。無効にする列(列名=order%)のサブセットを検索することもできます。右側の「ステータス」列は、列の無効の状態を反映するよう変更されます。列の無効の状態は、データ・マスキング定義のエクスポートの際も続きます。


	
オプション。「フォーマット」列の「編集」アイコンをクリックして、マスキング・フォーマットを確認および編集します。


	
「拡張オプションの表示」を展開し、選択したデフォルト・データ・マスキングのオプションが十分であるかどうかを判断します。

詳細は、「データ・マスキング拡張オプションの選択」を参照してください。


	
「OK」をクリックして定義を保存し、「データ・マスキング定義」ページに戻ります。

この時点で、スーパー管理者は互いのマスキング定義を確認できます。


	
定義を選択し、「スクリプトの生成」をクリックします。「ジョブのスケジュール」ダイアログが開きます。まず、データベースにログインしている必要があります。スクリプト生成の詳細は、「スクリプト生成ジョブのスケジューリング」を参照してください。

「ジョブのスケジュール」ダイアログに必要な情報を指定し、「発行」をクリックします。


	
ジョブが正常に発行されたというメッセージが表示され、「データ・マスキング定義」ページに戻り、ステータスには「スクリプトの生成中」と表示されます。「ジョブ詳細を表示」をクリックし、「ジョブ・サマリー」ページを開きます。

ジョブが完了したら、「ログ・レポート」をクリックし、操作に十分なディスク領域があるかどうかを確認し、マスキング後に他の宛先オブジェクト(ユーザーなど)に影響があるかどうか判断します。マスキング定義に含まれている表に、データ型LONGの列がある場合、警告メッセージが表示される場合があります。詳細は、「LONG列を含むデータ・マスキングの使用」を参照してください。


	
「データ・マスキング定義」ページのステータスが「スクリプトが生成されました」の場合、スクリプトを選択し、次からアクションを選択します。

	
データベースのクローニング - データベースのクローニング・ウィザードを使用してデータベースをクローニングおよびマスキングします(これには、Database Lifecycle Management Packライセンスが必要です)。詳細は、「本番データベースのクローニング」を参照してください。


	
スクリプトの保存: デスクトップにPL/SQLスクリプトをすべて保存します。


	
マスク・バンドルの保存 - ソースでのマスキング・スクリプト生成オプションの一部として生成されたSQLファイルを含むzipファイルをダウンロードします。スクリプトを抽出および実行して、データベースのマスクされたダンプを作成できます。


	
スクリプトの表示: 編集および保存するPL/SQLスクリプトを表示します。影響レポートにエラーおよび警告を表示することも可能です(ある場合)。




「実行」をクリックして、選択したアクションを実行します。


	
テスト・データベースですでに作業しており、そのデータベースのデータを直接マスキングする場合、「ジョブのスケジュール」をクリックします。データベースのマスキングの詳細は、「データ・マスキング・ジョブのスケジュール」を参照してください。

	
必須情報と必要なオプションを入力します。実行時のデータベースは任意のデータベースに指定できます。選択したデータベースは、ソース・データベースのクローンであるとみなされます。デフォルトでは、ADMからのソース・データベースが選択されます。


	
「発行」をクリックします。

データ・マスキング定義ページが表示されます。ジョブはEnterprise Managerに発行されており、マスキング・プロセスが表示されます。このページの「ステータス」列は、プロセスの現在のステージを示します。











データのサブセット化を定義する際に、ソースでデータ・マスキングを行うことも可能です。詳細は、「データ・セブセット定義の作成」を参照してください。





データ・マスキング定義の編集





次の手順を使用して、マスキング定義を編集または処理します。

	
データ・マスキング定義ページで、編集する定義の横にあるラジオ・ボタンをクリックしてから「編集」をクリックします。


	
前述の手順3で説明されている新しい定義の作成手順と同じように、列を追加するか、フォーマット・エントリを編集します。


	
編集が終了したら、マスキング定義の編集ページで「OK」をクリックします。


	
「アクション」メニューからそれぞれのメニュー・アイテムを選択することによって、既存のマスキング定義を使用して次のその他のアクションを実行します。

	
類似作成: 「マスキング定義の作成」ページで定義をカスタマイズするマスキング定義を表示します。


	
デザイナの付与 - 選択したロールまたは管理者に、マスキング定義でのデザイナ権限を付与します。つまり、権限受領者は定義を表示および編集できます。付与された権限は取り消すこともできます。


	
オペレータの付与 - 選択したロールまたは管理者に、マスキング定義でのオペレータ権限を付与します。つまり、権限受領者は定義を表示およびコピーできますが、編集はできません。付与された権限は取り消すこともできます。


	
エクスポート: 他のリポジトリで使用するために定義をXMLファイルとしてエクスポートします。




「実行」をクリックして、選択したアクションを実行します。














19.6.1 マスキングする列の追加



このページを使用して、マスキング用の1つ以上の列を追加し、外部キー列を自動的に追加します。対応するスキーマからマスクするデータベース列を選択します。列を選択したら、その内のデータをマスクするのに使用するフォーマットを指定します。


注意:

少なくとも1つの列をマスキング定義で追加する必要があります。列が1つも追加されない場合、オブジェクトおよび検査済リソースの情報を提供し、検出された警告やエラーに関する詳細を記載する影響レポートを作成するスクリプトを生成できません。






	検索基準を入力し、「検索」をクリックします。

次の表に、ADMに定義した機密列が表示されます。




	1つ以上の列を選択し、「マスキング定義の作成」ページで後でフォーマットするか、(選択した列のデータ型が同一の場合)その場でフォーマットします。
	オプション: 選択した複数の列をグループとしてマスキングする場合、「選択した列をグループとしてマスキング」を有効にします。グループとしてマスキングする列は、すべて同じ表の列である必要があります。

複数の列を別々ではなく一緒にマスキングする場合、このチェック・ボックスを有効化します。2つ以上の列を選択し、「グループ・マスクの定義」ページのフォーマットを定義すると、列が一緒に表示され、選択したフォーマットの種類または表のマスキングがすべての列にまとめて適用されます。

グループを定義してこのページに戻ると、グループのすべてのメンバーの「列グループ」列に同じ数字が表示されます。たとえば、4つの列を含む最初のグループを定義した場合、このページの4つのエントリの「列グループ」列には1が表示されます。別のグループを定義すると、この列には2が表示されます。これにより、どの列がどのグループに所属するのか簡単に識別できます。




	「追加」をクリックしてマスキング定義に列を追加し、「マスキング定義の作成」ページに戻って後で列のフォーマットを定義するか、「フォーマットの定義と追加」をクリックしてその場で列のフォーマットを定義します。

「フォーマットの定義と追加」機能では、かなりの時間を節約できます。同じデータ型の複数の列を選択して追加する場合、「追加」をクリックするときのように列ごとにフォーマットを定義する必要はありません。たとえば社会保障番号(SSN)を検索し、これによって100のSSN列が生じた場合、これらをすべて選択し、「フォーマットの定義と追加」をクリックしてからすべての列に対するSSNフォーマットをインポートできます。




	次のいずれかを行います:

	
前の手順で「追加」をクリックした場合:

操作を進めるには、「マスキング定義の作成」ページで列のフォーマットを定義する必要があります。準備ができていれば、フォーマットする列の 「フォーマット」 列ページでアイコンをクリックします。選択した列をグループとしてマスキングすることを「列の追加」ページで指定したかどうかに応じて、「列マスクの定義」または「グループ・マスクの定義」が表示されます。どちらの場合も、詳細はこの手順の後続の内容を参照してください。


	
前の手順で「フォーマットの定義と追加」をクリックし、「選択した列をグループとしてマスキング」を選択していない場合:

「列マスクの定義」ページが表示され、このページで、「マスキング定義の作成」ページに列を追加する前に、列のフォーマットを定義できます。

	
必須のデフォルト条件のフォーマット・エントリを指定するため、リストからフォーマット・エントリを選択して「追加」をクリックするか、「フォーマットのインポート」をクリックして「フォーマットのインポート」ページで事前定義済のフォーマットを選択し、「インポート」をクリックします。

「フォーマットのインポート」ページには、マスクされた列と同じ機密タイプでマークされたフォーマットが表示されます。


	
別の条件を追加するには、「条件の追加」をクリックして新しい条件行を追加し、前の手順に従って1つ以上のフォーマット・エントリを指定します。


	
列のフォーマット作業が終了したら、「OK」をクリックして「マスキング定義の作成」ページに戻ります。





	
前の手順で「フォーマットの定義と追加」をクリックし、「選択した列をグループとしてマスキング」を選択した場合:

「グループ・マスクの定義」ページが表示され、このページで、「マスキング定義の作成」ページに表示されるグループ列のフォーマット・エントリを追加できます。

	
使用可能ないずれかのフォーマット・タイプを選択します。フォーマット・タイプの詳細は、オンライン・ヘルプのグループ・マスキング・フォーマットの定義に関するトピックを参照してください。


	
オプションで、グループに列を追加します。


	
グループのフォーマット作業が終了したら、「OK」をクリックして「マスキング定義の作成」ページに戻ります。

結果は「列」表に表示されます。あらかじめ選択した機密列がこのページに表示されます。主キー列および外部キー列は、機密列の下に表示されます。




















19.6.2 データ・マスキング拡張オプションの選択


デフォルトでは、「マスキング定義」ページで次のオプションがすべて選択されているため、無効にしたいオプションは選択を解除してください。

	
データ・マスキングのオプション


	
乱数の生成


	
マスク前およびマスク後スクリプト












19.6.2.1 データ・マスキングのオプション


データ・マスキングのオプションには次のものが含まれます。

	
マスキング中のREDOログ生成の無効化

マスキングを行うと、REDOロギングとフラッシュバック・ロギングが無効になり、元々マスキングされていないデータがログからパージされます。ただし、マスキングのテストのみを行い、変更をロールバックして複数のマスク列をテストする場合には、このチェック・ボックスの選択を解除し、マスキングを実行した後で、マスキングされていない古いデータをフラッシュバック・データベースから取得したほうが効率的です。Enterprise Managerでデータベースのフラッシュバックが可能です。


注意:

このオプションを無効にすると、セキュリティが侵害される可能性があります。本番データベースのコピーに最終的なマスキングを実行する場合には、このオプションを有効にする必要がります。




	
マスキング後の統計のリフレッシュ

統計収集が有効になっているときに、ヒストグラムや異なるサンプリング率などの特殊オプションを統計収集で使用する場合には、このオプションをオフにしてデフォルトの統計収集を無効にし、独自の統計収集ジョブを実行します。


	
マスキング中に作成した一時表の削除

マスキングでは、元の重要なデータ値とマスク値を対応付けるため、一時表が作成されます。この情報を保持し、マスキングによるデータの変更を追跡する場合があります。ただし、これを行うと、セキュリティ侵害の危険性が高くなります。権限の低いユーザーにデータベースへのアクセスを許可する前に、これらの表は削除する必要があります。


	
暗号化列の復号化

このオプションでは、「暗号化」フォーマットを使用して以前にマスクされた列を復号します。以前に暗号化された列を復号化するには、シードの値が暗号化に使用した値と同じである必要があります。

暗号化に使用した元のフォーマットが元の値と一致する場合、復号化によって元の値のみがリカバリされます。元の暗号化された値が指定した正規表現に準拠していない場合、復号化すると、暗号化された値は元の値を再現できません。


	
可能な場合、パラレル実行を使用

Oracle Databaseでは、様々なSQL操作がパラレルで実行できるため、パフォーマンスが著しく向上します。このオプションを選択すると、この機能がデータ・マスキングで使用されます。Oracle Databaseに並列度を自動的に判別させることも、値を指定することもできます。パラレル実行と並行度の詳細は、『Oracle Databaseデータ・ウェアハウス・ガイド』を参照してください。


	
マスキング後、無効な依存性オブジェクトを再コンパイルします。

マスキング・プロセスによってマスキングされる表が再作成され、その結果、存在するすべての依存性オブジェクト(パッケージ、プロシージャ、関数、MViews、ビューおよびトリガー)が無効になります。チェック・ボックスを選択することにより、マスキング・プロセスで表の作成後、これらの無効なオブジェクトが再コンパイルされるよう指定できます。それ以外の場合、マスキングの最後でutl_compプロシージャを使用して、無効なオブジェクトは再コンパイルできません。

このオプションを選択した場合、シリアルまたはパラレルで実行するか指定します。Oracle Databaseに度合いを自動的に判別させることも、値を指定することもできます。パラレル実行と並列度の使用の詳細は、『Oracle Databaseデータ・ウェアハウス・ガイド』を参照してください。












19.6.2.2 乱数の生成


乱数の生成オプションには次のものが含まれます。

	
速度を優先

乱数の生成にDBMS_RANDOMパッケージが使用されます。


	
セキュリティを優先

乱数の生成にDBMS_CRYPTOパッケージが使用されます。また、「置換」フォーマットを使用する場合には、マスキング・ジョブまたはデータベース・クローニング・ジョブをスケジュールする際にシード値が必要です。












19.6.2.3 マスク前およびマスク後スクリプト


パフォーマンスの評価のためにテスト・システムをマスキングすると、マスキング後のオブジェクト統計保持に役立ちます。マスキング前スクリプトを追加して統計を一時表にエクスポートして、マスキングの終了後にマスキング後スクリプトを使用してリストアすることで、これを行います。

「マスク前スクリプト」テキスト・ボックスを使用して、マスキングの開始前に実行する必要のある任意のユーザー指定のSQLスクリプトを指定します。

「マスク後スクリプト」テキスト・ボックスを使用して、マスキング完了後に実行するSQLスクリプトを指定します。マスキングでデータが変更されるため、ブックをリバランスしたり、ロープアップ・モジュールや集計モジュールを呼び出して関連情報と集計情報の整合性を維持するなどのタスクも実行できます。

次に、統計を保持するためのマスク前およびマスク後スクリプトの例を示します。

この例に、統計を保持するためのマスク前スクリプトを示します。


variable sts_task  VARCHAR2(64);

/*Step :1 Create the staging table for statistics*/

exec dbms_stats.create_stat_table(ownname=>'SCOTT',stattab=>'STATS');
 
/* Step 2: Export the table statistics into the staging table. Cascade results 
in all index and column statistics associated with the specified table being 
exported as well. */
 
exec
dbms_stats.export_table_stats(ownname=>'SCOTT',tabname=>'EMP',
partname=>NULL,stattab=>'STATS',statid=>NULL,cascade=>TRUE,statown=>'SCOTT');
exec
dbms_stats.export_table_stats(ownname=>'SCOTT',tabname=>'DEPT',
partname=>NULL,stattab=>'STATS',statid=>NULL,cascade=>TRUE,statown=>'SCOTT');

/* Step 3: Create analysis task */
3. exec :sts_task := DBMS_SQLPA.create_analysis_task(sqlset_name=>
'scott_test_sts',task_name=>'SPA_TASK', sqlset_owner=>'SCOTT');
 
/*Step 4: Execute the analysis task before masking */
exec DBMS_SQLPA.execute_analysis_task(task_name => 'SPA_TASK', 
execution_type=> 'explain plan', execution_name  => 'pre-mask_SPA_TASK'); 


この例に、統計を保持するためのマスク後スクリプトを示します。


*Step 1: Import the statistics from the staging table to the dictionary tables*/
 
exec
dbms_stats.import_table_stats(ownname=>'SCOTT',tabname=>'EMP',
partname=>NULL,stattab=>'STATS',statid=>NULL,cascade=>TRUE,statown=>'SCOTT');
exec
dbms_stats.import_table_stats(ownname=>'SCOTT',tabname=>'DEPT',
partname=>NULL,stattab=>'STATS',statid=>NULL,cascade=>TRUE,statown=>'SCOTT');
 
/* Step 2: Drop the staging table */
 
exec dbms_stats.drop_stat_table(ownname=>'SCOTT',stattab=>'STATS');

/*Step 3: Execute the analysis task before masking */
exec DBMS_SQLPA.execute_analysis_task(task_name=>'SPA_TASK', 
execution_type=>'explain plan', execution_name=>'post-mask_SPA_TASK');
 
/*Step 4: Execute the comparison task */
exec DBMS_SQLPA.execute_analysis_task(task_name =>'SPA_TASK', 
execution_type=>'compare', execution_name=>'compare-mask_SPA_TASK'); 



関連項目:

データ・マスキング・ジョブのスケジュール時にこれらのスクリプトの場所を指定する方法を説明する手順は、「パフォーマンス評価のためのテスト・システムのマスキング」を参照してください











19.6.3 スクリプト生成ジョブのスケジューリング



スクリプト生成ジョブをスケジューリングするには、次の手順を実行します。




	スクリプトを生成するマスキング定義を選択し、「スクリプトの生成」をクリックします。
	必要に応じてデフォルトのジョブ名を意味のわかりやすい名前に変更し、ジョブの説明(オプション)を指定します。
	ドロップダウン・リストから参照データベースを選択します。
	次のスクリプト生成オプションを選択します。

	
インプレース・マスキング - 機密データを、指定したデータベースのマスクされたデータでインプレース置換します(通常、本番からコピーされます)。このオプションは、非本番環境のみで使用します。これは、「アクション」メニュー・オプションの「データベースのクローニング」(データベースをクローニングしてからデータをマスキングします)とは異なります。


	
ソースでのマスキング: Oracle Data Pumpを使用して、指定したソース・データベース(通常、本番)からマスクされたデータをエクスポートします。このオプションは、顧客データを変更しないため、本番環境で安全に実行されます。ただし、このオプションでは、マスキング操作の完了時に削除される一時表が作成されることに注意してください。




両方のオプション(データベースを直接マスキングするスクリプト、およびマスクされたダンプを作成するスクリプト)を選択できることに注意してください。




	一時オブジェクト用の表領域を指定します。デフォルトを受け入れるか、機密データの削除を簡単にする表領域を選択します。
	参照データベースにログインするための資格証明を指定します。
	ジョブを即時に開始するか、後で指定した日時に開始するかを指定し、「発行」をクリックします。

メッセージでは、ジョブがスケジュールされていることを確認します。ページをリフレッシュして、ジョブの結果を表示します。














19.6.4 データ・マスキング・ジョブのスケジュール



データ・マスキング・ジョブを設定し、その実行スケジュールするには、次の手順に従います。




	スクリプトが生成されるマスキング定義を選択し、「ジョブのスケジュール」をクリックします。
	必要に応じてデフォルトのジョブ名を変更し、ジョブの説明(オプション)を入力します。
	ドロップダウン・メニューからデータベースを選択し、プリファレンスを指定します。

	
インプレース・マスキング - 機密データを、指定したデータベースのマスクされたデータでインプレース置換します(通常、本番からコピーされます)。このオプションは、非本番環境のみで使用します。これは、「アクション」メニュー・オプションの「データベースのクローニング」(データベースをクローニングしてからデータをマスキングします)とは異なります。


	
ソースでのマスキング: Oracle Data Pumpを使用して、指定したソース・データベース(通常、本番)からマスクされたデータをエクスポートします。このオプションは、顧客データを変更しないため、本番環境で安全に実行されます。ただし、このオプションでは、マスキング操作の完了時に削除される一時表が作成されることに注意してください。




選択内容は、ラジオ・ボタンの下およびこのページの他のリージョンに表示されるチェック・ボックスのテキストに影響を及ぼします。




	手順3での選択内容に応じて進めます。

	
データ・マスク・オプション - 必要な情報を次のように指定します。

	
スクリプトの生成が完了した後、データ・マスキング・スクリプトはEnterprise Managerのリポジトリに格納されます。デフォルトでは、データ・マスキング・ジョブは、リポジトリからスクリプトを取得し、データベース・ホスト上の$ORACLE_HOME/dbsディレクトリに生成されたファイル名を使用してコピーします。スクリプト・ファイルの場所と名前フィールドで、デフォルトの場所と生成されたファイル名をオーバーライドできます。


	
ワークロード - 必要に応じて、SQLチューニング・セットをマスキングしてファイルを取得するオプションを選択します。ファイルを取得するファイルの場所を参照します。


	
マスキングによるSQL計画の変更の検出 - SQLパフォーマンス・アナライザを実行して、マスキングの影響を評価します。タスク名を指定し、対応するSQLチューニング・セットを参照します。





	
データ・エクスポート・オプション - 必要な情報を次のように指定します。

	
マスク・ダンプを保存するディレクトリを指定します。ドロップダウン・リストは、アクセス可能なディレクトリ・オブジェクトで構成されます。カスタムのディレクトリ・パスを選択することも可能です。外部ディレクトリを使用して処理を高速化する場合は、チェック・ボックスをクリックします。推奨されるデフォルト: DATA_FILE_DIR。


	
デフォルトをオーバーライドする場合、適切な値を指定します。エクスポート・ファイルの名前を入力します。最大ファイル・サイズをMB単位で指定します。エクスポート・ジョブのために、アクティブな実行操作の最大スレッド数を指定します。これにより、リソース消費と経過時間のバランスを取ることができます。


	
ダンプ・ファイルの圧縮および暗号化を有効にするかどうかを選択します。該当する場合は、暗号化パスワードを入力して確認します。デフォルトでは、ログ・ファイルの生成が選択されています。










	データベース・ホストにログインするための資格証明を指定します。
	参照データベースにログインするための資格証明を指定します。
	ジョブを即時に開始するか、後で指定した日時に開始するかを指定し、「発行」をクリックします。

メッセージでは、ジョブがスケジュールされていることを確認します。ページをリフレッシュして、ジョブの結果を表示します。














19.6.5 マスキング操作のための領域の要件の見積り


マスキング操作のための領域の要件の見積りのガイドラインを示します。これらの見積りは、予測される最大の表サイズが500GBであることに基づきます。マスキングの領域の見積もりでは、「最悪のシナリオ」を想定します。

	
インプレース・マスキングの場合:

	
マッピング表のために2 * 500GB (マッピング表には元の列およびマスクされた列の両方が格納されます。最悪の場合は、すべての列がマスクされます)。


	
元の表およびマスクされた表の両方のために2 * 500GB (マスキング・プロセス中のある時点でデータベース内に両方が存在します)。


	
一時表領域のために2 * 500GB (hash joins、sortsなどに必要です)。




最悪の場合の必要な合計領域は3TBです。


	
ソースでのマスキングの場合:

	
マッピング表のために2 * 500GB (インプレース・マスキングと同様)。


	
一時表領域のために2 * 500GB (インプレース・マスキングと同様)。


	
ダンプ・ファイルに対応する十分なファイル・システム領域。




最悪の場合の必要な合計領域は、2TBに必要なファイル・システム領域を加えたものです。




いずれの場合も、一時およびUNDO表領域を自動拡張に設定することをお薦めします。

スクリプトの生成中に、マッピング表用の表領域を指定できます。表領域を指定しない場合は、実行中のユーザーの表領域内に表が作成されます。領域の見積りはスクリプトの生成中に提供され、必要に応じてリソースの警告が発生します。シャッフル形式を使用しているときなど、状況によっては、マッピング表は必要ありません。そのような場合、インラインで元の表への更新が発生します。









19.6.6 依存列の追加


依存列をアプリケーション・データ・モデルに追加することで、定義します。次の前提条件は、依存列として定義される列に適用されます。

	
マスキング用としてすでに含まれている列は、有効な依存列になりません。


	
外部キー列、または外部キー列に参照される列は、依存列に指定できません。


	
この列のデータは、親列のデータに準拠している必要があります。




列がこれらの基準を満たしていない場合、依存列を追加しようとすると、「無効な依存列」というメッセージが表示されます。









19.6.7 パッケージ・アプリケーションの依存列のマスキング



次の手順では、データ・ディクショナリに関係が定義されていないパッケージ・アプリケーションでの、列間でのデータのマスキング方法について説明します。





パッケージ・アプリケーションの依存列をマスキングするには:

	
「データ検出およびモデリング」へ移動して、パッケージ・アプリケーション・スイートのメタデータ・コレクションを使用して、新しいアプリケーション・データ・モデル(ADM)を作成します。

メタデータ収集が完了してから、新しく作成されたADMを編集します。


	
参照関係を手動で追加します。

	
「参照関係」タブから、「アクション」メニューを開き、「参照関係の追加」を選択します。

「参照関係の追加」ポップアップ・ウィンドウが表示されます。


	
必要な親キーおよび依存キー情報を選択します。


	
「列名」リストで、親キー列に関連付ける依存キー列を選択します。


	
「OK」をクリックして、参照関係をADMに追加します。

これで、新規依存列が参照関係リストに表示されます。





	
機密列の検出を実行します。

機密列の検出が完了したら、検索ジョブによって検出された列を確認し、必要に応じてそれらを機密または非機密としてマーク付けします。

機密としてマークされているとき、検出されたすべての機密列は、親と、親の他の子の列にも機密としてマーク付けします。このため、すべての関係を含むADMを最初に作成することをお薦めします。デフォルトでは、またはドライバの実行後、ADMが非正規化された関係を含むことはできません。これらは手動で追加する必要があります。

機密列の検出の詳細は、手順6を参照してください。


	
「データ・マスキング」へ移動して、新しいマスキング定義を作成します。


	
新しく作成したADMを選択して、「追加」をクリックしてから「検索」をクリックして、このADMの機密列を表示します。


	
検索結果に基づいて列を選択し、選択した列のフォーマットをインポートします。

Enterprise Managerで、プライバシ属性に準拠するフォーマットが表示されます。


	
フォーマットを選択し、スクリプトを生成します。


	
マスキング・スクリプトを実行します。

Enterprise Managerでは、生成されたスクリプトがターゲット・データベースで実行され、指定した列すべてがマスキングされます。














19.6.8 本番データベースのクローニング



データベースのクローニングおよびマスキングを行う場合、マスキング・スクリプトのコピーがEnterprise Managerリポジトリに保存され、クローニング・プロセスの完了後に取得されて実行されます。そのため、スキーマの変更後または本番データベースの変更後には、スクリプトを再生成することが重要です。





マスキング定義のターゲット・データベースをクローニングおよび(オプションで)マスキングするには、次の手順を実行します。

	
「データ・マスキング定義」ページで、クローニングするマスキング定義を選択し、「アクション」リストから「データベースのクローニング」を選択し、「実行」をクリックします。

「クローン・データベース: ソース・タイプ」ページが表示されます。

テスト・システムを作成してマスキングを実行できる、データベースのクローニング・ウィザードが表示されます。


	
クローニング操作に使用するソース・データベース・バックアップのタイプを指定して、「続行」をクリックします。


	
通常のデータベースのクローニングと同じように、ウィザードのステップを進めます。詳細は、各ステップのオンライン・ヘルプを参照してください。


	
ウィザードの「データベース構成」手順で、マスキング定義を追加してから「SQLパフォーマンス・アナライザ」オプションおよびその他の任意のオプションを選択します。


	
クローン・ジョブをスケジュールして実行します。














19.6.9 データ・マスキング・テンプレートのインポート



現在のEnterprise ManagerリポジトリにXMLファイルとして保存されている、以前にエクスポートされたデータ・マスキング定義をインポートして再利用できます。Oracle提供のデータ・マスキング定義をソフトウェア・ライブラリからインポートすることもできます。





以前にエクスポートされたマスキング定義のインポート





次の補足情報に注意してください。

	
XMLファイル・フォーマットは、マスキング定義のXMLフォーマットと互換性があることが必要です。


	
インポートされるマスキング定義の名前がリポジトリにすでに存在しないこと、またソース・データベース名が有効なEnterprise Managerターゲットを識別することを確認してください。


	
インポートされるXMLファイルの値が、有効なデータベース・ターゲットを参照していることを確認してください。




	
「データ・マスキング定義」ページで、「インポート」をクリックします。

「マスキング定義のインポート」ページが表示されます。


	
マスキング定義の名前を指定し、テンプレートに関連付けるADMを選択します。参照データベースが自動的に指定されます。


	
XMLファイルを参照するか、またはXMLファイルの名前を指定してから、「続行」をクリックします。

「データ・マスキング定義」ページが再表示され、インポートされた定義が以降の表示およびマスキング用の表リストに表示されます。








ソフトウェア・ライブラリからのデータ・マスキング定義のインポート





自己更新機能では、最新のOracle提供のデータ・マスキング・テンプレートをソフトウェア・ライブラリで使用できます。更新をチェックすることもできます。「自己更新」ページに移動し、テスト・データ管理の更新を確認します。存在する場合は、ソフトウェア・ライブラリで使用できるように、ダウンロードして適用します。

	
「データ・マスキング定義」ページで、「ソフトウェア・ライブラリからのインポート」をクリックします。

「マスキング定義のインポート」ページが表示されます。


	
「ソフトウェア・ライブラリ」リストでマスキング・テンプレートを選択します。


	
マスキング定義の名前を指定し、テンプレートに関連付けるADMを選択します。参照データベースが自動的に指定されます。


	
「続行」をクリックします。

「データ・マスキング定義」ページが再表示され、インポートされた定義が以降の表示およびマスキング用の表リストに表示されます。




ソフトウェア・ライブラリからデータ・マスキング定義をエクスポートすることもできます。




	「データ・マスキング定義」ページで、「ソフトウェア・ライブラリからのエクスポート」をクリックします。
	「ソフトウェア・ライブラリ」リストでマスキング・テンプレートを選択します。
	「エクスポート」をクリックします。

異なるリポジトリにインポートするテンプレート・ファイルを保存します。














19.7 パフォーマンスの評価のためのテスト・システムのマスキング


データ・マスキング定義を作成した後、テスト・システムでのマスキングによるパフォーマンスの影響の分析に使用する場合があります。次の各項の手順では、マスキングのみまたはクローニングとマスキングでのこのタスクのプロセスを説明しています。









19.7.1 マスキングのみを使用した評価



マスキングのみを使用してパフォーマンスを評価するには:

	
「データ・マスキング定義」ページで、分析するマスキング定義を選択してから「ジョブのスケジュール」をクリックします。

「データ・マスキング・ジョブのスケジュール」ページが表示されます。


	
ページの上部に、必要な情報を指定します。

スクリプト・ファイルの場所は、マスキング・スクリプトに関係し、これには「マスク前およびマスク後スクリプト」で作成したマスキング前およびマスキング後スクリプトも含まれます。


	
「暗号化シード」セクションで、暗号化に使用するテキスト文字列を指定します。

このセクションは、「置換」または「暗号化」フォーマットを使用するマスキング定義にのみ表示されます。シードは、暗号化/ハッシュベースの置換APIによって使用される暗号化キーで、マスキングがランダムではなく、より決定的になります。


	
「ワークロード」セクションで次を実行します。

	
必要に応じて、「SQLチューニング・セットのマスク」オプションを選択します。

機密データを含むSQLチューニング・セットを使用してパフォーマンスを評価する場合、セキュリティ、データベースとデータの整合性および適切な評価結果の生成のために有効です。


	
必要に応じて、「取得ファイル」オプションを選択して、取得ディレクトリを選択します。

このオプションを選択すると、ディレクトリのコンテンツがマスキングされます。取得ファイルのマスキングは、データベースと一貫した状態で実行されます。





	
「マスキングによるSQL計画の変更の検出」セクションで、「SQLパフォーマンス・アナライザの実行」オプションを選択解除します。

作成したマスキング前およびマスキング後スクリプト(手順2参照)は、すでにアナライザを実行しているため、このオプションを有効にする必要はありません。


	
資格証明およびスケジュール情報を指定して、「発行」をクリックします。

「データ・マスキング定義」ページが再表示され、データ・マスキング・ジョブが正常に発行されたことを示すメッセージが表示されます。

データベースのマスキング中に、AWRバインド変数データが削除され、機密バインド変数のテスト・システムへの漏洩を防止します。


	
ジョブが正常に完了してから、「SQLパフォーマンス・アナライザのタスク」列のリンクをクリックして、実行された分析タスクおよび計画の変更、タイミングなどを示す試行比較レポートを表示します。














19.7.2 クローニングおよびマスキングを使用した評価



クローニングおよびマスキングの両方を使用したパフォーマンスの評価は、「データ・マスキング・ジョブのスケジュール」からではなく、「データベースのクローニング」ウィザードからオプションを指定するという点以外は、前述の項で説明した手順と非常に類似しています。





クローニングおよびマスキングの両方を使用してパフォーマンスを評価するには:

	
「本番データベースのクローニング」で説明されている手順に従います。


	
手順4では、データベース構成手順のフォーマットが、「マスキングのみを使用した評価」で説明されている「データ・マスキング・ジョブのスケジュール: {0}」ページとは異なって表示されますが、「データ・マスキング・ジョブのスケジュール: {0}」ページと同じようにオプションを選択します。


	
ウィザードの手順を続行して、クローニングおよびマスキング・ジョブを完了および発行します。














19.8 アップグレードに関する考慮事項



データのマスキング定義を10または11 Grid Controlから12c Cloud Controlにアップグレードする場合、次のタスクが完了していることが前提です。





	
Enterprise Managerが12cにアップグレードされています。


	
自己更新を使用し最新のデータベース・プラグインがダウンロードされ、プラグインがOMSおよび管理エージェントにデプロイされています。




これらのタスクが完了すると、マスキング定義が自動的にアップグレードされ、レガシー・マスク定義から機密列およびその依存列情報が移入されるシェルApplication Data Model (ADM)がそれぞれ作成されます。ADMは(またはデータ・マスキングも)ディクショナリ関係がないため、検証されていない状態のままになります。

次に従って進み、マスキング定義のアップグレードを完了します。

	
「エンタープライズ」メニューから「クオリティ管理」を選択し、次に「データ検出およびモデリング」を選択します。


	
各シェルADM(検証のステータスは、アップグレードが必要)に対し、次を実行します。

	
表のADMを選択します。


	
「アクション」メニューから、「アップグレードと検証」を選択します。


	
ジョブをスケジュールして発行します。

ジョブが完了したら検証のステータスは有効になります。





	
「エンタープライズ」メニューから「クオリティ管理」を選択し、次に「データ・マスキング定義」を選択します。


	
アップグレードされた各マスキング定義に対し、次を実行します。

	
編集するためにマスキング定義を開きます。


	
「拡張オプション」で「マスキング後の無効な依存オブジェクトの再コンパイル」オプションを「パラレル」および「デフォルト」設定とともに選択します。


	
「OK」をクリックして、変更を保存します。





	
次に、アップグレードした各マスキング定義に対し、スクリプトの生成ジョブをスケジュールします。




これで、アップグレードされたデータ・マスキング定義を使用し、マスキングを再開できます。


関連項目:

依存列の詳細は、「依存列の追加」を参照してください



アップグレードに関して次のその他の点もご注意ください。

	
複数のアップグレードしたADMを結合するには、ADMをエクスポートして別のADMに対して「コンテンツのインポート」を実行します。


	
アップグレードしたADMでは、レガシー・マスク定義をアップグレードしたのと同じセマンティクスを使用し(前述で説明)、その際、検証を実行する必要があります。


	
Oracleより出荷されたEBSマスキング・テンプレートに基づく11.1 Grid Control E-Business Suite (EBS)マスキング定義は、アップグレード後にはカスタム・アプリケーションとして扱われます。前述の1番目の項目で説明されているアプローチを使用して、すべてのメタデータを持つ、新規に作成された EBS ADMにいつでも移行できます。だし、これは必須ではありません。














19.9 シャッフル・フォーマットの使用


列値が一意でない場合および条件付でマスキングされている場合、データ配分を保持しないシャッフル・フォーマットが使用できます。たとえば、EmpNameとSalaryの2つの列がある元の表(表19-1)があるとします。Salary列には10、90、20という3つの個別の値があります。


表19-1 元の表(保持せず)

	EmpName	給与
	
A

	
10


	
B

	
90


	
C

	
10


	
D

	
10


	
E

	
90


	
F

	
20







Salary列をこのフォーマットでマスキングすると、元の値はそれぞれ、このセットの値の1つに置き換えられます。シャッフル・フォーマットが10を20に、90を10に、20を90に置き換えたと仮定します(表19-2)。


表19-2 マッピング表(保持せず)

	EmpName	給与
	
10

	
20


	
90

	
10


	
20

	
90







この結果シャッフルされたSalary列がマスクされた表(表19-3)に表示されますが、データ配分は変更されています。値10は元の表のSalary列では3回発生しますが、マスクされた表では2回発生するだけです。


表19-3 マスクされた表(保持せず)

	EmpName	給与
	
A

	
20


	
B

	
10


	
C

	
20


	
D

	
20


	
E

	
10


	
F

	
90







salaryの値が一意である場合、フォーマットによりデータ配分が保持されます。









19.10 グループ・シャッフルの使用


グループ・シャッフルでは、グループのメンバー間で関係がある個別のユニットまたはグループ内のシャッフルを実行できます。従業員の給与をシャッフルする場合を考えてみます。表19-4では、従業員を管理者(M)と就業者(W)に分類し、ジョブ・カテゴリ内で給与をシャッフルする、グループ・シャッフルのメカニズムを示しています。


表19-4 ジョブ・カテゴリを使用したグループ・シャッフル

	従業員	ジョブ・カテゴリ	給与	シャッフルされた給与
	
Alice

	
M

	
90

	
88


	
Bill

	
M

	
88

	
90


	
Carol

	
W

	
72

	
70


	
Denise

	
W

	
57

	
45


	
Eddie

	
W

	
70

	
57


	
Frank

	
W

	
45

	
72














19.11 条件付マスキングの使用


条件付きマスキングで重複した値がどのように処理されるかを示すために、表19-4に別のアシスタント(A)のジョブ・カテゴリを追加し、このカテゴリの従業員Georgeを、Frankと同じ給与にします。想定する条件は、次のとおりです。

	
ジョブ・カテゴリがMである場合、給与を1から10の間のランダムな数字に置き換えます。


	
ジョブ・カテゴリがWである場合、給与を固定の数値(01)に設定します。


	
デフォルトでは、既存の値を保持します。




これらの条件を適用すると、表19-5のマスクされた値となります。


表19-5 グループ・シャッフルでのジョブ・カテゴリの使用

	従業員	ジョブ・カテゴリ	給与	条件結果
	
Alice

	
M

	
90

	
5


	
Bill

	
M

	
88

	
7


	
Carol

	
W

	
72

	
01


	
Denise

	
W

	
57

	
01


	
Eddie

	
W

	
70

	
01


	
Frank

	
W

	
45

	
01


	
George

	
A

	
45

	
45







条件付きマスキングが機能するのは、重複した値が指定されている場合、依存列または外部キーがない場合です。これらのいずれかが存在する場合、ブリーディング条件によって、2つの重複した値のうち1番目の値が2番目の値となります。そのため、この例では、Georgeの給与は保持されず、01になります。









19.12 LONG列を含むデータ・マスキングの使用


データ・マスキング・スクリプトの生成が完了したら、影響レポートが表示されます。マスキング定義に、データ型LONGの列を持つ表がある場合、影響レポートに次の警告メッセージが表示されます。


The table <table_name> has a LONG column. Data Masking uses "in-place" UPDATE 
to mask tables with LONG columns. This will generate undo information and the
original data will be available in the undo tablespaces during the undo 
retention period. You should purge undo information after masking the data. 
Any orphan rows in this table will not be masked.
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The SQL Performance Analyzer Task s 3 container for experiment resuls of exequtng a speafic SQL Tuning Set under changed environmental
conditons and assessing the impact of environmentalchanges on STS execution performance.

1> SQL Tuning Set

7 SQL Trials
5L Trial captures the executon performance of the SQL Tuning Set under specific environmental conditons

Creste saL Tral

QL Trial Name. Desaripton Crested soLBxeated | status
INITIALSQUTRIAL  parameter db_fle_mublock_red_count set o 128 SRS Yes CoMPLETED
SECOND_SQUTRIAL  parameter db_fle_multblock resd_count set to 6 SRS ves covpLETED

 SQL Trial Comparisons
Compare SQL Trials to assess change impact of environmental differences on SQL Tuning Set executon costs.
Run SQL Trial Comparison

Trial 1 Name Trial 2 Name Compare Metrc | Created Status Comparison Report | SQL Tune Report

INTIALSQUTRIAL  SECOND_SQLITRIAL  EapsedTime  5/1/125:42PM COMPLETED 9@
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The SQL Performance Analyzer Task s 3 container for experiment resuls of exequtng a speafic SQL Tuning Set under changed environmental
conditons and assessing the impact of environmentalchanges on STS execution performance.

1> SQL Tuning Set

7 SQL Trials
5L Trial captures the executon performance of the SQL Tuning Set under specific environmental conditons

Creste saL Trial

QL Trial Name. Desarpton Crested sQExewted | status
INITIALSQUTRIAL  parameter optmizer_use_pending_statistcs set to FALSE S22 1SN Yes CoMPLETED
SECOND_SQL_TRIAL  parameter optimizer_use_pending_statstics set to TRUE S22 1asEM  Yes cowpLETED

7 SQL Trial Comparisons
Compare SQL Trials to assess change impact of environmental differences on SQL Tuning Set executon costs.
Run SQL Trial Comparison

Trial 1 Name Trial 2 Name Compare Vetrc | Created Status Comparison Report | SQL Tune Report

INTIALSQUTRIAL  SECOND_SQLITRIAL  EapsedTime  5/2/12 L46PM COMPLETED 9@
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The SQL Performance Analyzer Taskis  container for experimenta resuls of executng a spedfic SQL Tuning Set under changed envronmental
conditons and assessing the impact of environmental changes on STS execution performance.

1> SQL Tuning Set

v SQL Trials

5L Trialcaptures the executon performance of the SQL Tuning Set under specific environmental conditons

50U Trial Name. Desarption Crested soLBxented | statis
INITIAL_SQU_TRIAL Exadata Storage Server smulaton dssbled S22 Yes CoMPLETED
SECOND_SQL_TRIAL Exaata Storage Server smulaton enzbled S22 Yes covpLETED

 SQL Trial Comparisons

Compare SQL Trials to assess change impact of environmental differences on SQL Turing Set executon costs,

Trial 1 Name Trial 2 Name Compare Metric Crested Status Comparison Report

INTIALSQUTRIAL  SECONDSQLTRIAL  [fOlntercomectBytes  5/2/122:45PM  COMPLETED 0@
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This report compares the performance of multiple captures with the consolidated replay. However, the comparison is.
made with individual ASH capture data vs ASH replay data filtered for the specific captured workload. Time Duration in
this report is always represented in seconds






OEBPS/img/GUID-C17AF4D4-07C2-414B-A030-FB64930E82CF-default.gif
Compare Period ADDM Report

Overview
S0 Commonity 0% Divergence 096
Capture Period Replay Period

Datsbase SIDE [res— Datsbase SIDE [res—

Begin Time  2012-11:25 (51095 | Duration | 105 BegnTime 20z-112805:37:10 | Duraton | 100

0s

o o
0 o3
0

o ok o ‘ l “ m over
, wuew [YTRY VRS VY Y -

L w e e e o m o

fvarage e Sesion 01 Avarage e Sesion <001
Detaits
(&5 Cortaraion | 88 Frin [B Rserce
Chngeory O A
= Hostinstance Capture perioa Repiay Perioa

v 8, coprumermerLar

¥ Captr s Gnlusion i)

datavase MODULE: emagent’s

PROGRAI: OMS|






OEBPS/img/GUID-A9B45BB5-C2DD-477F-9457-4C65000A9495-default.gif
Add

Capture Name [ NewEmpCapture Capture Description

Database Target Q
Database Verson 120,10

Database Credential Database Host Credential
Plase provide credentil t access database. Plase provide credentil to access scO3rv.us.orade.com.
Credentidl @ prefered © Named © New Credentisl © prefered © Named © New
Preferred Credentil Name = preferred Credentil Name =
Default preferred credentils are not Default preferred credentils are not

Credential Detals, Credential Detals

set. set.

Database Captre Intermediate Storage RootLocation
scmtcn/destnaton._dr bronse
@toformation
This root directory is used to temporarily store the captured workload
e the capure s progese.

Use intermediate storage location as fnal storage location
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Database Replay

Database Repiay > Replay Task: CONS_EAST_WEST >

Replay: replay_1

Page Refreshed Oct 16, 2013 6:28:50 PH PDT ¢

Home
Replay Target
Database Target [database Q Database Version 12.1.0.1.0 Replay Host (N

Task List

esse cick 3o cck an con under Go to Tk to xecute a task

Tk [pescrpton GoTotesk |

Setup snd repre = test database envroriment o be used for eslay. Stz ncuce Soning e procucton dstbase,
repare Tt Database restorng the doabase to the pont of apture and makng any actonalchanges necessary to the tes catabase

SetUp Test Database
Iolate Test Database:
Prepare for Replay
Preprocess Workioad
Deploy Reclay Clents
Replay Workioad on Test Database:
Pl Replay Schecie

Replay Workioad

environment,

Clone the producton database o a test environment., The test database shouid be restored to match the capture:
database at the start of capture. You may make any changes to the test environment s needed.

Isolate the test system from the producton environment pror to the workioad replay.

Prepare (preprocess) the workod capure fies for replay and deploy the Replay Cients.

Preprocess the captured worklosd. Preprocessing prepares the workoad fo replay and orly nesds to be performed once:
gainst 3 speciic database version. A workioad should be preprocessed using the target test database.

Deploy Replay Clients
et up the workload repisy on the test database and anslyze the results.
Plan the relstive replay start tmes and replay scale-up factors of captured workloads.

Replay the preprocessed workioad on a test copy of the production database.

\Workloads
CAP_WEST WEST 11.2.0.40 00:22:14 00:40:00 60 (N et/ scratch/.
cap_EAST EAST 112040 00:21:15 00:40:00 00 (D Jscratchcapture /DER.
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DB Replay Report for taskl

DB 14| Release |RAC|Replay Name|Replay Status|
Sios 1107522628012.0.0.00/N0 [teski | coMPLETED |

Replay Information

Replay

Name taski sidb_capt
status compLETED compLETED

Database Name sios. sios.

Database Version _[12.1.0.1.0 12.1.0.1.0

Start Time 281112 08:37:11 28-11-12 05:40:47

End Time 26-11-12 06:47:11 26-11-12 05:50:47
Duration 10 minutes 0 seconds |10 minutes 0 seconds
Directory Object SIDs_ReEPL siD5_Rer1

Directory Path /scratch/wioad/sidb_rept |/scratch/wload/sidb_rept
AwR DB 14 1079228280

AWR Begin Snap1d_ |22

AwREndSnap1d |23

Replay Schedule Name

Synchronization s
Connect Time 100%
Think Time 100%

Think Time Auto Correct | TRUE
Number of WRC Clients |t (1 Completed, 0 Running )

Replay Statistics

|___statistic__| _ replay

D5 Time 3.314 seconds | 1.481 seconds|

Average Active Sessions| o1 o
User calls 788 788

Replay Divergence Summary
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Plan Environment  Datsbase  Opton S

Create Capture : Plan Environment Step 10f6 Next || Cancel

Capture Prerequisites
“The following prerequisites showid be met to avoid potentil problems before proceeding to capture the workioad.

[ Make sure there s enough disk space t hold the captured workload. Consider doing a short duraton workoad capture and using it for estimating
the disk space requirement of a ful workload capture.
Make sure you can restore the replay database to match the capture database at the start of the workioad capture. A successful workioad
[ replay depends on application transactions accessing application data identical to that on a capture system. Common ways to restore application
data state indude point-n-time recovery, flashback, and importjexport.
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PlenEnvionment  Database  Option

Create Capture : Schedule
Schedile start tme and duration fo capture,

Start @ Inmediately O Later
Duration O Indefiitely @ For| 55

Automatic Workload Repository

storage

minutes

8 @

Schedule  Reven

Back | stepsofs Next | concel

Ountl

Exporting of AWR dats during capiure enables performance comparison of the database betieen capture and replay. Because AR data exportation can
have a significant impact on the production system, t should be Schectied at a tme that wil not negatively mpact the producton system, Selecting
“Inmedately” il schede AWR data to be exported inmedately after capture is completed (as schedued n the subsequent Schedie step)

Start @ tmmediately O Later
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Database Replay

Database Replay >
Replay Task: NewEmpReplay

Replay Task Summary

Name NewEmpReplay
Desaripton
Ouner SYSUAN

Captured Workdoads

Page Refreshed Oct 23, 2012 1:18:39 PH PDT

orkdo| ordozd
Neme  [Poibese petsbese |Debetine|  ouiC) s [Storegerost sorage Locaton
(hh:mm:ss)|  Report
R T T w003 o0® 6o QNN fscochioerispven o
Replays
ven - | (R o<ee | eocorose [+ | Hioeon
Catchese [patebese
ame e e bescipten

Nor:

Found
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>
Locate Viorkioad  Copy Workload  SelectDirectory  Initilize Options  Customize Options. Prepare Replay Clents More

Replay Workload: Copy Workload
Database database

o | | sep 2 et
Ry Daesr ez o] e
iy

Continue to the next step afier the workioads are completely copied to the current host.

Copy from Workdoad Location

Enter location detals and credentias for al captures and cick Next o proceed with copying althe workioads to the new locaton at once. This new location wil
contain subdiectories of al vorkloads. Make sure the new locaton s accessble by ths database instance.

Capture Name | myCDBCapture v

Current Location of the Workioad Directory
rost
Directory _fscratchitkan/db12/captures_cdb

Credental @ Preferred O Named O New

Preferred Credental Name [Normal Host Credentials v

Atirbute

Jie

Credential Details UserName wan
Password e
oo

New Location of the Workload Directory
*host Q
*Directory. [/scratch/tkan/neviemp

Credental @ Preferred O Named O New

Preferred Credental Name [Normal Host Credentials v

= Jie
Credential Details UserName wan
Password e

More Detais
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(-) DB Time Distribution

Compare Attr Time Period1 | Time Period2

Total Sample Count _|2050. 7450

Total DB Time. 251988801 10164.33483
Total CPU Time. 2260 5130

Total WAIT Time 259.88801 1034.33483
Total 10 Time. 10 770

10 Request Count 2924 325815

Avg Time Per 10 Request|00000000.00342|00000000.00233
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Database Replay

D
Plan Environment Database  Options

E——

ge Schedule Review

Create Capture : Review Back] Step 6 of 6 _Submit| Cancell

Database

Concurrent Capture. No

Capture Databases
Databe Targer— [Captars e [(nismerios Sovage Root Locaion™ [paabase ot =
database. NewEmpCapture _/scratch/destination_dir L]

Options

St performance Anaiyzer
Capture SQL satements nto a SQL. Tuning Set during workoad cpture.
Workioad Filters
Excluded Sessions
FiterName pe [Sesion Acoute Vaise
Oracle Management Service (DEFAULT)  Exduded Program oMS.
Oracle Management Agent (DEFAULT)  Exduded Module emagent%

Storage

Use intermeditestorage location o finalsorag ocaion

Schedule

Capture Schedule

Start. Immediately
Duration For 5 minutes

Automatic Workload Repository.
Start Immediately
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‘Search and Select: Targets - Oracle Enterprise Manager
Search and Select: Targets

) Search

Target Type [All

Target Name
on st
Configurton Search <No coniguration search selected> @, &

search]

[Target Name _[Target Type _[on Host [ Stows [Database version
0 catabase Detabase Intance (D *
emren_Database  Database Inctance R *

»
Mode Single Select

select| cancel]






OEBPS/img/GUID-011F70C9-9CEA-4594-9956-D2B007CC3F7C-default.gif
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lobal statistics gathering opton PUBLISH wil b set to FALSE temporariy during
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5L Trial 1 [ 5QLTrial 2

Improvement Impact 20% €
Regression Impact 2% 3

Overall Impact 17%
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SQL Performance Analyzer Tasks

Delete || ViewLatestReport

- tn [sas s
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@ TIP For an expianation of the icans and symbals used n the follo

q table, see the Icon Key.
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Database Replay

Database Replay > Capture: cap02

Capture: cap02

Summary | Reports

Capture Summary

Name
Status

Owner

Desaription
‘Concurrent Capture

‘Concurrent Capture
Name

Database Replay
‘Capture Job

Database Target
Database Name
Database Version
Cluster Database

oD

Capture Error Code:
Capture Error Message
Captured Data Sze:
(MB)

Start SCN

End SC

SQL Tunning Set Name
Capture Duration
(hhzmm:ss)

Capture Start Time
Capture End Time

AR Data Export
Schedule

Storage Host
Storage Location

ReployTosks  Workload Subsets  Review

cap02
‘Completed
Svsman

Yes
con_capot

DBREPLAY_CAPD2_1380562625227_CAPTURE (Succeeded)

Oemrep_Database
sac2

112020

No

1578802422
None.

None.

0802

1790539
1793036
capt2._c_146909
00:04:57

Sep 30, 2013 4:14:01 PM GT-07:00
Sep 30, 2013 4:18:58 PM GMT-07:00
Start immediately after capture completes.

L]
InetjscO3rwv/scratchfworkload/gc2/capture/DBReplayWorkload_cap02_2

Related Concurrent Captures.

‘Concurrent captures are a group of captures that are scheduled to stat at the same time. Each capture runs on a single production database. The following table lss althe other captures that started at the.
same time vihen the current capture started. The capture home page ik may be disabled i user does not have suficient priviege.

Page Refrshed Oct 1, 2013 2:11:59 PH POT

Average Active Sessions

20
16
H
$ 12
b3
2o
]
04
e 0415 016 0417
Seplember 30 2013
WCaplured i Not Captured
Comparison
[ capture] Total [Percentage of Total
Database Tme (Himmiss) 00429 1075%
verage Actve Sesson: 0507 l075%
User Calls o752 W 19.7%
Transactons 783 l0%
Session Logins 153 W 26%

e e e e et [l e [Fraction [ o
cap01 Completed T6C2 12.1.0.1.0 10.22% 10.22% . 32.43% 0% . 24.14%
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SQL Performance Analyzer

Page Refreshed May 1,2012 5:29:47 PMPDT _ Refiesh

ViewData [ Real Time: 15 Second Refresh v
QL Performance Analyzer allws you to test and to analyze the effects of changes on the execution performance of SQL contained n 2 SQL Turing
st

SQL Performance Analyzer Workdlows

Create and execute SQL Performance Anaiyzer Task experiments of different types using the folowing ks
Upgrade from 9 or 10.1

Test and analyze the effects of database uparad from 8ior 10, 10n SQL Tuning Set performance,
Upgrade from 10.2r 11

Test and analyze the effects of database upgrade from 10.2.r 11g on SQL Tuning Set performance.
Parameter Change Test and compare an itisizaton parameter change on SQL Turing Set performance.

Optimizer Statistcs Test and analyze the effects of optimizer statstics changes on SQL Turing Set performance.
Exadata Simulation Smuate the effects of » Exadata Storage Server nstaliaton on SQL Tuning Set performance.
Guided Workfow

Create 2 SQL Performance Analyzer Task and execute custom experiments Using manually created SQL trisks.
SQL Performance Analyzer Tasks

Last Curentstep Lastrn  [sais steps
Seect | Name Owner | Modfied | Neme Type | Status Processed | Completed
o SQL Performance Analyzer Tasks
avalabe,

% TIP For an expianation of the icons and symbals used n the folowing table, see the Icon Key.
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Guided Workflow

Page Refieshed May 2,2012 2:52:20 PHPDT _Refesh | view Date

Real Time: Manual Refresh

The folning guided workfow contains the sequence of steps necessary to execute a successful two-tial SQL Performance Analyzer test.
Note: Be sure that the Trial environment matches the tests you nant to conduc.

s [peron F———

PR P ——————————— .

P — .

4 Compare Step 2and Step 3 Fl N
. B

H

View Trial Comprisan Report

(% TIP For an expianstion of the icons and symbals used n the folowing table, s the Icon Key.
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Database Replay

Page Refieshed Oct 18, 2012 12:15:20 PH PDT
@ Confirmation
Replay Tasks NewEmpReplay” created successfully.

Database Repiay enables you to effectvely test system changes n test environments by replaying a full production workioad on 3 test system to determine the overal
impact of the change. Database Replay captures your prodiction workoad and maintains al it characteristics such as tming and concurrency.

Database Replay orkload capture i performed at the database server level and therefore can be used to assess the impact of any change which might affect
database performance such as parameter chenges, patching, storage migrations and detabase upgrades.

> show Overview
Coptured Workionds  Replay Tasks
vew- | [@oeste.. pedt. Rosee | pivetscr
Consoncated
e ourer el Desarpton
NevEmpRepiay  SISWAN e Oct 15, 2012 1215207
myTask si svsan 20 Oct 17, 2012 #20:52PM G,
myTask svsan Sves Oct 17, 2012 10:06:02 40
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Upgrade from 10.2 or 11g

Task Information

*TaskName

ssammngse T Q

Desaripton

Pre-upgrade Trial
Creation Method |Execute SQLs v

Per-SQL Time Linit [ 5 minutes v,
@ TIP Time it s o elapsed time of test exeqution of SQL.

sostbasetok [ Q | CresteDatabaselnk

@ TIP Provide a PUBLIC database Ink connecting to 2 remote user with
privieges to execute the Tuning Set SQL.

Post-upgrade Trial

Use the same system as n the pre-upgrade tial

* Database Lk

(& TIP Same creation method and per-SQL time limit as in the pre-upgrade trial wil be applied.
Trial Comparison
Schedule

Time Zone [ America/Los_Angeles ¥/

@ Immediately
Olater

N T
(mxample: May 2, 2012)
e [5 v[50 v[o0 Yoo m
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Locate Workload  CopyWorkiad  Select Drectory  Schedule  Review

Preprocess Gaptured Workload: Locate Workload
Database detabase.
Version 12.1.0.02
Replay Name HyReplay
Looged In s SYSTEM

The captured workioad directories must be accessible from this database.
® Copy the worklosd drectories to tis host from another host.

© Use an exsting directory with muliple workioad subdirectaries on tis host.

Cancel

Step 10f5 Next

Cancel

Step 10f5 Next
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Upgrade from 9i or 10.1

Task Information

*TaskName

*5QL Turing set

Desaripton

Pre-upgrade Trial
Creation Method Buid From SQL Tuning Set

Post-upgrade Trial
Crestion Method |Execute SQLs v,

Per-SQL Time Uit [ 5 minutes v,
@ TIP Time It s o elapsed time of test exeqution of SQL.

sostbasetok [ Q | CresteDatabaselnk

@ TIP Provide a PUBLIC database ink connecting to a remote user with
privieges to execute the Tuning Set SQL.

“Trial Comparison

Elapsed Time

Comparison Meti
Schedule
Time zone | AmericajLos_Angeles ¥

@® Immediately

Otater
vay 2, 2012 B
(sample: ey 2,2012)

e [5_v[50 ¥[00 |0 AM@PM

Date
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« @ @ & a
Prevous  Customize Optiors  Prepere Replay Clents Wit for Client Connections  Review

Replay Workload: Wait for Client Connections

Database b Concel | Back | step 70f5 |1
Ry Doty il o] e 7= ]

Logged InAs system
after al the Replay Clents have connected, proceed to the next step to continue the repay setup.

©)

The database is preparing to accept connectons from Replay Clents.

1This aperation may take some time to complete. If you dose this browser window or navigate to a different page, your place i the replay process will not be
saved,
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Database Replay Page Refreshed Oct 1, 2013 2:
Database Replay > Replay Task: tas
Replay Task: task01
Replay Task Summary
Name. tasko1
Descrption
Ouner sYstAn
Captured Workloads
Copure
Database Dstabsse Time Workdoad
Name Database Name 02126% s ] e e ot Storsge Location
copot Tec2 o S Inet QR scrtchjworkion
Replays
[@oreate.. &yImport.. 3¢ Delete | 60 Compare |+
— T [pesrpon
oL repayoz SSHAN  Completed  ToQ2 121010 Sep 30,2013 45550 PH GI.
tesk01_repayo1 SYSHAN  Completed  To2 Sen 30, 2013 43260 PM G
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Advisor Central > QL Tuning Summary:SYS.SYS_AUTO_SQL_TUNING_TASK >
Automatic SQL Tuning Result Details: SQLs with Key SQL Profile
Begn Date Apr 10, 2015 10:00:02PM GMT-07:00 EndDate Apr 27, 20158:37:05 AM GMT-07:00

Task Status

Logged in as M

‘Automatic SQL Tuning (SYS_AUTO_SQL_TUNING_TASK) is currently Enabled ~ Configure
‘Automatic Implementation of SQL Profiles is currently Disabled ~ Configure
Recommendations
Only profiles that significantly improve SQL performance were implemented.
Ve Recommendatons | nplenent 5L rfies | valiate A Prfies it 5 |

Parsing L sQ
Select | SQL Text Schema |sQLID Weekly DB Time Beneft(sec) ¥ | Per-Execuion % Benefit Statistis | Profile
SELECT Liog_id,
libname,  SYS  cawd3rafakoam 382 83 ©3%
Lonner, ...
SELECT CAsE
WHEN SYSMAN  assckgTnguhnp. 040 89 ©%
metric METRIC ...

Legend ¥ Recommended 1 Implemented
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Create SQL Performance Analyzer Task
The SQL Performance Analyzer Task s 2 container for the executon o tial xperiments designed to test the effects of changes in exeaution
envronment on the SQL performance of an ST

*Neme

Ourer S¥S

Desaripton
@ TIP Use the description to characterize the ntended SQL Performance Analyzer investigations

SQL Tuning Set
The SQL Tuning Set s the basis for SQL Performance Analyzer Task experiments. The STS should represent a coherent set of SQL for the changes

being nvestgated (e.g. fll workiosd for an upgrade tesd).

*name a

@ TIP You can create & new STS here: Lin to STS Crestion Wizard
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Locate Workload  Copy Wiorkoad  SelectDiectory  Iniiaizs Optons

Customize Options Prepare Replay Clents  ore

Dinformation

target before contiuing the replay setp.

Repiay should be performed on a test database. If the current datsbase targetis not the intendd test datsbase, cck Cancel and select the test database

Replay Workload: Locate Workload
Database database
Repiay Name. DocReplay1
LoggedIn As system

The captured workioad directories must be accessble from ths database.

® Copy the workload directories to this host from another host.

O Use an existing directory with multiple workioad subdirectories on this host.

ol |
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SQL Performance Analyzer Setup

“This page s used to configure the settings for the 'alidate with SQL Performance Anlyzer’option avaisble from certain database management pages. These options are used to valdate the performance of the
database after changing database settings.

*5QUTuning Set. SYSTEM.RUNLOAD

Trial Mode:
Tl ode ‘Optimal (Hybrid): Tris i the recommended mode. It finds SQL with plan changes frst by
Per-SQL Time Liit (Seconds) 30 ‘generating plan, then test-executes S statements with pln changes.
Test Execute: Test-exeaute every SQL statement and colectits execution plans and execution
Execute Ful DM -
Workoad Impact Threshold(%) 1% ‘Explain Plan: Generate explan plan for every statementin the SQL workioad.

SQL Impact Threshold(%)
Disable Multple Exeautions

Workload Impact Threshold(%), SQL Impact Threshold(%):
“These settings contol the threshold where SQL s reported as having regressed or improved. The
= ‘Workioad Impact Threshold is the percent impact of the chosen metric on the entire workioad.
“The SQL Impact Thveshold is the percent inpact of the chosen metric on the indvidual SQL

st Resarce Consaer Grove Statement,Orly statements it exceed b percenages i b repored s regressed o
Resource Consumer Group + improved.

By default, SPA executes shortrunring SQL multle times to eiminate buffer warm up effects.
“This option disables those multiple executions.
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Create Capture : Storage Back | step 40fs | Next || Cancel

Ensure there is sufficent free disk space on the selected host system to store the capture. You should consider performing a short curation capture, and
Using it as the bass for estmating the requirements fo 2 ful capture.

Strsgerost Q
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Database Replay

Database Replay > Replay Task: CONS_EAST_WEST > fe
Replay: BB_TIME_SHIFT
Reports  Review

Jay: BB_TIME_SHIFT

Home
Replay Summary

Database Target. bedb.oradle.com
Database Name
Database Version
Status

Ouner

Replay Duration
(hhemm:ss)

Replay Start Time
Replay £nd Time
Replay Error Code
Replay Error None

Hessage
SQL Tuning Set 85_TIVE_SHIFT__1321671
ame
Replay Job Name DBREPLA) TIME_SHIFT_1379440800333_RE... (N/A)
Replay Host (N
Replay Directory /scratch/bbolltof/RAT/REPLAY/REP1
o
Replay Divergence Summary
vergence Tyoe i et
‘Session Failures During Replay oF 0.0%
Errors No Longer Seen During Replay ol 0.0%
New Errors Seen During Replay ol 0.0%
‘Errors Mutated During Replay ol 0.0%
|DMLs with Different Number of Row. ol 0.0%
|SELECTS with Different Number of R el 0.13%

W Cap_EAST
m CapWEST
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Database Repiay > Tack: EmpRepiay > Replay: NewEmpReplay > Sef Up Test Database

Set Up Test Database
Page Refreshed Sep 18, 2012 5:10:48 P PDT _Refresh | 0K

ViewData | Real Time: Manual Refresh v

elect a capture to be replayed on the test database. Select  database target type and enter a database target name. Cick Go to see a st of captures for 2.
database.

*TargetType | Database Instance ¥
.
*Capture | myCDBCapture (Sep 17, 2012 7:28:01 PM PDT) ¥

7 Capture Summary
Database Name TGCOD StartTime Sep 17, 2012 7:28:01PM

Capture Datsbase Version 12.1.0.0.2 PoT
Cluster Database No Start SO 1460958

DEID 859376357

Task List
Datsbase Upgrade @ No O Yes
Cluster Datsbase @ No O Yes

e Al Tass

st s

Task | Tskiame Desarption Tme | stots | Task
ConeExatng  Clone the exstng detsbsse sofonare 3 tstsystem. Ths tsk sccsses he Databsse . B
Ostasase Softiare  Frowsonng 2R, ner you Con confaure he teps 10 dane e exeing catebese softiare 3
CresteTest Create  est database ready for replay. Trstask accesses the Cane Database pege, nhere you . @

Database Gan create » test database from the existing database.

@ TIP The status icons in the table represent the last execution status of 3 task. See the Icon Key.
& TIP Return to the Database Repiay home page with the OK button after completing al selected tasks,
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Replay Workload: Initialize Options

Database b Concel | Back | step 4ofs |1
Ry i Doty === == Rl g |

Logged InAs system

SQL Performance Analyzer
QL Performance Analyzer allws you to test and to analyze the effects of changes on the execution performance of SQL contained in 2 SQL Turing Set.

Capture SQL statements nto & SQL Tuning Set during workload replay.
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Create SQL Trial

QL Trials capture executon performance of the SQL Turing Set under a given optimizer environment,
QL Performance Analyzer Task SY5.5PA_GUIDED_WORKFLOW
QL Turing Set SYS.DOCTEST3

*5QUTril Neme [SQL_TRIAL 1335

QL Trial Description

Creation Method | Execute SQLs Locally v

Per-SQL Time Lt [ 5 minutes v,

@ TIP Time it s o elapsed tme of test exeqution of SQL.

Schedule

Time Zone [ America/Los_Angeles ¥

® Immediately
Olater

N T
e o 2.5

Tme [3v[48 ][00 M| OaM@PM

cancel |[submit

Trial environment determines results

The SQL Tuning Set remains constant under the SQL Performance Analyzer Task.
andits SQL i executed i isolaton to create each SQL Trial. Performance
differences betieen ik are thus atirbuted to environmental differences
between trils,

Envronmental changes affectng SQL optimzation and performance may need to
be made manualy prir to executon of the Trial These coud incude changng
nitaizaton parameters, gathering o seting optmizer statstcs and ceating
indexes,

The Creaton Method determines how the SQL Trial i crested and what contents
are genersted, 25 folows:
* Executing SQLs generates both plans and statistis by actusly running
the SQL statements
Generating plans invokes the optimizer to reate execuion plans only
without runming the SQL statements.
* Remote execuon and plan generatin are done over 3 publc database
fink on the remoe system.
* Buiding from the SQL Turing Set simply copies the plans and statistics
from the Tuning Set drectly o the Tria

NOTE: Be sure trial envi
submitting.

nment has been established prior to

[Orial environment estabished
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Optimizer Statistics
Task Information

*TaskNeme

*5QL Turing Set Q

Desarpton

Crestion Method |Execute SQLs v

Per-SQL Time Uit [ 5 minutes v,

@ TIP Time imitis o elapsed tme of test exeqution of SQL.

“Trial Comparison

‘Comparison Metric| Elapsed Time

Schedule

Time Zone [ America/Los_Angeles ¥/

@ Immediately
Olater

N T
(=xample: May 2, 2012)

Tme [12 %[ 32 %[00 ¥ o AM @ PM
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Parameter Change
Task Information
*TaskNeme
*5QL Turing Set Q

Desarpton

Crestion Method |Execute SQLs v

Per-SQL Time Limit [ 5 minutes v,

@ TIP Time it s o lapsed tme of test exeqution of SQL.

Parameter Change

“parameterame — _q

* Base Value

* Changed value

“Trial Comparison

Comparison Metrc Elapsed Time v

Schedule

Time Zone [ America/Los_Angeles ¥/

@® Immediately
Olater

pate Uy 1, 2012 [
{sxample: Hay 1,2012)

Tme (2 ¥]51 ¥[50 ¥ O AM@PM
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Run SQL Trial Comparison

Task Name SY5.5PA_GUIDED_WORKFLOW
QL Turing Set SYS.DOCTEST3

Trial 1hame [ SQL_TRIAL_1336002531305 v,

Desaripton
QL Bxeauted Yes

Trial 2 Neme [ SQL_TRIAL_1336002653572 v,

Desaripton
QL Bxeauted Yes

Comparison Metc  Elapsed Time v

Schedule
Time Zone [ America/Los_Angeles v
@® Immediately

Olater

oate May 2, 2012
(wampie: Hay 2, 2012)

Tme [3v[48 w[o0 M| oaM@PM

Compare trials to assess change impact

QL Performance Analyzer tril comparison alows you to assess the
impact on SQL Tuing Set performance of changes made beteen to
il

Itis mportant to know the ifference between Trial 1 3nd Trial 2
executon envronments n order 1 properly assign impacts o the
changes betieen sk, Tracking envronmental changes betieen s
is currently 3 user responsiilty.

“The selected comparison meticis used a5 the basis for comparisan, and
defauts to execute elspsed tme nhen both tials contain test executon
statstics. Vihen execution statistics are not avalable, 3 ess accurate
comparison can be mace Using optmizer cost
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Back] step 3 of 6 ] Cance

Create Capture : Options

SQL Performance Analyzer
SQL Performance Analyzer allows you to test and to analyze the effects of changes on the execution performance of SQL contained in a SQL Turing Set.

pture SQL statements nto a SQL Tuning Set during workload capture.

Workload Filters
Workioad fiters can customize the workload to be captured. Please refer to the Oracle Real Application Testing guide for more iformation.

ke Hode [Bumon[=]

Excluded Sessions
Al sesions wil be captured except for those lsted below.
dAdd JEdt 3 Delete
[Fier Name [Type [session Attribute Valve
‘Oracle Management Service (DEFAULT) _ Excluded Program ows
Module emagentte

Orade Management Agent (DEFAULT)  Excluded

@toformation
Vou may use 4 fo widcard i afier value.
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Task Information

* Task Name

*50L Turing Set

Description
Creation Methad Execute 5QLs
Per-5QL Time Linit 5 minutes v,

@ TIP Time It is on elapsed time of test execution of 50L.
Trial Comparison
Comparison Hetric 1j0 Intercomnect Bytes

Schedule

Tine zone [ americajlos_angeles v

@ Immediately
Olater

e bmzEE B
ot o .9

e (1 v[38 v[00 v|Qam @PM
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Initialization Parameters
e
“The parameter values listed here are currently used by the running instance(s). You can change static parameters in SPFile mode.
e -
[ o=l Pl
e i
[l Apply changes in current running instance(s) mode to SPFile. For static parameters, you must restart the database.

savetoFie
Nome & e [vabe | comnents [Tvpe e [Maded pymamic | category
optmizer_mode (D [FIRST Rows_100 [=] | String v Optmizer
savetoFie

et on it caaases | showsa | revr | veldtewinsea | spA veidosonresits | Al |
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Database Replay > Task: MyReplayTask > Replay: MyReplay > Logged in s SYSTEM

Awarning

A captured workosd can contain eferences to external systems that may only be meaningfuln the capture environment. Replaying a workload with unvesolved references to external
Systems may cause unexpected problems n the production envionment.

Vou should perform a replay in @ COMPLETELY ISOLATED test environment thet may include hosts, netwarks, e-mal servers, storage systems, and ther devices. Make sure ta resalve.
sl eferences to external systems in the replay environment, 5o that replaying a workiosd cannot harm your producton environment,

Isolate Test Database: References to External Systems
Refereices to externalsystems may cause problems during the replay. o

Use the ks belo to verfFy potentia eferences to external systems and modfy thase that are invalid

* Database Links - This Ik takes you outside of the Database Replay process.
* Diestory Objects - This Ik takes you outside of the Database Replay process.
* Streas - Thisink takes you outside of the Database Replay process

@ TIP There may be more references to external systems than those found via the above links.






